















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　近代社会は、途と方ほうもない《結果》の積み重ねによって成立している。

　幾いく千せん、幾いく億おくもの賽さいの目め、そのほとんどは些さ細さいなものだ。

　何を食べ、何を好み、誰だれを愛して、どのように死ぬか──

　それらを決めて動くたびに、運命の賽さいが転がる。

　──蝶ちようの翅はねが羽ばたくように。

　名もなき人々が振ふった賽さいの目めにより、近代社会は成立するのだ。




　ここは秋アキ津ツ洲シマ、京キヨウ東トウ。

　賽さいの目めが違ちがえば日本、東京と呼ばれたかもしれない島国の首都。

　２度の世界大戦、そして敗戦。冷戦による分ぶん裂れつの危機を経て、情報通信技術の革新が世界を縮め、インターネットにより世界の人々が隣りん人じんのごとく繫つながった奇き跡せきの時代。

　しかし、複雑に張はり巡めぐらされた貿易網もう、流通網もうを寸断する悪あく疫えきが、その歯車を狂くるわせる。

　それ以前、それ以後に世界がハッキリと分かたれる、史上最大のパンデミック。

　人類滅めつ亡ぼうもあり得た、地球全土で数億の死者を数える地じ獄ごく。

　病のみならず、複雑に入り組んだ貿易網もうの崩ほう壊かいが、すでにそれ無しには成り立たなくなっていた各国経済を破は壊かいし、飢き餓がや貧ひん困こん、そしてそれを原因とする戦争の恐きよう怖ふすら蘇よみがえらせた。

　欧おう州しゆうに端たんを発する大戦の危機はグローバル経済を殺し、持続可能エネルギー論を終わらせ、化石燃料とブロック経済に回帰し、同盟国とのみ連帯し孤こ立りつを深めゆく混こん迷めいの時代。

　その最果て──

　世界最高水準と言われる防ぼう疫えき体制を確立するための超ちよう管理社会と成り果てた秋アキ津ツ洲シマ。

　人々は家か畜ちくの如ごとく、強制参加が義務付けられたＳＮＳのムラ社会に繫つながれたまま、喘あえぐように日々を過ごし、貧ひん困こんと繁はん栄えいのはざまで息継つぐように生きている。

　そんな中、人々を熱ねつ狂きようさせる唯ゆい一いつの救い。

　世界防ぼう疫えき体制の完成に多大な貢こう献けんを果たした巨きよ大だい企き業ぎよう──《Beastビースト Techテツク》の福ふく音いん。

　政府承しよう認にんのもと地域を限定して売り出した究極の解放。

　──体感せよ！

　奇き抜ばつなデザインの缶かんで波打つ、３５０mlの自由リブレ。

　プルタブを引き上げて喉のどを鳴らし、強きよう烈れつなフレーバーとテイストに踊おどれ。

　鎖くさりを解き放つ、ここは仮面舞踏街マスカレード。

　あらゆる人々が自分を縛しばる端たん末まつを切り、マスクを外して《獣けもの》に還かえる街。

　社会の軛くびきを外し、悪徳も暴力も容よう認にんされた必要悪。

　超ちよう管理社会のブラックホールに人々は魅み了りようされ、集つどい

　法なき街で自由を飲み乾ほして獣けものに還かえり、狂くるったように踊おどり続ける。

　文字通り人を獣けものに還かえすその液体──《怪物モンスターサプリ》。

　濃のう厚こうなコーラフレーバー。ケミカルな後味の甘い液体を飲み乾ほせば、ある時は虎とらに、ある時は羊に、ある時は狼おおかみに──あらゆる獣けものの特とく徴ちようを残すヒトとなり、人々は心に仮面をかぶる。

　名も知れず、素す性じようも解わからぬ、ただ正体不明の《獣けもの》たち。

　禁じられてなお彼らを魅み了りようする背徳、外の世界では決して行えぬ娯ご楽らくとは──？

　仕切り板など取とり払はらい、酒を浴びるほど飲んでの乱らん痴ち気き騒さわぎ。一いつ切さい責任など感じることなく行きずりの異性と夜を共にし、破は滅めつを望むがごとくバカげた大金を賭かけて博打ばくちを打つ。

　すべてが自由、それが仮面舞踏街マスカレード。

　ここは地じ獄ごくのテーマパーク。国が許した官製スラムに、ある噂うわさが流れる。

「──最高にキマる自ヤ由ツが、あるらしい」

　ありふれた獣けものを遥はるかに超こえた絶頂をもたらす魔ま剤ざいの極きわみ。

　遥はるか昔に絶ぜつ滅めつした伝説に変わるとされる《幻想フアンタビサプリ》の噂うわさは、抑よく圧あつされたネットワークの片かた隅すみで、社会や学校の暇ひまつぶしとしてまことしやかに語られていった。




　結論から言おう。

　最高の自由は存在し、街に撒まかれたそれが巻き起こす波は紋もんは悲劇と喜劇をもたらす。

　これは超ちよう管理社会に生まれた《怪かい物ぶつ》たちの物語。

　懸けん命めいに生き、ささやかな自由を満まん喫きつしながら進みゆく少年少女の伝説が──今、始まる。
















　夜、とある寂さびれた街角。

　築半世紀は経たっていそうなコンクリの壁かべに無数の室外機。

　錆さびたベアリングが音をたててファンを回し、カビ臭くさく生なま温ぬるい風を起こしている。

　ビルの谷間には窓から棄すてられたとおぼしきゴミ袋ぶくろが積み上がり、腐くさったバラ肉じみた層を形成して、白く立たち昇のぼる発はつ酵こうガスが室外機の風にゆらゆら、亡ぼう霊れいのように立っていた。

　この街はゴミ溜ためだ。

　表通りは清せい掃そう会社の巡じゆん回かいも来るが、道を２つも挟はさめば地主も管理を放ほう棄きした廃はい墟きよが連なり、後ろ暗い振ふる舞まいを好む『客』がめいめい勝手に店や住居を構えている。

　その生活によって生じるゴミや排はい泄せつ物ぶつは、管理放ほう棄き地故ゆえに公共のサービスを受けられぬままただただ積み上がり、古ふる漬づけのごとく腐くさってゆくばかりに見えた。

「はあ、はあ、はあ、はあ……ハアッ!!」

　そんな中、ゴミ袋ぶくろの山を泳ぐように──《狼おおかみ》が走る。

　街の外なら一目置かれたに違ちがいないハイブランドのスーツは無残に汚よごれ、はだけたシャツの胸むな元もとにはもふもふと分厚い胸むな毛げが膨ふくれ上あがって、ボタンが千切れそうに張りつめている。

　掌てのひらには柔やわらかな肉球、顔面すべてを覆おおう柔やわい体毛。焦あせりと恐きよう怖ふを表すように突つき出だした舌はハッハッと獣けもの臭くさい息をたてて、ゴミをかき分けながら必死に足あ搔がいていた。

「来なきゃ良かった！　来るんじゃなかった！　こんな街！　こんな街！　こんな街!!」

　狼おおかみという字から想像できるような精せい悍かんさとは無む縁えんの、無様な叫さけび。

　絵本に出てくる、山や羊ぎの子を何なん匹びきも腹に収めて丸々と肥えた狼おおかみのように、ムチムチと太い腹を揺ゆらしながら、高級スーツを着た二本足の狼は慌あわてふためき、ゴミをかきわけ逃にげている。

　比率で言うならヒトが７で、狼おおかみが３の、半人半はん狼ろう。

「ヒッ!?」

　──《でぶ狼おおかみ》としか言いようのない男が、振ふり返かえると。

　ガダダッ！　ガダダッ！　ガダダダダッ……！

　ゴミ袋ぶくろを跳はね飛とばし、アスファルトにＵ字の烙らく印いんを捺おしながら、でぶ狼おおかみに追いすがる。

　切れかけた街灯に照らされた影かげが長く長く、まるで古いにしえの白黒映画の１シーンのように──

　無数の室外機が張りついた凸でこ凹ぼこの壁かべに、四つ脚あしの影かげが伸のびる。

「わ、悪かった!!　悪かったよ!!　だから──殺さないで!!」

　ゴミ溜ために溺おぼれたでぶ狼おおかみが悲痛に叫さけぶ。

　だが四つ脚あしの影かげは動じることなく、諾だく足あしのリズムを刻んで駆かけてくる。

　これが《外》ならば、辻つじ々つじに仕し掛かけられた監かん視しカメラの映像を基もとに、治安部隊が出動。

　重火器の使用も視野に入れた武力行使により《でぶ狼おおかみ》は救われたかもしれない。

　事実、彼は最後までその希望を捨てることなく、無様に助けを求め、慈じ悲ひを乞こうた。

「悪ふざけだったんだよ!!　この街なら何してもいいって！　身元も顔もバレずにどんなことでもできるって聞いたから、だから、だから、だから……!!」

　最後の言葉はもはや掠かすれてただの嗚お咽えつに変わっていた。

「ほ、本気じゃなかったんだ！　アンタもそのつもりだったんだろ!?　そんな恰かつ好こうでここ歩くとか、もう誘さそってるようなもんだよな!?　俺は悪くねえ、俺は……！」

　温ぬるい風が吹ふく。室外機が流す油やカビの臭においではなく、もっと生なま臭ぐさく、生々しい風だ。

　それはでぶ狼おおかみの遥はるか頭上、３ｍ超ごえの高みから──吹ふいてくる。

「ヒギッ!?」

　ぞくりと震ふるえたでぶ狼おおかみが、振ふり返かえる刹せつ那な。

　棹さお立ちとなった四つ脚あしの獣けもの。それがＵ字形の巨きよ大だいな蹄ひづめを振ふり上あげて。

　──グシャッ!!

「あいいいいいぃぃぃいいいいいっ」

　デタラメな悲鳴。

　うずたかく積みあがったゴミ袋ぶくろに半ば埋うもれた、でぶ狼おおかみ。

　狙ねらいすましたかのように、その腕うでが半ばから潰つぶれ、ちぎれていた。

　ぺらぺらに踏ふまれた断面がアスファルトにへばりつき、血ち糊のりが広がる。辛かろうじて残った肩かたの骨と腕うでをつなぐ肉の断面、汚よごれた象ぞう牙げ色の生々しい骨と筋に、でぶ狼おおかみは一いつ瞬しゆん見入り。

「あれ？　俺　ほんとに　腕うで、あ　も、　げ……ッ!!」

　肉体の一時的獣じゆう化かをもたらす魔ま剤ざい──怪物モンスターサプリは、肉体を著いちじるしく強化する。

　それは単純な筋力の増大などに留とどまらず、脳に作用して痛覚を抑よく制せいし、文字通り野生動物に等しいしぶとさ、生命力すら与あたえるのだ。しかし、その恩おん恵けいは今や──

　素す直なおに死ねないというだけの、拷ごう問もんと化した。

「あああああああああああああぁああぁあぁっ……ぁあああああああああっっっっ!!」

　信じられない、という面おも持もちで、でぶ狼おおかみはちぎれた腕うでを拾おうとする。

　泣きべそをかきながらスーツの袖そでに爪つめをひっかけた時、背後から迫せまって来た追つい跡せき者しやが、再びその前まえ脚あしを振ふり上あげると、無様に身を屈かがめたでぶ狼おおかみの背中を踏ふんだ。

「が　あ　……ッ!?」

　背骨が砕くだける音がして、肺の空気がすべて吐はき出だされてカスッと鳴った。

　それは、蹄ひづめだ。中指と薬指が変化して二ふた股またに分かれたウシやブタのような形ではない。

　ヒトで言うなら足の指が全体を覆おおうほどに変化した一体成形の蹄ひづめ。奇き蹄てい目もくと呼ばれる動物が備える特とく徴ちようがありありと、水みず溜たまりを踏ふんだように真っ赤な鮮せん血けつに染まっていた。

　ブルルルッ……！

　鼻び腔くうが震ふるえる音がする。

　愉ゆ悦えつを含ふくんだ響ひびきだ。ウマが行う感情のサイン。

　喜びと興奮を示す仕草と共に、ソレは今ひとつの命を無残に踏ふみ潰つぶそうとしている。

「たす　け　……でっ!?」

　……グシャッ!!

　命いのち乞ごいは届かず、転げ落ちた卵のように。

　イヌ科とヒト科がミックスされた異形の頭ず蓋がい骨こつは砕くだけ、中身がこぼれた。

　数トンの圧力をこめて蹄ひづめは狼おおかみ男をほぼ垂直に踏ふみ潰つぶし、挽ひき肉にくとなった死体がゴミに埋うもれ、破れたゴミ袋ぶくろからこぼれた異い臭しゆうを放つ腐ふ敗はい物の中に沈しずんでいく。

　ソレは大きかった。

　でぶ狼おおかみが全身沈しずみ込んだゴミの山、そこに脚あしの半ばまで埋うめながらもすっくと立っている。

　もこもこと膨ふくらんだイヌ科の毛皮とはまったく異なる、薄うすく短い褐かつ色しよくの体毛。アスファルトを踏ふめしめる四つ脚あしは太くて長く、生き物というより頑がん丈じよう極きわまる重機のソレを連想させる。

　一見、それは馬だ。

　本来のウマという生き物の首がある位置からくっきりと６つに割れた腹筋が並び、豊かな胸と薄うすい色の先せん端たんを、内からの膨ぼう張ちように耐たえられず破れた下着の残ざん骸がいが辛かろうじて包んでいる。

　袖そでを通したジャージは、ミチミチと張りつめてハムのよう。

　前を留めるチャックはすべて開けているが、それでも子供が大人のそれを無理して着たかのように窮きゆう屈くつそうに──頼たよりない街灯の光に照らされて、点々とついた返り血まで見えた。

　半人半馬ケンタウロス。

　ウマの胴どう体たいに人の身体からだを繫つないだような異形の正体は、都市の暗くら闇やみに紛まぎれて判然としない。

「はあ、はあ、はあ、はあ、はあ、はあ、はあ、はあ、はあ、はあ……っっっっ♪」

　ただその口元、荒あらい息を吐はきながら。

　隠かくしきれない喜びのリズムと共に、かすかに覗のぞく口元が吊つり上あがる。

　京キヨウ東トウ仮面舞踏街マスカレード　夏ナツ木キ原バラ──ヒトを獣じゆう化かさせる《怪物モンスターサプリ》合法特区を震しん撼かんさせる殺人鬼き《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》は、どこか踊おどるような足取りで駆かけ、去っていき──。




「ひでえな、こりゃ。ぐちゃぐちゃでやんの」

「３Ｄスキャン、デジタル保全完かん了りようした。遺体は回収、作業開始」

　現場を訪おとずれた二人組が潰つぶれた死体と加害者の痕こん跡せきをスキャン。

　舐なめるように光が走り、精密にデジタルデータ化された犯行現場が記録、保全される。

　耐たい衝しよう撃げきケースに詰つめられたモバイルＰＣは、本来の仕様なら即そく座ざにデータを送信、専門部署での解かい析せきを実行するが、通信回線がほぼ死んでいるこの街では、それもできない。

「今時、手でデータ持って帰るのってどうなのよ。ローテクすぎんだろ……」

「古今東西、超ちよう大容量データ通信の最速は、記録媒ばい体たいごと交通機関で運ぶこと、だそうだ」

「そこまでデカくねーだろ、この程度。ま、しゃあねえ。お仕事あるだけマシかぁ」

　作業着にゴーグル、分厚いゴム手て袋ぶくろで衛生対策。顔も素す性じようもわからないふたりは早くも猛もう烈れつな腐ふ臭しゆうを放つ遺体を拾い、苦心しながら袋ふくろに詰つめると口々に言った。

「この臭におい、取れっかなあ。今日だろ、転入すんの。めっちゃ緊きん張ちようしねえ？」

「別に。半分仕事だ」

「あ、ずっり。ひとりでクールぶりやがって、お前そういうとこあんよなぁ」

「ぶっちゃいない、というか──……」

　作業着のひとり、二人組の片割れは、マスクをずらす。

　ヒトのかたちを保った輪りん郭かくのライン、唇くちびるに微かすかな喜びを湛たたえて。

「わくわくは、してるな。──ようやく《普ふ通つう》になれそうだ」

　生態系の下支え、分解者の如ごとき立ち位置。作業着に記された社名は《幻想清掃Fantastic Sweeper》。

　どこかのビルや街角で見かける清せい掃そう員のような姿で、彼らは静かに動き出す。

「やらかしを止めんのと、高校デビュー。両方やるのって、ムズくね？」

「前者は仕事、後者は人生だ。どちらが大切かは言うまでもないな」

「そりゃそうだが俺らの場合、前のをサボると後ろが潰つぶれっし」

　二人組のもうひとりは、膨ふくれた毛皮でパンパンに張りつめたツナギとマスク。

　獣けものの輪りん郭かくを宿した人の姿を雑な作業着で隠かくしながらぼやき、潰つぶれた成人男性の遺体を詰つめた大おお袋ぶくろをサンタクロースのように担かつぐと、夜明けが近い街を歩き出す。

「行こうぜ、相棒。せめてシャワーと着き替がえはしねえとやってらんねえ」

「ああ」

　肩かたを並べてふたり、死体と機材を担かつぎ、情報を抱かかえてえっちらおっちら。

　警察ではない。声の調子は十代の若者のようで、隠かくしきれない青さが溢あふれている。

「とっとと犯人とっ捕つかまえて青春しようや。目星はついてんだしな」

「悪いが、少し早めに行って捜そう査さを進めてくれ。俺は書類を出してからになる」

「あいよ。つうかさ」

　被ひ害がい者しや。獣けものと化したまま死んだ、顔も素す性じようもわからない誰だれかの遺体。

　裕ゆう福ふくそうなスーツ。財さい布ふも腕うで時ど計けいも靴くつも、血まみれの靴くつ下したまで現場近くに潜ひそんでいた誰だれかが持ち去り、裸はだか同然の状態となって袋ふくろに詰つまった、名前すらない哀あわれな肉につ塊かい。

「外で死んだら大おお騒さわぎ。ここで死んだら紙切れ一枚。何でこんなとこ来んのかね？」

「暇ひまなんだろう。《外》の大人は」

　オフィスに戻もどってから書き込む書類のテンプレートを思い出しながら、ひとりが告げる。

　事件ですらない、清せい掃そう作業報告書。形式ばった文章を解体するなら。

『デカいゴミが落ちてました。片付けました。終わり』

　それで済んでしまう適当さ。ヒトの命は重く、獣けものの命はゴミより軽く。

　けれど誰だれかが片付けなければ、目め障ざわりでしょうがない。──それもまさにゴミのよう。

　死に損とでも言うべき誰だれかを担かついで、掃そう除じ屋やたちは朝あさ靄もやけぶる街角に消えていった。




















────　01　特殊永続人獣トクニン　────






　時は流れ、時代が変わっても、駅には独特の臭においがある。

　石炭と煤ばい煙えんに燻いぶされた蒸気機関車の黎れい明めい期は遥はるか昔。ホームに列車が入り、停とまると同時に消毒液が噴ふん霧むされ、顔のない人々が薄うすい霧きりをかき分けるように降りてゆく。

「………」

「………」

　ぞろぞろ、と擬ぎ音おんが似合う足取りで、無む駄だ口ぐちひとつ叩たたかず人々は歩く。

　サラリーマン、学生、通勤時間帯を占しめる多数派のマスク着用率は１００％。近年開発された皮ひ膚ふ密着型の使い捨てマスクは、着用者の肌はだの色いろを読み取って調和し、溶とけ込む。

　いわゆる『モブ顔』──眼め以外の口元、鼻び腔くうなど露ろ出しゆつ部を極ごく薄うす皮ひ膚ふで覆おおったようなそれは、飛ひ沫まつ、ウィルスをほぼ完全に遮しや断だん。顔認にん証しようを妨さまたげない密着構造で公的な場でも着用可。

　モブ顔の人々は、ホームと車両に設置された監かん視しカメラにその移動経路を認にん知ちされている。

　３６５日、24時間、全国民の所在、移動経路をリアルタイムで監かん視しする《神の眼め》。

　感かん染せん対策に端たんを発する監かん視しシステムは当初プライバシーの侵しん害がい、個人情報の保護が叫さけばれたものの、強行策を求めるヒステリックなＳＮＳの圧力に負け、実装されて数年が経たつ。

　ピピピッ……！

　降車しようとした人々の中で、端たん末まつが鳴った。

　すると人波が一いつ斉せいに左右に割れ、道を空ける。

　ニコニコと群衆顔のマスクの裏に笑え顔がおを張りつけながら、拍はく手しゆでもせんばかりに──

「……ふん」

　割れた人波の先にいるのは、ひとりの少女だった。

　駅近くにある都立校、アカネ原高の制服姿。ツンツンと尖とがった癖くせっ毛、可か愛わいげより鼻っ柱の強さを感じさせる眼まな差ざしで周囲を見み渡わたすと、軽く頭を下げてから。

　──キッ……！

　タイヤが軋きしみ、彼女が乗った車くるま椅い子すが割れた人波を進んでいく。

　ミニスカートから覗のぞく彼女の足は健すこやかに肉づいて、健康そのもののスポーツマンのようだ。が、それが詐さ病びようの類でないことは、道を空けた人々全員が証明している。

　車両の天てん井じように隠かくされたカメラが少女の顔にフォーカス。

　所持端たん末まつと同期し、顔認にん証しようにより個人情報を解かい析せきする。

『国民登録番号XXXXXX　京キヨウ東トウ都立アカネ原高校２−Ａ』

『賣メ豆ズ紀キ　命メイ　賞しよう罰ばつ履り歴れき　都中学総体陸上　女子１５００ｍ　１位　大会記録』

　暗号化された国民登録番号に基もとづき、所持端たん末まつでＳＮＳが起動。

　日々の暮らしのつぶやき、陸上選手として栄えい冠かんを勝ち取る誇ほこらしい姿などが参照され──。

『交通事故による脊せき椎つい損傷　右みぎ脚あし麻ま痺ひ』

『生活支し援えん要度：Ｂ』

　同じ車両に乗り合わせた人々の端たん末まつに、通知が飛ぶ。

　社会管理システム《神の眼め》により、社会的・身体的弱者へのサポートは推すい奨しようされ。

　──その実行者は、模も範はん的市民として確実にポイントを稼かせぐことができるのだ。

　ピンポン♪

『おめでとうございます。生活支し援えん貢こう献けんＢが達成されました』

『信用スコア＋１。社会信しん頼らい度に加算されます──』

　非通知にしていなかったのだろう。

　人波のいずこかから、端たん末まつの機械音声と信用スコアの加算通知がピコンと鳴る。

「どうぞどうぞ！」

「お嬢じようさん、お困りなら手伝いますよ？」

「……いらない」

　顔半分を覆おおう群衆マスク。だがわずかな皺しわが、その裏の笑えみを隠かくしきれない。

　たかが１ポイント、されど１ポイント。この超ちよう管理社会において、信用スコアは税控こう除じよからクレジットカードやローンの限度額に至るまであらゆる社会活動の基準となる。

　道を空けるだけで稼かせげるとあらば当然、ニッコリ笑え顔がおもこぼれるというもの。

「……あり、がとう」

　重々しい、言わされている感のにじみ出るようなお礼にも。

「「「はい！　どういたしまして！」」」

　善行を積んだ、という確信から、群衆はハキハキと返事をする。

　そんな人々を胡う乱ろんげに見み渡わたすと、命メイは今時珍めずらしい手て漕こぎの車くるま椅い子すを走らせ、車両を降りる。

　当然、何も言わずとも全自動でタラップが出現。彼女のいくところ雑ざつ踏とうなど無む縁えんのものだ。どんなに混んでいようと道は空き、にこやかな笑え顔がおとポイント加算通知が響ひびき続ける。




　ピンポン♪　ピンポン♪　ピンポン♪　ピンポン♪　ピンポン♪　──……ピンポン♪




「……うっっっざ!!」

　群衆を抜ぬけ出だし、ようやく駅構内から出ると。

　賣メ豆ズ紀キ命メイは溜たまりに溜たまった鬱うつ憤ぷんを吐はき出だすように、そう咆ほえた。

　空は青く、風は澄すみ、街路はゴミひとつなく美しく。

　時間をわずかにずらしたせいか通勤通学のピークを外れ、自分以外の人ひと影かげはなく。

　故ゆえに我が慢まんの必要もなく、わずかな間に溜たまった黒いものを言葉に変えて吐はき出だした。

「親切面づらするなら、せめて通知音くらい切っとけっての……！」

　今、彼女が暮らす世界において【匿とく名めい】は特権で。

　みんな、優やさしいふりをして、生きている。

　ギッ、ギッ、ギッ……！

　体たい脂し肪ぼう率りつひとケタ台。極きわめて精せい悍かんに搾しぼられた、女子とは思えない腕うで。

　それが今時珍めずらしい完全人力、動力アシストの一いつ切さいないアナログ車くるま椅い子すを進ませる。

　首筋に汗あせを浮うかべながら見上げた坂道、傾けい斜しやのきついその先に校舎の壁かべが見えた。

「……ふっ、くっ……ぎっ……！」

　歯を食いしばって車輪の握にぎり──ハンドリムを強く回そうとした、その時だった。

　袖そでから滴したたった汗あせが掌てに伝い、つるりと滑すべる。

「はあっ!?」

　女子らしくない声があがる。滑すべったハンドリムから手が離はなれ、タイヤが制せい御ぎよを失った。

　真後ろ──慣性の法則に従って急な坂道を転がり出す。

（ヤバっ、死ぬ……!?）

　坂を上り切れず車道に転落したら、その先は交通量の多い一いつ般ぱん車道。

　とっさに聞き取る、車のエンジン音、通行音。自動運転車両のオートブレーキがあろうと、勢いよく飛び出した異物に対処できるか怪あやしい。最悪、そのまま、撥はねられる。

（……あ。でも、ま……）

　ブレーキレバーを倒たおそうとした手が、萎なえた。

（いっ、か……？）

　歯を食いしばっていた顎あごから力が抜ぬける。

　世界のすべてを諦あきらめたように、ふっとブレーキレバーから手が外れた。

　転がる車くるま椅い子す。真後ろへすっ飛ぶように流れる風景が──。

　──キイッ！

「っ!?」

　突とつ然ぜん、停とまった。

　慣性で椅い子すから投げ出されそうになる身体からだを反射的に押さえ、振ふり返かえる。

　ピントのずれた命メイの視界に、真っ先に映ったものは。

　通り過ぎる車。

　歩道の縁えん石せきに乗り上げかけた車輪を、誰だれかが割って入って止めたのだ。

　……もし、一いつ瞬しゆんでも遅おくれていたら？

「～～～～────………っっっっ!!」

　ぞわっと背筋が凍こおり、バケツの水を被かぶったように冷たい汗あせがあふれ出る。

　かつて味わった感覚が蘇よみがえる。そう古い話ではない、ほんの数か月前だ。部活の後こう輩はいと一いつ緒しよに、くだらない話……確かアイドルの誰だれそれがどうとかいうネタに気のない相あい槌づちを打った直後。

　真横から突つっ込んできたフルマニュアル。今時珍めずらしい手動運転のスポーツカーに真横から、がっつり撥はね飛とばされて背骨が曲がり、ぶっ飛ばされたあの感覚……。

（死んだよな、あんとき、あたし）

　リアルに感じた《死》。あの時、一度自分は死んだのだ、と命メイは思う。

　足が動かなくなっただけで命はとりとめた。手術を受けてリハビリをして、先せん端たん医い療りようの力で回復を遂とげた。わあラッキー、助かった。大事に前向きに生きなくちゃ……！

　なんて思える、わけがなくて。

（走れなくなったら、なんにも無くて）

　それだけにすべてを懸かけてきた。ただ走るのが好きだった。それ以外何も無かった。

　足を失って抜ぬけ殻がらになって、どこへいってもピンポンパン。

　押しつけがましい通知に追い回されて、にやにや同情されながら。

　ありがたい善意に感謝して、残りの余生を過ごすのだ──と。

　あまりにも惨みじめと、思い知ったから。

「誰だれも」

　強がりが、漏もれた。

「助けてくれなんて、頼たのんでないけど？」

「……」

　車くるま椅い子すのハンドルを摑つかみ、我が身を盾たてに飛び出しを防いでくれた人物──少年。

　年ねん齢れいは彼女とほぼ同じか、やや下だろうか。髪かみは７対３の割合で黒くろ髪かみと白はく髪はつに分かれ、特とく殊しゆな左右非ひ対たい称しよう。奇き抜ばつなファッション……にしては他に飾かざり気けや洒しや落れっ気けがまるで見えない。

　命メイと同じ、アカネ原高の男子制服。黒のウレタンマスクで口を覆おおっているが、ウィルス遮しや断だん、飛ひ沫まつ抑よく制せい効果が薄うすい代しろ物ものを今時使う人間など、よほどの田舎いなか者ものくらいだろう。

　ぼんやりと淀よどんだ目つき、青白い肌はだ。クールな顔立ちは正直かなりのイケメンに見えたが、生あい憎にく、やさぐれた命メイにとって、何の慰なぐさめにもならなかった。

「余計な事、しないでよ」

　命メイがそう言い、振ふり返かえりながら見上げた時だ。

　風にそよいだ少年の白はく髪はつ、その前まえ髪がみの先せん端たんがわずかに溶とけた。

（え？　今の……気のせい？）

　まるで線せん香こうの煙けむりのように、ほんのわずか──

　白はく髪はつの先せん端たんがごくごく薄うすい煙けむりを放ち、漂ただよう空気にスパイシーな香りが混ざっている。

　決して悪い臭においではない、むしろ上等の香こう水すいじみた大人の空気を醸かもしている、のだが。

（何て言うのかしら。……モテそうな奴やつだわ）

　そこが強くひっかかる。顔立ちの良さもそうだが、どこか憂うれいを帯びた陰かげのある雰ふん囲い気きは。

「金持ちのＯＬとかに囲われてそうなイケメンね、あんた」

「……余計なお世話だ」

　思わず口を突ついた感想に、黒こく白びやくの少年は嫌いやそうな顔をして、ようやく答えた。

「あんた、付つき添そいは？」

「いないわよ、そんなの」

「そっか。あんた……」

　そら来た、と内心命メイは身構えた。

　どれほど攻こう撃げき的になろうが、歩けなくなって以来誰だれも、嚙かみついてすらこなかった。

　口が悪いのは元からだ。友達と口くち喧げん嘩かや口論もしょっちゅうで、我が慢まんしない性格は自分でもわかる明快な欠点だが、それでも命メイにとっては欠かすことのできない『自分』だから。

　ぶつかる覚かく悟ごで突つっ張ぱっていて、嫌きらわれるのも覚かく悟ごの上で。

　が、足を失ってからは──。

（どいつもこいつもヘラヘラして、あたしの言うことなんか……！）

　まともに聞いてくれたためしなど、ない。

　怒おこりさえしない。ただ同情をこめて『可哀かわいそうに』『大変そうだな』『辛つらいよな』と並べて、不幸に動転している哀あわれなバカを寛かん大だいに許し、ついでに親切にしてポイントを稼かせぐ。

（ざけんな。ポイント引ひき換かえ券じゃないんだっつーの！）

　キッと睨にらむように見上げる、命メイの予想。

　だが、彼女を助けた少年の反応は、それを大いに裏切っていた。

「クソだな」

「は？」

　思わず面食らい、雑な返事をしてしまった。

　車くるま椅い子すのハンドルをしっかり握にぎりながらこちらを見返す少年の眼めには、同情などまるでない。それどころか聞き分けの無い子供に向けるような、うんざりとした隔かく意いすら感じる。

「死ぬのは勝手だが、あんたを轢ひいたら運転してた誰だれかの人生が壊こわれる」

「……あ」

　盲もう点てんを突つかれ、熱くなった頭がわずかに冷えた。

「感謝しろとは言わないが、無関係な人を巻まき添ぞえにするな。迷めい惑わくだ」

「初対面でお説教？　無関係な他人のくせに……」

　突つっぱねながら、ズキリと命メイの胸は痛んだ。

　──今、悪いのはあたしだ。

　そう自覚している。理解している。そりゃそうだ無理してミスって死にかけて助けられて、お礼を言うより先に罵ば倒とうをカマし、文句をほざく最低の──

「……悪かった、ごめんなさい。今のは、あたしが悪かったわ……！」

「謝れた。えらいな」

「っっさいわ！」

　ギリギリのところで理性が勝まさって、謝罪の言葉を口にできた。

「イラついてるのはあたし個人の事情。助けてくれたあんたに当たるのは筋が違ちがうってだけよ。あと……助けてくれて、ありがと」

「かなり性格は悪そうだが、屑くずってわけじゃないんだな。あんた」

「屑くずって……あんたもいい加減、口悪くない？」

「相手相応の対応をしてるだけだ。敬語を使うだけ無む駄だというか、嫌いやがるタイプだろ」

「………」

　図星で何も言えず、命メイはついつい黙だまってしまう。

　すると背中から力がこもり、車くるま椅い子すのハンドルを握にぎった黒こく白びやく男おとこが、坂道を上り出した。

「ちょっと、何すんのよ。女子をバックから押すとかそういうフェチ？」

「親切だ。無む駄だな体力は使いたくないんだが」

　本気としか思えないうんざり声で、黒こく白びやく男おとこは続ける。

「あんた一人でこの急坂を上らせて、転落死なり轢れき死しなりされたらまた誰だれかが不幸になる。そんなくだらない連れん鎖さは、止めといた方が無難だからな」

「……はん。どーだか？」

　車くるま椅い子す、棒切れのように動かない己おのれの膝ひざに頰ほお杖づえをついて。

「偽ぎ悪あく的に振ふる舞まって、私は違ちがいますよー、偽ぎ善ぜん者しやじゃないですよー、って予防線張って」

「はあ？」

「カッコつけてポイント稼かせいでニヤつくムッツリ野や郎ろう、たまにいるわ。そういうタイプね」

「びっくりするくらい最低の発想だな。ここまで性格の悪い女子は久しぶりに見た」

　怒おこるより先に新種の生物でも見つけたような顔をされ、命メイはけっとやさぐれた声をあげる。

「悪かったわね、素す直なおに感謝するタイプの弱者じゃなくて」

「そうでもない。ま、それはそれで」

　意外なほど軽快に、ヒトひとりを押しているとは思えない滑なめらかさで坂を上る。

　学校近くの平地、坂道を上り切ったあたりまで押してから、黒こく白びやく男おとこはハンドルを放した。

「感謝が欲ほしいわけじゃない。やりたいからしただけだ。変に感謝されても面めん倒どう臭くさい。だから俺としてはそう悪くない対応だ。他の人間にやったらキレられると思うが」

「寛かん大だいなことね。そう言いつつ、今いま頃ごろＳＮＳにポイントごっそり入ってるんでしょ」

　この超ちよう監かん視し社会において、個人認にん証しようされたＳＮＳと信用情報は完全に紐ひもづいている。

　善行を行えば信用に＋プラス。逆に犯罪、迷めい惑わく行こう為いを行えば差し引かれ、あらゆる社会生活に影えい響きようを及およぼす。信用が高ければクレジットの限度額から税控こう除じよまで有利となり、逆なら不利だ。

「良かったわね、人命救助。生活支し援えん貢こう献けんＢ補正で＋50はカタいわ」

「そうか？」

「当然でしょ。クレカの限度額とか上がるわよ、きっと」

　そう言いながら振ふり返かえる。

　車くるま椅い子すから手を離はなした少年は、ゆるゆるとした足取りで同じ校舎へ歩き出していた。

　命メイもハンドリムを回し、車くるま椅い子すを進めて──違い和わ感に、気付いた。

「スマホ、鳴らないわね。マナーモード？」

　可哀かわいそうな車くるま椅い子すユーザーに駅構内で道を空けました、＋１ポイント。

　それだけでも派手にピコピコ鳴るのに、黒こく白びやく男おとこからはそんな気配がまったくない。

　端たん末まつの個人通知を完全に切ることは原則できない。マナーモードで音を立てないようにすることはできるが、その場合でも振しん動どうはするし、ある程度周囲に伝わるのだが。

「鳴るわけないだろ。持ってないからな」

「……はあ～～～～!?」

　ありえない、ありえない、ありえない。

　３度重ねてもありえないほど、黒こく白びやく男おとこの話はおかしかった。

「噓うそでしょ。今時スマホなしで生活できる人間、いる？」

「現金と紙媒ばい体たいの書類で何とかなる」

　ほぼすべての行政サービスがオンライン化された現在でも、紙媒ばい体たいの窓口は存在する。

　利用者はごくわずかな老人や変わり者ばかりで、合理化を叫さけび廃はい止しの声がよく上がるが。

「最低限、受理はしてくれるからな。助かる」

「通知切ってるだけでしょ？　なんかヤバい改造とかしてさ」

「そんな技術ねえよ。だいたいそれができたら犯罪し放題になるだろうが」

　キコキコとタイヤが軋きしむ。

　意図せず命メイと並んで歩き、少年はポケットを探さぐり見慣れない機械をつきつけてきた。

「これ、俺の携けい帯たい」

「……うっわ……何、これ……!?」

　手て垢あかで汚よごれ、表面の塗と装そうがボロボロに剝はげた二つ折りの機械。

　学校で習った技術史の教科書に写真が載のっていた──

「ガラケー、ってやつでしょ。あたしらの親世代より前が使ってた……ＳＮＳできんの？」

「できない。ポイントも入らない。まあ」

　……パチン。

　手帳を開くように、手慣れた仕草で二つ折りのガラケーを開く。

　小さな液えき晶しよう。ギリギリ割れていないだけで衝しよう撃げき保護シールはボロボロ。

　今にも壊こわれそうな画面が点てん滅めつし、個人認にん証しよう画面が表示される。




　それ自体は命メイと同じ。

　スマホを開き、個人認にん証しようされた時の表示で──




『国民登録番号《削さく除じよ》　京キヨウ東トウ都立アカネ原高校２−Ａ』

『霞カス見ミ　零レイ士ジ　賞しよう罰ばつ履り歴れき　《削さく除じよ》』

『特記事じ項こう──特殊永続人獣トクニン《吸血鬼バンパイア》』




「……は？」




　意味のわからない文字列に、命メイの思考が真っ白に変わる。

　そんな彼女に顔を寄せ、マスクに指をかけ──整った顔立ち、どこかセクシャルに。

　美しい唇くちびるをわずかに歪ゆがめ、笑えみの端はしに白磁の牙きばを覗のぞかせて。




「手イ下ヌの首輪には、十分だけど」

「……何なのよ、あんた……！」




　黒こく白びやく男おとこと車くるま椅い子す。一方はニヤリ、もう一方は警けい戒かい心も露あらわに。

　朝の通学路でしばし──睨にらみ合あった。




　　　＊




「大昔、神様やら英えい雄ゆうやらがいたころは──……か」

　都立アカネ原はごくごく普ふ通つうの公立校だ。

　設備は最新。建物は広く、生徒数も多いが人は少ない。

　感かん染せん対策のリモート授業が進んだ結果、各クラス、学年ごとに交替制で登校するため、生徒全員が顔を合わせる機会は入学式と卒業式くらいのものだ。

　そのせいか、どこかがらんとした印象を与あたえる校舎内。

　登校日を迎むかえた２−Ａの教室、車くるま椅い子すでも出入りしやすい最後列の席で、タブレット端たん末まつに表示された教科書の頁ページをめくりながら、賣メ豆ズ紀キ命メイは呟つぶやいた。

　運動一筋、ほぼ歴史に興味などなく。

　テストは重要語句を意味もわからぬまま覚えて書くだけだったから、知らなかった。

「必死で戦わないと、ヒトは滅ほろびちゃうとこだった。……って。噓うそくさ」

　だがそれは過去の話だ。

　ヒトを石に変える魔ま女じよだの、睨にらんだだけで命を奪うばう魔ま王おうだの、そんな代しろ物ものはとうに滅ほろびた。

　化石だのボロボロの武器だの手だの指だの髪かみの毛けだの、何だかインチキ臭くさいものが世界中の博物館に収められているらしいが、まったくといっていいほど現実味がない。

　子供の頃ころ、男子が夢中になっていた恐きよう竜りゆう図ず鑑かんを眺ながめたのと同じ感覚だ。

　とっくに滅ほろびたモノに価値があるとは思えない。

「あれ？　転校生クンたち、どこ行った!?」

「ゆみ。目がコワいよ。どったの」

「だってさあ！　イケメンじゃん！　もう一回言うよ。……イケメンじゃん!!」

　昼休み。適当に昼食を済ませてタブレットを眺ながめる命メイの耳を、やたらと溜ためた声が打つ。

　何となくそちらへ視線を向けると、同級生のギャル風コンビが騒さわいでいて。

「白黒の……れーじ君だっけ？　あっちは確かに。けど黄色い人はイケメンじゃなくね？」

「わかってないな～。あれはイケてる。絶対腹筋バキバキ割れてる、うちには見える」

「ただのフェチじゃん……。まあいっけど、二人とも人獣ニンジユウ でしょ？」

　何気ない会話に含ふくまれた人獣ニンジユウ という単語に、命メイはぴくりと反応した。

「たまにいるんだよね。大昔のお化け？　みたいなやつの子孫とか、そういうの」

「お化けて。ないし」

「いやマジだって。今はほとんどいなくなっちゃったけどさ、狼おおかみ男おとこー、とか？　そういうの。今は変身したりとかできなくなっちゃってるけど、でぃーえぬえー？　のやつ」

「めっちゃ曖あい昧まい」

「興味ないもん。前政経のセンセが話してたけどさー、法的には犬とか猫ねこと同じなんだって」

「え、動物ってこと？　イケメンなのに？　……もしかして飼える？　イケメンを!?」

「その結論にびっくりだわ、あたし」

　聞いているだけで頭が悪くなりそうな会話に、うんざりしながらも。

（特殊永続人獣トクニン、か）

　ガラケーの画面に表示された個人情報は、転校早々クラス全員に開示された。

　まさかの同じクラス。マンガじみた運命に驚おどろくより、命メイは気味の悪さを感じてしまう。

（ホントに偶ぐう然ぜんかしら。……そうじゃない、ってこともありそうだわ）

　野生の勘かん、とでも言うのだろうか。

　事故に遭あった時は何の反応もしなかったから当てにならないが、それでもあの妙みようなイケメン、霞カス見ミ零レイ士ジと同時に転校してきたもうひとりには、得体の知れない何かを感じていた。

「フツーの人獣ニンジユウ は、ほら。街で《魔ま剤ざい》キメた時になるやつだよ」

「あー、あれ。面おも白しろいよね、ウサギになったり犬になったり猫ねこになったり」

「そそそ、アレ。一時的で、キメた分が萎なえたら戻もどるじゃん？」

「そりゃ戻もどらなかったら不便でしょ。めっちゃ目立つし」

「その戻もどんないバージョンが特殊永続人獣、トクニンってやつだって。たまにいるらしいよ」

「へー。でもあの人たち、普ふ通つうじゃん？」

「あたしに言われてもわかんないッピ。そういうのもいるんでしょ」

「ふーん、ま、差別とかよくないし。イケメンしか勝たんし、よくね？」

「ある意味真理だわ、それ」

　まだ続いていた同級生の頭の悪い会話を聞き流す。

「基本扱あつかいは動物なんだけど、税金払はらってるし？　いちおう学校とかも行ける？　らしいよ」

「ふーん。だから転校してきたんだ。あ、でもさ、確か《街》にあるよね、学校」

「あそこはねー、キメてるときにエッチしてできたトクニンが行くとこ。親いないし、だからめっちゃ荒あれてんだって。近寄んないほうがいいよ、ギャングみたいなもんだし」

「はえー、そうなんだ。くわしーねー」

「噂うわさよ、ウワサ。ホントかどーか知らないよ？　あたし《街》行ったことないし」

「えー？　楽しいとこだよ、刺し激げき的だし。……今度行ってみない？　魔ま剤ざいオゴるし」

　少し身を屈かがめ、耳元で囁ささやくような誘さそい。密談のつもりらしいが、丸聞こえ。

「やだ。アレ、変身ランダムだよね？　ブタとかなったら一生の恥はじだわ」

「それさ、最近聞いた話だと、人によるんだって」

「何ソレ」

「なんかね？　犬になりやすい子とか、猫ねこになりやすい子とか、オカピになっちゃう子とかさ。同じ魔ま剤ざいキメても、ガチャなだけじゃなく、あるみたいよ？　そういう法則」

「オカピは無いわ……」

「え、かわいーじゃん？　オカピ。しましまだよ？」

「知らんし、どんなだか想像つかんし。ますます拒きよ否ひりたくなった」

「あー、でもなんか噂うわさだと、そういうの以外のトクベツなのが……」

　急に声をひそめられ、続きは耳に届かない。

　少し残念だが、そんな様子は表に出さず──命メイは机に頰ほお杖づえを突つきながら空を見上げて。

「どーでもいいけど、さ」

　昼休みになるや早々、教室を出て行った怪あやしい転校生たち。

　人獣、ニンジュウ、マンビースト。そんな風に言われる妙みような奴やつらが。

「邪じや魔まになんなきゃ、いいけど」

　あいつが、今朝のように変に絡からんできたら、少し困る。

　放課後、行くべきところがあり、やるべきことがある。邪じや魔まはされたくない。

　結果、役立たずのこの身がどうなろうとも。




　だから、勝負は──今夜だ。




　　　＊




　賣メ豆ズ紀キ命メイが思おもい悩なやんでいるのと同日、同時刻。

　校舎屋上に設置されたベンチにて。

「オレたちめちゃ噂うわさになってんよ、零士レージ。有名人じゃね？」

「知るか。さっさと食え」

　冷たいビル風が吹ふきすさぶベンチに男子が二人、並んで座ってもぐもぐタイム。

　一人は黒が７で白が３、黒こく白びやく髪がみのぶっきらぼうな少年、霞カス見ミ零レイ士ジ。

　背せ丈たけはおよそ１７２㎝。スラリと長い脚あしと小顔のバランスが、成長期の少年らしい恰かつ好こうよさと、どこか大人びた怜れい悧りな雰ふん囲い気きを両立させている。

「今日の弁当、手て抜ぬきじゃね？　茶色ばっかじゃん、野菜入れろっての」

　素っ気ないタッパー。

　冷えたふりかけおかか飯。くたくたに煮にたキャベツ。特売の安物ソーセージ。

　以上、それだけの──量だけはそこそこ多い雑男飯、まったく同じ弁当が２つ。

「野菜は高いんだよ。キャベツが入ってるだけマシだろ」

「くったくたに煮にたやつじゃん、お爺じいちゃんかよ。せめて生！　サラダにしてくんない!?」

「傷いたみかけた特売品だ、生で食うと腹を壊こわす。配はい慮りよだ」

「マジかよ。つれーわー……みじめだわー……」

　もう一人は制服の下にたるんだＴシャツを身につけた、少年──いや、男だ。

　背せ丈たけは零レイ士ジよりやや高い程度だが、袖そでと襟えりから覗のぞく手足や首の太さが違ちがう。締しまっているが太く分厚いロープじみた筋肉の束がギュッと凝ぎよう縮しゆくされた、若く逞たくましい筋肉。

　髪かみは染めているらしく金きん髪ぱつだが、くすんでいるのはカラーを入れてから時間が経たったせいか。手作りらしい雑な弁当を、いかにもまずそうに口に運んでいて。

「男二人で同じおかずのクソ雑弁当食ってるの、転校初日から見られたら死ねるわオレ」

「勝手にしろ。何が悪い」

　言いつつも箸はしを止めない相手を、零レイ士ジは水すい筒とうのお茶をすすりながらじろりと睨にらむ。

「恥はずいじゃん!?　お前っていつもそうな、世せ間けん体ていとか気にしない!?」

「見み栄えを張ってもしょうがない。ワリカン弁当が嫌いやなら好きなものを食え。自分の金で」

「そりゃそーだけどさー。……あ～、肉食いたい。たらふく食いたい、分厚いの食いたい」

「《仕事》がうまくいけば報ほう酬しゆうが入る。少しはマシになるさ」

「マジ？　肉食える？」

「キャべツにマヨネーズ。いや、ツナ缶かんくらいは……イケるか？」

「微び妙みよう！　けどちょっとやる気出た！　ヤだなー、貧びん乏ぼうって！」

　喜色とボヤきを混ぜた声は大きく、虚むなしく空へ吸い込まれていく。

　男のＳＮＳアカウント、個人認にん証しよう画面に表示されるプロフィールは──

『国民登録番号《削さく除じよ》　京キヨウ東トウ都立アカネ原高校２−Ａ』

『頼ライ山サン　月ゲツ　賞しよう罰ばつ履り歴れき　《削さく除じよ》』

『特記事じ項こう──特殊永続人獣トクニン《人狼ワーウルフ》』

　つい先ほど零レイ士ジと共に転校の挨あい拶さつで開示され、見事にドン引きされたデータ。

　顔は決して悪くない。マッチョな印象はあるがそれ以上に明るさや人ひと懐なつっこさが目立って、自然に友達ができそうなタイプだ。しかし、情報が開示された今、そうもいかず。

「テキトーにあちこち声かけてみたんだけどさ」

「通報されなかったか？」

「ひでえよ！　いやまあ、されかけたけど……」

　授業の合間、昼休みになるまでのささやかな空き時間。

　同級生の男子を中心に声をかけてみた月ゲツだが、結果は惨さん憺たんたるもので。

「されかけたのか」

「あんなビビんなくてもいいじゃんな？　咬かみついたりしねえってのによ」

「公的には動物扱あつかいだ。首輪つきだが見えないし、怖こわがる奴やつもいるだろう」

「醒さめてんなー。お前だって欲ほしいだろ、彼女とか友達とか、《普ふ通つう》ってやつをさ」

　そう言われた時、最後の冷えた米こめ粒つぶをさらう箸はしを止めて、零レイ士ジは答える。

「必要だな。それは、俺がやるべきことのひとつだ」

「いいよなあ、普ふ通つうの友達。オレさ、友達できたら一いつ緒しよにゲームしてえわ。いつもお前とじゃ、微び妙みように手ごたえがねーっつーか、飽あきてくるっつーか」

「オンライン対戦でいいだろう」

「ウチの通信環かん境きようしょぼいんだよ。端たん末まつのデータ量も余よ裕ゆうねえし」

「俺としてはショッピングをすべきだと思う。待ち合わせて買い物に行って服を買ったり映画を観みたり、スイーツを食べて自じ撮どりをし、カラオケなども行くべきだ」

「乙おと女めかよ」

「乙おと女めだ。俺じゃなく、俺が果たすべき役割が」

　止まりかけた箸はしを動かし、最後の飯めし粒つぶを口に運ぶ。

　砂を食はむような顔で弁当を平らげると、零レイ士ジはそれを包みにしまい、改めて少し肌はだ寒ざむい空を見上げながら、話題を変えた。

「──で？　仕事はできたのか」

「お前が遅ち刻こくしてる間にキッチリ済ませたよ。靴くつ箱ばこのブツ、嗅かいできた」

　自分の鼻をちょいちょい、と軽く指す月ゲツは、軽い口調ながら自信を込こめて。

「当たりだ。裁判に使うにゃ微び物ぶつ検査なり解かい析せきなり必要っぽいけど、サンプル採れねーかも」

「洗ってあった、か。まあそれぐらいは当然か」

「それなりに隠かくそうとする努力はあったっぽい。濡ぬれた靴くつ下したに便所のカルキ、糞くそと小便と血の臭におい。水洗便所かどっかに足突つっ込んで洗ってから、靴くつ下した穿はいて靴くつ履はいて……と」

　女が素す足あしを、水洗便器に突つっ込んで。

　じゃぶじゃぶ洗い、血を落とす。

「便器に足突つっ込んで洗ったんだな──轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス」

　そんな光景を想像しながら言う月ゲツに、零レイ士ジは軽く頷うなずいた。

「血まみれで使える水場なんて、あの《街》じゃ公衆便所くらいだ」

「四つ脚あしじゃラブホにも入れねーもんな。無人受付ならイケるか？」

「目もく撃げき証言と現場の足あし跡あと、回収した死体の痕こん跡せきから相手は３ｍ超ごえ、体重はトンだぞ」

「ベッド潰つぶれるな。クッソ目立つ幻想種フアンタビじゃ、どう隠かくれてもバレちまう」

　人獣ニンジユウ たる彼らには、一いつ般ぱん的な警察のような捜そう査さ権、逮たい捕ほ権は無く。

　いわゆるハイテクの恩おん恵けい。

　街頭カメラ映像や公共交通機関の移動ログ、所在の確かく認にんなどは受けられず。

　故ゆえに頭に叩たたき込んだ情報と、足で摑つかんだ事実によって──獲え物ものを狙ねらい、追いすがる。

「確か同種の事件が前に２件だったな」

「ああ。ばっちり目もく撃げきされて、噂うわさになってる。裏通りだから油断したんじゃね？」

　辻つじ々つじに設置されている監かん視しカメラ、《神の眼め》は犯行現場となった《街》には無い。

　故ゆえに犯行が映像として記録されることはなく、そう油断した結果だろうが。

　くだらない顚てん末まつを思い出し、月ゲツは軽く頰ほおを搔かいて。

「目もく撃げきされちまったら、裏も表もねーよな」

「裏通りには意外と人がいる。ゴミに埋うもれてるホームレスだのチンピラだのが」

　物もの陰かげに潜ひそんで犯人──《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》を目もく撃げきした者の証言を入手して。

　ある組織から派は遣けんされた手イ下ヌこそ、このふたり。

「１件目と２件目の目もく撃げき証言だと、轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスが去った後に不ふ審しん人物が目もく撃げきされている。キメた魔ま剤ざいが切れるまで裏通りで隠かくれ、ヒトに戻もどってから駅に戻もどり、電車で移動したんだろうが」

「……まー、かなりハイになってたんだろうな」

　ヒトを獣じゆう化かする《魔ま剤ざい》の覚かく醒せい効果は強きよう烈れつなものだ。ハイになり、理性が減退する。

　深く没ぼつ入にゆうしてしまった場合、物事を論理的に考える能力も鈍にぶってしまい……。

「血まみれの靴くつ下した穿はいた女子高生、なんつークソ目立つ代しろ物ものが目もく撃げきされたら、噂うわさにもなるぜ」

「駅構内の監かん視しカメラにそれらしき人物は映っていなかった」

「マジか。どうやって調べたん？」

「構内警備を担当する部署に忍しのび込んで、直接確かく認にんした」

　自動化が進んでいるとはいえ、ＡＩを管理統とう括かつする役割はあくまで人間に委ねられている。

　故ゆえに昔ながらの警備オフィスは存在し、潜せん入にゆうできれば内部の情報は抜ぬき放題で。

「便利だよなあ。まさかあんなテで侵しん入にゆうするとか、誰だれもわかんねーだろ」

「やってる側としては意外と面めん倒どうだし、たまに腰こしや肩かたにくるんだが」

「たまにおっさんみてえなこと言うな、お前」

　整理すると、こうだ。

「犯人はヒトの姿で《街》に行き、無法地帯で魔ま剤ざいをキメて幻想種フアンタビに変わった。そして夜通し街を駆かけ回まわり、酔よっ払ぱらいを中心に数人を蹴けり殺し、明け方ごろに薬が切れて……」

「ふらふら帰ろうとして、血まみれ靴くつ下したに大おお慌あわて。便所で洗ってご帰宅、そのまま学校……。何つーか、行き当たりばったりっつうか。かなり適当だよな」

「多少は人目を気にしはじめたわけだ。が……追われてるとは思ってないんだろうな」

　ここで終わるなら手イ下ヌの役目もおしまいだ。

　調べがついている限り３度の犯行で、発見された死体は11体。

　11人、ではなく──11『体』。

「魔ま剤ざいをキメて駅を出て、監かん視しのない《街》に入った時点で……人獣ニンジユウ は死んでも器物損そん壊かいだ。扱あつかいとしては動物と同じ、死んだところで警察は動かないし、そもそも身元がわからない」

　それが《街》のルール、一いつ切さい束そく縛ばくされない自由と解放の代だい償しよう。

「身元もねえ、飼い主もいなきゃ、野の良ら犬いぬ撥はねたのと同じ。死に損かよ」

　自じ嘲ちようぎみに言う零レイ士ジに、隣となりの月ゲツもまた同じ苦い表情で。




「やるな、今夜も」

「やるだろ」




　惨さん劇げきを予言された《街》とは──




　京キヨウ東トウ仮面舞踏街マスカレード、夏ナツ木キ原バラ。











────　02　仮面舞踏街マスカレード　────






　──夜が来る。




　樹木の根のように張はり巡めぐらされた大都会の鉄道網もう、中でも近年完全整備が成された環かん状じよう線のいくつかの駅には、これまで存在しなかったとあるシステムが存在する。

「……はあ、はあ、はあ、はあ……！」

　ある男が自動改札を抜ぬける。料金は端たん末まつから非ひ接せつ触しよくの自動決済で引き落とし済み。

　体温、心しん拍ぱく、その他改札に設けられた《神の眼め》による診しん断だんが行われ、明らかな疾しつ病ぺいの兆候がある場合はドアは開かず、そのまま虚むなしく去らねばならない。

「息苦しい、ウザッてえ。……ああ、早く、早くしろよ……！」

　ちっ、と顔半分に貼はりつく群衆マスクの奥で、醜みにくい舌打ち。

　スーツは乱れ鼻息荒あらく、サラリーマン風のごくあたりまえな中年男性は、ホームを抜ぬけるとカプセル状のロッカールームにスマホをタッチ、最短10分レンタルして個室を利用。

「ムレるんだよ、クソ!!　息はくせェしうっとうしい!!　はあああぁああああ～～～……！」

　皮ひ膚ふに緩ゆるく癒ゆ着ちやくしたマスクを外し、叩たたきつけるようにゴミ箱へ捨ててから。

　甘かん露ろのような空気を直じかに吸い込んで、サラリーマンはうきうきとスーツを脱ぬいだ。

　スーツは軽く畳たたみ、着き替がえを用意したバッグにスマホもろともしまうと、備えつけのＡＴＭから必要な額の現金を引き出し、この《街》以外でまず使うことのない財さい布ふに入れる。

　下着姿の男は、引き出された紙し幣へいをペラペラとめくると。

「金、よし。着き替がえもいいな……！　遊ぶぞ、チクショー！　週末だ!!」

　防音の個室内。普ふ段だん強しいられている周囲への遠えん慮りよ、配はい慮りよの鎖くさりから解き放たれて。

　解放感のままに叫さけびながら、財さい布ふから小額紙し幣へいを１枚。

　ＡＴＭの脇わきに設置された自動販はん売ばい機きに入れて──

　毒々しい色しき彩さいの缶かんがサンプルとして表示されたウィンドウを、迷うように指でなぞる。

「今日は何にすっかなあ……やっぱ《赤》だろ！」

　旧時代のエナジードリンク、レトロな復刻デザインの缶かん飲料こそ《魔ま剤ざい》──

　怪物モンスターサプリと呼ばれる、超ちよう監かん視し社会に赦ゆるされた解放の鍵かぎだった。

　種類は３つ。

　赤。骨つき肉のロゴ、フレーバー《肉食carnivore》。

　緑。瑞みず々みずしいキャベツのロゴ。フレーバー《草食herbivore》。

　紫むらさき。鋭するどい爪つめとカエルの水かきのロゴ。フレーバー《爬虫類・両生類reptiles and amphibians》。

　大おお雑ざつ把ぱとしか言いようのない分類だ。

　それぞれの味は変わらない、砂糖に香こう料りようを大量に添てん加かしたケミカルな甘さとフレーバー。

　何になるかはお楽しみ。毎週１度、週末のお楽しみ、人獣ニンジユウ ガチャ。

　……プシッ！

　注文パネルに手をかざす。非ひ接せつ触しよくセンサーが作動、《肉食carnivore》フレーバーの赤缶かんが転げ落ち、いそいそと男はプルタブを開けると、泡あわ立だつそれを一気に喉のどへ流し込んだ。

「～～～～～！　プハ─────……っっ！」

　口元に炭酸の泡あわをつけ、一気に飲み干す。

　容量は基本１６０ml、いわゆるミニ缶かん。大容量の大型缶かんもあるが、効果は基本変わらない。

　一時は大量に飲めば特とく殊しゆなカタチに変化できるなどと噂うわさが流れ、数リットルを流し込む者もいたことはいたが、飲みすぎた末にカフェイン中毒を起こすのが関の山だった。

　……クシャッ！

　生物性プラスチックの缶かんが握にぎり潰つぶされ、ゴミ箱に放り込まれる。

「おおおおおおおっ……！　キタ、きたあああぁああぁああぁぁぁぁぁぁ……っ!!」

　下着姿の男が震ふるえて叫さけぶ。

　汗あせ染じみのできたシャツの内側がたちまち膨ふくれ、骨のような白と褐かつ色しよくが混ざった縞しまの毛皮が、びっちりと男の全身を包み、口元が伸のびて耳が伸のび、骨格がゴキゴキと変わりゆく。

「ヒャ～～～ハ～～～～ッ!!　遊ぶぜェッ!!」

　解放感に満ちた絶ぜつ叫きよう。

　獣けものが７でヒトが３──アフリカ、ユーラシア大陸に広く生息するシマハイエナとヒトの交雑。

　野生のそれはきょとんと垂れ目の愛らしさすら感じる生き物だが、男の欲望が混ざった顔はひどく醜みにくく、強い薬物刺し激げきでハイになったテンションのままに、ブースを飛び出す。

　完全自動化されたロッカーに手荷物を放り込んだ瞬間に決済完了。

　荷物は自動的に駅内部の倉庫に一時収納され、料金は手荷物内のスマホに紐ひもづいた信用情報、支し払はらい先から引き落とされる。当然引き出す際も手続き不要、顔を見せるだけで出てくる。

　スマホに登録された個人情報、顔や指し紋もんなどが本人とそれ以外を判別。完全管理された情報化社会における利便性は、そういうものと割り切ってしまえば魅み力りよく的だった。

「さあて、今夜は何すっかなあ？　おっ、ねーちゃん！　楽しもうぜ！」

「え～？　おニイさん、いくら持ってんのぉ？」

　駅構内から出口を目指して歩く間、通りかかった雌めす猫ねこ娘むすめたちに声をかける。

　水着じみたエグいカッティングのショートデニム。チューブトップで胸を隠かくしているものの、艶あでやかな短毛の毛皮で肌はだは隠かくれているが、それがかえって煽せん情じよう的で。

　普ふ段だんは社会に抑よく圧あつされ、お仕着せのような服を纏まとった女たちは思い思いの服装を楽しんで、ゴスロリからパンクはおろか、男女を問わずわけのわからぬ恰かつ好こうで市街を歩く。

　燦さん々さんたるネオン。風紀紊びん乱らん何のその。駅を一歩出れば猥わい雑ざつとしか言いようのない人混みと、あらゆる制限を取り外されたさまざまな商品、サービスを売りとする店が並んでいる。

「ブタの頭あるよブタの頭、ウマいよ！　焼きたてだよ！」

「おニィちゃんいい娘こいるんだけどキメてかない？　ゴムなし本番オッケー！」

「カンパ～～イッ！　飲め飲め飲めぇ！　無礼講じゃあ！」

　文字通り豚ぶた男のコックが中ちゆう華か風に焼き上げたブタの頭、肉にく汁じゆうしたたるそれを切り分ける。

　いやらしいハンドサインをしながら道ゆくオスに声をかけるトカゲ頭のポン引き。

　道路に盛せい大だいにはみ出した居酒屋では衛生観念のかけらもない金ダライになみなみと注がれた安酒を、サラリーマンとおぼしき乱れたスーツ姿の獣じゆう人じんたちが飲みあさっている。




　身体的特とく徴ちようを書かき換かえ、あらゆる公的な追つい跡せきを遮しや断だんし、記号的な『動物』に変身する。

　副作用なし、違い和わ感なし、インスタントでカジュアルな《変身》。

　まったく違ちがう自分になれる《魔ま剤ざい》──怪物モンスターサプリ、合法特区。

　人類史のゲームチェンジャーとされる、21世紀初頭のパンデミックと社会の混乱は、人々に強い危機感を募つのらせ、抜ばつ本ぽん的な解決が叫さけばれた。ウィルスの不安なき世界、清せい浄じような世界を！

　ヒステリックな叫さけびに圧おされるように完成した超ちよう管理社会だが、主導した政府、財界の暴走を糾きゆう弾だんする声は大きく、人々は抑よく圧あつの中でわずかな自由を求め続けた。

　その解答こそ、パンデミック抑よく制せいに大きく貢こう献けんした巨きよ大だい企き業ぎよう──

《Beastビースト Techテツク》がその功績と強権を以もつて成立させた、特区法案。

　魔ま剤ざいをキメた人間は、ヒトならざる生理と代謝を獲かく得とくする。

　即すなわち一いつ般ぱん的なウィルス、細さい菌きん性の病気に感かん染せんするリスクは極小、理論上ほぼゼロ。

　さらに、サプリ効果中の人体は異様なまでに細さい胞ぼう分ぶん裂れつ・自然治ち癒ゆが促そく進しんされ、ささいな外傷なら数分。骨折などの重傷も、適切な処理を行えば数時間もあれば完治する。




　文字通り、夢の薬。

　感かん染せん症しよう対策、戦時体制を名目にあらゆる制限を突とつ破ぱ。ＳＮＳ義務化と公的個人認にん証しようの独どく占せん。言論規制、集会、宴えん会かい、性風ふう俗ぞくなどが規制、信用スコアの減点対象となり──

　事実上禁止された超ちよう管理社会における例外。あらゆる自由が約束された街。




　人獣ニンジユウ 特区──仮面舞踏街マスカレード、夏ナツ木キ原バラ。




　　　＊




　夏ナツ木キ原バラ駅を少し外れた繁はん華か街がいの裏路地に、二人の少年が立っている。

　陽ひは落ち、空に月。スモッグに霞かすむそれを、頼ライ山サン月ゲツは魅み入いられたように見上げていた。

　傍かたわらに立つのは黒こく白びやくの少年、霞カス見ミ零レイ士ジ。この人獣ニンジユウ 特区においておかしなことに、ふたりとも獣けものにならずヒトのかたちを保っており、退たい屈くつそうにガラケーをいじっていた。

「……まだか？」

「もうちょい。もうちょいだ。きた、きた、きた……きたぁ……おおおおっ……!!」

　ぞわわ、と月ゲツの髪かみが逆立ってゆく。

　牙きばが伸のび、揉もみ上あげが伸のびて頰ほおと繫つながり、分厚い毛皮が制服を内側から膨ふくらませる。

　厚く丸々と膨ふくれた筋肉と骨。鋭するどい眼めに灰色の毛皮、頭部にはかつてのヒトの痕こん跡せきを残すかのように、黄色く染められた髪かみがメッシュのように残っていた。

「アォォオオオオオオ………────ンッ！」

　人狼ワーウルフ。

　人じん狼ろう。

　そのように呼ばれる古いにしえの怪かい異い、とうに廃すたれたフィクションの産物じみた存在が、ハフッ……とリアルな狼おおかみのごとく息をつき、ふたまわりほども大きくなった巨きよ軀くを丸めた。

「わりぃ。待たせちまったな、もういいぜ？」

「それはいいんだが」

　──シュウウウゥゥゥ……と、スプレーを噴ふいたような音がする。

　人狼ワーウルフと化した少年の隣となり、霞カス見ミ零レイ士ジの傍そば。マスクに覆おおわれた口元からだ。

　顔半分を覆おおう黒のマスク。その隙すき間まから白い霧きりが噴ふき、もわりと蛇へびのように渦うずを巻く。

　冬場に置かれる加か湿しつ器きに似た、しかし生き物じみた挙動。マスクの隙すき間まから洩もれた白はく霧むは、彼の口元から下した顎あご、首にかけてマフラーのように包み、隠かくしている。

「毎度毎度、うるさい。吠ほえるな」

　零レイ士ジがイラッとしたような面おも持もちで睨にらむと、月ゲツは毛皮を搔かきながらぼやくように答えた。

「悪い悪い。ムズムズすんだよなあ、シューセーってやつ？」

「無む駄だ吠ぼえの躾しつけもできてない飼い主と思われたら恥はずかしい。我が慢まんしろ」

「ナチュラルにペット扱あつかいすんな!?　むしろお前だろ、病やんだＯＬに飼われてそうなの！」

「他のヤツにも言われたがお前ら俺を何だと思ってるんだ!?」

　ぎぎぎ、としばし人狼ワーウルフと霧きりの少年は、暗い裏路地で睨にらみ合あい。

「……モメるだけ無む駄だだ。骨ガムやるから次は耐たえろ」

「あいよ、それで手打ちにすっべ。……うまっ」

　包装を剝むいて渡わたされたペット用の骨ガムをぱくりとくわえ、月ゲツを先頭に歩き出す。

「うまいのか、それ」

「ヒトのときだと物足りねえけどな。この形になると舌もそっちに寄るんよ」

「そうなのか」

「そうなのよ。人間の食い物もうまいけどな、味がよくわかるようになる？　気がする」

「曖あい昧まいだな……。お前、好物は何だった？」

「鳥ささみとブロッコリー！　茹ゆでたやつな」

「……やっぱ犬だろ、それ」

「あんだとぅ!?」

　そんな、くだらないやりとりを交かわしながら裏路地を歩く。

　無法の街に赤々と灯ともるコンビニの光。だが窓は強化ガラス、ゴツい壁かべ一面の鉄てつ格ごう子し。輝かがやきに吸い寄せられるかのごとく、毛並みの悪い獣じゆう人じんたちが折り重なるように寝ね転ころんでいる。

　布ふ団とんのかわりは新聞紙と段ボール。腐くさった弁当と嘔おう吐と物ぶつとアルコールの臭においを漂ただよわせながら、うっそりと寝ねている塊かたまりを踏ふまないように避よけて進むと、月ゲツはうんざりとボヤいた。

「帰らないヤツ、増えてんなあ」

「たまに来るだけじゃ飽あきたらず、路上に住み着いた奴やつらか」

　仮面舞踏街マスカレードで居住許可が下りるのはごく一部だ。

　それ以外は無法地帯の廃はい墟きよに住み着くか、あるいは路上を寝ね床どことするしかない──

　そうした占スク拠ワツ者ターは、仮面舞踏街マスカレードのどこにでも、いくらでもいる。

「何がいいのかね？　外の方がキレーだし、メシもうまいし、臭くさくねえし、静かじゃん」

「そう聞くとたいていは『自由がない』と答えるな」

「ま、いくらでもあるわな、ここなら。ただし……」

「自分の身を自分で守れるヤツに限られるが、な」

　コンビニの門前。

　落ちていたホットスナックのかけら、串くしに残ったちっぽけな肉をめぐって。

「俺んだ!!　放せ、この野や郎ろう！」

「見つけたのは俺だろ！　げっ、ごは……!?　ちくしょう、死ね!!」

　ホームレスらしき瘦やせた野の良ら犬いぬ男がふたりもつれあい、嚙かみつき、殴なぐり合っている。

　たむろするホームレスたちは止めるでもなく、つまらなそうに眺ながめながら──

　……ゴキッ！

　いい拳こぶしが顎あごにヒットし、ふらふらと野の良ら犬いぬ男がひとり、ゴミに埋うもれるように倒たおれ。

　すかさず周囲の占スク拠ワツ者ターがわらわらと群がり、そのポケットに手を突つっ込んだ。

「ちっ、しけてんな。小こ銭ぜにも持ってねえ」

「……魔ま剤ざいが切れる前に次を買わねぇと。おら、金、金だよ、金！」

「げっ！　がっ！　や、やめ……やめろ、てめえら！」

「しょうがねえ。このボロで勘かん弁べんしてやるか。脱ぬげや」

「ひぃぃぃぃ！」

　倒たおれた野の良ら犬いぬ男から小こ銭ぜにはおろか、着ていた服まで引っ張り、剝はごうとするさまを。

「……ど～～～しようもねえなぁ、おい」

「よくあることだ。行くぞ」

　呆あきれ返かえって眺ながめながら、月ゲツと零レイ士ジはさっさとその場を後にする。

　裏路地を抜ぬけて、表通りに近い一角へ。

　廃はい墟きよに占スク拠ワツ者ターが住み着いたそこは、裏路地に比べれば秩ちつ序じよが保たれている。

　ボロボロの建物に廃はい材ざいを組んだ屋台が看板を掲かかげ、あちこちで密造酒や得体のしれない肉を焼く煙けむり、酒と煙草たばこの臭においが充じゆう満まんして、あたかも大昔の闇やみ市いち、盛さかり場ばそのままだった。

「くさい……」

「交ざりたくない」

　鼻をつまむ月ゲツ、嫌いやそうな零レイ士ジ。裏通りの飲み屋街を進んでいく。

　その途と中ちゆう、ゴミゴミした街中を行きかう人獣ニンジユウ たちが、じろじろと零レイ士ジを睨にらんでいた。

「やっぱ目立つな。ほとんどヒト型だしよ」

「顔は隠かくれてるからいいだろう。ドレスコードは合ってる」

　不ぶ躾しつけな視線はほぼすべて、零レイ士ジに集中していた。

　奇き妙みような煙けむりで顔半分を覆おおっているとはいえ、毛皮も鱗うろこもないその姿は明らかにヒトだ。

　怪物モンスターサプリをキメるのがドレスコードも同然のようなこの街においてそれは異質で、多くの人獣ニンジユウ が胡う散さん臭くさげに睨にらんでくるが、零レイ士ジはどうでもよさそうに無視している。

「いやそういうんじゃねえから。空気読め、空気」

「それ、この国で唯ゆい一いつ嫌きらいな価値観」

　ふわりと霧きりのマフラーが揺ゆらぎ、わざわざ嫌いやそうにひん曲げた口元を露あらわにして言われ。

　はあ、と月ゲツは面めん倒どうくさそうにもこもことした毛を寝ねかせるように息をついた。

「わかるけどよ～……面めん倒どうなやつだな、零レイ士ジ」

「人の事が言えるか」

「まーな。しっかしま、冗じよう談だんみてえな話だよ」

　素っ気なく返す零レイ士ジに、月ゲツはフッと笑えみをこぼした。

「空気に馴な染じんでなんぼのお前が、空気読めねえとか。ギャグじゃね？」

「うるさい。……ん？」

　冗じよう談だんめかした言葉が途と切ぎれ、零レイ士ジは行く先を眺ながめる。

　雑多な人獣ニンジユウ でごった返す飲み屋街。雑ざつ踏とうの中にざわめきと、どこかで聞いたような声。

「だから邪じや魔まだっつってんのよオッサン!!　道はみ出してんでしょ、通れないの！」

「ああ？　……って、何だお前!?　キメてねえぞ、このガキ……！」

「おまけに、スマホ!?　電源入れっぱで持ち込みやがって、やめろやめろ、撮とんな!!」

　細い道を塞ふさぐように営業していた安酒の屋台。

　得体のしれない内臓肉を串くしに刺さして焼く大きな鉄板を囲む労務者風の人獣ニンジユウ たち。特区内での建設作業や肉体労働を請うけ負おうことで生計を立てているのだろう。

　荒あらくれた男たち──ツノを生やしたサイ男、四本牙きばのイボイノシシ男が中心のグループが、通路をほぼ占せん拠きよするような形で車座になって酒を飲んでいた、そのど真ん中に。

　今時珍めずらしい完全手動、動力アシストなしの車くるま椅い子すが──持ち主と共に。

「マジかよ、ありゃ！　同じクラスの……あの子だろ、なんかややこしい名前の！」

「……拾ってくる。カバー頼たのむ」

「零レイ士ジ!?　ああもう……しゃーねえ！」

　ざわめく人混みに、ふわりと少年は跳とんだ。

　丸、四角、三角、ヒトの丸耳に比べれば遥はるかにバリエーションの富んだ人獣ニンジユウ たちの耳。

　その先せん端たんスレスレを流れ、体重の無い綿か煙けむりのように滑かつ空くうすると、視みえてくる。

（やっぱり、今朝のあいつか）

　命メイといったか。車くるま椅い子すに乗った性格の悪い女が、人獣ニンジユウ に絡からまれている。

　来る前に着き替がえたらしく、服装は部活用のジャージだ。アカネ原高陸上部のマーク入りで、この無法地帯に個人情報丸出しで来るな、と言いたくなるが、今そんな暇ひまはない。

　──対する、酔よっ払ぱらいども。

　しこたま酒を飲んだのだろう。ふらつく足取り、だが丸太のような腕うでを掲かかげ、サイ男が迫せまる。スマホを叩たたき落おとし、その勢いで車くるま椅い子すから彼女を摑つかみ上げると。

　べちゃっ！

　ヘドロじみた裏路地の地べたに、足の利きかない少女を放り出した。

　泥どろまみれになった命メイ、少しは凹へこむかと思いきや、ギッと凄すさまじい表情で睨にらみ返し、何か叫さけぶ。

　詳しよう細さいはわからない。だが相当な悪口だったらしく、言われたサイ男が歯を剝むいて、取り巻きのイボイノシシ男が、転がるスマホを素す足あしの蹄ひづめで踏ふみ潰つぶす。

　そこまでを認にん知ちした、刹せつ那なのことだ。

「こんなところで何してる？」

「え？　……きゃあっ!?」

　音もなく、ふわりと。

　サイ男とイボイノシシ男、興奮ぎみの人獣ニンジユウ ふたりと命メイの間に降りて。

　固い腹筋を感じる腰こしを抱だき、背せ丈たけのわりに重い彼女を、持ち上げた。

「な、な、な……!?　何すんのよ!?」

「黙だまってろ、舌を嚙かむぞ。……定番の台詞せりふだな。ちょっと言えて嬉うれしいかもしれん」

「どっから出てきたのよ!?　いやーっ！　何アンタうわ……え!?」

　混乱しきった命メイの叫さけびが、驚おどろきのあまりぽつんと切れた。

　少女ひとり。引ひき締しまったスポーツマン。体たい脂し肪ぼう率りつは極きわめて低い。それでも数十キロの質量を軽々と、優やさ男おとこに見える少年が抱かかえ、危なげなく人混みを駆かけてゆく。

（噓うそ。バランス──凄すごい!?）

　誰だれよりも走り続けてきた命メイにとって、それは理解しがたい何か。

　重さは筋力でカバーできる。だがバランスは無理だ。人間一人を小こ脇わきに抱かかえて姿勢を崩くずさず、それも人波ごった返す飲み屋街をすりぬけるように走る、しなやかさ。

　異様な滑なめらかさ──みっちりと詰つまった人々の間を、時々呆あつ気けなく突つき抜ぬけるかのように、何がどうなっているのか理解できない彼女を連れて、煙けむりのごとく流れてゆく。

「お、おい、逃にげんな、クソガキぃっ!!」

「は、早ぇ……もう見えなくなっちまった。あ、おい、てめえ！　何してやがる！」

「へへっ、すんませんね。ほんじゃ！」

　呆あつ気けにとられたサイ男とイボイノシシ男、そして聞き慣れぬ誰だれかの声。

「この街じゃ素す顔がおは厳禁だ。スマホもな、最悪殺されるところだぞ」

「ナビ使ってただけ！　迷ったのよ、この街ゴチャゴチャしすぎ!!」

「地図アプリの更こう新しんは特区指定後、年単位で止まってる。そんなもの頼たよる方が悪い」

「常識ってものがないの、このゴミ溜ためには!?」

　恐きよう怖ふのせいか、ハイになっているらしい少女の叫さけび。

　すると周囲を行きかう数名の人獣ニンジユウ が。「ああ？」と声の主──場ば違ちがいな《ヒト》を見つけて。

「何だ。ヒトがいるぞ。ガキだ、女だ」

「チッ。ま～たくだらねえ動画でも撮とりに来たんだろ。見世物じゃねえぞ、クソが！」

　吐はき捨すてんばかりの囁ささやき、軽けい蔑べつの視線に。

「は？　何よ、こいつら」

「興味本位で人獣ニンジユウ を撮とったり、動画実じつ況きようしたがる馬鹿が多くてな」

　その手の配信者やジャーナリストがディープな部分を覗のぞくのはよくあることだ。

　たいていその場で荷物を処分され、死体すら発見されることなく消される。

「ここらはまだ表通りに近い。素しろ人うとがよく来る。危ないからさっさと帰れ」

「来たくて来たんじゃないわよ、こんなバカの吹ふき溜だまり!!」

　零レイ士ジの言葉に、命メイはギリッと奥おく歯ばを嚙かみしめて、静まるどころか燃え上がる。

「おい。……テメェら、何だ？　楽しく飲んでる時に騒さわぎやがって、ウッゼェな！」

「死にてえのか？　……望みどおりにしてやんよ！」

　数名の人獣ニンジユウ 、酒の匂においを漂ただよわせたチンピラが立ちはだかる。

　手にはナイフや割れた瓶びん。夜明けまでには駅に戻もどり、魔ま剤ざいを抜ぬいてヒトに戻もどって着き替がえれば、普ふ通つうの市民面づらをして生活に戻もどる。が、今や彼らを縛しばるルールは存在せず。

　文字通りのケダモノ、暴力衝しよう動どうを我が慢まんする理由など──ない。

「っさいわね、関係ないわ！　人間止やめてまで酒飲んで騒さわぎたいのか、オッサンども!!」

　零レイ士ジが抱だき抱かかえた腕うでに震ふるえが伝わる。

　過度な攻こう撃げき性。──恐きよう怖ふの裏返し。トラウマの刺し激げきに対する反射的な行動。

　そこまでを零レイ士ジが認にん識しきした時、さらなる爆ばく弾だんが投下された。

「どんだけ人恋こいしいんだよ、いい年こいて寂さびしんぼか!?　家帰って家族と飲めや!!」

「あぁ……!?」

「おい……！」

　火に油、火薬庫に爆ばく弾だん。クリティカルな罵ば倒とうに、人獣ニンジユウ たちが色めきたつ。

「見てたぞ、あのガキ。さっきから車くるま椅い子すでこのへん歩いてた。そん時はスマホ持ってたぜ」

「今は持ってねえな。なら、監かん視し死んでんのか。じゃ……我が慢まんしなくて、よくね？」

「ああ。ブッ飛ばしても、ブッ殺してもいいさ。クソ邪じや魔まなんだよ、車くるま椅い子すとかよ！」

　酒の勢いもあるのだろう。

　動物の姿をしながら、驚おどろくほど醜みにくいヒトらしい表情で、人獣ニンジユウ どもが立ちはだかる。

「ハンデあるからって甘えて、楽しやがって……。俺らが死ぬほど苦労して働いてんのによ、足が動かないから年金？　とか貰もらって楽々暮らしてやがるんだろうな！」

「だよなあ。そんなのにわたし、かわいそう～！　助けてくだち～、ってか？」

「何様のつもりだよ、勘かん違ちがい女が。わからせといたほうがいいよな、欠けつ陥かん品ひんは死ねってよ！」

　凶きよう器きを構えた酔すい漢かん──もはや暴徒同然の奴やつらが迫せまる中。

「助けてくれてありがとう。放していいわよ」

「死ぬぞ」

　抱かかえられたままの命メイが言い、零レイ士ジが眉まゆをひそめる。

「アンタまで巻き込むわけにはいかないでしょ。いいわ、上等だわ。何するってのよ、殴なぐる？　蹴ける？　レイプか、ああん!?　突つっ込んでみなさいよ、ヤられる前に食いちぎったるわ!!」

「こ、こいつ……!?」

　強きよう烈れつな口の悪さに、酔よっ払ぱらいも思わず怯ひるむ。気が強いなんてレベルではない。

　ある意味スポーツマンとしては稀け有うの特性。凄すさまじい負けん気と開き直り、妙みような潔いさぎよさ。

　自じ業ごう自じ得とくと言えば自じ業ごう自じ得とく。助ける義理もなければ義務もない、が。

「……口も塞ふさいでおくべきだったか」

　命メイを抱かかえていない方の手で顔を覆おおって天を仰あおぎ、零レイ士ジが呟つぶやく。

（──だが）

　そのままほんの一いつ瞬しゆん、自問自答。

（助けてやれって、言うんだろ。一花おまえは）

　心の中に一いつ瞬しゆんだけ蘇よみがえる、失われた家族の面おも影かげを想おもった時。

「くたばりやがれ!!」

　襲おそいくる人獣ニンジユウ たち。狂きよう暴ぼう極きわまる暴力を前に、退かない。

「早く、放して!!　アンタまで……！」

「黙だまってろ、バカ女」

　一いつ喝かつされた瞬しゆん間かん、命メイはぐっと軽い重圧を感じた。

　零レイ士ジは膝ひざを曲げ、軽くジャンプ。

　まるで重力を無視したかのような緩ゆるいアーチを描えがき、二人は高く──夜空に、昇のぼる。

「え……!?」

　呆あつ気けにとられ、ふわりと浮ういたふたりを見上げる暴徒たち。

「うっわ……！」

　命メイの感かん嘆たん。汚きたならしく見苦しい、ゴミ溜ためのような飲み屋街。

　癌がん細さい胞ぼうのように増ぞう殖しよくするバラック。ロクに掃そう除じもされない、詰つまった血管のような街路。

　だが、地上を離はなれて見下ろせば──夜空に輝かがやく猥わい雑ざつな光も、天の川のように美しかった。

　バラック屋台の上に着地。さらにふわり、ふわりと次々にジャンプした零レイ士ジは、築何十年かわからない古びたビルの窓まど枠わくや室外機、配線など、ごくわずかな足がかりを頼たよりに跳とび続け。

「あんた、空が飛べるわけ!?」

「飛べない。──軽いだけだ」

　わけのわからない返事と共に、ふわりふわりと二人は着地する。

　それは先ほどモメた現場から遠く離はなれたビル、廃はい墟きよの屋上。もはや暴徒の手も届かない、雲のような尾おを曳ひいて跳とび去る二人を見失い、遠く離はなれた群衆の中に埋うもれてしまう。
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「怖こわがりなくせに、啖たん呵か切るなよ。爆ばく弾だんみたいなヤツだな」

「こ、怖こわくねーわ!!　無茶震ぶるいよ!!」

「微び妙みように間ま違ちがってるぞ」

　クスリと笑えみをこぼしながら、ビルの屋上。傾かたむいた給水塔とうのてっぺんに降り立つと、零レイ士ジは錆さびや泥どろの汚よごれを軽く拭ぬぐい、そこへそっと座らせるように命メイを下ろした。

「……ありがとう。２度も、助けてくれて」

　さすがに反省したのか、ばつが悪そうに礼を言う彼女だったが。

「礼は言えるのか。そういうのがない文化圏けんの人かと思った」

「何人よ、あたしは。ここでお礼も言えなかったら、ただの性格悪いバカでしょ、あたし」

「言えても同じだ。バカだし、性格も悪い」

「は!?　そこまで言うことなくない!?」

「どっちだよ。……認めてたろ、今」

「認めたけど、それはそれとしてムカつくわ」

「横暴だ」

　とはいうものの、と零レイ士ジは命メイの言動を察していた。

（キレてるようで、キレてない）

　賣メ豆ズ紀キ命メイという少女にとって、𠮟しつ咤た罵ば声せいは自分を奮い立たせるためのガソリンだ。

　相手より自分を𠮟しかりつけ、怒おこっている自分を演じることでアドレナリンを出している。

　過度なアドレナリン分ぶん泌ぴつ、《怒いかり》の自己演出。そうしなければきっと怯おびえ、震ふるえて、一歩も動けないのだろう。触ふれていた手から伝わった血圧が、心しん拍ぱくが、そう告げていた。

　それは──なぜか？

「酒飲みにやたらと絡からんでたな。酒は嫌きらいか？」

「大だいっ嫌きらいよ。あんなのがいなけりゃ──まだ、走れた」

　力無く、錆さびた給水塔とうに横よこ座ずわり。

　逞たくましい太ふと腿もも、スカートを押さえる手や姿勢だけは女の子らしい。

「わかってるんでしょ、あんた。あたしが、その……ビビッてた、って」

「それくらいはな」

　弱いイヌほど、よく吠ほえる。この野生の街では当然の道理。

　見み抜ぬかれていると理解して、命メイはフッと強がりを止やめ、自じ嘲ちように震ふるえる手をかざす。

「１年の終わり、去年の暮れ。……バカの車に轢ひかれてさ」

「交通事故か」

「そう。背骨折って、御ご覧らんのありさま、右みぎ脚あし麻ま痺ひって、二度と走れなくなった」

　人生を懸かけたもの。アイデンティティの喪そう失しつ。

　見るだけで恐おそろしい、恐きよう怖ふの対象に立ち向かうためには──怒おこらなければ、無理だから。

（だからって攻こう撃げき的過ぎだ。身の安全を考えろよ）

　そもそも本来、生活に支し援えんが必要な人間が来るには厳しい街だ。

　この無法地帯で他人を労いたわり、誰だれかを助けるような者は少ない。

　大多数にとって、ここは酒や娯ご楽らくを楽しむ遊び場だ。

　面めん倒どうに巻き込まれて楽しみに水を差されるのはごめんだし、外で押しつけられるような慈じ善ぜん行こう為い、人道的配はい慮りよを踏ふみにじり、無視することに愉ゆ悦えつすら感じるだろう。

　禁じられていることは楽しい──そういうヒトの醜みにくい習性。

「運転してたヤツは、あたしを撥はねるほんの５分前までこの街でラリってたんだって。大層なお金持ちだったそうで、保ほ釈しやく金きん払はらってシャバでのうのうとしてるわ」

「信用はかなり低下したはずだが」

「適切な対処、ってやつをしたらそうでもないらしいわ。そうね、金はたんまりくれたわよ。──ンなもんいいから、ひん曲げたあたしの背骨を戻もどしやがれって言いたかった」

「あいつらは、その運転手とは別人だ」

「わかってる。八つ当たりよ、サイテーだし、カッコ悪いけど」

　己おのれを恥はじる想おもいがあるのだろう。

　結んだ唇くちびる、潤うるむ目に、怒いかりとは別の感情が見えた。

「でも、ダメね。ああいう連中を見たら腹が立って、殺してやりたくなるわ。こんな気分は、スタート直前にトラックの前に立って、他のライバルどもを見た時以来よ」

「……競技のたびにあれやってたのか」

「直接罵ば倒とうはしないわよ。内心全員ぶっ殺すって思ってただけ」

「あんたがおかしいのか？　それとも、スポーツマンって生き物はみんなそうなのか？」

「さあね、他人のことなんて知らないわよ。それがあたしのやり方ってだけ」

　不器用な女だな、と零レイ士ジは思った。

　戦うことしか知らない。古いにしえの時代の戦士のように。だがその術すべを奪うばわれた今。

　ただただ、嚙かみつくことしか……わからない。

「なら、せめて目を閉じ、耳をふさぐ練習をしろ。あんな絡からみ方、自殺と同じだ」

「……そこまで、ヤバい？」

　ああ、と零レイ士ジは小さく頷うなずいた。

　結局のところ、はっきり言ってヤバい女だ。口も性格も態度も最悪に近い。

　だが、なぜだろう。何となく、助けてやりたい気がする。

（ああ、そうか）

　つまり、そういうことなのだ。

　精せい一いつ杯ぱい、一いつ生しよう懸けん命めい、不器用でも──強く生きあがく奴やつは、嫌きらいになれない。

　今夜、彼女はツイていた。トラブルの現場に自分がいて、助けることができた。

　だから死ななかったのだ、ということをしっかり教えておかないと。

（次、俺がいなかったら死ぬな。……仕事もあるのに、面めん倒どうだが）

　何もせずにそうなったら後こう悔かいすると思うから、零レイ士ジは厳しい言葉を口にする。

「ヤバいな。ここは無法地帯だ。迷まよい込んだバカが死のうが、警察だってまともに捜そう査さしない。自衛できない人間は来るな。殺されるだけだ」

　それも、綺き麗れいな死に方はできない。

「仮面舞踏街マスカレードができたばかりの頃ころから今まで、何度も起きてる事件がある。それは表じゃ絶対報道されないが、何度もこの街に通ってる奴やつなら誰だれでも知ってる《常識》だ」

「……わかんない。どういうこと？」

「《食害事件》だ。市街地で市し販はんされてる怪物モンスターサプリ３種のうち、一番人気は《肉食carnivore》だから。一晩過ごす程度ならともかく、入いり浸びたって常習すると──壊こわれる」

　食害。即すなわち、それは。

　肉食獣じゆうの本能に身を任せて──

「誰だれかを、喰くい殺す……ってこと!?　おかしな姿に化けてても、同じ人間でしょ!?」

「そんな理性が吹ふっ飛とぶケースがあるんだよ。肉食化した人間にとって、生きた獲え物ものは快楽だ。ネズミを見つけた猫ねこみたいに、追い回して殺して食うことそのものがな」

　セックスを遥はるかに超こえた、本能的な快楽となる。

「あんたが生きてるのは偶ぐう然ぜん、俺が居合わせたからだ。あの場にいたのはただの酔よっ払ぱらいだが、それでもあんたを挽ひき肉にくにするくらいの力はあったし、やらない理由も無かったからな」

「………」

　真正面から見つめて言うと。

　息を詰つめて聞いていた命メイは、ぱたぱたと仰あおぐように手を振ふった。

「……煙けむいんだけど。何これ、加か湿しつ器きみたい」

「茶化すなよ」

　零レイ士ジの顔を隠かくすように覆おおう霧きりのマフラー。白はく煙えんを払はらう彼女に、はぐらかすなと続ける。

「いいか、次は助けないぞ。こっちも忙いそがしいんだ、駅まで送るからさっさと帰れ」

「わかってる。あんたって……変に真面目で、面めん倒どう見いいやつね」

　少し呆あきれたような顔に、零レイ士ジは仏ぶつ頂ちよう面づらで答えた。

「あそこで死なれたら、片付けるのはウチだ。仕事増やすな」

「え？」

　面めん倒どうくさそうな答え。だが意外に感じ、命メイは立ったままの彼を見上げた。

「何それ。警備のバイトでもしてるの？」

「そんなところだ。俺の所属する会社が街の運営から掃そう除じを請うけ負おってる」

「じゃあ、この街がゴミだらけなのって、あんたの会社のせいじゃない」

「ゴミが多すぎて追いつかないんだよ。人手が足りない、処理車も少ない、給料も安い」

　仮面舞踏街マスカレードは広い。かつて帝みかどが居たという東の都、その一区がまるごとそうだ。

　そして、そこに大勢が、全国から集つどう。とても一社で対応しきれるものではなく──

「ただでさえ忙いそがしいのに、同級生のバラバラ死体とか片付けたくない。帰ってくれ」

「……バイトで働く吸血鬼バンパイア。おかしくない？　血とか吸って生きてなさいよ」

「そら来た。蚊かじゃあるまいし、そんな訳にいくか」

　特殊永続人獣トクニン、それも《吸血鬼バンパイア》の身分証明があると、必ず出てくるジョークだ。

「トマトジュースを勧すすめられるのは定番だし、ニンニク大だい丈じよう夫ぶかって何度も聞かれる。他人がどうかは知らないが、俺にはアレルギーは無い。普ふ通つうに食うよ」

「そりゃそうか。そういえば真昼間から歩いてたわね、あんた」

「そういうことだ。俺は人間だ。戸こ籍せき上ああなってはいるけど」

「……ふぅん」

　そういうものなのか、と命メイは納なつ得とくした。

　つまるところちょっと凄すごいヤツ、ということなのだろう。

「たまにいたわ、移民の子とかで記録のいいライバル。どーでもいいけど」

「そうなのか」

「当然でしょ。生まれがどうだろうが、強い奴やつは強いし、速い奴やつは速いってだけ。ムカつくし、どっちも平等にぶっ飛ばすだけよ。何の問題も無いでしょ」

「魔ま王おうか、お前は……」

　スタイルが漫まん画がに出てくる戦せん闘とう狂きようとか、悪の大だい魔ま王おうに近い。

　こんな女を助けて良かったのだろうか、とほんのすこし悩なやむ、が。

「もしかして、気を使ってくれたのか？」

「……あんたがそう思うなら、そうなんでしょ」

「照れるなよ。ま、いいさ。悪い気はしない」

　ふん、と横を向いてしまった命メイの、素す直なおじゃない仕草に笑えみがこぼれる。

　人に懐なつかない動物のようだ。そういうのは、覚えがあった。

「ハムスターを飼っててな」

「何よいきなり」

「妹が飼っていて、いろいろあって、俺のところに来た。普ふ段だんの世話は人に頼たのんでるんだが、なるべく餌えさは自分でやろうとしている。だが毎回、やたらと俺を咬かもうとする」

「嫌きらわれてるんじゃないの？」

「ああ。ちょうど今のあんたと、よく似てる」

「ムカつくわ。何それ、女を転がすイケメンの手口かしら」

「頼たのまれたってお断りだ。……ま」

　錆さびた給水塔とうに座り込んだ少女。その傍そばに立ちながら。

　少年と少女は互たがいを見上げ、見下ろして。

「意外とまともなところもあるじゃないか、バカ女」

「あんたこそ。意外と普ふ通つうじゃない、吸血鬼バンパイア」

「普ふ通つうだ。普ふ通つうになりたい。そのために……働いてる」

　寂さびしげな笑え顔がお。何なんの変へん哲てつもない願い、そのはずなのに──

　何か他人には容易に触ふれられない一線が、そこにあるように見えた。

「顔の変なモヤモヤとか、ビルの上まで跳とんじゃうジャンプ力とか。……普ふ通つうじゃないのに、普ふ通つうになりたいのね、あんた」

「そう難しい話じゃない」

　瞑めい想そうのように瞼まぶたを閉じて、ヒトならざる少年は願いを呟つぶやく。




「現金で切きつ符ぷを買わず、自動改札で交通機関を利用したり──」

「鍵かぎのかかる暖かい部屋で、誰だれにも邪じや魔まされず音楽を聴きいたり」

「たまに贅ぜい沢たくしてレストランでうまい食事をしたり」

「──そんな暮らしがしたいだけだ」




　途と切ぎれ途と切ぎれの願い。あまりにささやかなことばかり。

　けれど、それすらも与あたえられなかった、与あたえられていないのだとしたら？

「あんたがキッツい人生送ってるのはわかったわ。同情はしないけど」

「しないのか。珍めずらしいな」

「傷の舐なめ合いなんてごめんだわ。アンタの不幸をポルノにする気はないし」

　人の不幸を、おお、なんてかわいそう！　──なんて叫さけび散らして。

　消費して、わかったふりをして、それだけで終わる気には、なれない。

「走れなくなったあたし。人間になれないあんた。……普ふ通つうにできるはずのことが、できない。イラつくし、ムカつくし、そうなりたい、戻もどりたいってめちゃくちゃ思うわ」

「それ、共感してないか？」

「してるわよ？　同情と共感は別でしょ」

「どう違ちがうんだろうな。よくわからない」

「誰だれかに寄りかかるか、ひとりで立ったままか、よ。──大おお違ちがいだわ」

　飲み屋街のヘドロに汚よごれた顔。スラムの野の良ら猫ねこじみた少女の喩たとえに。

　そういうものなのか、と零レイ士ジが思った、その時だった。

「話し中悪いな。ほら、返すぜ！」

　がしゃん！　と激しい金属音をたてて、廃はいビルの屋上に車くるま椅い子すが投げ上げられた。

　壁かべの凹おう凸とつ、朽くちた室外機、ヒビや割れ目に爪つめをたてる、鞭むちのようにしなやかな脚あし。

　もふもふの毛皮に覆おおわれた黄色いメッシュの狼おおかみ男おとこ。頼ライ山サン月ゲツが、あの飲み屋街に忘れてきた命メイの車くるま椅い子すを置いて廃はいビルの屋上に降り立つと、給水塔とう上のふたりを見上げた。

「デート中かあ？　アメコミみたいだぜ、おふたりさん！」

「は？　誰だれよ、あんた。知り合い？」

　からかうような言葉をかける月ゲツに、うさんくさげなしかめっつらで答える命メイ。

「知り合いだ、あんたにとってもな。……教室で自己紹しよう介かいした時、俺と一いつ緒しよだっただろ」

「ああ──転校生。イケてないけどモテてた方ね」

「待て。イケてねえのはともかく、モテてたの!?　マジで!?　誰だれに!?」

　ごちゃごちゃと絡からまる会話。

　面めん倒どうくさそうな零レイ士ジ、興味なさげな命メイ、前のめりになる月ゲツ。

「うちのクラスの女子。マッチョが好きみたいよ」

「……おっしゃあ!!　そういうこともあるよな、あっていいよな！　っしゃ!!」

「めちゃくちゃ喜んでるけど、よっぽどモテなかったのね。……かわいそう」

「貧びん乏ぼうだからな。色々な意味で貧しいんだ」

「うるせーよ！　つーかとっとと降りたらどうだ。そこ、寒くね？」

「……そうね。行きたいとこもあるから、降ろして。お願い」

　頭を下げて頼たのむ命メイに、月ゲツはフッと狼おおかみらしく大きな口で笑え顔がおを作る。

　意外なほど表情豊か──ＳＮＳに氾はん濫らんする愛らしいペットの顔。

　人間らしい感情表現を獲かく得とくしたそれは、獣けものでありながら驚おどろくほどヒトそのものに見えた。

「あいよ。っと！」

　零レイ士ジが霧きりか霞かすみなら、月ゲツはしなやかに跳はねるバネだ。

　軽々とコンクリートを蹴けった人狼ワーウルフは、狭せまい給水塔とうの斜しや面めんに着地。ほんの１秒にも満たない時間、塗と装そうの剝はがれめに爪つめをひっかけて足場にすると、少女を軽々と持ち上げる。

　勢いでスカートの裾すそを乱すことさえせず──丁てい重ちようかつ迅じん速そくなエスコート。

「……乗り心ごこ地ちは、あんたのほうが百倍いいわ！」

「だろ？　ご利用ありがとうございます、またのご乗車をお待ち……っとくらぁ！」

　アクロバティックな連続ジャンプで命メイを廃はいビルの屋上に降ろすと、月ゲツはニヤリと笑い──。

「くっさ!!　……息で失明しそう。めちゃくちゃ犬臭くさいんだけど！」

「え？　マジ!?　あ、さっき骨ガム食ったから!?　おい、零レイ士ジぃ！」

「俺のせいか？　というか、もともとだろう。ちゃんと歯を磨みがいてるのになぜ臭におう」

「知らねーよ！　だって狼おおかみだもん、そういうもんでしょ!?」

　思わぬ言葉がクリティカル。強こわ面もての人狼ワーウルフが涙なみだ目めになってくすんとしょげる。

「だもんとか言う男ってどうかと思うわ、あたし」

「奇き遇ぐうだな、俺もそう思う。かわいこぶるなよ、イヌ科」

「あ、あ、あ！　何その息の合った罵ば倒とう！　おまえら性格の悪いとこメチャ合うな！」

「この女に比べれば俺は普ふ通つうだ」

「ふわふわ野や郎ろうに言われたかないわ！」

　罵ののしり合いながらも、零レイ士ジもまた重力を無視したような放物線を描えがき、ふわりと降りる。

　廃はいビルに投げ上げられた車くるま椅い子すをチェック。幸い、ぱっと判わかるような損傷はない。

「故障は無さそうだ。普ふ通つうに走れそうだな」

「けどまあ、今時ＥＶじゃねえのな、この車くるま椅い子す。こだわりでもあんの？」

　興味深げな月ゲツに、ふんと息荒あらく。

「足で走れなくなったから、手で走ることにしただけよ。文句ある？」

　ギロリと睨にらむ目力の強さ。普ふ通つうのヤンキーなら涙なみだ目めになりそうな圧を感じて。

「いんや。いいんじゃね？　前向きで」

「どうでもいい」

　呆あつ気けなく流されて、どこか肩かた透すかしのように感じながら、命メイは続ける。

「あっそ。ところで、あんたたちどんな関係？　エロい感じ？」

「そ・れ・だ・け・は・ね・え・よ!!　同居はしてっけどな、ルームシェア！」

「家賃が半額になるからな。経済的な理由だ、あと会社の同どう僚りよう」

「ああ、さっき言ってた……掃そう除じ屋さん、ってことね」

　命メイの頭に浮うかぶのは、たまに学校に来ている清せい掃そう業者のイメージだ。

　ツナギ姿で床ゆかにワックスをかけている老人か、あるいはタブレットで清せい掃そう用ドローンを指揮している技術者だが、このコンビは明らかにどちらの規格とも外れている。

「街のゴミ拾い、ってことかしら。いい仕事ね」

「ゴミはゴミでも、ちょっとやべえ感じの《害ゴ獣ミ》だけどな」

　魔ま剤ざい──人獣ニンジユウ サプリ使用者は、現行法的に人類ではなく動物である。

　故ゆえに取とり締しまる法はなく、ただ人に危害を及およぼす場合、あるいは特区内での逸いつ脱だつした迷めい惑わく、破は壊かい活動が行われた場合、公的機関から委い託たくされた《害がい獣じゆう駆く除じよ》が執しつ行こうされる。

「身元保証。最低限の人権を報ほう酬しゆうに、俺たちはある企き業ぎように雇やとわれている」

　零レイ士ジが語る、動物でありながら人間として。

　ささやかな権利を与あたえられて、社会の末席に身を置くことが許された存在。

「警官が死んだり怪け我がするリスク考えりゃ、この街で駆く除じよなんぞさせらんねえしな」

　月ゲツが繫つなぐ。この無法の街における、公的な唯ゆい一いつの自じ浄じよう作用。

　放置できない、危険すぎる《害ゴ獣ミ》を始末する、清せい掃そう業者──。

「魔ま剤ざいキメたヤツは動物でも、警官はバッチリ人間だ。死人なんぞ出たら大問題だし、街ごと潰つぶす覚かく悟ごがなきゃできねえ。だから、オレたちみたいなのが必要なのさ」

「……警察、銃じゆう持ってるでしょ。麻ま酔すい銃じゆうとかで何とかできないの？」

「ガチでキマッた人獣ニンジユウ に生半可な薬なんて効かねーよ。だいたい麻ま酔すい銃じゆうは法律上、獣じゆう医い師し免めん許きよと狩しゆ猟りよう免めん許きよの両方がなきゃ使えない。効く薬の量だって体重や種類で全部違ちがうんだぜ？」

　表の世界の治安維い持じ機構、警察をそのまま導入するには危険すぎて。

　故ゆえに消しよう耗もう前提の駒こまとして、毒を以もつて毒を制すとばかりに。

「安い経費で俺達を──特殊永続人獣トクニンを使うほうが、手っ取り早い」

「そんな理由で、納なつ得とくしてんの？」

　自じ虐ぎやく的に笑えむ零レイ士ジに、腹立たしげな命メイが唇くちびるを尖とがらせる。

「正直、ねえな～……って思うけど、他に行くところがねえからさ」

「仕事だ」

　社会的に弱い立場だからこそ、選べる道はひとつしかなく。

　嫌いやだ、不満に思えども、その解決策は何も思いつかなくて。

「気に入らないわね。大人が楽をするために、人を犠ぎ牲せいにしてるみたい。あんたたちの仕事は必要だけど、いいように使われてるだけじゃないの？」

「他人の事を、我がことのように怒おこるんだな、あんた」

「他人でも自分でも、ナメられてるヤツを見たら腹立つわ」

「……ヤンキーかよ。こええ……！」

　三者三様、この中では一番強こわ面もての人狼ワーウルフが、いきり立つ少女に毛を伏ふせる。

　ぱたぱたと力無く垂れる尾お。そんな様子をよそに、命メイは手近な瓦が礫れきに摑つかまって身を起こすと、傍そばに置いてある車くるま椅い子すに自力で乗ろうとしていた。

「あ、手伝うか？」

「いらない。一人でできるわ。……ふんぬっ!!」

　乙おと女めらしさのかけらもない気合いと共に、上じよう腕わん筋きんが唸うなる。

「完全麻ま痺ひは右足だけよ。左はちょっとは力入るから、これくらいイケんのよ」

「なるほど」

　さりげなく車くるま椅い子すに触ふれ、命メイが乗りやすそうな位置に固定。

　いつでもカバーに入れる位置をキープしつつ、零レイ士ジはささやかな奮ふん闘とうを見守る。

「確かに……善意とはいえ、何でも助けようとされるのは、辛つらいかもな」

「そういうことよ。自分でできることまで、誰だれかにやられるって何よ。子供か、あたしは」

「いや、わかるけどさ。タフガイすぎんだろ……女の子だろ？」

「ジェンダーの話とかどーでもいいわ。あたしは強いってだけよ。……どりゃっ!!」

　断言し、腕わん力りよくを駆く使ししながら命メイは車くるま椅い子すに乗り、ついに座った。

「ふうっ……！　ざっとこんなもんよ」

「タフガイか」

　額に汗あせをかきながらひと息ついた姿に、若じやつ干かんの呆あきれと敬意を向け、零レイ士ジが言う。

「だいたい理解した。お嬢じようさん扱あつかいするだけ無む駄だだな、あんた」

「さっきから気になってたけど、あんたあんたって言わないで。──命メイでいいわ」

「いきなり名前呼び？　いいのかよ」

「嫌きらいなのよね、自分の苗みよう字じ。読みづらいし。あたしも月ゲツと零レイ士ジって呼ぶわ」

「……距きよ離り感がわからん。普ふ通つうそういうのは、友人関係でやるものだろう」

　首を傾かしげる零レイ士ジに、

「別にいいわよ、友達で。同級生だし、いろいろ助けてもらったし」

「……何だと……!?」

「マジで!?」

　何気ない言葉は、爆ばく弾だんのように人獣ニンジユウ たちに効いた。

「お、おい……。女の子の友達ができちまったぞ!?　どうする!?」

「待て、落ち着け、慌あわてるな。──まず、あれを女子と定義できるかどうか、疑問だ」

「それはそうだな。タフガイだしな。でもそれ抜ぬきにしても史上初、外部のダチだぞ？」

「確かに……。どう対応したらいいんだ。くっ、マニュアルが存在しない……！」

「……バカでしょ、あんたたち」

　本人たちにとっては真しん剣けんかつ深刻に語っているつもりだろうが、傍はたから見ると少年と人狼ワーウルフが面つら突つき合わせて友達関係に悩なやむさまは、ギャグにしかならない。

「で、友達としてちょっと頼たのみがあるんだけど」

「来たな。連帯保証人か？」

「言っとくけどオレら金ないぞ!?　まあ……コンビニスイーツくらいなら、セーフ？」

「贅ぜい沢たくすぎる。缶かんコーヒー１本までしか認めん」

「みみっちいわね。誰だれがオゴれっつったのよ。そんなんじゃなくて」

　くい、と立てた親指で下を指し、命メイは訊きく。

「ここ、エレベーターとか無いわよね？」

「廃はい墟きよだぞ。電気すら無いな」

「でしょ。階段下りるの、手伝って。お願い」

　ああ、と零レイ士ジは納なつ得とくする。

　バリアフリーの概がい念ねんが薄うすい時代の廃はい墟きよに、車くるま椅い子すで階段を下りる術すべはなく。

「それは構わない。駅まで送るから、家に帰れ」

「無理。やらなきゃいけないことがあるから」

「なら、下ろす手伝いはしない。──そう言ったら？」

「階段から車くるま椅い子す落として這はって下りるわ」

「迷わねえなあ……」

　噓うそやハッタリではないだろう。やるといったらやる。

　ごく短い関わりだが、それは零レイ士ジにも月ゲツにも理解できていた。

「……しょうがない。下ろすぞ、月ゲツ」

「ああ。つーかさ、事情を話してくれねーか？　そしたら手伝えるかもだけど」

「それも無理。これはあたしの問題だから。あたしがやるべきことだから」

　揺ゆるがぬ決意をこめたまなざしを受けて、二人の人獣ニンジユウ はどちらともなく動いた。

　零レイ士ジは前、月ゲツが後ろ。前後から車くるま椅い子すを神輿みこしのように担かつぎ、歩き出す。

「──ありがとう」

　感謝の言葉を受けながら、崩くずれかけた廃はい墟きよの階段を下りてゆく。

「真っ暗ね。……何も見えないけど」

「俺らは平気だ。な？」

「怖こわければ眼めを閉じていろ。どうせ見えない」

「は？　怖こわくねーし！」

　反射的な反応。しかし心しん拍ぱく上じよう昇しよう、体温、血圧上じよう昇しよう、体たい臭しゆうの変化。

　あらゆる恐きよう怖ふのサインを人獣ニンジユウ たちは感じつつ、それを追つい及きゆうすることなく都市の闇やみを、崩くずれた階段に沿って下りていく。幸い完全に寸断されたルートはなく、数分後には地上だ。

　廃はい墟きよを出て、微かすかな街灯の明かりを目にした時。

「……ほっとしたわ。というか今気づいたんだけど、飛び降りれば早かったんじゃない？」

「できるが、普ふ通つうに危ないだろう。万が一落としたら、死ぬぞ」

「安全第一、人命最優先よ。何せ俺らよりだいぶ高た価かいし」

「変に保守的ね。……それじゃ、行くわ。さよなら！」

　街路に降ろされた少女は、そのままきこきこと車輪を鳴らして立ち去っていく。

　その先は当然、駅とは真逆。

　怯おびえも恐きよう怖ふも確かにある、だがそれを上回る何かによって、彼女は無法地帯を徘はい徊かいする。

　その姿が小さくなるまで見守ってから。

「どうする？」

　じろりと横目で見てくる人狼ワーウルフに、零レイ士ジは軽く息をつきながら。

「もう友達だからな。──わかるだろ？」

「あいよ。……そろそろ時間か？」

　もふもふとした毛皮に埋うもれた腕うで時ど計けいを確かく認にんし、月ゲツが告げる。

「《アレ》が現れる場所は、毎回変わってっけど。──時間はほぼ一いつ緒しよなのよな」

「我が慢まんできなくなるんだろうさ、ちょうどその頃ころに」

　決まった時間に腹が減るように。

「殺しをやらなきゃおさまらない、そういうことだろう。この近辺だな？」

「間ま違ちがいねえよ。アイツの臭におい、ちゃあんと覚えてっからな」

　零レイ士ジの言葉に答え、月ゲツは黒く濡ぬれた狼おおかみの鼻を鳴らし、空くうを嗅かぎ。

「っと!?」

　命メイがちょうど姿を消した路地の奥、裏通りの先から。

　爆ばく発はつ。

「……嗅かぐまでも、なかったな」

　２ブロックは離はなれているだろうか、と振ふり返かえりながら呟つぶやく零レイ士ジ。

　ガソリンが燃える黒こく煙えんがキノコのように立たち昇のぼり、音より先に衝しよう撃げきが来る。

　あちこちでガラスが割れる音。次に、耳をつんざく轟ごう音おん。

「見えたよな？　零レイ士ジ」

「ああ。車だ。おもちゃみたいに真上に吹ふっ飛とんで落ちて、爆ばく発はつした」

　ヒトならざる感覚の持ち主たちは、爆ばく発はつ寸前のソレを確かに見た。

　まず、跳はねるピンポン玉のように夜空へ吹ふっ飛とんだ乗用車のシルエット。落下して、何かの可燃物タンクにでも激げき突とつしたらしく、映画じみた派手な爆ばく発はつが起きた。




　原因は、おそらく──




「──出たな。《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》」




　遠く立たち昇のぼる炎ほのおと煙けむりの渦うずを眺ながめ、赤く頰ほおを照らしながら。

　秩ちつ序じよの手イ先ヌたちは即そく座ざに急行していった。











────　03　幻想種フアンタビ　────






　二人の手イ先ヌが爆ばく発はつを目もく撃げきする数分前。飲み屋街から２ブロック外れた《神待ち通り》──。

　酒、あるいはドラッグでハイになった雄おすからさまざまに搾しぼり取とる雌めすたちの集つどい。

　交こう渉しようは古式ゆかしき直接交こう渉しよう。

　神──即すなわち客を待つ女たち。古典ヤクザの女から半グレ集団の一員、家出娘むすめにパパ活希望。

　個人から組織まで、さまざまな女たちがそれぞれのキャラに合わせた服装で路ろ傍ぼうに立って、微かすかな温ぬくもりを放つ怪物モンスターサプリの自じ販はん機きや街灯の下もとで、通りかかる《神》を摑つかみゆく。

　近代の私し娼しよう窟くつ、背徳ドスケベセール会場。わずか十数ｍの直線を巡めぐり、利権を得んとするヤクザ、半グレ、自衛団体などが入り乱れる危険地帯。

　組織の支し援えんを受けた者らは、ラブホテル。大昔に建てられて廃はい棄きされた建物をＤＩＹで修理、リフォームした建物でさまざまなサービスを施ほどこし、《個人営業》は手近で済ませる。

　路上に駐ちゆう車しやされた数台のバン。

　運転席以外の座席は取とっ払ぱらい、クッションとウェットティッシュを置いた売春車バニラバンは、人獣ニンジユウ の交こう尾びを促そく進しんする香り──バニラによく似た香りを漂ただよわせる。

　その周りに、煽せん情じよう的な雌めすたちが並んでいた。

　艶つや々つやと光る焦こげ茶ちやとオレンジの毛皮。くびれた腰こし、豊かなバスト。

　きわどいマイクロビキニブラで胸を隠かくし、ヒップラインはタイトスカート。

　半円の耳に金のピアスを開けたゴールデンハムスターのビッチ娘むすめが下着をちらつかせて。

「──『３枚』ね？」

「お、おう！　……へへへ、いいね、いいねえ!!」

　今にもかぶりつかんばかりに興奮したチンピラ風のイタチ男が、高額紙し幣へいを手て渡わたす。

　丸めて輪ゴムで留めたそれをビキニの胸むな元もとに挿さすと、雌めすは雄おすを後部座席へ誘いざなっていって──




　ズダダッ!!　ズダダッ!!　ズダダッ!!

　蹄ひづめが舗ほ装そうを蹴けり、抉えぐる音。近代社会ではまず聞かなくなった馬ば蹄ていの響ひびき。




「……おい、変な音しねえ？」

「え～？　いいじゃん、そんなの。早くシなよ」

　淫いん猥わいなピンクの照明に情欲をそそるコロンの中、雌めすがブラを脱ぬぐ。

　ぷるん、とまろび出た胸の揺ゆれに気をとられたイタチ男がズボンに手をかけて。




　──轟ごう音おん。




「え？」

　間ま抜ぬけな疑ぎ問もん符ふをつけるのが精せい一いつ杯ぱい。

　スローモーション。売春車のドアがＵ字に飛び出す。ココナッツよりデカい特大の蹄ひづめ。

　巨きよ大だいな何かが車を丸ごと蹴け飛とばしたのだと、ズボンを脱ぬぎかけたイタチ男も、雄おすを迎むかえようとしていたハムスター娘むすめも、まったく理解できぬままに座席ごとミキサーにかけられる。

　回転回転回転回転上じよう昇しよう回転落下墜つい落らく転落、そして──激げき突とつ。

　爆ばく発はつ。

　油臭くさい轟ごう音おんと火災。まだ生きていたらしい非常ベルが鳴り、街路に歪ゆがんで生えていた消しよう火か栓せんが外れて水柱を立てる。赤黒い炎ほのおに照らされて、褐かつ色しよくの巨きよ体たいが姿を見せた。

「ブルルルルルルッ！」

　狂きよう気きの愉ゆ悦えつ、噴ふきだすような笑い声が、場ば違ちがいなジャージ姿の上半身から響ひびく。

　半人半馬ケンタウロス。下半身は馬、ただしサイズは桁けた違ちがい。

　３ｍはあろうかという超ちよう特大の輓ばん馬ばよりなお屈くつ強きような、遥はるか古代馬の威い容よう。化石に残る原始哺ほ乳にゆう類るいの巨きよ体たいと洗練されたサラブレッドの姿態を兼かね備そなえた異い端たん芸術。

　馬でいえば首にあたるそこから生えた、相対的にちっぽけな上半身。

　内から膨ふくれた筋肉でミチミチに膨ふくれた袖そでは、ハムのよう。前を留めるチャックはすべて開け、豊かな胸を留めていたらしいブラと破れたシャツの残ざん骸がいが汗あせで張りつく。

　顔はぼさぼさに伸のびた髪かみと、額から伸のびた枝角に隠かくれて見えなかったが──

「な、何だありゃあ!!　ば、化け物……!?」

「幻想種フアンタビだ!!　ウソだろ、マジかよ!!　超ちようレアじゃん!!」

　酔よっぱらって道みち端ばたに寝ねていた人獣ニンジユウ がふたり、爆ばく音おんと熱波を受けて目を覚ます。

　間近で目もく撃げきしたその姿は、まさしく神話伝承に語られる古代の人馬ケンタウロスそのもの。

「絶ぜつ滅めつしたって大昔のバケモノ──博物館にあるみてェな肉や骨から作ったヤツ!!　市し販はん品ひんなんて比べ物になんねー、超ちようブッ飛んで超ちよう強くなるって、噂うわさの!!」

「はァ!?　何ソレズッリ、そんなのあんの!?」

　人獣ニンジユウ 特区にまことしやかに流れる都市伝説のひとつ。

　市し販はんされている怪物モンスターサプリ、覇は権けん企き業ぎよう《Beastビースト Techテツク》が販はん売ばいするそれは一いつ般ぱん３種、特とく殊しゆ２種。肉食草食爬は虫ちゆう類両生類、そして安全が確保された施し設せつなどでのみ販はん売ばいされる飛行可能な鳥型、主に業務用としてプロダイバーを中心に販はん売ばいされる魚類型などが存在する、その中で。

　それらすべてを遥はるかに超こえて、キマるブツがあるらしい、と。

　究極のハイ。神秘を覚かく醒せいさせる──幻想フアンタビサプリ。

　裏路地に寝ねていた酔よっ払ぱらい。汚きたならしいドブネズミ男たちは、アルコールによる酩めい酊ていで恐きよう怖ふを感じることなく、ただただ伝説を思い出し、炎ほのおに立つ怪かい物ぶつを見上げるばかり。

「フ────……ッ……!!」

　その眼め。完全に《キマッた》眼めに、目もく撃げき者しやたちは震ふるえあがった。

「やべ……ブッ飛んでやがる!!　逃にげ……ぎゃっ!!」

「あひぃっ!?」

　逃にげ出だそうと背中を向けた瞬しゆん間かん、ひとり死んだ。

　疾しつ駆くする巨きよ体たい。鉄てつ槌ついじみた大きさの蹄ひづめに踏ふみつけられ、ネズミ男の頭ず蓋がい骨こつが砕くだける。

　かき混ぜられる血とうどん玉じみた内容物。ビニール袋ぶくろのように足に絡からまる死体を捨てると、半人半馬ケンタウロスの怪かい物ぶつ──《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》は逃にげるもうひとりを無む慈じ悲ひに追った。

「ひいいいいいいいいいいっ!!」

　瞬しゆん間かん、縮まる距きよ離り。

　いつでも踏ふみ潰つぶせる。だが、そうしない。ズガガッ、ズガガッ、舗ほ装そう道どう路ろにＵ字傷。

　弄もてあそぶように背後を駆かける怪かい物ぶつに、ドブネズミ男は自や棄けを起こして叫さけんだ。

「んだお前、んだお前、んだよ!!」

「何もしてねえよ俺!!　酒飲んで寝ねてただけじゃん!!　やめて、許して───……！」

「ッ!!」

　にぃ、と細く歪ゆがんだ眼めに愉ゆ悦えつ。

　明らかに楽しげな感情。衝しよう動どうでも怒いかりでもなく、ただそれは楽しいから男を追いかけ、その命を奪うばおうとしている。ぶるるる、と鼻を鳴らし、舌で唇くちびるを湿しめらせて、笑え顔がおで。

　ドブネズミ男の脳天を踏ふみ潰つぶそうとした、その直前に。

「ア……───……っ!?」

　はじめての人間らしい声こわ音ねで、轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスが驚おどろきを表した。

　ネズミ男を庇かばうように、路地から飛び出してきた何か。

　勢いがついた巨きよ体たいは止まらず、人馬ケンタウロスの蹄ひづめがそれを引っかけ、蹴けり飛ばす。

　金属音。地面にバウンドし、したたかに叩たたきつけられる──

　──車椅子、外れた車輪、ひとりの少女。

「ひいいいいいいいい!!」

　逃にげ出だすネズミ男。人馬ケンタウロスは追わない、それどころではない。

　べしゃっ、とスラムのドブじみた水みず溜たまりに、撥はね飛とばされた少女が転落する。

　泥どろにまみれ、擦すり剝むいた頰ほお、鼻血があふれた轢れき死し寸前の、彼女は。

「……ッ、たあっ……し、死ぬかと思ったわ……!!」

　むくりと、辛かろうじて折れていない腕うでで、上半身を起こす。

　下半身は動かない。萎なえた足を荷物のように引きずりながら、それでも──前を向いて。

「何やってんだよ、後コー輩ハイ」

「え？　ア。それ、だっテ。あいつ、ラ……！」

　イントネーションのおかしな、けれど小鳥が囀さえずるような声。

　路上に這はいつくばったジャージ姿の少女──賣メ豆ズ紀キ命メイは、唸うなるように巨きよ体たいを見上げた。

「仕返しのつもりかよ？　誰だれが頼たのんだのさ、そんなの」

「だっテ……だっテ。酒飲んデ、暴走しテ、それデ、アイツ……！」

　弱者と強者が逆転している。

　車を蹴け散ちらし踏ふみ殺す轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスが、立つことすらできない少女に怯ひるみ、震ふるえて。

「アイツら、みたいなのガ!!　センパイヲ、走れなクしたんだから!!」

　言い訳じみた叫さけびに、ぶちりと。

「あたしの話、聞いてたか？　──誰だれが頼たのんだってんだよ、バカ野や郎ろう!!」

　叩たたきつけた拳こぶしに、泥どろがびちゃりと跳はねる。




「悔くやしいよ!!　腹立つよ!!　バカに轢ひかれて、夢ブッ壊こわされて!!」

「全員ムカつくし殺してやりたいよ。けど、やるとしたらあたしだろ!?」

「あたしがやんなきゃ、ただの人殺しだろ!?　何でお前がやってんだ！　……バカ!!　バーカ!!」




「あ……あああああああ……!?」

　子供じみた罵ば倒とうを浴びて、轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスは数歩、背後によろけた。

　羽織っていたジャージを脱ぬぎ捨すてる。裸はだかの乳ち房ぶさがゆさりと揺ゆれる。学校──

　命メイとお揃そろい、都立アカネ原陸上部のジャージが捨てられ、ドブの色が染しみ込んでいく。

　街灯の光、わずかに。

　ぼさぼさに振ふり乱みだした髪かみ、額の枝角、炯けい々けいと光る血走った眼め。

　それらすべての基き盤ばんとなる顔は──あどけない、幼いとさえ思える、女の子だった。

「わかんだよ!!　靴くつ下した真っ赤にしてさ、血の染しみって取れねえんだよ!!　陸上部のロッカーにまんま入れとくとか、バカだろ!!　臭くせぇんだよ!!　気づくっての!!」

　それは昨日のことだった。

　命メイが居い心ごこ地ちの悪い教室を抜ぬけて、部室にサボりに行った時。

　生なま臭ぐさい異い臭しゆうに気づいて、あるロッカーを開けて。

　ゼリーのように凝ぎよう固こした生々しい血けつ痕こんつきの靴くつ下したと、空の注射器を──

「バレたくないならせめてちゃんと洗うか捨てるかしろよ!!　動かぬ証しよう拠こだろ、アレ!!」

　教師にすぐ訴うつたえた。だが表向き何の動きもなくて、どうしたものかと悩なやみ続けて。

　今朝、『後こう輩はい』が来るかと思って学校に行けば空から振ぶりで、そうなればきっとここに。

　仮面舞踏街マスカレードに行ったのだ、と感じた。特とく殊しゆな持病でもないかぎり、医い療りよう関係者でもない人間が注射器あんなものを使うことなど、この無法の街でしかありえないから。

　そして、騒さわぎの現場を目もく撃げきして。

　来てみれば、母校のジャージを着たバカが、人を笑って、撥はねていて。

「どうした？　──何とか言えよ。言っとくけとあたし、マジ切れてるから」

「わ、わたシ。ゆるセ、なくて。だから、あいつら、みんな……」

　ぐちゃりと、血と肉にく片へんのこびりついた蹄ひづめを上げる。

　にちゃにちゃ尾おを引く血のしずく、脳のかけらをそそくさと隠かくすようにドブで洗って。

「コロして、やりたくて。サプリ……かって。キメたら、できるように、なって……!!」

　しだいにテンションが上がっていく。自分の言葉に鼓こ舞ぶされて。

　自分を抱だきしめるようなジェスチャー。夢見る乙おと女めのようなしぐさで頰ほおに手を当てながら、返り血でまだらに染まった髪かみを乱して、轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスは身を屈かがめる。

　前足を曲げて、ぎりぎりまで手を伸のばして。

「センパイ。……乗っテ？」

「は？」

　誘さそう言葉に疑問で返し、命メイは瞬まばたきしながら壊こわれた後こう輩はいを見上げた。

　噓うそでも冗じよう談だんでもない。うっとり蕩とろけた笑え顔がおは、最高に楽しいパーティーに友人を誘さそう顔だ。

　けれどそれは、地じ獄ごくの酔よっ払ぱらい轢れき殺さつパーティーに違ちがいなくて。

「マジで言ってるの、あんた」

「とうぜん。いっしょにバカ踏ふみ潰つぶして、あそボ？　スッキリ。……サイコー。たのしイ!!」

　唇くちびるを舐なめ舐なめ、ぐにゃりと歪ゆがんだ笑え顔がお。

　元は可か憐れんな少女だったのだろう、異形のグロテスク。

　少女を象かたどった蠟ろう人形を炎ほのおで炙あぶり溶とかした残ざん骸がいのように、それは壊こわれていた。




「───……ざけんな!!」




　差さし伸のべられた手を、命メイは迷うことなく払はらいのけた。

「義ぎ憤ふんってやつは気持ちいいよな。あたしの不幸をあんたの正義にしてんじゃねえ!!」

「……エ？」

　理解できない、と言うように、轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスは凍こおりつく。

「あたしの痛みを、勝手に語んな!!　悔くやしさも!!　怒いかりも!!　あたしのもんだ!!　あたしだけの物語だ!!　横から勝手に哀あわれむな!!　同情すんな!!」

　そうだ、と命メイは思う。

　共感されるのはかまわない。だが勝手に見下されて同情されるのは、絶対に嫌いやだ。

　なるほど足は喪うしなった。走ることすらできなくなった、だが。

　──自分が弱くなっただなんて、これっぽっちも思っちゃいないのだから。

「たかだか足ごときで諦あきらめたなんて決めつけんじゃねえ!!　あたしは勝つ!!　絶対に勝つ!!　足で走れなきゃ手で走る!!　よくわかんないけどパラリンピックとか出てやるわ!!」

「え？　ア？　へ？　……あ、ああ、あああああああ……!?」

　強い強い強い強い強い。

　そうとしか言いようのない、筋金入りの我がの強さに。

　戸と惑まどい数歩後ずさる轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスに、さらなる言葉を叩たたきこむ。

「未来の金メダルはあたしのもんだ!!　てめーみてえにそのへんの酔よっ払ぱらいブッ殺してるほどヒマじゃないのよ、バッッッカじゃないの!?　アホ!!　とっとと戻もどれ、後こう輩はい!!」

「わ、わあ　あ　わ　た　シ　せん　パイ　の　ため　ニ……！」

　途と切ぎれ途と切ぎれの震ふるえ声。

　だが、断罪の言葉は止まらない。

「あたしのためじゃない、あんたがしたことは、あんたのためだ」

「あたしがやられたあたしの怒いかりを勝手にあんたの物語にして、あんたが好きで人を殺した。あたしには罪はないんじゃね、って思うけど」

　……それでも。

「自首しな、後こう輩はい。……警察が何言うか知らないけどさ、罪になるかわかんないけどさ」

「一いつ緒しよに謝るから。頭だって下げるし、懲ちよう役えきだって食くらうから。──……戻もどってきなよ」

　涙なみだが滲しみ、声が震ふるえて。

　最後は喘あえぐように、祈いのるように願う贖しよく罪ざいの勧すすめを。

「セン……パァイ!!」

「!!」

　轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスは顧かえりみることなく、殺さつ戮りくの蹄ひづめを高々と。

　棹さお立だちとなって振ふり上あげて、倒たおれた少女を踏ふみ殺そうとした。

「……しょーがねえ、か」

　Ｕ字の鉄てつ槌つい。ハンマーじみた一いち撃げきを、命メイは受け入れるように目を閉じた。




「死んでやんよ。……舞マイ」

「──勝手に、死ぬな」




　贖しよく罪ざい者しやの顔をした少女の間近に、突とつ然ぜん。

　思ってもみなかった第三者の声が、間近で囁ささやかれた。

「え？　……あぐっ!?」

　直後、腹部に激痛。衝しよう撃げき。まるで霧きりのように揺ゆらめきながら割り込んできた人ひと影かげが、人馬ケンタウロスの足が届かない位置まで、命メイの腹を強ごう引いんに蹴けり飛ばして、引ひき離はなした。

　転がる命メイ。ゴミとヘドロにまみれながらドブへ落ち、水音をたてる。痛みの中薄うす目めを開く。スローモーションで落ちる蹄ひづめ。割り込んできた人物、その頭がグチャッと割れた。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　賣メ豆ズ紀キ命メイ、殺される寸前まで泣かなかった女が。

　ついさっきできたばかりの友達が。頭を踏ふみ潰つぶされて、スイカ割りのように。

　壊こわれて吹ふっ飛とんだ少年、霞カス見ミ零レイ士ジの《死》を目もく撃げきして──泣き、叫さけんだ。




　　　＊




　命メイの悲鳴が響ひびく中──凄せい惨さんな現場を見下ろすように建つ、廃はい墟きよ。

　崩くずれかけた屋上にふわりと立つ男がひとり、少女がひとり。

「あれが例のお気に入り？」

「うン。まだ新人なんだけど、とびっきりの逸いつ材ざいだよ？」

　落ち着いた色合いのジャケットにタートルネック。

　上うわ背ぜいのあるスタイルと眼鏡が似合う知的な容よう貌ぼうが、大人の男としての品格と遊び心を両立。遊び慣れた大学教授とでも言うべき形容が似合う、そんな人物と。

「吸血鬼バンパイアだっけ。でもさすがにあれは死にそうだけど」

「ややややや、違ちがうんだよ。吸血鬼じゃない」

　その傍そばに立ち、スマホをいじっている少女。

　年ねん齢れいは12、13歳ほどか。あどけない美び貌ぼうに長い白はく髪はつ、クールなようで愛あい嬌きようのある美び貌ぼう。

　華きや奢しやな瘦そう身しん、艶なまめく肌はだと相まってまるで白磁の器うつわの如ごとく、儚はかない芸術作品のようだ。

「でも、記録だとそうなってた。うそ？」

「噓うそでもないんだよねえ。知りたい？　あの子の正体」

「もったいつけ、うざい。キャバクラとかで嫌きらわれる話し方。やめたら？」

「……本題から入るとね、他に分類できる種族がなかったんだよ。お役所だからさあ、独自の分類を認めてくれなくて、少しでも関連性のあるやつにするしかなかったのさ」

　鋭するどい指し摘てきに泡あわを喰くったように、男はやや早口に言う。




「霞カス見ミ零レイ士ジ。そう、あの子の正体は、ね──？」




　　　＊




　裏路地で、惨さん劇げきの幕が開く。

　砕くだけた頭ず蓋がい。撒まき散ちらされた骨こつ片ぺんや肉や鮮せん血けつが瞬またたく間まに崩くずれ、黒い霧きりとなって広がった。

「アアアアアアアアッ!?　が!?　アアアアアアッ!?」

　混乱しきった轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスが、黒い霧きりの中で暴れまくる。手足を振ふり乱みだし、蹄ひづめを鳴らすが、形なき霧きりは漂ただようばかりで、何の手ごたえもなく──逆に舞まい上あがり、包み込む。

　人馬ケンタウロスの顔に、手に、足に、乳ち房ぶさに、べたべたとまとわりつく黒い粘ねん液えき。

「……あたしには、くっつかない……？」

　倒たおれていた命メイが漂ただよう霧きりに触ふれようとするが、それはぬるりと指の間に奇き妙みような感かん触しよくを残して、かすかな染しみさえ残すことなく、すり抜ぬけてしまう。

　たちまち裏路地全体に広がる黒い霧きり、その中で。

　命メイの眼めにはしっかりと映る。

　首無しの人ひと影かげが、ついさっき友達になったばかりの少年の成れの果てが。

　影かげ絵えの人形のように、霧きりの中で踊おどるさまを。

　栓せんを抜ぬいたシャンパンのように、穴の開いた風船のように。

　砕くだけて千切れた首から勢いよく噴ふき出だし続ける、黒い霧きりの源を──。

「蛇へび……!?」

　しゅるるるる、と。

　霧きりの中、艶つやのない黒が凝ぎよう縮しゆくして蛇へびのごとく鎌かま首くびをもたげた。シュルシュルと音をたてながら路みちと壁かべを這はい回まわり、暴あばれ狂くるう人馬ケンタウロスを取り囲むと、それが一いつ斉せいに突つき刺ささった。

「ギャアアアアアアアアアアアアアアッ!?」

　無数の刺し突とつ音おん。連続連続連続連続。影かげ絵えの蛇へびが突とつ如じよゴシック調の装そう飾しよくが施ほどこされた槍やり先さきになり、足元から、壁かべから、ほぼあらゆる方向から槍やり衾ぶすまとなって人馬ケンタウロスを刺さし、抜ぬき、刺さす。

「イダッ!!　いだ、イダイッ!!　なに　コレ　ササレ……!?」

　轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスが悶もだえて暴れると、黒こく霧むが凝ぎよう固こしたゴシックの槍やりはガラスのように割れた。

　砕くだけて散った破は片へんは再び宙で溶とけ、細かな黒い粒りゆう子しとなって霧きりと混ざる。

　霧きりは新たな槍やりとなり、おもちゃのような槍やり先さきが人馬ケンタウロスの足を、胸を、脇わき腹ばらを、首筋を、全身のあらゆる骨や筋や血管や眼球を狙ねらい、突つき刺ささっていく。

（あれは……檻おり!?）

（血……霧きりの、檻おりだ。足元、脇わき下、背後……メチャクチャ正確に、刺さしてる……！）

　ただ呆ほう然ぜんと見上げる命メイにも、それだけはわかる。

　獲え物ものを捕とらえて逃にがさない拘こう束そくと、獲え物ものを傷つけいたぶり弱らせる刃やいばを兼かねた──

　踊おどり続ける首なしの影かげが仕し掛かけた《攻こう撃げき》なのだと。

「ギイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ!!」

　昆こん虫ちゆうじみた悲鳴と、フルパワーの剛ごう腕わん。

　ビキビキと血管を浮うき上あがらせた極ごく太ぶとの腕うでが霧きりをかき混ぜ、槍やりとなる直前のそれを散らす。辛かろうじて刺さされるタイミングをずらすと、轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスはその場を逃のがれんとした。

　逃にがすはずが、ない。

　踊おどり続ける首なし死体の中で心臓が跳はねる。どくんどくん。

　聞こえるはずのない心臓の音。なぜ聞こえるのかという疑問は、すぐに晴れた。

（伝わってくる。肌はだから、耳から、骨まで──!!）

　黒い霧きりに触ふれている箇か所しよ、手足の皮ひ膚ふはもちろん耳、呼吸を通じて喉のどの奥、内臓まで。

　目視できないほどの超ちよう微び粒りゆう子しが。そのひとつひとつが心臓であり、血であり、そして。

「──あんた、なの!?」

「そういうことだ」

　首なし死体に首が戻もどる。

　黒い霧きりが凝ぎよう縮しゆくし、マスクに隠かくれていた半分が露あらわになった素す顔がおが。

　墨すみ絵えのようなモノクロに一いつ瞬しゆん固まって、ただちにすべての色しき彩さいが戻もどり、形作られる。

「吸血鬼バンパイア。特殊永続人獣トクニン管理台帳のカテゴリ分類だと《吸血鬼バンパイア》だが──」

「うちの社長いわく、本来の俺は違ちがうらしい」




　──霧の怪物ブロツケン。




　闇やみより深い霧きりの中。本来決して見えないはずの姿が、見える。

　命メイの眼めに貼はりついた霧きりが、そのどうでもよさげな面おも持もちを視みせ、伝えてくるのだ。

「具体的にどういうものなのかは知らない。ブロッケン現象……霧きりの中照らされた光により、影かげが妙みような形になるそれに引っかけた、こじつけみたいな分カテ類ゴリだからな」

　故ゆえにそれに意味はなく。

　彼が何なのか？　説明できるものは、何も無い。

「だから俺は人間じゃない。怪物モンスターサプリならぬ、人間サプリを毎日キメないと、ヒトの姿でいることすらできない。こんなふわふわとした、《欠けつ陥かん品ひん》だけど」

「ガア……アアアアアアア!!」

　霧きりの中、バリバリと刺ささり続ける槍やりをへし折り、人馬ケンタウロスがあがく。

　ヤシの実、ボウリングの球、それほどの大きさの拳こぶしを振ふり上あげ、零レイ士ジを狙ねらう……が。

「欠陥品バケモノも。──うまく使えば、武器になる」

　背後に迫せまる巨きよ体たい。怯おびえも驚おどろきもせぬままに、霞カス見ミ零レイ士ジはただ指をクンッと曲げて。




「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ──傷シヨウ黒コク牢ロウ」

「ガアアアアアアアアアアアアアッ!?」




　刹せつ那な。これまでを遥はるかに上回る密度で、霧きりが槍やりとなり、檻おりとなり、牢ろうとなる。

　縦横ナナメ。ゴシックの槍やりが枝分かれしながら広がり、人馬ケンタウロスの全身を犯おかすように──貫つらぬいた。

「あ……ァ……!!　いた……イ・ダ・イ……!!」

　ミシミシと音をたてて牢ろうが軋きしむ。

　余すところなく全身を刺さされてなお人馬ケンタウロスは足あ搔がき、もがく。

「人間サプリは、レアなんだ。市し販はんされてないし、保険も利きかない。だから、値段が高い」

　捕つかまえた虫を観察するような、突つき放はなした目で零レイ士ジは人馬ケンタウロスを見上げた。

　乙おと女めの胸、発達した大胸筋により変形した果実を、つまらなそうに。

「つまり、金が要いる。ヒトになったら、金がかかる。飯がいる、家がいる、服もいる、一いつ緒しよに過ごす誰だれかも欲ほしいし、《普ふ通つう》でいるのは……大変だ」

《普ふ通つう》で居続ける時間のために。

《ヒト》で在り続けるために。

《害がい獣じゆう》を駆く除じよすることを生なり業わいとする、掃そう除じ屋や稼か業ぎよう。

「悪いな。ここまでだ──《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》」

「ウ……ゼえええええええええええええええええええええッ!!」

　絶ぜつ叫きよう。人馬ケンタウロスが暴れ、黒の檻おりが砕くだけ散ちる。

　破は片へんはたちまち霧きりとなり、紅茶に落とした角砂糖のように空気に溶とけた。

　全身に穴を穿うがたれながらも、拘こう束そくを振ふり切きった人馬ケンタウロスは凄すさまじい平手で零レイ士ジを叩たたく。

　が……それはふわりと音すら立てず、空を切る。

「ア……れ……!?」

「俺は霧きりだ。ヒトの形をしていても、実体はただの飛ひ沫まつに過ぎない」

　殴なぐられる直前輪りん郭かくがぼやけ、平手はまるで蜃しん気き楼ろうのようにすり抜ぬけてしまう。

「ウガアアアアアアアアアアアアッ!!」

　癇かん癪しやくじみた地じ団だん駄だ。数トンを超こえる巨きよ体たいに大地は揺ゆれ、道路の舗ほ装そうがひび割れる。

　衝しよう撃げき波はさえ肉眼で見えそうな大暴れ。だが零レイ士ジは雲のごとく、霞かすみのごとく、影かげのごとく──半人半馬ケンタウロスの怪かい物ぶつの周りに次々と現れ、踏ふまれ、かき消されながら、再び現れる。

「色が……変わった？」

　その時、不意に命メイは視みた。

　音もなく、轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスの周辺の霧きり、その色が一いつ斉せいに変わっていく。

　木炭のような艶つやの無い黒から、降りしきる灰のようなくすんだ白に。

「ぢイッ!?」

　黒から白へと変わった霧きりに触ふれたとたん、轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスの皮ひ膚ふが焼け爛ただれた。

　熱した鉄板にバターを放り込んだような音。まとわりつく白い霧きり、黒い牢ろう獄ごくに囚とらわれた傷も癒いえぬ怪かい物ぶつが、猛もう烈れつな薬品臭しゆうあふれる強酸の霧きりに包まれていた。

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!?」

　白はく濁だくする眼球、鼻び腔くう、喉のど。悲鳴を上げたとたん酸素と共に吸い込まれる強酸白はく霧む。

　あらゆる粘ねん膜まくが焼ける。皮ひ膚ふが熔とけて崩くずれる。悲鳴、悲鳴、悲鳴。絶ぜつ叫きよう、のたうつ巨きよ体たい。

　悶もだえ苦しむ人馬ケンタウロスに、離はなれた位置で倒たおれた命メイはつい、手を伸のばしかけて。

「触さわるな。あんたも怪け我がをする」

「何、したの……あいつに、何をした!?」

　命メイは叫さけぶ。その間にも、強酸の白い霧きりは轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスに絡からみつく。

　それはまるで遺体をくるむ包帯のように、全身を、くまなく──。

「言ったろ。──俺は極きよく微びの飛ひ沫まつだ」

　どくん、と再び心臓の音。

　瞬しゆん時じに零レイ士ジの全身が霧きりへと変化。

　周囲のそれに混ざって消えたかと思うと、瞬しゆん時じに命メイの間近で霧きりが固まり、心臓が結ばれる。

　ほぼ瞬しゆん間かん移動。１秒に満たない瞬まばたきほどの時間で分解した全身を再構築した零レイ士ジは、人馬ケンタウロスへ伸のばしかけた命メイの手を摑つかんで止めると、その耳元に囁ささやいた。

「ナノサイズのブロックに近い概がい念ねんと思えばいい。分子の組み合わせ、結合によってあらゆる物質を形成できる。さっきの『檻おり』のような硬こう質しつの物体も──」

　そして今、怪かい物ぶつを襲おそっている白い霧きりのように。

「霧きり状のまま、シンプルな化学的性質を操作することもできる。水素イオンを下げれば水は酸、触ふれれば皮ひ膚ふが爛ただれ、肉が溶とける劇物に変わる」

「酸って……じゃ、あいつの周りの霧きり、全部!?」

「ああ。肺と気管が爛ただれ、眼球も皮ひ膚ふも焼け溶とける。超ちよう強酸の霧きり」

　残ざん酷こく極きわまりない処しよ刑けい法。

「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ──白ハク霧ム酷ゴク夢ム」

　取り込まれた時点でグシュグシュに溶とかされ無残に死ぬ。

「俺の胃い袋ぶくろだ。栄養にはならんが、まとめて消化してやるよ」

「……やめて!!」

　誇ほこりもしない、笑え顔がおですらない。ただ当然の事実を語るような零レイ士ジに、命メイは抗あらがう。

　必死で触ふれようと伸のばす手、だがそのすべては零レイ士ジを摑つかめず、空を握にぎった。

「何してんだ!!　助けてくれなんて、頼たのんでない!!」

「友達と呼んだのは、お前だ」

「……え？」

　思いがけない言葉に、命メイが固まる。

「友達は助けるべきだ。人類社会の常識だと思うが、違ちがうのか？」

「いや、それは合ってる。けど、あたしは……！」

　見つかるとは限らないのに、命メイはこの街へ来た。

　自分の背骨をヘシ折ったクズどもの巣。絶対に近づきたくもない場所へ。それは。

「──死んでやる気で、来たんだよ！　あの馬鹿な後こう輩はいを、止めたくて……！」

「本当に、そうか？」

　静かな疑問。

　その間にも轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスは酸に包まれてのたうち、もはや末まつ端たんは炭化している。

「命メイが死んでも、あれは止まらない。あれは、お前のためにしていない」

　轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスが人を轢ひき続けた理由、それは。

「義ぎ憤ふんで人を殺すのが楽しかったからだ。正義の棍こん棒ぼうで、悪と信じた相手を殺すのは楽しい。それは命メイ、お前が自分であいつに言った言葉のはずだ」

「ああ、そうだよ。けど、それでも……でも……!!」

　たとえ利用されただけだとしても。

　電車で道を譲ゆずるサラリーマン、ポイントに釣つられて親切顔をする奴やつら。優やさしさへの感謝より、強要された親切への拒きよ否ひ感と、どうしようもない惨みじめさが勝まさる、乱れた心。

　けれど、それでも、どうしても。

「助けたくて、来たんだ!!」

　自分がどれほど惨みじめだろうとも。

　友達を助けない理由には、ならない。

「舞マイはクソ悪いやつだけど、それでも、だから……！　うまく言えねえけど!!」

「あっさり殺すのは違ちがうだろ!!　このままだとこいつ、大して後こう悔かいもしないで、何が悪かったのかもわかんないまま、ボケッと死んでくだけじゃないか!!」

　そんなのは嫌いやだ。ダメだ。間ま違ちがっている、と思うから。

「殺やるなら、あたしも一いつ緒しよに殺やれ!!　だから……お願いだから、止めて……くだ、さい……！」

　ぐしゃぐしゃの顔で泣きながら、命メイは叫さけぶ。

　強酸の霧きりの中、のたうち回る轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス。

　皮ひ膚ふや肉の薄うすい関節はもはや溶とけ、骨すら覗のぞきはじめている。

「……そうか」

　滅め茶ちや苦く茶ちやな理り屈くつだな、と零レイ士ジは思う。

　単なる身内びいきとは違ちがうだろう。轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスの罪を理解し、その上でこの女は──命メイは、その助命を願い、自らの命すら差し出そうとしている。




　悪をただ悪と断じて殺して終わり、ではなく。

　悪に己おのれが悪だったのだと教えてから、ヒトとして裁くために。




「ああ。……そうか」

　霧の怪物ブロツケン。姿無き、摑つかみどころなき気体の怪かい物ぶつ。

　形作られた仮想の心臓がどくどくと高鳴る。

　それは霞カス見ミ零レイ士ジという存在が己おのれを人間であると決め《普ふ通つう》を願う理由、その根源。

「……わかったよ。一花イツカ」

　双ふた子ごの妹がいた。

　自分によく似た顔だったけど、心はまるで真逆のようだ。

　人ひと懐なつこくて誰だれにでも優やさしい。いつも自分で壁かべを作ってしまう自分と違ちがって。

『お父さんもお母さんも、きっとわかってくれるよ』

『お兄ちゃんはバケモノなんかじゃない。──すごく優やさしいんだよ、って！』

　優やさしいのはお前だと何度も思った。

　12歳の春だった。全身が崩くずれて霧きりになり、部屋に充じゆう満まんした怪かい物ぶつに怖おそれ慄おののく両親は、部屋にダクトテープをくまなく貼はって、密室に閉じ込めて、存在しなかったことにした。

　世間的には急病で通した。引きこもりで通した。哀あわれな子供を持った可哀かわいそうな親になった。そんな中で妹は自分をかばってくれた。食事をくれた、おやつをくれた、遊んでくれた。

（～～～～～～～～～～～～～～～───────ッッッ!!）

　けれど、妹は死んだ。

　思い出すだけで、形なき心臓が潰つぶれるほど痛む。

　あいつこそ幸福になるべきだった。普ふ通つうに結けつ婚こんして子供を産んで老いて死ぬべき人だった。

　なのに生き残ったのは怪かい物ぶつで。

（だから俺は《普ふ通つう》にならなければならない）

　妹が飼っていたハムスター。まるで懐なついてくれない。エサをやるたびに咬かんでくる。

　妹が好きだった服。ひらひらしたスカート、可か愛わいらしい。残念だが俺には、似合わない。

　食べたがったクレープ。歩きたかったショッピングモール。過ごしたかった友達との時間。

（全部、全部、全部だ）

　取とり戻もどすために。平等に普ふ通つうに生きるために。

　妹のぶんまで、誰だれかの幸せを守るために──怪かい物ぶつは《普ふ通つう》に焦こがれ、生きている。




　……ジュワッ!!




　焼け石に水をかけたような音がして、渦うず巻まく強酸の霧きりが収束する。

　ひとりの少年、薄うす靄もやのマフラーで顔を隠かくした霞カス見ミ零レイ士ジの姿。どのような奇き跡せきが働いたものか、着ている服までも一度微び粒りゆう子しに変へん換かんされ、そして寸分違たがわず元の像を結んでいた。

「あ……ぎ……」

「生きてるな。さすが、幻想フアンタビサプリだ」

　路上に倒たおれた轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス。

　溶とけ崩くずれた泥どろ沼ぬまのような裏路地に、全身の皮ひ膚ふと粘ねん膜まくを剝はがされた巨きよ体たいが転がっている。

　死体としか思えない惨さん状じよう、だが呼吸はしているし、手足はヒクヒク痙けい攣れんを続け、すでに身体からだのあちこちで皮ひ膚ふが再生をはじめ、恐おそろしい速度で回復に向かっている、が。

「幻想種フアンタビの超ちよう再生があったところで、サプリが切れるまでに完全回復は無理だ。全身焼け爛ただれ、ヒトに戻もどっても傷きず痕あとや後こう遺い症しようが間ま違ちがいなく残る。──殺した方が慈じ悲ひだが、それでもか？」

「当然でしょ」

　命メイは、迷わない。

「やらかしたまま、恥はじかいたまま、一生苦しみながら」

「惨みじめに生きてくのが、あたしとそいつの罰ばつだから。……助けて」

　やらかした事件、殺したヒト、壊こわしたモノから逃にげない。

　苦しいと理解していても背負う。そう言い切るかのような言葉は、揺ゆるぎない。

「そうらしいですが。……一応確かく認にんしますが、いいですか？　社長」

「白々しいねえ。最初っからその気でしょ、君？」

「は!?」

　不意に飛んできた声に、命メイがはっと顔を上げた。

　近場の廃はい墟きよ、裏路地を見み渡わたす建物から現れるスーツの男。

　軽けい薄はくかつ重じゆう厚こう、チャラついた遊び人めいた雰ふん囲い気きと妙みような知的さを漂ただよわせる人物は、裏路地に漂ただよう凄すさまじい薬品臭しゆうに鼻をつまみながら、パキッと指を鳴らした。

「どうせこの街の犯罪に、捜そう査さも責任もないからね。後片付けしたあと、病院送りかな？」

「そりゃいいですけどね社長。アレ運ぶの手伝ってくださいよ、何トンあるんスか!?」

「やだよ、重いし。キリキリ働きたまえ、労働者諸君」

「ひでえ話だ……ブラック企き業ぎようめ……」

　イヌ科専用だろう。鼻と口元をしっかり覆おおう特とく殊しゆなマスクを嵌はめた狼おおかみ男おとこ──月ゲツが現れる。

「お疲つかれ。後は頼たのむ」

「ちったあ手伝えよ!?　ひでーやり方しやがって、臭においだけで死にそうじゃん……」

　その背後に停とまるトレーラー。カッと強きよう烈れつな光で裏路地を照らし、十数人の屈くつ強きような獣じゆう人じん達が、清せい掃そう用のツナギとビニール袋ぶくろやモップなど、さまざまな道具を持って踏ふみ込んでくる。

　道具や制服、すべてに記されたロゴは──《Beastビースト Techテツク》。

「……あれが、あんたの勤め先？」

　ロゴを指しながら言う命メイに、つまらなそうに首を振ふる零レイ士ジ。

「車や道具は本社の備品だ。俺たちは下した請うけ」

「だから給料安いんだわ。……つーか、俺の出番無かったじゃねえか！」

「無くていいんだ。おかげで後処理の手配がスムーズに終わった。５分で撤てつ収しゆう、いけるか？」

「あいよ。よっしゃフックかかった。オーライ、オーライッと！」

　ギギギギギ、と錆さびた音をたてながらウィンチが唸うなる。

「触さわって大だい丈じよう夫ぶなの、あれ？　火傷やけどしない？」

「しない。とっくに無害化した、濡ぬれているのはただの水だ。多少臭くさいが、勘かん弁べんしてくれ」

　命メイと零レイ士ジが語る中、車のレッカー移動に近い手順が実行される。

　弱り切ってヒクヒクと痙けい攣れんする巨きよ大だいな人馬ケンタウロスの肉を、テキパキとツナギの男たちはワイヤーで固定してフックをかけると、トレーラーに設置されたウィンチで吊つり、積み込む。

「……大だい丈じよう夫ぶなの？　助かるんでしょうね」

「手配が早かったからね。本社の医い療りようチームも呼んであるし、助かるでしょ」

　恐おそる恐おそる口にした命メイに答えたのは、月ゲツでも零レイ士ジでもなく、奇き妙みようなスーツ男。

「説得に応じるようなら逮たい捕ほで済ませたい──零レイ士ジくんの要望でね。犯人が《外》の学生なら更こう生せいの余地がある可能性も考えるべきだ、って。優やさしい話じゃないかい？」

「……ガチ殺し寸前にしか見えなかったけど!?」

「そらそうよ。命メイを殺そうとしてたじゃん、こいつ」

　トレーラーに積み込んだ人馬ケンタウロスに手て際ぎわよくカバーをかけながら、月ゲツが振ふり返かえる。

「命メイがここに来てたの、彼女の説得のためだろ？」

「……そこまでお見通しだった、ってこと？」

「同じ陸上部だし、他に来る理由ないだろ、こんな街」

　だから──。

「生かしてとっ捕つかまえて治ち療りようするのもアリ、ってことで。俺が輸送と医者の手配に回って」

「零レイ士ジくんが捕ほ獲かくに回っていたわけだ。ま、実際には友人まで手にかける寸前、説得も無む駄だ。そりゃ殺やる気にもなるってもんだけど──」

　月ゲツの言葉を繫つなぐように、スーツの男は指を１本立てて軽く振ふった。

「不ふ手て際ぎわの八つ当たりにしちゃ、派手だねえ」

「……すいません」

「いいさ。治ち療りようは任せてくれたまえ。《本社》から流出した幻想フアンタビサプリ──その出どころ、流出経路の調査が必要だ。末まつ端たんの実行犯にそんな情報、無いかもしれないけど……」

　頭を下げる零レイ士ジにそう言いながら、男はスーツのポケットを探さぐる。

　取り出される素っ気ないボトル。見たことのない言語でラベルが記された医い療りよう用のアンプル、ビニールで密みつ封ぷうされた注射器と針がセットになったそれを、放るように渡わたした。

「射うっておきたまえ。煙けむくて困るよ」

「……はい」

　黒い霧きりが空中でそれを摑つかみ、パッケージを剝むいて薬品を吸い上げる。

　一見ただの水としか見えない透とう明めいのそれがふわふわと揺ゆれながら零レイ士ジの腕うでへ刺ささると、中身を体内に押し込んでいく。すると、ぼやけていた少年の輪りん郭かくがはっきり固まっていった。

「それ……人間サプリ、ってやつ？」

「だね。普ふ通つうのサプリは動物の肉にく片へんや体毛を配合するが、これはヒトのＤＮＡを使っている。特とく殊しゆな配合なので、そこそこ高価。社割が使えなかったら泣ける金額だよ」

「……効くんだ、社割。工場か何かかよ……」

「工そ場れならもう少し楽だろうがな」

　呆あきれ混じりの命メイに、ヒトの形を取とり戻もどした零レイ士ジは、うさんくさいスーツ男を指して。

「紹しよう介かいしよう。その怪あやしいオッサンが《仮面舞踏街マスカレード》の運営請うけ負おい、業務内容は街路清せい掃そう」

　その言葉を繫つなぐように、スーツの男はどこからか取り出した名めい刺しを１枚。

　未まだ泥どろを舐なめるように倒たおれたままの命メイへ、しゃがみながら差し出した。

「怪物モンスターサプリ開発販はん売ばい卸おろし元もと。総合幻げん想そう企き業ぎよう『Beastビースト Techテツク』関連子会社──《幻想清掃Fantastic Sweeper》。

　社長、楢ナラ崎サキです。よろしくね？」

「はあ……？」

　うさんくさげな顔で見上げながら、受け取って。

　後片付けの喧けん騒そうが響ひびく中、《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》事件は解決した。




　　　＊




「あいつ、助かったって。──ありがと」

　都立アカネ原高、中庭。開放された芝しば生ふと小道で、車くるま椅い子すを押しながら。

　月ゲツと命メイ、そして零レイ士ジが昼食の入ったコンビニ袋ぶくろを片手に歩いていく。

「まー、全身ズルズルに焼かれちまったもんな。よく生きてたわ」

「幻想種フアンタビの生命力だ、効果が切れるまでに最低限は治ったはずだが……」

「うん。証言どころか、意識も戻もどるかどうか怪あやしいってさ。医者が言ってた」

　車くるま椅い子すを押す月ゲツ、庭を吹ふき抜ぬける風を心ここ地ちよさげに受ける零レイ士ジ。

　運ばれながら、疲つかれたような……そしてどこか晴れ晴れとした面おも持もちの、命メイ。

「……親おや御ごさんがさ。見み舞まいに来てて、初めて会った」

「そっか。……どんな人だったん？」

「普ふ通つう。めっちゃ普ふ通つうのリーマンと、主婦だってさ。こんなことしてるなんて知らなかった。ごめんなさい、ごめんなさいってめちゃくちゃ泣いて謝ってて──」

　思い出すだけで辛つらいのだろう。

　苦すぎる記き憶おくを吐はき出だすように深く、命メイは言う。

「娘むすめが殺した人たちに、家族に償つぐなうために努力するってさ。仕事は続ける予定だけど家や車を全部売って、被ひ害がい者しやの身元も調べたいって。……わかんないかもしれないけど、それでも」

「無む駄だだろう。仮面舞踏街マスカレードでの殺傷は、ほぼ責任を問われない」

「どうして。人が死んでんでしょ!?」

「シンプルに身元が不明だからな。被ひ害がい者しやが特定できない、《人間》だと証明できない」

　あの街に集つどう獣けものたちは、社会の鎖くさりを外している。

　スマホを切り、ＳＮＳを忘れ、身分証など持たない。

　故ゆえに身元は特定できず、その死はただ動物が死んだだけ、として処理されるのが常だ。

　故ゆえに償つぐなうことなどできず、罪に問われることもなく──

「それでも、やるわよ。……そういう親だって、思った」

「……そうか」

　娘むすめが犯おかした罪を認め、償つぐなおうとするそれは、優やさしさなのか、厳しさなのか。

　それは３人の誰だれにもわからなかった。

「仲、良かったんだな。……そういうもんなのかね、普ふ通つうの家庭ってのはさ？」

「俺に訊きくな。12の時、全部ぶっ壊こわれた」

　うんざりとした顔で零レイ士ジは言い、下げていたコンビニ袋ぶくろを探さぐる。

　中から取り出したおにぎり──手作りらしい海の苔りがべとついたそれのラップを剝むいて。

　青い空、梢こずえに咲さく名も知れぬ花を見上げながら。

「キツい道を選んだのは、そっちだ。貫つらぬけよ」

「当然でしょ。けどあんたたち、普ふ通つうに学校来てるけど、いいの？　調査とかでしょ」

「いいの。すげー手間かけて書類揃そろえて正規入学したんだぜ！　元とりてーしよ」

「そういうことだ。もったいない。学費も払はらった」

「そ。……そんじゃしばらく、同級生タメなんだ」

　なんでもなさそうな言葉。だがそこに嬉うれしさのニュアンスを、誰だれもが感じた。

「つーか零レイ士ジ、ひとりで食うなって。座ってからにしようぜ？」

「行ぎよう儀ぎが多少悪くても、減点されるＳＮＳはないからな。社会に参加してない者の特権だ」

「せめて手ぇ洗いなさいよ。ほらわんこ、ティッシュ出して」

「あいよ。……って、わんこってオレかよ！　差別じゃん!?」

　そんなくだらない会話に、口元を綻ほころばせながら。

　零レイ士ジは空を見上げ、吹ふき抜ぬける風と共に、塩しお辛からい握にぎり飯めしを口元へ運ぶ。

（太陽の下、知った顔と飯を食う。間近で話すこともできる。繫つながることができる。

　俺はこれで『普ふ通つう』なのかな。……一花イツカが願った通りに、生きてるのかな？）

　わからない。死んだ妹は、答えてくれない。

　けれど、たどりついたこの場所が間ま違ちがっているとは、思わない。

「やらかしたまま、恥はじかいたまま、苦しいまま──」

「生きてくわ。それがあいつがやらかしたことと」

　呟つぶやきを繫つなぐように、零レイ士ジに続いて命メイが、空を見上げて。

「私自身の、償つぐないだから。……あんたは、どうするの？」

「同じだよ」




　この狂くるった世界、壊こわれた時代で。




「──『普ふ通つう』に生きてく。約束だからな」




　呟つぶやきが風に消えた後。




「……日曜。見み舞まいに病院行ったあと、服とか見たいんだけど」

「何だ、ついてこいとでも言うつもりじゃないだろうな」

「いいじゃん、行けって。そういうのも『普ふ通つう』で『青春』じゃん!?」

「あんたも来なさい。その田舎いなかのヤンキーみたいなカッコ、クソダサいわよ？」

「え？　マジ!?　ダサいこれ!?　イケてっと信じてたんですけど!?」




　連れ立って歩きながら──新たな日常が、始まった。




　　　＊




「あと、３本？」

　蒐しゆう集しゆう家か、好こう事ず家か、数す寄き者しやと呼ばれる人種に特有の癖くせ。

　自分の居場所、寝しん室しつ、書しよ斎さい、オフィス、プライベートもオフィシャルも問わず、滞たい在ざい時間が長い空間すべてを好みの何かで埋うめ尽つくし、常に目にしようとするものだ。

　仮面舞踏街マスカレード、夏ナツ木キ原バラ。幻想清掃Fantastic Sweeper本社オフィス社長室もそれに従い、楢ナラ崎サキが趣しゆ味みで集めたわけのわからない珍ちん品ぴん、奇き品ひんで埋うめ尽つくされている。

　メインは標本だ。保存料の樟しよう脳のう臭しゆうを漂ただよわせた数々の蝶ちようの展てん翅し標本、貝かい殻がらに剝はく製せい、化石に骨格。中には明らかに異常な形をしたものまであり、膨ぼう大だいなコレクションの一いつ端たんを見せている。

　その中、恐おそろしく重じゆう厚こうなデスク。樹じゆ齢れい何百年という樫かしの巨きよ木ぼくから採取した一枚板のそれは、今や素材となる大木が地球上に存在せず、入手不可能なことから天文学的な価値をもつ。

　肩かたに挟はさむように受話器を持つ。今や骨こつ董とう品ひんと化したダイヤル式のアナログ電話機──スマホをはじめとする携けい帯たい電話の使用が白眼視される仮面舞踏街マスカレードでは現げん役えき。

　そこから流れてくる声に、耳を傾かたむける。

『研究部から紛ふん失しつした幻想フアンタビサプリは、今回を除いてあと３本です』

　はっきりとした報告を聞き取って、楢ナラ崎サキは呆あきれたように眉まゆをひそめた。

「処方されたものかい？」

『処方前の原液です。希き釈しやくすれば１本につきおよそ30回、30日は効果が持続できます』

「……どこの馬鹿だい。そんな代しろ物ものを持ち出せるような場所に置いといたのは」

『本社の重役はその責任問題で大おお揺ゆれですよ。洗いましたが、何も出ません』

「つまるところ本社の偉えらいさんがモメた結果や、足を引っ張った結果じゃなく、外部犯かな。それで、例の女子高生……加害者兼けん被ひ害がい者しやの、人馬ケンタウロスちゃんに関しては？」

『背後を洗いましたが、現時点では何も。……調査は続行しますが』

「それじゃ犯人は、死ぬほど警備の厳しい本社の極ごく秘ひ倉庫から盗ぬすみ出だした超ちようヤバ薬物を、特に何の縁えんも無いその辺のこじらせ女子高生にタダ同然で配った、ってことかい？」

『………』

　電話相手の沈ちん黙もくは、消極的な肯こう定てい。

『明らかに割が合いません。愉ゆ快かい犯、あるいは宗教、イデオロギー的な思想犯でしょうか？』

「さあねえ。あるいは……どうでもよかったのかな？」

　がちゃん、と音をたてて受話器を置き、楢ナラ崎サキはデスクに手を伸のばす。

　パイプ置レきス場トに飾かざられた海泡石メシヤムのパイプ。長年使いこまれ、琥こ珀はく色に染まったそれを取ると、湿しつ度ど管理された保管庫から葉を取り出し、軽く詰つめてマッチで灯ともす。

　ゆったりとした煙けむりを柔やわらかく吹ふかす。紙巻のようにスパスパと忙せわしなく飲み込むのではなく、近代の愛あい煙えん家かたちが好んだように、己おのれをリラックスさせるための手段として。

「だとしたら、今いま頃ごろ──かな？」




　紫し煙えんの中、静かに呟つぶやいた時。

　同日、同時刻、同じ街の、異なる場所で。

　その懸け念ねんは、実現する。




　　　＊




　都内某ぼう病院、集中治ち療りよう室。

　包帯を巻かれ、無数の管で医い療りよう機器と接続されて眠ねむる少女。

　あまりに痛々しい娘むすめの姿、それでも涙なみだをこらえて見つめ続ける両親。

　娘むすめが犯おかした罪を知っている。償つぐなう覚かく悟ごもしている、だが──……。

「ＳＮＳに、書き込めないの」

「やっぱりか。……私もだ。どうなっているんだろう」

　手にしたスマホ、表示されたＳＮＳのホーム画面は無む慈じ悲ひに《凍とう結けつ中》。

　事件が発覚し、娘むすめが病院に運び込まれ、数々の証しよう拠こを示されて、罪に問われぬとはいえ無数の殺人、破は壊かい行こう為いを立証されて、その罪を贖あがなうべくＳＮＳ上で告白した、直後。

　公開から数秒のレスポンスで画面は凍とう結けつされ、数日間そのままだ。

「本社に問い合わせたんだが、聞いてもらえないんだ。役所かな……」

「わからないわ。警察はどう言ってるの？」

「『そんな事件は起きていない』の一点張りだ。……どうしたら、いいんだ……！」

　罪は認めない。

　罰ばつは与あたえない。

　まるですべてから目を背そむけるかのように。

　罪人とその父母は社会から弾はじき出だされ、この小さな病室で肩かたを並べている。

　チク、タク、チク、タク……。

「あれ？」

　今時珍めずらしいアナログの時計音に、ふと父親が気付いた。

　音の源を探す。周囲を見み渡わたし、ベッド脇わきの医い療りよう機器の傍そばに、場ば違ちがいなケーキの箱。

　つい先ほど、様子を見に来た看護師がここに立って──。

「忘れ物、か……？」

　そう思い出した父親が、ケーキの箱に手を伸のばした、その時だ。




　──爆ばく発はつ。




　ケーキ箱に仕込まれたアナログ時計と連動した高性能火薬の炸さく裂れつ。

　集中治ち療りよう室。耐たいテロ、耐たい爆ばく設計が功を奏し、衝しよう撃げき波はは外部に漏もれず、破は壊かいは室内限定。

　黒こく煙えんと火災、自動消火装置のけたたましい響ひびき。絶ぜつ叫きよう、異い臭しゆう、灼しやく熱ねつ。




　被ひ害がい者しやは３名。

　連続轢れき殺さつ犯《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》こと都立アカネ原高１年、池イケ田ダ舞マイ。即そく死し。

　その父母、即そく死し。死因は仕し掛かけられた爆ばく弾だんによるもの。

　事件後３分で犯行声明がダークウェブ上に掲けい載さい。くどくどと書き連ねられた政治的要求。

　男女平等、性的マイノリティに救済を、あらゆる差別と闘たたかう、うんぬんの決まり文句。

　わざわざ病院の重じゆう症しよう患かん者じやとその家族を狙ねらった理由は一いつ切さい語られず、警察の事件ファイル内で要調査の項こう目もくに追加された後は、数名の反体制ゲリラが摘てき発はつされ、犯行を自供。




　──隠いん蔽ぺい。




　とある看護師のスマホ。

　ＳＮＳ画面の個人メッセージに届く秘ひ匿とくメッセージ。




『おめでとうございます。社会秩ちつ序じよ貢こう献けんＡ＋、達成されました。

　信用スコア＋１０００。特別賞しよう与よ、本社医い療りよう部への昇しよう進しんが付ふ与よされます』




『新時代の秩ちつ序じよのために

　ご協力に感謝いたします。───Beastビースト Techテツク』




　真実とは、それを語る者が不在ならば、噓うそによって書かき換かえられる。

　超ちよう管理社会における、それはあまりにグロテスクな《普ふ通つう》だった。


































　いついかなる時代であろうと、宗教や情勢によって形は変われども。

　ヒトが社会性を保つ限り、失なくした大切な誰だれかを悼いたむ葬そう儀ぎ、祭礼が絶えることはない。

　秋アキ津ツ洲シマ、京キヨウ東トウ某ぼう所しよの催さい事じ場は宗教的な色しき彩さいこそ排はい除じよされているものの、白布で包まれた遺体を納めた棺ひつぎを３つ並べ、ささやかな花を供えた壇だんに、鎮ちん魂こんの想おもいがよく表れている。

「よう」

「寂さびしいもんだな。オレたちだけかよ？」

「来てくれたんだ、ありがと。一応、遠とお縁えんの人に連れん絡らくはしたみたいなんだけど……」

　制服姿、車くるま椅い子すに座ってたったひとり。

　かつての轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス。陸上部の後こう輩はい、アカネ原高１年、池イケ田ダ舞マイとその両親の葬そう儀ぎに参列し、その死を悼いたんでいるのは賣メ豆ズ紀キ命メイと、今しがた現れた奇き妙みようなふたり──。

　特殊永続人獣トクニンにして転校生、霞カス見ミ零レイ士ジと頼ライ山サン月ゲツの、たった３人だった。

「会ったこともない親しん戚せきの葬そう儀ぎなんか出たくない、ってさ」

「……きついな」

　命メイの投げやりな言葉に、零レイ士ジはただそう答えることしかできなかった。

　最初に問いかけた月ゲツもまた、痛ましげに並んだ３つの棺ひつぎと遺い影えいを眺ながめ、静かに頷うなずく。

　病院の爆ばく破はテロ。その情報が耳に届いたのは数時間前だ。その頃ころには葬そう儀ぎの手配が終わり、この場もあと数十分で撤てつ収しゆう、火か葬そうされた遺体はロッカーじみた公共墓地に合がつ葬そうされる。

　あまりにも突とつ然ぜんの出来事に、半ば呆ぼう然ぜんと──

「……後こう輩はいはさ。絶対許されないことをしたよ。法律で裁かれるのは、しょうがない」

　覚かく悟ごしていたことだ。

　凶きよう行こうの引き金となった自分も同罪として、背負うつもりだったのに。

「やったことを考えりゃ、死し刑けいになったっておかしくないでしょ。たとえ罪に問われなくても、一生抱かかえなきゃいけないことだ。けど……こんなのって、ないよ」

　悔くやしさに手が震ふるえ、握にぎりしめた拳こぶしが震ふるえる。

　そんな彼女の傍そばに立ち、人狼ワーウルフの姿なら尻しつ尾ぽを丸めてクンと鳴きそうな月ゲツ。

　零レイ士ジは平然としているように見えたが、遺い影えいを眺ながめる眼めには複雑なものがあった。

「おかしな気分だ。せっかく助かったのに、こんな形で消されるなんてな」

「そりゃそうだろ。……話したこともねーし」

　いかに理由があろうとも、彼女が殺人犯であることに違ちがいはない。

　過か剰じような同情の余地はない、といえばそうだ。しかし家族のサポートを受け、罪を償つぐなうために動こうとしていた矢先の出来事だけに、心に棘とげが突つき刺ささったような痛みがある。

　そしてそれは、身近な人間であるほど鋭するどく深く、痛むのだろう。

「どうして、あいつは死ななきゃいけなかったの？　病院ごと爆ばく破はされるとかさ……無いわ。テロだとか警察の人が言ってたけど、マジでそうなの？　ねえ！」

　命メイの叫さけびに、特殊永続人獣トクニンたちは、答えない。

「……教えてよ。お願い……！」

「教えたくても、何も知らない。……答えようがないんだ」

「俺ら、警察じゃねえもんな。街を出ちまったら、市民権もまともにねえくらいだ」

　泣なき崩くずれるような懇こん願がんに、ふたりは答える術すべがない。

　仮面舞踏街マスカレードの中でなら、害がい獣じゆう駆く除じよを名目に治安維い持じ活動を行う権限が会社にある。

　ふたりはそれを委い託たくされ実行する立場だ。が、街を出てしまえば、その立場は企業Beast Techに身元を辛かろうじて保証され、最低限の社会参加が認められているだけの《動物》に過ぎない。

　故ゆえに、この病室爆ばく破はによる一家惨ざん殺さつ事件に対して本来、何も答える術すべはない……が。

「これはあくまで想像だ。根こん拠きよはない。が……口くち封ふうじの可能性が考えられる」

「口くち封ふうじ？　何それ、どういうことよ!?」

　考え込む癖くせか、こめかみをトントンと指を叩たたきながら言う零レイ士ジを、命メイはキッと見つめる。

「命メイ。犯罪歴はあるか？」

「は？　あるわけないでしょ、そんなの」

「なら知るはずもないか。この国で、仮面舞踏街マスカレード以外での犯罪は──徹てつ底てい的に、追つい及きゆうされる」

　治安維い持じは国家が担になう最重要の役割のひとつだ。

　特にこの超ちよう管理社会において、その体制を揺ゆるがす可能性のある犯罪行こう為いは断固たる対処が求められ、発達した犯罪抑よく止し、捜そう査さ、逮たい捕ほは極きわめて強力に推進される。

「現場周辺の監かん視しカメラ映像と顔認にん証しよう、ＳＮＳ行動履り歴れき。市民権を持つ人間が犯人なら、全部回かい避ひして逃にげ回まわるなんて不可能だ。確実に捕つかまるし、今回は手口が危険すぎる」

「そりゃヤバいでしょ、爆ばく弾だんだもん」

「ヤバさのベクトルが違ちがうんだって」

　想像するだに嫌いやなのだろう。うげえ、と苦いものを嚙かんだ顔で月ゲツが続く。

「普ふ通つうに暮らしてるとわかんねーけど、仮面舞踏街マスカレードの外じゃ武器の不法所持は超ちよう重罪だぜ？　爆ばく弾だんとかその原料はもちろん、造ろうと企たくらんでいるのがバレただけで捕つかまっちまう」

「実行しなくても、ってわけ？」

「もちろん。だもんでこの国じゃ、外国と違ちがって爆ばく弾だんテロなんてメチャクチャ難しいんだよ。現場はナノ単位で調査されて、部品のカケラや残った爆ばく弾だんの成分、全部調べられっからな」

　そのハードルを越こえて、テロを実行するには──反政府、反体制組織。

　単独の犯罪者ではまず不可能なレベルの資金、技術、あらゆる支し援えんが必要なはずで。

「そんなトンデモ軍団が狙ねらうのが入院中の犯罪者とその家族だと？　まともに立件すら怪あやしい女子高生を吹ふっ飛とばすより、もっと優先して狙ねらう標的がいくらでもあるだろう」

　おかしい、あまりにも。

「つまり、狙ねらわれる理由があるとしたら《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》がキメていた……幻想フアンタビサプリ絡がらみだ。そうしたテロ組織が薬を流し、逮たい捕ほされたと知って口を封ふうじた可能性はある」

　そう推理する零レイ士ジだが──思わぬところから、異論が寄せられた。

「そんな組織が実在するとして、未まだそれが逮たい捕ほされていない、という事実」

　パキッ、と指を鳴らして、大きな弔ちよう花かを抱だいた男が現れる。

　着き崩くずした高級ジャケットにタートルネック、知性と遊び心を捏こねた紳しん士しのような──

「それそのものが異常だね。なかなかいい推理だとは思うケド」

「社長!?」

「そうだよ、社長だよ。やっぴー♪」

　適当かつ軽けい薄はくな挨あい拶さつ。海外俳優じみたイケオジ顔から繰くり出だされるギャップがおかしい。

　だが、葬そう儀ぎの場でそれはまったくウケずに浮うき上あがり、場には嫌いやな沈ちん黙もくが降りた。

「おやおや、ウケなかったか。場を和なごませたかったんだけどね」

「和なごむか!!　何よオッサン、イラつかせに来たの!?」

　花を宗教色の排はいされた祭さい壇だんに捧ささげ、手を合わせてから振ふり返かえった男に、命メイが突つっかかる。

「違ちがう違ちがう。そうだねえ、この超ちよう管理社会で国家権力がどれほどヤバいか、法を犯おかしたことのない普ふ通つうの市民では、まず理解できないだろう。ま、結論から言うと……」

　この国、秋アキ津ツ洲シマにおいて。

「個人情報に紐ひもづいたＳＮＳが義務化された社会、信用度が数値化され、可視化された時代。今やテロリスト、犯罪行こう為いに至る可能性のある人間は、社会が事前に弾はじき出だす」

　犯罪、ないしそれに類する迷めい惑わく行こう為い。

　いかなる犯罪者も最初は微び罪ざいに始まり、社会に排はい斥せきされ、エスカレートしていく事例が多い。

　その芽を徹てつ底てい的に摘つむシステム。微び罪ざいが蓄ちく積せきし、信用度が下がれば、治安組織にマークされ、ＡＩによる自動監かん視し、行動ログの精査によって、予防的な逮たい捕ほすら執しつ行こう対象となる。

「つまり罪を犯おかす前、その準備や計画の段階で捕つかまるのさ。これを逃のがれるためにはＳＮＳを一いつ切さい使うことなく、行政サービスや社会インフラから外れた状態で生活するしかない」

「……それって、まともに暮らせないでしょ？」

　突とつ然ぜん現れた《幻想清掃Fantastic Sweeper》社長。

　楢ナラ崎サキに、命メイは行政から外れた生活を想像して答える。

「信用決済が使えないんじゃ、まともに通信料も光熱費も水道料金だって払はらえない……部屋も借りられない、食べ物だって現げん金きん払ばらい以外ダメになる。原始人じゃん、そんなの」

「そうなるね。山やま奥おくでウホウホ言いながら暮らせる可能性はあるけど、そんな連中がわざわざ爆ばく弾だんなんて造って、大都会の病院を爆ばく破はできると思うかい？」

「いや無理よそんなの。そもそも電車もバスも乗れないわよ」

　移動時のＳＮＳ、顔認にん証しようなどで弾はじかれ、逮たい捕ほされるのがオチだ。

「そういうことさ。この社会における犯罪は、事実上不可能だよ。少なくともテロの実行犯が逮たい捕ほされるどころか手がかりも摑つかめず、一いつ切さいの報道もなされないとか、ありえない」

「……陰いん謀ぼう論じみてきたわね。何、国がもみ消してるとでも言うの？」

「その通り。わかってるじゃないか」

「は!?」

　ありえないだろうと思って適当に出した答えを、楢ナラ崎サキは呆あつ気けなく肯こう定ていする。

「轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスの一件を社会問題化したくない、そう考える権力者は多い。問題や犠ぎ牲せいは多くとも、管理社会のガス抜ぬき、必要悪としての仮面舞踏街マスカレードを潰つぶしかねないからね」

「だからって、あいつを……家族ごと殺したって言うの!?」

「そういうことだ。別にそれが正しいと認めているわけじゃないが」

　被ひ告こく人にんの殺害。訴うつたえるべき原告の消去と社会秩ちつ序じよに挑ちよう戦せんしたテロリストの逮たい捕ほ。

「そういう物語ナラテイヴが動きはじめている、ということさ。たぶん近日中に過激思想を持つ人物か、あるいはグループが検挙され、今回のテロの実行犯として処理されるだろう」

「冤えん罪ざいで……か。胸むな糞くそ悪わるいな、根本的な解決になってなくね？」

　口を挟はさむ月ゲツに、くすりと楢ナラ崎サキは意地悪く笑う。

「そうかい？　国家政策を脅おびやかす問題を発生前に潰つぶせた。ついでに不ふ穏おん分子の掃そう除じもできる。根本的解決じゃないか。正義とか道徳とかの概がい念ねんさえ気にしなければ」

「一番気にするとこじゃね、そこ!?」

「ばれなければ、証しよう拠こがなければ──ＳＮＳに記録されなければ、すべては闇やみの中だ。無かったことになるものさ。国家が広めた物語の信しん憑ぴよう性を、君たちが覆くつがえせる可能性は無い」

　近代における最さい先せん端たんの《戦争》。メディアを通じた戦いにおける概がい念ねん。

　認にん知ち戦。自じ陣じん営えいの都合のいいストーリーを広め、正当性を演出して支持を得る。

「かつての宣伝戦、プロパガンダから発達したものさ。ＳＮＳとメディアを完全に握にぎり、国家の管理統制を強めている現政権と、それを支持する国民の意思に逆らうのは、まず不可能だよ」

「……こんな場所でする話なの、ソレ。政府批判とか炎えん上じようモノでしょ」

　この社会における『炎えん上じよう』は、ネット黎れい明めい期のそれより遥はるかに重い意味を持つ。

　ＳＮＳ上で寄せられた意見はＡＩによる監かん査さを経て信用スコアに反映され、社会的、経済的制裁を受けることとなる。文字通り、己おのれの社会的地位に火を放つのと同じ行こう為いだ。

　しかし、楢ナラ崎サキは涼すずし気な顔で、怯ひるむ命メイに微ほほ笑えみかける。

「おやおや、心配してくれてるのかい？　気にしないでくれたまえ、この場の会話は他の誰だれにも聞こえていない。そういうふうに対処している、と考えてくれたまえ」

「は？　何それ、仕切りも何も無いんだし、聞こえるでしょ普ふ通つう」

「できるんだ」

　胡う散さん臭くさげな命メイに、零レイ士ジが口を挟はさむ。

「社長は死ぬほど胡う散さん臭くさいし、詳くわしい説明はし辛づらいが──そういう事ができる人なんだ。この場の会話が漏もれることはないと思っていい、だから言うが」

　霧の怪物ブロツケンたる彼が《空気》──この国特有の文化を好かない理由。

「外国と違ちがって、この国の自由を縛しばってるのは国民自身の《常識》だ。ノーマスク、飛ひ沫まつを飛ばしながら大声でしゃべってるやつを見て、命メイはどう思う？」

「は？　汚きたないオッサンだと思うでしょ、そりゃ」

「それが作られた《常識》だ。マスク着用を国家が法で義務付けるんじゃなく、感かん染せんリスクを感じた国民自身がそれを望み、ＳＮＳで未着用者を炎えん上じようさせ、望んで罰ばつを下している」

　マスク着用そのものは否定しない。むしろ感かん染せん対策には非常に重要だ。

「──今回の事件も似たようなものだ。痛ましい事件、犯人への罰ばつを望む国民の意思を反映し、直ちにそれらしい奴やつが裁かれる。いかにもやりそうな、酷ひどい目に遭あうべき人物を」

「大昔、罪人の処しよ刑けいは娯ご楽らくだった。ギロチン台の周りには犯人の動機や極ごく悪あく非道の手口をある事ない事書き立てたパンフレットや、軽食やお菓か子しの屋台まで出ていたそうだよ」

　零レイ士ジの言葉に乗っかるように、楢ナラ崎サキが嗤わらう。

「現代において、正義は娯ご楽らくだ。それっぽい奴やつをまず叩たたいてから、ゆっくりと真相を暴あばく──。別に放置するわけじゃない、真犯人は捕つかまると思うよ？　本社絡がらみでなければ、だけど」

「本社って。……あんたたちの親会社よね」

「Beastビースト Techテツク──パンデミック後に大だい躍やく進しんした総合企き業ぎよう。ぶっちゃけた話、今回の事件の大本は幻想フアンタビサプリの流出を許した彼らの落ち度だ。もし池イケ田ダ舞マイさんの治ち療りようがうまくいって、彼女の証言が明らかとなれば、管理責任が大いに叫さけばれることだろうね？」

　洒しや脱だつな示し唆さ。それが意味することが、わからない命メイではなかった。

「じゃあ。……あんたんトコの会社がやった、っての!?　爆ばく弾だん!?」

「可能性はゼロじゃないかな？　ってところだネ。怪物モンスターサプリや群衆マスクを中心に、本社の影えい響きよう力は本ほん邦ぽう全域に及およんでいる。政財界、警察、ＳＮＳ世論操作もお手のもの」

　つ・ま・り、とリズムを取るように。

「国家、国民、本社。表ひよう裏りからこの国を治める力のすべてが、今日の葬そう儀ぎを以もつて彼女の死と、幻想フアンタビサプリ流出による轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス事件を解決させようと動いているわけだ」

「だから、諦あきらめろっての？　……ふざけんじゃないわよ、おっさん!!」

　強い眼めでまっすぐ、命メイは楢ナラ崎サキを睨にらむ。すると彼はぱたぱたと手を振ふった。

「そうじゃないさ。つまり、まともなルートでこの事件は追えない、ってことだね」

「回りくどいな。手短に」

「そうそう、社長。いっつもぐちゃぐちゃ喋しやべるからガチ嫌いやがられるし」

　口々に部下、零レイ士ジと月ゲツに攻せめられ、楢ナラ崎サキは驚おどろいたように。

「え？　マジかいそれ。私嫌きらわれてる？　愛され社長だよね!?」

「……妄もう想そうだな。誰だれがこんなになるまで放っておいたんだ」

「病院行った方がいいスよ、社長。もしくは給料上げるか」

「この不景気に毎月ちゃんと給料払はらってるだけでも感謝して欲しいんだけどなあ。安いけど」

「ボヤきはいいわ。事件を追う方法、他にあるの!?」

　まともなルートで追えないのなら。

　まともではないルートなら、この事件を追える、と。楢ナラ崎サキは言外に匂におわせていた。

「外の警察や探たん偵ていでは無理だね。だが我が《幻想清掃Fantastic Sweeper》は仮面舞踏街マスカレード内の犯罪抑よく止し、治安維い持じ、街路清せい掃そうがお仕事だ。危険極きわまる幻想フアンタビサプリ、その入手経路の特定や被ひ害がい者しやの調査」

「大したもんね。おたくの親会社が黒幕じゃなければ」

「おお、なんということだ。そんなことがあるはずがない！　本社の潔白を証明するために、忠実な犬である僕たちが働こうじゃないか。けれど困った、予算が足りない！」

　まるでスポットライトを浴びる俳優のように、楢ナラ崎サキはくるりとターンして。

「っかー！　予算さえあればなあ！　調べるんだけどなあ！　悲劇だね！」

「……金を払はらえばいいわけ？　あんたんとこのクソ本社が黒幕だったとして、あんたらはそれをキッチリ追いかけて、筋道たてて追い込んでくれる、って。信じていいわけ？」

「本社の潔白を証明するのも仕事だからね。まあガチでヤバいものが出て来たら悲しいけど、その時は隠いん蔽ぺいに関かん与よしていた上が責任を取って、ポストがいくらか空くわけだ」

　それは嫌いやらしく、生なま臭ぐさい話。

「話の持っていき方次し第だいで、僕と《幻想清掃Fantastic Sweeper》には大きな利益がもたらされるだろう。この件をどう騒さわいだところで、潰つぶすのは不可能だ。それをやったらこの国が潰つぶれるからね」

「……隠いん蔽ぺいを指示したヤツは、ブッ飛ばせる？」

　鋭するどい眼め。覚かく悟ごの面おも持もちで、命メイはその醜みにくさに立ち向かった。

「可能性はある、とだけ答えよう。我が社のお客様満足度はそれほど高くないからネ」

「偉えらそうに言うこっちゃねーっスよ、社長……」

　ぼやくような月ゲツの突つっ込みをよそに、命メイは喪も服ふくのポケットを探さぐる。

「それで上等よ。金なら出すわ」

「女子高生のお小こ遣づかい程度で動くほど、うちも安くは──」

　言いかけた、その時だ。

「２億でどう？」

「全力で調査したまえ、諸君！」

「おぉいっ!?」

　つきつけられたスマホ、銀行アプリの預金額に、楢ナラ崎サキはコロリと掌てのひらを返した。

「調子よすぎだろオッサン、何即そく転がってんだよ!?」

「安くないんじゃなかったのか……。というか、こんな大金、どこから持って来た？」

「エリート女子陸上選手、ナメんじゃないわよ。あたしを撥はねたクソからたんまり絞しぼった保険金、示談金、その他いろいろ」

　ひとりの人間の命いのち。右みぎ脚あしと、スポーツ選手としての未来の代金。

　そのすべてをつきつけ、迷うことなく差し出し。

「──全部渡わたすから、正式な依い頼らいにして。幻想フアンタビサプリなんてものを撒まいたヤツ、後こう輩はいと家族を殺したクズ、探して。いるんでしょ、あの街か、あんたの会社のどっかに！」

「大だい丈じよう夫ぶなのかよ、大事な金じゃん……。あとあと生活に困ったりしねえ？」

「問題ないわ。親が金持ちだから」

「ぐうの音も出ねえ!!」

　大いなる経済格差を見せつけられて止める声を無くす月ゲツの肩かたを、楢ナラ崎サキがポンと叩たたいた。

「さて。依い頼らい人にんが現れた以上、これは立派な仕事だよ、特殊永続人獣トクニン諸君！」

　まんまと仕事を得たせいか、貴族的な顔を俗ぞく物ぶつじみてニヤつかせ。

「信しん頼らいできる情報筋から得た話によると、本社から開発中のサプリ──それも希き釈しやく前の原液が４本盗ぬすみ出だされたそうだ。今回の《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》は恐おそらくその内の１本だと思われる」

「ってことは、あと３本!?　マジか、そんなにあんの!?」

「マジだよ。幻想種フアンタビは本来、ヒトの器うつわに収まるようなものじゃないからね。うかつにキメようものならただちに暴走状態に陥おちいり、全能感から大だい惨さん事じを引き起こすだろう！」

　浮うかれたようなタップダンス。ブランドの革かわ靴ぐつ、踵かかとをカカッと鳴らして。

「それを防ぎ、街の平和を守るついでに陰いん謀ぼうも暴あばく。実にいい仕事じゃないか！」

「……完全に乗せられたな」

　大おお袈げ裟さにポーズを決める社長をよそに、零レイ士ジは命メイに語りかける。

「社長はあんたと本社、両方から金と利益を引っ張る気だ。やめるなら今だぞ」

「ふぅん」

　それがどうした、と言いたげな命メイ。

「あたしの報ほう酬しゆう２億、零レイ士ジたちにはいくら入んの？」

「ゼロかな。会社として給料払はらってるからね！」

「……せめて半分、１億はこいつらに渡わたして。成功報ほう酬しゆうよ、その方がやる気出るでしょ？」

「マジ!?」

　その言葉に、貧しき少年たちがギシリと固まった。

「い、いちおく……っておい。いくらだよ、何買えっかな、零レイ士ジ!?」

「落ち着け、たかが１億だ。慌あわてずに１億。……とりあえず」

　慌あわてふためき袖そでを引く月ゲツに、零レイ士ジは。

「──松野屋で特盛に卵がつくし、バネの飛び出たベッドも新品にできるな」

「マジかよ！　か、金持ちじゃん……!?　すげェ!!」

「それもIKUAのじゃない。《良印》のヤツだ。新品のシーツにマットも」

「オイオイオイオイオイオイ!!　やる気がマジ出てくんじゃねえか、相棒!!」

「ああ。……悪くない」

　生活水準の低さを露ろ呈ていしたふたりに、じとりと命メイは彼らの雇やとい主ぬしを睨にらんだ。

「もちょっと給料上げてやったらどう？　ド貧びん乏ぼうじゃない、おたくの社員」

「経営者として耳が痛いね」

　まったく辛つらそうにない薄うす笑わらい──楢ナラ崎サキは場を見み渡わたし、〆の言葉を口にする。

「いいだろう。本件は２億で《幻想清掃Fantastic Sweeper》社が請うけ負おった。後ほど正式な書類として契けい約やくするとして、とりあえず手付として半金、１億振ふり込んでくれたまえ」

「ボりすぎでしょ、社長……。まだ何もしてねーのに億っスか？」

「口約束なら何とでも言えるからネ。彼女の覚かく悟ごが見たいんだよ、僕は」

　笑いながらも鋭するどく深く。油断ならない面を社長は覗のぞかせる。

「これは正当なビジネスだよ。君たちの給料を払はらう経営者としては当然のことだろう？」

「試ためすつもりなら、無む駄だよ。こんなもんただの数字、未練なんか無いわ」

　迷うことなく勢いのままにスマホを操作。

　提示された振ふり込こみ先に、自らの口座から振ふり込み操作──並ぶ９ケタの数字。

「振ふり込み終わり。きちんと仕事しなさいよ、手ぇ抜ぬいたら後こう悔かいさせちゃるわ」

「おお、怖こわい怖こわい。だが即そく断だん即そつ決けつ素す晴ばらしいね。いいだろう、契けい約やく成立だ！」

　自らもスマホを取り出し、残高を確かく認にんすると──喝かつ采さいを浴びた手品師のような笑え顔がおで、楢ナラ崎サキはパンと両手を叩たたき、自らの社員たちに向き直る。

「業務内容は幻想フアンタビサプリ流出事件、および加害者爆ばく殺さつの調査、犯人特定、しかるべき《処分》と規定。任務達成の暁あかつきには報ほう酬しゆうの半分、１億が諸君らの取り分だよ」

「……い、いちおく。ほげぇ……。現実感ねえなあ、ンな数字」

「経費は？　捜そう査さに資金が必要な場合の処理を決めてほしい」

　目を剝むく月ゲツ、やや冷静さを残しつつ、細かい条件を詰つめる零レイ士ジに。

「捜そう査さ費用として手付の半額、５０００万を出そう。秘書のネル君に領収書さえ出せば、自由に使ってかまわない。その分は折半で会社と君らの報ほう酬しゆうから差っ引く計算だ」

「つまり……経費を使い切ったら、社と俺達の取り分は、７５００万か」

「そうなるね。ま、所得税やら何やら面めん倒どうな処理がある分目減りするけれど、まとまった額が君らのポッケに入る計算だ。少なくとも、わが社の通常業務より遥はるかに稼かせげるね」

　特殊永続人獣トクニンたちの目の色が変わる。

　感情的な義ぎ憤ふんに大義名分、そして利益が付ふ与よされた結果。

　それは資本主義社会に生きる怪かい物ぶつたちの意欲に燃料をくべ、二人は静かに頷うなずき合った。

「了りよう解かい。その仕事、確かに請うけ負おった」











────　01　《プチ》疑ぎ惑わく　────






　──《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》こと都立アカネ原１年、池イケ田ダ舞マイとその両親の葬そう儀ぎの翌日。




「で？　さっそく捜そう査さを始めるんでしょうね。金払はらってんのよ、こっちは」

「任せろ」

　放課後の教室。

　命メイの車くるま椅い子すを囲み、青空を映す窓を背負うように立つ零レイ士ジと、行ぎよう儀ぎ悪く屈かがんで座った月ゲツ。

　３人が今後の方針を話し合おうとすると、そそくさと他の生徒たちは姿を消していく。

「なあ。……なんかオレたち、避さけられてね？」

「柄がら悪いのよ。その座り方とか、昔のドラマとかでバカがやるやつでしょ」

「そうかもしんねーけどさあ……椅い子すないじゃん。他の人の席借りるの悪いでしょ？」

「立ってれば済む話だろ」

「一番いい窓まど際ぎわポジ確保しといてそれかよ!?　ひっでー、ひっでー！」

　ぶうぶうと文句を言う月ゲツ。零レイ士ジは意に介かいすことなく話を続ける。

「幻想フアンタビサプリの入手経路を探さぐる」
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　率そつ直ちよくな方針。

「本社が関係者の口を封ふうじてまで訴そ訟しよう沙ざ汰たになるのを止めたのは、そこを深ふか掘ぼりされると困るからだろう。なら、徹てつ底てい的に嫌いやがることをしてやればいい」

「性格悪いわね、あんたも。そういや舞マイの家とかは調べたの？」

「逮たい捕ほ後すぐに。目ぼしい手がかりはなかったが、夏ナツ木キ原バラ駅ロッカーから池イケ田ダ舞マイの私物が発見された。着き替がえや教科書に混じって《幻想フアンタビサプリ》の使い残しを押おう収しゆうしている」

　プリントされた数枚の写真を提示。悪ノリしたらしい楢ナラ崎サキのピースサイン。その背後に写る重じゆう厚こうな机に制服や下着がキチッと並び、中心にプラスチックの瓶びんがある。

「これ？　……見た目地味ね。もっとヤバい感じかと思ってたわ」

「製造過程はファンタジーだが、工業製品だからな」

　ゴムの栓せんがされたプラスチックの瓶びんは、注射用の薬やく剤ざいを入れるバイアルだ。

　栓せんに注射針を刺さし、薬を吸い上げてそのまま打てばただちに効果を発揮する。

「未使用の注射器と針もあったが、大量生産品で流通過程を追うのは難しいだろうな」

「……こういう器具って簡単に使えるもんなわけ？　あたし自分で注射とか無理だけど」

「注射器といっても技術が進んでいるからな。素しろ人うとでも扱あつかいやすい」

　針は極ごく細ぼそ、苦痛も出血もほとんど無く、簡単なレクチャーで扱あつかえる。

「幻想フアンタビサプリはまっとうな薬じゃないからな、血管に打つ必要もない。最悪、そのまま飲んでも一定の効果を発揮する。適当に皮ひ膚ふに打ち込むだけだから、楽だよ」

「詳くわしいのね。経験者みたいだわ」

「似たようなものなら、毎日扱あつかっているからな。仕事でも、プライベートでも」

「物ぶつ騒そうな話だわ。雇やとっといて何だけど、あんたたちも十分ヤバいじゃない」

　呆あきれたような命メイに、零レイ士ジはクスリと笑う。

「正々堂々と戦う光の戦士がお好みか、スポンサー？」

「ケンカ売って来たバカを殴なぐれるなら釘くぎバットでも光の剣けんでもいいわよ」

「ひっでえ会話だ。釘くぎバットかよ、オレら？」

　ぼやくような月ゲツに、

「釘くぎバットに、１億の値がついた。俺達はその価値を証明しなければならない」

「……だな。そんだけ出すなら全自動ぶん殴なぐり機能くらい期待するわ、オレなら」

「それが俺達だ。命メイは動かなくていい。動くのは俺達だ。報ほう酬しゆう分、それ以上の働きを示す」

　仕事モードとでも言うのだろうか。

　今の零レイ士ジに命メイと出会った時のような感情的な態度はなく、あの夜目もく撃げきした人馬ケンタウロス狩がり──

　怪かい物ぶつを狩かる怪かい物ぶつの、冷れい酷こくさ。

　ぞくりとする凄すごみのようなものを感じつつ、命メイは口を挟はさむ。

「で、具体的にはどうするの？」

「轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスこと池イケ田ダ舞マイ、彼女の足取りを追う。普ふ段だんの素行、仮面舞踏街マスカレードでの行動、接せつ触しよく者しや。どこかでサプリを流した黒幕との履り歴れきが見つかるはずだ」

「なー、命メイちゃん。足の事故って去年の冬だよな？」

「そうだけど、関係ある？」

　唐とう突とつとも思える月ゲツの疑問に、古傷を擦なぞられたと感じた命メイが不快感を示す。

「あり寄りのあり。池イケ田ダさんの動機……少なくとも最初のきっかけは、慕したってた先せん輩ぱいを襲おそった不幸な事故っつーか、轢ひき逃にげ犯への復ふく讐しゆう。これは大前提だろ？」

「……そうね。それは噓うそじゃない、と思う。たまにいるでしょ、暴力にブレーキが無いバカ」

　家庭で、生活で、拳こぶしで、言葉で、権力で、他者を攻こう撃げきするのに躊ちゆう躇ちよがないタイプ。

「けどあいつは、そんなんじゃなかった。理由がなきゃ、虫も殺せないヤツよ」

　命メイが知る限り、池イケ田ダ舞マイに暴力的な傾けい向こうはなく。

　それだけに数々の証しよう拠こを見てもなお、本人の暴挙を目もく撃げきするまで確信が持てなかった。

「池イケ田ダさんって、どういう子だったんだ？」

「内向的っていうのかしら。友達いないタイプよ、かなりの陰いんキャ」

　命メイは微かすかに目を閉じて、失なくした思い出を偲しのぶ。

「けど──気が合った。ほらあたし、性格悪いでしょ」

「それは間ま違ちがいないな」

「ちっとはかばいなさいよ。……ま、その性格悪いあたしを、あいつはやたら尊敬してたの。速い、強い、カッコいいって言ってくれた。まるで、憧あこがれのアイドルみたいに見てたのよ」

　尊敬と愛情で築かれたガラスの彫ちよう像ぞう。

　だが砕くだけて、二度と戻もどることはなく。

「あたしが轢ひかれたあと、見み舞まいに来たあいつはずっと泣いてた。走れなくなったあたしの倍もわんわん泣いて、犯人を殺してやりたいって、ガチで言ってた」

「幻想フアンタビサプリを手に入れても、轢ひき逃にげ犯を直接狙ねらわなかったのは何な故ぜだろうな」

「あたしが教えなかったからよ。そりゃ住所や名前くらい知ってるけどさ、それ言ったらあのバカ、本気で殺しに行くかと思ったから、教えなかったの」

「調べるようなツテもなかった、か」

「もし教えてれば、轢ひき逃にげ野や郎ろうが殺されるだけで済んだのかしら？　………って」

　自分の言葉に傷ついたように、命メイはキッと唇くちびるを結んだ。

「ごめん、バカなこと言った」

「……ああ」

　もし伝えていれば、轢ひき逃にげ人馬ケンタウロスは犯人を直接狙ねらって殺したかもしれない。

　だとしたらそれは命メイの意思であり──友達を利用した間接殺人で。

「クズ、死ねとは思うけど殺す気はないのよ、あたし。それやったらあたしもクズだわ」

「そうだな」

　だが、とクッションを挟はさむように呟つぶやいてから、零レイ士ジは続ける。

「きっかけになった事故は去年の冬だ。それから今までかなり時間が経たっている」

　ヒトは冷めるものだ。

　燃え上がった復ふく讐しゆうの熱もいずれ衰おとろえ、下火になっていく。

「なのに彼女は犯行に及およんだ。正直今いま更さらってタイミングだろ？　何かあったんだ、事故から今までの間に、復ふく讐しゆうを実行できるだけのきっかけが」

「……幻想フアンタビサプリか？」

「恐おそらくは。ここ数か月の池イケ田ダ舞マイ、その足取りと接せつ触しよくした人間、仮面舞踏街マスカレードでの立ち寄り先を調べれば、何らかの手がかりがつかめる可能性は高いと思う」

　月ゲツの問いに頷うなずくと、零レイ士ジはもたれていた窓まど枠わくから背中を離はなす。

　そのまま教室の出口、非ひ接せつ触しよく型の半自動ドアを開きながら歩く背中に、ふたりがついてきて。

「どこ行くのよ？」

「陸上部だ。命メイの古巣だし、池イケ田ダ舞マイが印象通りの陰いんキャなら、クラス内より共通の話題がある部活の方が人間関係が作りやすい。最近の彼女の情報があるかもしれない」

「意外と頭いいわね、あんた」

「入試の成績は月ゲツより良かったからな」

「ちょっとじゃん！　３点くらいだろ!?　大した違ちがいねえし！」

　自然と車くるま椅い子すの前後を挟はさむように、エスコート。

　前を進む零レイ士ジ、真ん中をキコキコ車輪を回す命メイ、最さい後こう尾びをいく月ゲツが列を作る。

　古典ゲームのパーティじみた奇き妙みような一行に、すれ違ちがう生徒が妙みような顔をしたが──

「最近、陸上部に顔は出したのか？」

「行ってないわよ。ロッカーに入れっぱなしだった私物、こないだ取りにいったっきり」

「例の証しよう拠こを見つけた時か」

　命メイが血まみれの靴くつ下したや遺留品を発見したことが、事件に絡からむ発ほつ端たんだった。

「なら、池イケ田ダ舞マイのロッカーも調査できれば何か出てくるかもしれないな」

「下着とか漁あさる気じゃないでしょうね。クサいだけよ、あんなの？」

「知ってるよ。こないだ行った。そん時は特に何も無かったけどな」

　ふっと漏もらした月ゲツに、ギロリと命メイが振ふり返かえる。

「はあ!?　何よそれ、勝手に女子のロッカー漁あさるとか、通報するわよ!?」

「調査だっつーの!!　この学校の、部活に入ってる生徒。現場の目もく撃げき証言からそこまで摑つかめて、転校初日に片かたっ端ぱしから部室のロッカーだの何だの、こっそり調べて回ったんだ」

　とんとん、と月ゲツは己おのれの鼻を軽くつつく。

「こいつでな。命メイちゃん、見つけた血まみれ靴くつ下したとか処分しただろ？　その臭においがロッカーに残ってたし、その流れで池イケ田ダ舞マイの靴くつ箱ばことか、上うわ履ばきなんかも嗅かいだんよ」

「変なとこ嗅かぐイヌね……。変態っぽいわ」

「そのクズを見るような目やめてくんない!?　仕事だよ、仕事！　なあ零レイ士ジ!?」

「……擁よう護ごしにくい。仕事でも女性の体たい臭しゆうを嗅かぐことに違ちがいはないし」

「あ、ひっで！　裏切ってんじゃねーよ!?」

　ジトリと横目に睨にらむ命メイ、弁解する月ゲツ、我関せずと零レイ士ジ。

「それじゃ、最近の池イケ田ダ舞マイの情報は無いのか？」

「血まみれの靴くつ下した見つけたあと、部活仲間に連れん絡らくとって訊きいたくらい。最近学校サボッてて、特に放課後はほぼ来なくなってた。んで……」

　部活に出ず、姿を消していた時期に。

「部活仲間の友達が、夏ナツ木キ原バラであいつを見たって話を聞いたのよ。あのバカ、あんな街で何かヤバいことやってんじゃないかと思って、あの日あいつを捜しに行った」

「そして、あれに遭そう遇ぐうか。……豪ごう運うんと言うべきか？」

「踏ふみ潰つぶされかけたのって、ラッキーの枠わくに入れるもんじゃないと思うわよ」

　会話を続けながら、３人は校舎を出た。

　そのまま午後の傾かたむきかけた陽ひに照らされて、校庭に出る。本格的な練習はまだなのだろう、スポーツウェアに着き替がえた陸上部員たちがアップを始めていた。

「何黙だまってんのよ。さっさと話しかけたら？」

「いや。──待て、今気を練ってるんだ」

「そう。何つーかよ、ウケのとれるいい感じのタイミングとか、あるやん？」

　そんな陸上部員たちを物もの陰かげに隠かくれて見つめる二人。腰こしが引けきった姿に。

「コミュ障か。陰いんキャすぎるでしょ、あんたたち」

「いや、未経験だしさぁ……。怖こわいじゃん？　こう、入れてくんなかったらマジ凹へこむし」

「ああ、予習してから挑いどむべきだな。月ゲツ、おまえ陸上部役をやれ」

「え？　……おし、わかった。じゃあオレ陸上部！　えーと……何すんだ、陸上部？」

「走るんだろう。だがその前に俺が話しかけるわけだ。待て、今パターンを設定する」

「……おい」

　呆あきれ切った目を向けていた命メイが、今度は大まじめに小こ芝しば居いを始めた奴やつらを睨にらむ。

「いい加減にしなさいよ、バカども。こんなんは普ふ通つうでいいのよ、普ふ通つうで」

「その『普ふ通つう』がわからないからこんなことをしている」

「そうだっつーの！　えっと、オレが普ふ通つうの人として、いきなり零レイ士ジに話しかけられたら……。まず通報だよな？　助けて、おまわりさーん！　的な！」

「完全に同意だが話が進まんな。……通報を避さける方法を考えるべきだ。何か無いか？　全ぜん裸らで自転車に乗りながら登場するとか、股こ間かんでピアノを弾ひきながら話しかけるとか」

「全部裸はだか芸じゃないの……。あんた、そういうのがツボなの？」

　呆あきれ切った顔で突つっ込むと、命メイは自ら車くるま椅い子すを漕こぎ出した。

「話しかけるのはあたしがやるわ。あんたたち、ついてきなさい」

「ヒュー！　マジあざっす!!」

「助かる。ありがとう」

「……１億やるって言った時と同じくらいマジ感謝されてる気がするわ。どうなのよ、それ」

　冗じよう談だんで言ってるのならともかく、真しん剣けんなのが伝わるあたり救いようがない。

　この二人組、特殊永続人獣トクニンたちは驚おどろくほど世情に疎うとかった。仮面舞踏街マスカレードという環かん境きように特化したせいもあるだろうが、それ以上に単純な社会経験に乏とぼしいように、命メイは感じた。

「命メイさん!?　……お久しぶりっす！　あざっす！」

「うす。今日、あんたらだけ？」

　準備運動中の陸上部に近づくと、あちらから声をかけてきた。

　リーダー格らしい、どこか蓮はすっ葉ぱな雰ふん囲い気きの女子が頭を下げる。他にも数名の部員がいるが、彼らは命メイとその後ろにいるふたりをちらちらと眺ながめるだけで、近付こうとはせずに。

「……何か命メイちゃん、引かれてね？」

「あたし、入学以来当時の２年３年入れても一番速かったから。最速だったから」

「速さ本位制か……。さすが陸上部、速い奴やつが偉えらいんだな」

「まーね。つまり今のあたしはクソザコ枠わくだから、別に気にしなくていーわよ？」

　月ゲツと零レイ士ジに返事をしてから、命メイは女子に振ふり返かえる。

　頭を上げた彼女は、癖くせのあるショートカットをぶんぶんと勢いよく振ふった。

「マジ怖こわいんでやめとくっス！　ざっす！」

「……速さ以上に何かある気がするんだが、あの対応。暴力的な」

「気にすんじゃないわよ。で、あんたたち。何で舞マイの葬そう式しき、出なかったわけ？」

　ストレートな糾きゆう弾だんに、陸上部女子たちがはっ、と顔を歪ゆがめた。

「だって、亡なくなった場所が、場所だったんで……」

「顧こ問もんに止やめとけって、言われたっス。不ふ祥しよう事じだから、ヘタに騒さわいだら陸上部丸ごと大会出禁もありうるんで、ネット焼しよう香こうだけしとけ、的な」

「薄はく情じようなもんだな。──仲間だろうに」

　責めるというよりは、不思議そうに零レイ士ジは言う。

「友達じゃなかったのか？　こういう部活仲間はもれなく親友だと思ってたんだが」

「……そういうのは漫まん画がの中だけの話だと思うっスよ？」

「そうだったのか……残念だ。またひとつ《普ふ通つう》を知ってしまった」

　どこかしょぼんとした面おも持もちの零レイ士ジに、陸上部の女子はうさんくさげな顔をした。

「変わった人っスね。まさか……命メイさんの、彼かれ氏しとか!?」

「ンなわけないでしょうが。最近つるんでる連ダ中チよ」

　ふむ、と顎あごに手を当てて考えてから。

「いろいろ事情があって、仮面舞踏街マスカレードに詳くわしいの。舞マイが死んだ理由、原因、そのへんを頼たのんで調べてもらうつもり。このまんま放っておくとか、絶対ないから」

「評価、落ちますよ。そんなこと、バレたら……！」

「上等。ウチ金持ちだし、あたしひとり信用最低ぶっちぎっても死にゃしないわ。ダチを吹ふっ飛とばされて平気なツラできるほど、人間できちゃいないのよ」

　ある種、傲ごう慢まんな言葉。失うものなどない、失ったところで耐たえられる。

　そう確信した命メイの言葉に、陸上部女子は気まずそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「……みんながみんな、命メイさんみたいなわけじゃないっスから……」

「は？　普ふ通つうでしょ」

「……それはねーな、うん」

「ああ。世情に疎うとい俺たちだが、命メイが普ふ通つうは無い」

「っさいわ！　アンタらどっちの味方よ！」

　気まずそうな陸上部女子、茶々を入れてきた零レイ士ジと月ゲツを流すように、命メイが怒おこる。

　本気ではない、突つっ込みに近いニュアンス。それを陸上部員たちも理解しているのだろう、あまり場は険悪にならず、むしろ同情に近い眼めを不ふ審しんな二人組に向けていた。

「最近来た転校生さんたちですよね？　関係ない人たちに、内々の話はできないっスよ」

「そう突つっ込んだ話はしなくていい。最近の様子、どこに行っていた、誰だれと会っていた……。その程度でいいんだ。細かい部分はこっちで調べる」

「はあ……。まるで探たん偵ていみたいっスね」

「残念。掃そう除じ屋やだが──似たようなものだ」

　少し警けい戒かいがとかれた様子の女子部員に、零レイ士ジは十分に距きよ離りを置いてからマスクをずらした。

　隠かくされていた貌かおが暴かれる。黒と白の髪かみ、ナイフのように尖とがった、されど刃は紋もんの整った刀のような眼め元もとに、シャープな輪りん郭かくのライン。部活一筋の女子たちが、ざっとざわめく。

「……い、イケメンだからって騙だまされないっスよ!?　あとで写真いいっスか!?」

「あ、ズッル!!　わ、私も欲ほしい！」

「悪いが勘かん弁べんしてくれ。顔が売れて得することは無いんでな」

　そう静かに言ってから、零レイ士ジはじっと女子部員を見つめ、圧をかけていく。

「命メイはヤバいヤツだと俺も思う。だが──友達の、後こう輩はいの理り不ふ尽じんな死に怒いかり、不正があるならそれを暴こうとしている。詳くわしくは言えないが、大金をかけて」

　犠ぎ牲せいを払はらう。身み銭ぜにを切る。それは覚かく悟ごの証あかし。

「仲間を少しでも大切に思う気持ちがあるのなら、協力してくれ。頼たのむ」

「そう言われちゃ、断りづらいっス。それじゃ……正々堂々、勝負っスよ！」

　ビシッと強く零レイ士ジを指して、陸上部女子は挑ちよう戦せんする。

「１００ｍ１本勝負。うちらが勝ったらイケメンさんの写真、頂くっス！」

「……その場合情報はなしか？」

「いえ、話します。イケメンさんが勝ったら写真はなしで知ってることは話すっス」

「勝負する意味あんのか？　それ……」

「イケメンをスマホに保存しときたいだけだわ。男っ気ないのよ、女ゴリラばっかだから」

「黙だまっててくださいっス命メイさん！　どうっスか、挑ちよう戦せん、受けるっスか!?」

　わっと盛り上がる部員たち。彼らの喝かつ采さいを受けて挑ちよう戦せんしてくる陸上部女子に──。

「──いいだろう。やってやるよ」

　静かに零レイ士ジは言い、位置についた。




　　　＊




　陸上部女子たち、そして仲間たちの歓かん声せいは──一いつ瞬しゆんで終わった。




「おっっっそ!!　ビビるほど遅おっせえ!!」

「強キャラぶってたのは何だったのよ!?　クソザコじゃないの、零レイ士ジ!!」

「はあ、はあ、はあ……っ！」

　１００ｍ競走。結果、陸上女子代表、記録１００ｍ11秒。

　霞カス見ミ零レイ士ジ、記録およそ１００ｍ14秒。裁定不要──一いち目もく瞭りよう然ぜんのボロ負け。

「紙かみ一ひと重えだった」

「噓うそつくんじゃないわよ。……あんた、こないだ空飛んでたじゃない。何で負けんの」

　額に汗あせを浮うかべて肩かたを落とす零レイ士ジに声を潜ひそめ、ポコポコと肩かたを叩たたく命メイ。

「《人間サプリ》を朝打ったからな。キマッてる間……あと１時間はただの《ヒト》だ」

「いや普ふ通つう以下よ。その顔でくそ運うん痴ちとかどうなの……？」

　呆あきれた面おも持もちの命メイ。

　女子たちは約束通り汗あせばんだ零レイ士ジの顔をスマホで撮とりながら。

「顔がいいだけにメチャ残念っス……」

「イケてる……うんち……イケっち……」

　滴したたる汗あせをハンカチで拭ぬぐう零レイ士ジに、女子の視線が突つき刺ささる。すると呆あきれ顔がおをしていた命メイは、スマホを操作してある文字を表示すると、彼の眼前につきつけた。

「ちなみに勉強は？　これ、読める？」

　見せたのは《薔ば薇ら》──まあ中学生くらいなら普ふ通つうに読めるか、という漢字。

「……わらび？」

「微び妙みようにわかりにくくボケてんじゃないわよ！　マジッぽくて怖こわ……」

「草くさ冠かんむりだから植物の名前だと推理した。ここまでは合ってるな？」

「マジだわ!!」

　驚きよう愕がく、ぷっと噴ふきだす笑い声。

　漫まん才ざいじみた呼吸に笑いを誘さそわれ、陸上部女子たちが笑い転げていく。

「ぷっ……くくくく……。や、やるっスね!!　そんなネタを仕込んでくるなんて……！」

「真しん剣けんなんだが」

「いや、まさかまさか。転校生、けっこう面おも白しろい人っスね、命メイさん」

「ま、そうね」

　素っ気ない素そ振ぶり。だがこっそり頭を抱かかえている月ゲツの顔を、命メイは見み逃のがさなかった。

　力強く手を伸のばし、襟えり首くびをひっ摑つかむと耳元に囁ささやく。

「ギャグだと思われたっぽいけど……あれ、マジよね？　バカなの、あんたたち？」

「義務教育も受けてねーんだぞ、オレら。独学で高校受かっただけ褒ほめてくれっての！」

　能力に関係なく、教育を受ける機会がなければどうしようもない。

　特殊永続人獣トクニンとして人間外の扱あつかいを受けてきたふたりにとって、それは大きな問題だ。

「施し設せつで勉強はしたけどさ、テキストは大昔の教科書、小学校から中学までバラバラのでよ。先生もいないからネット検けん索さくと授業動画見ただけなんだわ、正直いろいろわかんねーの」

「その状じよう況きようで高校受かるあたり、逆に頭良くない？」

　地頭がいいのは確かだろう。正直、同じ境きよう遇ぐうなら同じことができる自信は命メイにはない。

　だが、それはそれとして。

「おっしゃ！　んじゃ、次はオレと勝負しようぜ。相棒の仇かたきはオレが討うつ！」

「え？　……えっと、いいですけど、あなたの写真はいらないっスよ？」

「いや、撮とられたいわけじゃねえし!?　ちっとはやるとこ見せとかないとさ、調査とかいったって説得力ないじゃん。オレが勝ったら、いろいろ話してくれると助かる」

「わかったっス。じゃあ、受けて立つっスよ！」

　ふたたびスタートラインに並ぶ陸上部女子。クラウチングスタートに構える彼女と対照的に、コキコキと首を鳴らしながら、子供のかけっこのように立っている月ゲツ。

　正直、素しろ人うと丸出しだ。普ふ通つうに考えれば男女の差があったところで、陸上部女子に勝てる道理がない。ぶっちぎりの大差で勝つはず、と予測しながら──

「勝つでしょ、月ゲっちゃん」

　予ソ想レは外れる、と。

　確信をもって、戻もどってきた零レイ士ジにそう告げた。

「俺は呼び捨てであいつはちゃん付けか。親近感が強いな」

「言いやすいのよ、その方が。ゲットチャンスで縁えん起ぎもいいし」

「そういうもんか？　どうだろうな、あいつも走りは素しろ人うとだ。負けるかもしれないぞ」

　涼すずしい顔で言う零レイ士ジを、車くるま椅い子すの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつきながら命メイは見上げる。

「噓うそ下手ね、あんた」

「そうか？」

「うん」

　スタートの合図が響ひびく。大地を蹴ける陸上部女子、見事なスターティング。

　飛び出す。だが、一いち陣じんの風が彼女の真横を貫つらぬくように吹ふき、癖くせのある前まえ髪がみを乱していく。

「……はああああああ!?」

「はっっや!?　黄色い流星!?」

　スポーツ用ですらない、ありふれたスニーカーが土を抉えぐる。爪つま先さきを立てたおかしな走り方、だがほとんど瞬しゆん間かん移動じみたスピードで陸上部女子を追おい抜ぬくや、１００ｍを走り切って。

「こんなもんでいっか。俺の勝ちだろ？」

「き、き、記録は!?　何秒っスか今の!?　あなた今すぐ入部してください即そく入部!!　超ちよう記録！　世界新！　オリンピック行けるっス!!　金メダル！」

「いや、悪いけどそれ無理」

　最後まで走ることすら忘れて立ち止まり、月ゲツに憧あこがれの視線を向ける陸上部女子。

　月ゲツは汗あせひとつかかず、頰ほおを軽く搔かきながら振ふり返かえると。




「それって、ヒト限定だろ？　俺もあいつも、出禁だわ」




　闊かつ達たつな笑え顔がおで、そう言った。




　　　＊




　残念なイケメンと認にん知ちされた零レイ士ジ、陸上部女子の株は急降下しつつも一定値で固定。

　顔はともかく超ちよう速い月ゲツ──陸上部女子株、記録的な上じよう昇しよう。

　モテてニヤける顔を必死で堪こらえる月ゲツだったが、ここは仕事優先、と聞き込みを再開して。

「──うちの学校に、特待生枠わくってのがあるんスけど……」

　陸上部女子の証言が、始まった。

「あー、知ってる。補助金で授業料とか食費とか家賃とか免めん除じよになるヤツ？」

「詳くわしいな」

「申しん請せいできねーかと思って調べたことあんのよ。クッソ条件厳しくて諦あきらめたけど」

　語られた噂うわさ話ばなし。陸上女子を囲むイケメンと黄色いヤンキー。

　ふたりをきょろきょろと見み渡わたしながら、陸上部女子は話を続けていく。

「そうなんスよ。めちゃ優ゆう遇ぐうされますけど、成績落ちたら一発退学、ってくらい厳しくて……ＳＮＳの信用スコア、死ぬほど高くないと通らないって話っス」

「で、その特待生が、どしたん？　池イケ田ダ舞マイって子はそうじゃないっしょ？」

「はい。今ウチの学校にいる特待生なんですけど、最近変な噂うわさがあって──」

　社会的信用とＳＮＳが紐ひもづいた現代に至っても。

　不特定多数の出会いの場、人と人との繫つながりを作る以上、負の側面からは逃のがれられない。

「《プチってる》って噂うわさなんス……」

「何それ？」

「《プチＨ》の略っス。その、本格的なエッチじゃなくて、胸とかお尻しりとか触さわらせる感じのやつ。ＳＮＳで出会って、お小こ遣づかいもらって……」

「……はあ!?」

　驚おどろきの声をあげる月ゲツ。零レイ士ジもまた、不快げに眉まゆをひそめた。

「今時マジでやってんの!?　ディープウェブでもねえＳＮＳで!?　絶対バレるじゃん！」

「信用スコアが下がるのが怖こわい子は絶対やらないっスけど、どこにでもその……落ちこぼれ、というか、もともとスコアが低い子はいるんで、そういう子がやるらしい、とか。

　──詳くわしいことは知りませんけど、あくまで噂うわさってやつっス」

　そんな風に、ためらいがちに陸上部女子は語る。

「で、その特待生と舞マイちゃんが──部活に出てこなくなるちょっと前くらいに。

　何度か、一いつ緒しよにいたのを見たことがあるっス」

「帰り道逆なのに、一いつ緒しよの電車に乗って。

　夏ナツ木キ原バラの……あの街の駅で降りたとこを、知り合いが見てて。

　おかしいんじゃないかって、噂うわさになってて」

「けど、誰だれも止められなくて。……ごめんなさい。ごめんなさい……！

　あんなことになるなんて、思わなかったんス……！」

　最後は涙なみだ。感情があふれ、言葉を詰つまらせる陸上部女子。

　その話を聞いてからおよそ、10分後──。




「やらせてくれる特待生ってのは、あんたか？」

「驚おどろくほど失礼ね」

　放課後の校舎、とある廊ろう下かの片かた隅すみを歩いていた少女に、霞カス見ミ零レイ士ジは声をかける。

　黒くろ髪かみのセミロング、艶つや々つやとした濡ぬれ羽ば色いろ。

　アーモンド形の大きな眼めは強く輝かがやき、突とつ然ぜん現れた黒こく白びやく髪がみの少年を胡う乱ろんげに眺ながめていた。

　零レイ士ジが持ったガラケーには、ＳＮＳの公開プロフィールのスクショ画像。

『国民登録番号XXXXXX　京キヨウ東トウ都立アカネ原高校２−Ｃ』

『柿カキ葉バ　蛍ケイ　賞しよう罰ばつ履り歴れき　特になし』

『16歳　誕生日　12月24日　趣しゆ味み：読書』

『入試成績トップ　新入生総代』

『親族・係けい累るい・父母なし　生活援えん助じよ・社会支し援えん度：Ｂ認にん定てい』

　天てん涯がい孤こ独どくの身の上、そして極きわめて優ゆう秀しゆうな成績、信用スコア。

　それだけで非ひ凡ぼんな人物だとはわかるが、本人を前にすると──

（とても、後ろ暗いバイトに手を出すような人間には、見えない）

　キリリと伸のびた背筋といい、こちらを睨にらみつける迷いなさといい。

（何か《やってる》やつは、たいてい心のどこかに負い目がある）

　だからだろう。過か剰じように攻こう撃げき的になったり、刺し激げきに対して過か敏びんに反応してしまう。内心自分のしていることの危険性や犯罪性を理解しているからこその反射的行動パターン。

　だが、この清く貧しく美しく賢かしこそうな、言わば才さい色しよく兼けん備びの少女には……無い。

「怒おこらないんだな。ひっぱたかれる覚かく悟ごはしてきたんだが」

　探さぐるように訊たずねてみると。

「今日、３人目だから。手が痛いわ」

「前ふたりは叩たたいたのか……」

　蛍ケイは呆あつ気けなくそう言って、左手で軽く素す振ぶりをはじめた。

「左、いけるかしら」

「検討しなくていい」

　どこかずれたテンポが、不思議と嚙かみ合あったような会話。

　放課後の廊ろう下かで睨にらみ合あう二人の背後、廊ろう下かの角に身を隠かくして──

「……人選、間ま違ちがってない？　零レイ士ジのコミュ力、思ったより最低だけど」

「まあ、そーだけどよ」

　車くるま椅い子すの命メイと、そのハンドルを握にぎる月ゲツ。彼らは《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》こと池イケ田ダ舞マイが接せつ触しよくしていた人物、柿カキ葉バ蛍ケイの聴ちよう取しゆに出向いた零レイ士ジの様子を、少し離はなれた物もの陰かげから見守っている。

「最初の零レイ士ジと同じセリフでオレが声かけたらさ、シャレになってなくね」

「通報するわ」

「マジ凹へこむから即そく答とうすんなよ……いや、ガラ悪いのはわかってるけどさ？」

　黄色い髪かみといい雰ふん囲い気きと言い、話してみれば気のいい性格がすぐわかるとはいえ。

　ヤンキー風の月ゲツよりはマイルドな接せつ触しよくができると考え、零レイ士ジ単独で接せつ触しよくを試みたのだ。

「ぶん殴なぐられる方に１０００円」

「あ、俺もそっちに賭かけたいんだけど」

「賭かけになんないわよ、それじゃ」

　外野となったふたりはそう考え、零レイ士ジがぶん殴なぐられて交こう渉しよう決けつ裂れつを予測。

　そのタイミングをしばらく待っていた……が。

「……なんか話、弾はずんでね？」

「噓うそでしょ。あのクソ雑ナンパに引ひっ掛かかる女がこの世にいたの!?」

　会話の内容までは聞き取れない微び妙みような距きよ離りから、二人は身を乗り出した。




「成績優ゆう秀しゆう、品行方正、才さい色しよく兼けん備び。トップ入学の優等生──

　そんな彼女が、頼たのんだら《プチＨ》とやらをやらせてくれる、と聞いた」

　骨こつ董とう品ひんじみたガラケーに送られてきたメールには、《幻想清掃Fantastic Sweeper》本社が検けん索さくしたＳＮＳログの解かい析せき結果がある。公表された情報を適切に検けん索さく、精査する試みは一定の結果を出していた。

「ここ……アカネ原高の１～２年、主に男子の間で噂うわさらしい。ディープウェブの学校裏サイト、もしくはＳＮＳのダイレクトメッセージ上で広まっている、と」

　個人情報と紐ひもづいた公的ＳＮＳで誤った風説を流る布ふした場合、信用スコアが減る。

　それを恐おそれたのだろう、年とし頃ごろの男子たちのセコセコとした、くだらないエロ話に。

「……」

　柿カキ葉バ蛍ケイは、しばし考えてから人差し指と親指で〇を描えがく。

「訴うつたえたら儲もうかるかしら？」

「弁護士費用でチャラか、赤字だと思う」

　古典的な《金》のハンドサインと共に言った彼女に、真正面から零レイ士ジは答える。

　すると彼女はさほど残念そうでもなく、くすっと軽く笑った。

「そ。うまい話はないものね」

「どうせなら実害があってから訴うつたえた方が利益率が高いと思うが、止やめた方がいい」

「あら。心配してくれるの？　転校生さん」

　知ってるのか、と考えた零レイ士ジがわずかに眉まゆを動かすと。

「何で知ってる、って顔ね。だって有名よ、あなた。クラスに絶対溶とけ込もうとしない、謎なぞのぼっちな転校生。ＳＮＳのタイムラインで最近何度も流れてくるわ」

「……そうなのか？」

「ええ。ついさっきも、陸上部の子が共有してた。足が遅おそいのよね？」

「紙かみ一ひと重えの勝負だった。……ＳＮＳはやっぱり悪い文化だな。ろくなもんじゃない」

　嫌いやそうな顔をすると、蛍ケイは制服のポケットからスマホを取り出した。

　ＳＮＳを表示。スワイプしてタイムラインを更こう新しんし、ざっと眺ながめてから──。

「それで、その噂うわさを聞いて来たの？　性欲が強いのね」

「違ちがう。あんたがそういうことをしてないくらい、調べがついてる」

「それはそれで怖こわいわ。ストーカー？」

「俺じゃなく、会社の事務の人に頼たのんだ。俺はＳＮＳをやってないからな」

「さらに嫌いやな情報が入ってきたわ。事務員さん、かわいそう」

「……反論の余地がないが、一応弁解を聞いてくれ」

　ばつの悪そうな顔で、零レイ士ジはガラケーを操作する。

「あんたのＳＮＳのログを検けん索さくした。世間一いつ般ぱんで言う《プチＨ》──テンプレ構文はだいたい以下の通りだ。《プチ希望　ナマＦ１　ゴムＦ０・５》とか、サービス内容と価格を告知する」

「最高に知りたくない知識ね」

　レートは０・１につき１０００円、といったところ。

　若さと性を売り物にする個人営業、最古の商売と呼ばれる最底辺。

「虫の裏側みたいな話を解説されても困るわ。セクハラかしら」

「俺もやりたくない。とにかくその手のテキストをあんたのログから全検けん索さくしたが、ヒット数はゼロ。少なくともＳＮＳ上で客を探してはいなかった」

「あなた、つきあう女性にとって自分がはじめての彼かれ氏しか確かく認にんするタイプ？」

「違ちがうが、言葉を濁にごしてくれてありがとう。汚きたない方の表現をされたら傷つく」

「処女厨ちゆうかしら」

「……礼を言った意味が消しよう滅めつしたんだが？」

「初対面の男性にいきなり性的な話題を出された不快感を少しでも味わって欲しくて」

「嫌いやなもてなしをするな。……いや、当然の報復ではあるか」

　夕暮れの校舎、廊ろう下かの真ん中に陣じん取どって。

　男と女が見つめ合い、交かわす会話にしては──微び妙みようにネジがずれている。

「アイドルとか、どうだろう」

「……アイドル？」

　突とつ然ぜん出てきた不ふ釣つり合あいな言葉に、蛍ケイは数度瞬まばたきし。

　対する零レイ士ジは、ただ感じたことを語り続ける。

「美人だからな」

「……そう？」

「ああ。プチＨなんて危ない橋を渡わたらなくても、それだけで高く売れる」

「褒ほめてるのかしら、それ」

「そのつもりだが。……違ちがうのか？」

　不思議そうな少年に、少女は呆あきれながらも──

　その外しぶりが心のどこかに触ふれたらしく、クスッと笑った。

「変な人ね。悪い噂うわさのある優等生がアイドルとか。おかしな勧かん誘ゆう？」

「そっちのツテはないな。探せば見つかると思うが」

　３Ｄスキャナじみた眼め。性的なニュアンスのない観察眼が、少女を足元から眺ながめていく。

　頭が小さく、胴どう体たいが小さく、足が長い。いわゆるモデル体型。意図した節制の結果ではなく、自然な生活によって維い持じされているスレンダーな体形に、歪いびつなニュアンスは微み塵じんもない。

　透すき通とおるような美び貌ぼう。化け粧しようも薄うすく、清潔ではあるが最低限の加工でも十分すぎるほど映はえる。もし自分を磨みがく術すべを覚えたなら、凄すさまじい結果となることが予想できた。

　双そう眸ぼうに灯ともる好こう奇き心しんのきらめき。クールなようでいてどこか温かい。鉱物的な柘ざく榴ろ石いしの美、それにちらりとのぞく笑え顔がおの温かみがプラスされて、熾おき火びのような温ぬくもりを感じさせる。

「変な人……」

「そうか？」

「やらしい目を向けてくる人はよくいるわ。電車でも、教室でも、廊ろう下かでも」

　自じ慢まんではない。それだけの価値があると１００人に訊きけばほぼ全員納なつ得とくする、それだけの美び貌ぼう。

　勘かん違ちがいではなく、自分の造形が優すぐれているようだ、と自じ認にんしている様子。

「けどあなた、私の顔や胸や足を、公園に落ちてるカッコいい枝くらいに思ってるでしょう」

「……ああ、なるほど」

　言われてみれば、という顔で零レイ士ジは頷うなずく。

「とてもいい枝だ。妹が拾ったら確実に聖せい剣けんとして扱あつかうだろう、誇ほこっていい」

　天然自然に生まれたものであれ、あるいは人じん為いで磨みがかれた芸術であれ。

「人は美しいものに触ふれたがる。近付きたい、そのために代価……金を払はらうだろう。存在する時点で商品価値が高いとか、素す晴ばらしい才能だ。存在だけで価値を証明できる」

　ドブの底じみた汚きたない街で掃そう除じ屋や稼か業ぎようを営む必要すらなく。

　純じゆん粋すいな羨せん望ぼうすら零レイ士ジは感じていた。造形だけならば彼自身も価値があると理解しているが、特殊永続人獣トクニンである以上、毛並みのいい野の良ら猫ねこ以上のものにはなれない。

「いやらしいモデルのスカウトですら、そこまで堂々と値ね踏ぶみはしてこなかったわ」

　呆あきれを通とおり越こして不思議そうな面おも持もち。

「奴ど隷れい商人か何かなの？　あなた」

「いや。価値を示すのに写真１枚で済むのが、羨うらやましい」

　働けど働けどなお我が暮らし楽にならざり。そんなどこかで聞いた言葉を思い出す。

　野の良ら猫ねこは野の良ら猫ねこだ。どれほど毛並みが美しくとも、拾って帰ったりはしない。最高でも道みち端ばたで気まぐれのように、善意と優ゆう越えつ感の混じった顔で猫ねこ缶かんを置いていくのがオチだろう。

　だがそれこそ、零レイ士ジが望むものだった。

「俺や相棒は働かないと認められない。少し話を聞かせてくれ、柿カキ葉バ蛍ケイ。時間はとらせない」

「キツネうどん」

「………？」

「お昼、食べてないから」

　聞き込みの依い頼らいに対する返事にしては意外性があり、一いつ瞬しゆん零レイ士ジが考え込む。

　だが蛍ケイはあっさりと、廊ろう下かの奥──学校に設置されたカフェスペース、食堂を指して。

「おごって」




　とてもシンプルに、要求した。




　　　＊




　──するする、と。




　すする音がほとんど聞こえない滑なめらかな動きで、細ほそ麵めんのうどんが唇くちびるに吸い込まれていく。

　何かのタイムラプス映像でも見ているかのようだ。汁しるにつかないよう髪かみをかき上げ、つゆの熱さに汗あせばむ肌はだを時折ハンカチでぬぐいながら、注文後ほぼ３分で、一気に──！

「──ごちそうさま。あなたはいいの？」

「金がない」

　つゆ１滴てき、ネギのかけらも残すことなくキツネうどんを平らげた柿カキ葉バ蛍ケイは満足げに言い。

　古びた財さい布ふの中身を勘かん定じようしていた零レイ士ジはどこか痛ましげに答える。

「貧びん乏ぼう学生だからな」

「私も。おごりで助かった」

「俺の金で食ううどんは、美う味まいか？」

「すごく。あなたがそこでお腹なかを空すかせていると思うと、特に」

「俺の悔くやしさをダシにするな」

　澄すました顔で、冗じよう談だんを言っているようにしか見えない少年だが、空腹はガチだった。

　昼の弁当──魚肉ソーセージと握にぎり飯めし。本日は同居人、月ゲツが当番。料理はそこそこできるが食費節約のため最低ライン。塩気の薄うすい米とソーセージ、味は合うが心が冷える。

　そんな食生活を思い出すと熱々のうどんが羨うらやましく思えて──若じやつ干かん、惨みじめ。

「で、話って？」

　丁てい寧ねいに割わり箸ばしをそろえ、丼どんぶりを下げてから蛍ケイが言う。意外と協力的な態度。

「嫌いやな質問には答えないけど、うどん代くらいは答えるわ」

「協力に感謝する。先日亡なくなった、陸上部の１年。池イケ田ダ舞マイについてだ」

　ピクリ、指先の微び振しん動どう。表情は自制。だが微かすかな心理的ショックがそこに表れている。

　柿カキ葉バ蛍ケイは《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》を──生前の池イケ田ダ舞マイを、知っているという確信。

「生前、彼女が君と接せつ触しよくしていた姿が目もく撃げきされてる。どんな話をした？」

「亡なくなった人のプライベートを探さぐるのは、良くないと思う」

「俺もそう思う。だが俺は彼女の友人に依い頼らいされて、その死を調査している」

「……探たん偵てい？」

「みたいなものだが、掃そう除じ屋やだ。探たん偵てい業の営業許可は無い」

　つまり非合法だが、そもそも人権が制限されている特殊永続人獣トクニンには無む縁えん。

　ルールに縛しばられない──当然保護もされない。保護を得るからには縛しばりも受ける、二律背反。

「非モ合グ法リね。管理社会への挑ちよう戦せんかしら」

「ある企き業ぎように勤めている立場だ。挑ちよう戦せんどころか飼われてるし、税金も高い」

　公共サービスへの参加費としての所得税、住民税、その他。

　所属する《幻想清掃Fantastic Sweeper》社の信用スコアによって、辛かろうじて《ヒト》でいられる窮きゆう屈くつさ。

「顧こ客きやくに対するサービスみたいなものだと思ってほしい。仕事だ」

「そういうの、秘密とかじゃないのかしら」

「特にないな。それで、返事は？」

　答えるかわりに、蛍ケイはスマホを取り出した。

「３５０円──キツネうどんのお代、返すわ。決済させて」

「生あい憎にく、現金のみだ」

　決済用の電子マネーアプリなど入っていない、骨こつ董とう品ひんじみたガラケー。

　それを見せられて、蛍ケイは少し鼻白む。

「……今時、アナログだわ」

「信用スコアがまるで足りてないんだ。いつかクレカを持ってみたい」

　そう言いながらも、スマホをしまって財さい布ふを出す。

　零レイ士ジのそれに勝まさるとも劣おとらないくたびれた財さい布ふだ。何世代も前のアニメキャラのプリントが剝はがれ、もうゾンビじみた無残な形になったそれから、数枚のコインを取り出して。

　ピシッ、と──

　棋き士しが一手を指すような音をたてて、きっちり代金をテーブルに置いた。

「話せない、ということか？」

「うん。彼女と話したのは事実。それは認めるけど」

　蛍ケイは丁てい寧ねいにボロ財ざい布ふをしまい、学食の席を立つ。

「内容は言えない。プライベートに関わるから。だからお代は返すわ」

「そうか。なら、勝手に調べる」

「わかった。バレないようにするわ」

「ああ。健けん闘とうを祈いのる」

「ん」

　言うなり、くるりとターン。

　モデルじみた迷いのない足取りで食堂を出ていく背中を見送る零レイ士ジの背後に、軽い衝しよう撃げき。

「オラァ!!」

「……痛いな」

　頭を平手で軽く叩たたかれ、振ふり向むく零レイ士ジ。するとそこには、思った通りのふたりがいた。

「痛いな、じゃないわよ！　アンタ、まじめにやってんでしょうね!?」

「直球過ぎるんだよこのド天然！　つーか正面から訊きいてもダメだって！　もちょっとさあ、うまくコマす感じで口を滑すべらせるとかそういうの無理なん!?」

　ずっと成り行きを見守って、やきもきしていたのだろう。

　我が慢まんしていたことが堰せきを切ったように飛び出すが、零レイ士ジはあっさりとそれを流した。

「許可は得た。調べていいそうだ」

「ンな宣言してどーすんだよ……。警けい戒かいされるだけじゃね？」

「したところで無む駄だだ。行き先はわかってる」

「は？」

　慌あわてず騒さわがず、それどころか動きもせず。

　学食を出ていった柿カキ葉バ蛍ケイを追う素そ振ぶりもなく、零レイ士ジは淡たん々たんと言う。

「柿カキ葉バ蛍ケイと池イケ田ダ舞マイ、ふたりが繫つながるきっかけを想像してくれ。悪い噂うわさのある優等生と復ふく讐しゆう志願の陸上部が、自然に絡からむと思うか？」

「そりゃ……ねーかな」

「ああ。そして柿カキ葉バ蛍ケイはあの性格だ。彼女の方から声をかけたという可能性は、ない」

「陰いんキャ同士だからかしら。説得力が違ちがうわね」

　呆あきれつつも納なつ得とくするような、半々の顔で言う命メイ。皮肉っぽい言い方をそのまま受けて。

「陸上部の証言によれば、柿カキ葉バ蛍ケイと被ひ害がい者しやは数度にわたって学校で接せつ触しよくしている」

　陸上部女子の証言。『何度か』校内でふたりの接せつ触しよくを目もく撃げきしている。

「ただの立ち話じゃない。継けい続ぞく的な関係なら、池イケ田ダ舞マイが主体となって柿カキ葉バ蛍ケイと接せつ触しよくした結果、その関係は結ばれた、ということだ。その接点は──」

　優等生と復ふく讐しゆう者しや。

　ふたりを結びつけるものがあるとしたら、それは。

「校内の悪評、恐おそらくそれだ。池イケ田ダ舞マイは事件以前から仮面舞踏街マスカレードに出入りしてたわけじゃない。部活を休みがちになったのはここ最近、長くて１か月ってところだった」

「ああ、陸上部の子たちの証言だと、ンな感じだったか」

「つまり部活一筋のマジメな子、それも人間関係が苦手な陰いんキャ女子が、単独で仮面舞踏街マスカレードに潜せん入にゆう、ヤクザやチンピラと渡わたり合あって本物の幻想フアンタビサプリを買いつけた、ってことになる」

「……言葉にされるとムチャクチャね、それ」

「命メイから見て、池イケ田ダ舞マイはそういう真ま似ねができるような子だと思うか？」

「無いわ。キレると怖こわいとこはあったけど、そこまで器用じゃなかった」

　微かすかな煙けむり、焦こげくさいような臭においが漂ただよいはじめる。

　学食の壁かべ際ぎわには大きな窓。そこから覗のぞく空は赤く、夕暮れは間近に迫せまっている。

「案内役がいた、と考えるのが自然だ。街に不慣れな人物をディープなエリアへ連れていき、幻想フアンタビサプリの取引まで導いた人物が」

　微かすかに揮発しはじめる零レイ士ジの髪かみ。ほどけるように、くすぶる火口のように、末まつ端たんから。

　薄うすく紫し煙えんをまといながら、零レイ士ジは軽く前まえ髪がみをいじり、その鋭するどい眼光を露あらわにしつつあった。

「命メイ。あんただったら、仮面舞踏街マスカレードに出入りしてるなんて簡単に言うか？」

「言う訳ないでしょ。ンなクソ恥はずかしいっていうか、バレたら停学か退学よ」

「未成年がフーゾク行くって言うようなもんか」

　納なつ得とくした様子の月ゲツ。零レイ士ジは小さく頷うなずき。

「仮面舞踏街マスカレードの本質は、個人認にん証しようシステム無しでストレス発散できる、管理社会のガス抜ぬきだ。

　個人認にん証しようのある施し設せつ──それも学校で身バレするなんて悪夢だろう」

　よほど信しん頼らい関係を築いているか、あるいは一いち蓮れん托たく生しよう──互たがいに弱みを握にぎり合ったグループか。

　どのみち身内感の強い集団でない限り、団体であの街に通うことはなく。

「交友関係がない池イケ田ダ舞マイが、単独で無法地帯に潜せん入にゆうするのは不可能だ。心理的にまず動けないだろうし、行って何ができるという話でもある。命メイの事故から事件まで、かなり時間的な間が空いたのは、恐おそらくそういう事情があったはずだ」

「復ふく讐しゆうしたい気持ちはあったけど、ひとりで仮面舞踏街マスカレードに乗り込むのは無理だった……か」

　ツテがない。学校内でそういう繫つながりを得たくても、普ふ通つうは仲間内で秘密にし、洩もらさない。

　そんなすぐに知り合っただけのインスタントな関係で明かしはしない、なら。

「だが、そこに身体からだを売っていると噂うわさの優等生がいる。ラブホすら個人と紐ひもづいた電子決済が当然の世の中で、未成年がそんな真ま似ねをしているとしたら──」

「現金取引、場所は当然仮面舞踏街マスカレードだな。つまり噂うわさがマジなら」

「ああ」

　月ゲツの言葉を繫つなぐように、零レイ士ジは結論を導き出した。

「柿カキ葉バ蛍ケイは、この学校で最も確実に仮面舞踏街マスカレードに出入りしている人物……となる。池イケ田ダ舞マイは、学校裏サイトかＳＮＳで彼女の悪評を仕入れ、接せつ触しよくを図はかった可能性が高い」

「そして事件は起きた。んじゃあ……」

　くん、と月ゲツは鼻を鳴らす。蛍ケイが去った学食の出口。そこはもはや無人、誰だれもいない。

　空っぽの空間に残り香──安物だが清潔な石せつ鹼けんと、健康な女性の体たい臭しゆう。

　常人には決して感じ取れない分子レベルの痕こん跡せきを、古いにしえの血統たる人狼ワーウルフは感知していた。

「あの娘こが池イケ田ダ舞マイの《案内役》ってことか？」

「可能性はある。本人の反応、言いたくないことがあると明確に示した。連れ立って夏ナツ木キ原バラの駅で降りるところを目もく撃げきしたという証言もある以上、ほぼ確実だろう」

　根も葉もない誤解なら突つっぱねて、平手打ちのひとつもして、おしまいだろう。

　だが二人は共に駅で、仮面舞踏街マスカレードの入り口で目もく撃げきされている。

「柿カキ葉バ蛍ケイがその手の商売をしている可能性。ＳＮＳでの勧かん誘ゆう行こう為い以外で客を見つけ、あの街で密ひそかに活動しているなら、幻想フアンタビサプリが絡からむような深部の情報を得られるかもしれない」

　そして連れ立って行動していた、という『複数』の目もく撃げき証言。

　一度や二度の接せつ触しよくではない、数度にわたって街への出入りがあったという陸上部の話。

　総合して導き出される結論は──

「──池イケ田ダ舞マイと柿カキ葉バ蛍ケイ、両者の間に取引が成立した。その可能性が高いんじゃないか？」

　舞マイは蛍ケイの秘密を知り、それを守ると約束した。

　蛍ケイはその代だい償しようとして、舞マイに仮面舞踏街マスカレードを案内し、幻想フアンタビサプリを得る手伝いをした。

　そう推理するには十分な材料。証言と反応によって導かれた結論に、命メイは啞あ然ぜんとする。

「……まともに漢字読めないのに頭良さげなこと言うわね、零レイ士ジ」

「学歴は小学校中退だからな。学習内容が歪いびつなのは認める」

　知識と知ち恵えは＝イコールではない。

　知ち恵えあれど知識に欠ける歪いびつな育ち。管理社会から弾はじかれ、戻もどろうとする怪かい物ぶつたち。

「命メイはここまでだ。この先は俺たちがやる」

「……あの子を追うわけ？　いなくなっちゃったけど、大だい丈じよう夫ぶなのよね？」

「心配いらない」

　微かすかな煙けむりに包まれた零レイ士ジが、ちらりと視線を向ける。

　その先にいるのは、月ゲツ。未まだその名は天に昇のぼらず、真の姿は露あらわにならずとも。

「キツネうどんで助かったな。油あぶら揚あげにダシとネギ、女の子らしい臭においが混じってらあ」

　イヌの嗅きゆう覚かくは人類の何万倍、という俗ぞく説せつがある。

　だが、イヌの嗅きゆう覚かくはヒトほど得た情報を整理できず、伝える術すべも限られている。

　ならば人狼ワーウルフならば？　イヌの嗅きゆう覚かくに、ヒトの頭脳の処理・伝達能力を併あわせ持もつならば？

「１km離はなれたって逃にがしゃしねえよ。行くか、相棒？」

「ああ」

　心配げに見送る命メイを置いて、怪かい物ぶつたちはふたり揃そろって追つい跡せきにかかる。











────　02　ＪＫバニークラブ　────






「何つーかさあ。女の子を追っかけるのって、微び妙みように嫌いやな気分じゃね？」

「仕事だ。……いい気持ちはしないが、な」

　学食を出て走り出し、およそ数分で追いついた。

　滑なめらかに走る列車内、そこそこに混み合った雑ざつ踏とうの向こうに浮うかぶ柿カキ葉バ蛍ケイの黒くろ髪かみを追って、吊つり革かわ片手に通路に立った零レイ士ジと月ゲツは、そんな会話を交かわしながら尾び行こうを続けていた。

　公共交通機関における当然のマナー、マスク着用。顔半分を覆おおう零レイ士ジはともかく、月ゲツは少しずらした鼻マスク。マナー違い反はんに眉まゆをひそめる高こう齢れい者しやもいるが、注意はされず。

　その理由──必要ないから。社内カメラに鼻マスクが映れば、顔認にん証しようとＳＮＳ連れん携けいによって本人特定の上ペナルティが科され、ごく少額ながら信用スコアが減額される。

　放っておいても下る天てん罰ばつ。バカな若者がいるもんだ、と陰かげでせせら笑えばそれで終わり。

　だが、ＳＮＳに参加すらしていない怪かい物ぶつたちに、罰ばつが降くだるはずもなく──。

「ん、来たな」

「っぜーよな、これ。ま、みんなそうだから文句も言えねえけど」

　ポケットの中で微び振しん動どう。わざわざ開いてみる気にはなれないが、何が起きたのかはわかる。

　チェックポイント──各駅ホームと駅間一定区間に設置されたビーコン。ほぼ全国民が所持する携けい帯たい端たん末まつと連れん携けいし、ポイントを通過した時点で位置情報をサーバに伝達する。

　つまるところ、スマホ・ガラケーを問わず通信機能を有する携けい帯たい端たん末まつを所持している人間は、公共交通機関を利用する限り、常にその移動を国家に監かん視し、把は握あくされているのだ。

「どこに行こうが監かん視し下だ。広すぎて存在すら忘れさせるような、見えない檻おり」

「息いき抜ぬきくらいしたくなる、ってか？　酒飲んで暴れるくらいならいいけどよ」

「俺達は仕事をするだけだ。……ん」

　新たな振しん動どう。チェックポイントの通過通知ではない、通話の着信。

　迷めい惑わくにならないよう隅すみに移動。無線イヤホンを装着、骨伝導式マイクでごく低音の会話。

　ほぼ外から聞き取れない秘ひ匿とく通話が繫つながったのは──幻想清掃Fantastic Sweeperオフィス、秘書室。

「──お疲つかれ様さまです、ネルさん。情報は？」

『公開情報の精査終わり。柿カキ葉バ蛍ケイ、生活援えん助じよ、社会支し援えん度Ｂ認にん定てい』

　挨あい拶さつもそこそこに、子供っぽいキャンディ・ボイスが鼓こ膜まくをくすぐる。

　楢ナラ崎サキの秘書を名乗る幼女、鬼ホオ灯ズキネル。氷のような寒色の髪かみ、子供にしか見えない体格、キャリアウーマンの仮装に近いが、きちっとした仕立てで身体からだに合ったビジネススーツ。

《本社》から出向してきた人物だと聞いているが、詳しよう細さいは零レイ士ジたちにも明かされていない。彼女が外見に似合わぬ優すぐれた技術者であり、情報支し援えんにおいて頼たよれる存在という事実だけがある。

『家賃をはじめとする最低限の生活には十分な補助が下りてる。つまり──』

「家賃タダか～……くっ！　いーな、いーなー！　すげえ助かるじゃん！」

　切実な月ゲツの呻うめき。毎月毎月、安月給からガッツリ家賃を引かれる貧びん乏ぼう人にんのぼやき。

『そのかわり週一度の生活指導、民生委員とのオンライン審しん査さ面談。クレジット全決済記録は毎月精査され、会計士への提出が義務化されるけど』

「……やっぱいいわ」

　想像するだけに面めん倒どうすぎて、べえっとマスクの中で月ゲツは舌を出すふりをする。

「つまり、妙みようなバイトをしなくても生活には困らねえってことか」

『少なくともお昼は経費扱あつかい。補助が下りるから実質無料』

「キツネうどんくらい余よ裕ゆうで食えるわな。んじゃ、何で昼抜ぬいてたんだろな、あの子？」

『彼女の決済記録を入手した。──使し途と不明のクレジット出金、厳重注意されてる』

「待った。……ネルさん。それ、違い法ほうでは？」

　聞き捨てならず零レイ士ジが突つっ込む。だがイヤホンから届く声はしれっとして。

『担当民生委員のセキュリティ意識の低さが問題。コピーした決済履り歴れきを職場支給のＰＣに入れたまま、パスワードも初期設定。舐なめてる』

「そういう問題なんですかね……？」

　たとえ野ざらしにされていようが、勝手に持っていったら犯罪な気がする。

　本社出向──ＢＴ本社の紐ひもづきでありながら、鬼ホオ灯ズキネルはそういう人物だ。

　違い法ほう、またはグレーに近いギリギリの脱だつ法ぽう行こう為いも、成果を出すためなら平気で行う。上司の楢ナラ崎サキが放置していることもあり、ほぼ野放しといっていい状態だった。

「まあ、しょうがねえじゃん、やっちまったもんは。いつものことだし……」

『そそ。続けるよぃ？』

「お願いします。……慣れていいのか、これは？」

　零レイ士ジのため息をよそに、イヤホンの奥から幼い声が、危険な内容を響ひびかせる。

『使し途と不明金は総額およそ、さんびゃくまん。けっこーな大金』

「行ゆく方えは？　決済履り歴れきがあんなら辿たどれんじゃねーの？」

『複数のＡＴＭから少額ずつ現金化。ネット上での履り歴れきなし。だから、もんだい』

「どこの誰だれに払はらったかも不明な金の流れ、か。今時通る話じゃないですね」

『そゆこと』

　その時、不意に零レイ士ジは思い出し、雑ざつ踏とうの奥に垣かい間ま見みえる蛍ケイの様子を窺うかがった。

　列車の扉とびらにもたれ、古びた文庫本を広げている。タイトルは大昔の文学作品のようだった。かなりの古本だろう、破れたカバーをテープで留めているが、それすら劣れつ化かし剝はがれている。

　楚そ々そとした文学少女──そのようにすら映る、芸術じみた構図に、闇やみは感じない。

「覚えてるか、月ゲツ。キツネうどんの代金を、彼女は現金で支し払はらった」

「そういやそうだったな。最初はスマホ決済しようとしてたけど」

「俺達は普ふ通つうに持ってるから忘れがちだが、今時小こ銭ぜに入れを持ってる女子高生がいるか？」

『ほぼいない。ご年配のお年寄り、または災害時用の備えくらい？』

　キャッシュレス化が推進され、電子決済が普ふ及きゆうした今、現金を持ち歩く者は激減した。

　アカネ原高の学食のように昔せき年ねんの名残なごりとして現金が使用できる窓口はあるものの、利用者は極きよく端たんに減っている。ただし、超ちよう管理社会のごく一部では、今こそが主流となりつつあった。

「決済履り歴れきを辿たどれない金の使い方。現金化した大金を使う場所といえば──仮面舞踏街マスカレードだ」

「他にねえわな。あそこじゃスマホが使えねえし」

　故ゆえに、夏ナツ木キ原バラをはじめとする仮面舞踏街マスカレードでは、電子決済は使用不可能に近い。

　そもそも支し払はらいの時点で本人認にん証しようが行われるため、せっかくの匿とく名めい性が死んでしまう。故ゆえに金の流れを辿たどれない旧態依い然ぜんとした現金決済は、特異点じみた無法の街の主流となった。

『ついでに交通局の位置情報追つい跡せきログと、彼女の住んでるマンションの入退出記録』

「……めちゃくちゃプライベートな情報ですね、それ」

『いまさらいい子ぶっても無む駄だ無む駄だ無む駄だ。柿カキ葉バ蛍ケイ、ここ１か月間帰宅がめちゃ遅おそ。日付がほぼ変わってからの帰宅がざらだし、夏ナツ木キ原バラ駅での乗降記録がばっちり残ってる』

「優等生のイケない夜遊び……。普ふ通つうに考えりゃ仮面舞踏街ウチだよな」

　吊つり革かわに体重を預け、ぎしりと軋きしませながら言う月ゲツに。

『その発言、おやじくさい』

「……エロ作品の雑なタイトルみたいだな。加か齢れい臭しゆうがする」

「っせ！　っせーよ！　何でオレをいじる時だけ息合ってんの!?」

「隙すきがある方が悪い。……と、到とう着ちやくだ」

　微かすかな重圧、ブレーキによってかかる慣性。特に挨あい拶さつもなく通話が切れる音。

　二人は揃そろった動きでイヤホンを外し、ポケットに放り込む。ホームに降りる人波、柿カキ葉バ蛍ケイの姿を決して見失うことなく眼めで追いながら、流れに任せて続いてゆくと。

　乗のり換かえの客以外は、ホームを降りて改札を抜ぬけるや、いそいそとカプセル状のロッカールームへ入っていく。中でスマホを切り、怪物モンスターサプリをキメて、街へ出るために。

　柿カキ葉バ蛍ケイ──彼女もそのひとつを目指す。小さな手荷物の中身は着き替がえだろう。

　ある意味究極の個人スペース、使用中の部屋にヘタに近寄れば凄すさまじく目立ち、覗のぞこうものなら袋ふくろ叩だたきにされかねない。周囲にはすでにキメた人獣ニンジユウ も多く、相応に感覚も鋭するどいのだ。

「どーする？　……キメちまったら体たい臭しゆうも変わるし、キツいぜ」

「中は監かん視しカメラもない。あったところで非合法調査中の身だ、閲えつ覧らんの許可なんて下りない」

　ならば、中の様子を確かく認にんするには……《覗のぞく》しかない。

　零レイ士ジはロッカーの列から少し離はなれた物もの陰かげ、壁かべ側がわを向いて座り込む。

　ちょうど気分を悪くした学生が嘔おう吐とでもしているかのような、そんな風を装よそおって。

「《人間サプリ》もほぼ切れた。ちょっと視みてくる」

「……便利っつーか、何つーか。お前が変態じゃなくてマジ良かったけどさ」

　しゅううう………───と微かすかに、スプレー音。

　道みち端ばたにしゃがみこみ、伏ふせた顔。零レイ士ジのそれが半分解け、白く淡あわい線状の煙けむりとなっていく。

　ロッカー内、飛ひ沫まつやウィルスの充じゆう満まんを防ぐため常に換かん気き。吸排はい気きを繰くり返かえすそれに接近し、柿カキ葉バ蛍ケイが今まさに着き替がえ、サプリをキメている最中を覗のぞき見ようとする。

　霧きりに浮うかぶ《眼め》。

　超ちよう精密な点で描びよう画がされたようなそれが吸気口に吸い込まれてゆく。

　遠えん隔かく操作される無人ドローンに近い視界。霧きり状にほぐれた肉体、微び量りようの分子が繫つながる限り、零レイ士ジの視界は保たれている。トンネルのような吸気口から対ウィルス用のフィルタすら抜ぬけ、ロッカー内の情景──微かすかな肌はだの色、服をはだけた蛍ケイの姿が視みえかけた、その時。

「さすがに、女子の着き替がえを覗のぞくのはマズくね？　コンプラ的に考えて犯罪じゃん」

「……ッ!!」

　ぴたりと霧きりの《眼め》が止まり、しゅるしゅると萎なえるように散る。

　視界を閉じ、排はい気き口から再び吸われて脱だつ出しゆつ。

　溶とけた半面が戻もどるや、零レイ士ジは力ちから尽つきたように膝ひざを突つき、顔を覆おおって呻うめいた。

「確かに。……最低だ……！」

「いや、オレが悪かったって！　ゴメン!!　仕事なんだからしゃあねえって！」

「性犯罪はダメだ。《ヒト》として最低限のルールは守りたい。俺には……できん!!」

「めっちゃシリアスに言うのな!?　いやそうだろうけどさ、ゴメンって！」

「一いつ瞬しゆんだが視みてしまった……俺は、俺は……何てことを……！」

　本ガ気チで苦しむ零レイ士ジ。相棒の背をさする月ゲツ。

「あーもー、落ち着けって！　……やべ。出ちまった」

「何？」

　驚おどろくほど速い。レンタルスペースがいつのまにか空室に。新たな利用客が入っていく。

　覗のぞきを断念し、目を戻もどして自責に苦しむ数分の空白。監かん視しが消えたタイミングを見計らうかのように、その隙すきをついて柿カキ葉バ蛍ケイは仮面舞踏街マスカレードの雑ざつ踏とうに消えてしまった。

「すまない。……臭しゆう跡せきを追えるか、月ゲツ」

「だいぶ変わってんなあ。……自信ねえけど、だいたいの方向くれーならギリ何とか」

　すんすんすん、とマスクをずらして鼻を鳴らし。

「適当な場所で《戻もどれ》ば鼻も良くなる。それまでわりーけど、ボカしを頼たのむぜ」

「了りよう解かい」

　しゅっと音をたてて、零レイ士ジの白はく髪はつが風に溶とける。

　淡あわい白はく煙えんが二人の身体からだを覆おおうように包み、視界に微び妙みような《ボカし》を入れる。

　人獣ニンジユウ が集つどう仮面舞踏街マスカレード、ヒトの形をしていればそれだけで目の敵。異形に変わるまでの間、周囲の目をごまかすための煙えん幕まくは、駆かけ出だした二人を適当な裏路地まで隠かくしていった。




　　　＊




「……ＪＫ、バニークラブ？」

「現げん役えき女子高生多数在ざい籍せき！　60分２０００円飲み放題……」

　むくむくとした毛深い人狼ワーウルフ。黄色いメッシュの入った毛を困こん惑わくに曲げた月ゲツと、霧きりのマフラーで顔半分を隠かくした零レイ士ジが、駅から徒歩15分ほど離はなれたある店で、看板を読み上げる。

　ピンク色のネオンサイン。今時レトロなセンスだが、そのいかがわしさが逆に目を惹ひく作り。雑居ビルの１フロアを借り切っているらしく、このあたり──仮面舞踏街マスカレード、駅近の風ふう俗ぞく街では、そこそこに大きな商売をしている、儲もうかっていそうな店構えだった。

　時間が早すぎるせいだろう。周囲に客の姿はなく、静かだ。これから真夜中が近づくにつれ、酒や暴力に酔よった人獣ニンジユウ たちが訪おとずれ、その欲望を満たしてゆくだろう。

　見失った柿カキ葉バ蛍ケイ。

　だが裏路地で人狼ワーウルフの本ほん性しようを現し、その鋭するどい嗅きゆう覚かくを頼たよりに追つい跡せきした結果が──ここだった。

「これ、オトナのお店じゃね？　やっぱすんの、してんの、エッチなこと!?」

「俺に言われても知るか。酒を出す店なのは間ま違ちがいなさそうだが」

「対応に困んなあ、これ。ＪＫの闇やみ暴いてどうすんのよ、俺らの仕事じゃねえって……」

　思わずぼやく。想定していた方向性──オヤジ相手のソフトな売春行こう為いよりはマシなのか。それともより悪化したと思うべきなのか、判断の基準すら不明。

「零レイ士ジ、こーゆーの、わかる？」

「わかるわけないだろう。未成年だ」

「オレもだわ。おっぱいくらい、イケんの……？」

「……無いんじゃないか？　たぶん一いつ緒しよに飲むだけだろう」

「何それ、わかんねー。酒飲むだけで楽しいもんなのか？」

「子供かお前は、何でも訊きくな。……俺だってよくわからん」

　首を傾かしげる少年たち。街の汚きたない面ならばさんざん視みてきた。今いま更さら濡ぬれ場ばを目もく撃げきしたところで頰ほおを赤らめるような初う心ぶさもない。だが、この手の店のサービスに通じているはずもなく。

「とにかく、入ってみるか。それ次し第だいで判断しよう」

「気乗りしねえなあ……」

　防音材がたっぷり入った重たいドアを開くと、ピンク色の光が眩まぶしい。

　いかがわしい照明──南国風の楽園をイメージしたか、観葉植物のヤシの樹きが飾かざられた内装。ブルーのカウンターは海をモチーフにしたものか。

　ビンテージのピンボール・マシンにダーツボード、スロットマシンにジュークボックスは、古いにしえのアメリカ風の自由なエッセンスを加え、全体の雰ふん囲い気きを明るく演出していた。

「いらっしゃいませ！　──『Pink Press』へようこそ♪」

　零レイ士ジたちには想像もつかない、とある南の島の超ちよう有名ホテルをもじった名前。

　カラフルな酒さか瓶びんが所狭せましと並ぶ棚たなを囲むカウンター内に、ウサギ娘むすめたちが４人。

　服装は制服──ただしどこの学校のものでもないジョークグッズ。ブレザーからセーラー、各種取とり揃そろえつつもスカートは短め、胸むな元もとは若じやつ干かん開き気味。

「はえー、っげえ……」

　口をポカンと開き、初めての世界に啞あ然ぜんとする月ゲツ。

（何だ、これは）

　ウサギが６、ヒトが４。背せ丈たけも年とし恰かつ好こうもほぼ揃そろったウサギＪＫに、零レイ士ジは密ひそかに戦せん慄りつした。

（ここまでヒトに近い人獣ニンジユウ 、見たことがない）

　普ふ通つうの人獣ニンジユウ は獣けものが７、ヒトが３。

　動物の要素がヒトのそれより少し勝まさるだけで、骨格はヒトのもの。ほぼ二足歩行の動物に近い。故ゆえに個人を特定することなどほぼできず、匿とく名めい性がかなり高い変化となっている。

　しかし、ここに並ぶ４人のＪＫバニーは──その常識を、超こえていた。

　頭頂部に移動した長い耳。下した顎あごから頰ほおにかけての輪りん郭かくはヒトのそれとほぼ同じ。

　全身を覆おおう体毛も首筋から胸むな元もとにかけてかなり薄うすく、地の皮ひ膚ふがうっすらと透すけていた。

　手足の形もはっきりとヒト、霊れい長ちよう類のそれそのままで、毛皮や肉球だけが現れている。

　普ふ通つうの怪物モンスターサプリでは、この状態には絶対にならない。──なれない。

「お好きなお席へどうぞ。私、アメリカンセーブルです♪」

「ゆったりお楽しみがご希望なら、私がお相手しますよ。フレンチアンゴラです♪」

「ゲームのお相手なら私に任せて。ベルジアンヘアです♪」

「ご指名お待ちしています。──ベファレンです♪」

「うっわ……やべ、鼻血出そう」

　圧あつ倒とうされる月ゲツ。カウンター内で手招きする４人のＪＫバニー、漂ただよう色香にノックアウト。

　それぞれが源氏名に対応したウサギの品種に変じているのだろう。

　少し小こ柄がらで元気そうなアメリカンセーブル。

　ふかふかの長い体毛にセクシーな胸むな元もとが特とく徴ちようのフレンチアンゴラ、しなやかでスレンダーなベルジアンヘアに、純白の体毛がクールで美しいベファレン。

　いずれも頰ほおから眼め元もとにかけては薄うすい体毛で覆おおわれ、マスクのように隠かくれている。そのため、顔立ちで個人を判別するのはかなり難易度が高いようだ。

「──わかるか？」

「アルコール。化け粧しよう。香こう水すい」

「ダメか」

　短い３つの言葉だけで不可能だと理解。店内に漂ただよう酒、共通してる化け粧しようと毛皮に吹ふきかけた香こう水すい。嗅きゆう覚かくの鋭するどい種に変じた人獣ニンジユウ ほど惑まどわされ、個人の識別はできそうにない。

「えっと、お客様。ご指名は誰だれになさいますか？」

「いや、すまない。……酒は飲めないんだ」

　リーダー格らしいアメリカンセーブルが不ふ審しんげに尋たずね、零レイ士ジは軽く手を振ふった。

「ソフトドリンクを。ノンアルコール、あとはお任せで」

「わかりました！　ではこちらへどうぞ。ご指名がないなら、私がお相手しますね？」

「……お願いします」

　ペースを乱され、少し小さくなりながらも、月ゲツと並んでカウンター席に着く。

「おい、零レイ士ジ。腰こし引けてんぞ、いいのかよ？」

「お前こそ何とかしろ。俺はこういうのが苦手なんだ」

「俺だってわっかんねーよ！　……おい大だい丈じよう夫ぶか、あんま金ないぞ？」

「堂々としてろ。……俺までビビリだと思われるだろ」

「あ、ずっり！　お前自分だけいいカッコする気だろ!?」

「あはは♪　とても仲がおよろしいんですね。お友達同士かな？」

　にこやかに微ほほ笑えみながらも、アメリカンセーブルはパキッと指を鳴らした。

「ベファレンちゃん、『アレ』お願い！」

「はい」

　ＪＫホワイトバニー、ベファレンがそれを合図に動き出した。

　ピカピカに磨みがき抜ぬかれたミキシング・グラスに、次々とジュースを投入。

　スピーディー、かつ正確に注がれてゆき、クラッシュアイスとクリームを加えて攪拌ステア。

「《ピンク・レモネード》。──どうぞ♪」

　クールな言葉、最後にシロップのような甘さを沿えてグラスを勧すすめる、プロの技わざ。

　透とう明めいなピンク。キンキンに冷えたクラッシュアイスが浮うかぶ南国風のノンアルカクテルは、微かすかな緊きん張ちよう感を漂ただよわせるふたりの目にも美う味まそうに映り、つい手が伸のびていく。

「ん……うまっ!?　美う味まいな、これ。甘あま酸ずっぱくて、めっちゃ爽さわやかで！」

「わからん。……特売の缶かんジュースとは、だいぶ違ちがうようだ」

　べたべたとした甘さがない。すっきりとした飲み口、ハデな色合いなのにさっぱりと。

　まさしく南国気分を味わえるようなウェルカム・ドリンク。

「ふふ、でしょでしょ♪　ベファレンちゃんのドリンク、超ちよう美お味いしいんですよ♪」

　人ひと懐なつっこい笑え顔がおで迫せまってくるアメリカンセーブル。

「いや、マジ美う味まいわ。これ、有名なカクテルってヤツなんですか？」

「南の島の有名ホテルの名物なんですよ。お客さんたち、慣れてないみたいですけど……それにそちらの方、サプリも使ってないんですね。大だい丈じよう夫ぶ？」

　心配そうに零レイ士ジを見ながら、褐かつ色しよくのウサギ娘むすめは小首を傾かしげ。

「見たところ、学生さんですよね。ダメですよ、素す顔がおで出入りしちゃ。怒おこられますよ？」

「どうする。正論でしかない」

「負けんなっての、零レイ士ジ。お前こういうのホント弱いな！」

「………」

　困り顔、グラスを傾かたむける。ごまかすように煙けむりがふわりと巻きつくように顔を覆おおって。

「逃にげんなっての。悪いね、お姉さん。こいつ美人に弱くってさ」

「あはは、かーわいー♪　でも、狼おおかみさんは平気なのかな？」

「ドキドキはするよ？　お姉さんたち美人ばっかだし」

　けど、と月ゲツが言葉を区切ると、それを受けたかのように──

「……違い和わ感が強いな。ここは、ひどくおかしな店だ」

　零レイ士ジが、感じた違い和わ感を口にした。

「え～？　そんなことないですよ、ウチはいたって健全です♪」

「そういう意味じゃない。この街で市し販はんされている怪物モンスターサプリの仕様上、あんたたちみたいな割合に変身するのは不可能だ。だいたい、どうやって全員《ウサギ》にしたんだ？」

　市し販はんされている怪物モンスターサプリはごくごく大おお雑ざつ把ぱにしか変身先を特定できない。

《肉食carnivore》《草食herbivore》《爬虫類・両生類reptiles and amphibians》の一いつ般ぱん販はん売ばい３種。どれもランダムだ。摂せつ取しゆする人間の性質や体格によってある程度乱数が偏かたよることはあっても、完全に指定は不可能とされる。

「それは──」

「……代わるわ。セーブルちゃん」

　めしっ。

　床ゆか板いたが軋きしんだかと錯さつ覚かくするような巨きよ体たいが、店の奥から現れた。

「追加の女の子、じゃねーよな。つーか……でけえ!?」

「《フレミッシュジャイアント》──フレちゃん、でいいわよ」

　ドスが利きいた野太い声だ。女性的な言こと葉ば遣づかいだが、明らかに男声。みっちりと肉が詰つまった１９４０年代アメリカ風ズート・スーツ、洒しや落れたマフィアじみたスタイルの巨きよ漢かん。

　頭にウサ耳。本来なら愛あい嬌きようを漂ただよわせる特大ウサギの顔は、女の子たちと違ちがう比率──ウサギが７でヒトが３。街中でよく見かける、ケモノらしい人獣ニンジユウ だが。

　左耳が欠け、壮そう絶ぜつな古傷で左ひだり眼めすら喪うしなった、片耳隻せき眼がんの大ウサギ。荒あら事ごと慣れした歴戦の風ふう貌ぼうは、いかにも酒場に侍はべる用心棒バウンサーじみていた。

「この店のオーナーやってるわ。お客さん、飲みたいなら素す直なおに楽しんでくれる？」

「そういうわけにもいかない。ただ飲みに来たわけじゃないからな」

　調子を戻もどしたらしい零レイ士ジが、グラスの中身をクッと飲のみ乾ほす。

　空の盃はいをカウンターに丁てい寧ねいに戻もどし、濃のう霧むのマフラーをまとった少年は巨きよ漢かんに向き合った。

「この街で暴れたヤツがいた。──《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》、幻想フアンタビサプリをキメて、何人も殺してる」

「……噂うわさには聞いてるわ。まさか幻想フアンタビサプリなんてものが実在するなんてね」

　言いながらも、巨きよ漢かんのウサギと零レイ士ジはじっと睨にらみ合あい、油断なく距きよ離りを測る。

　危険を察したのか、カウンターの女の子たちが奥へ隠かくれた。その様子をちらりと窺うかがってから、零レイ士ジはポケットからガラケーを取り出すと、一枚の画像を表示する。

「サプリが抜ぬけた《人馬ケンタウロス》は、ある病院に送られた。だがそこで家族ともどもテロで爆ばく殺さつされ、幻想フアンタビサプリの出所ごと消えちまった。そしてこの、明らかに異常なサプリを使った店だ」

「関係がある、って言いたいのかしら？」

「そう考えるのが自然だろう。俺たちはこの街の運営側から調査を委い託たくされている」

「運営側？　この街に、そんなのがいたのね。警察にしては若すぎるけど」

「民間なんでな。年ねん齢れい制限はないんだ。逮たい捕ほや捜そう査さの権限もないし、喋しやべらなけりゃ営業停止、みたいな強権だって持っちゃいない。が──」

　ナイフのような視線が、世界最大級のウサギ、その品種名を名乗る巨きよ漢かんを貫つらぬいた。

「ここは無法の街だ。話したくなるまで、力ずくであんたから聞くこともできる。──とはいえ、できれば穏おん便びんに済ませたいんだが。あんたらに迷めい惑わくはかけないよ」

「いきなり乗り込まれた時点で迷めい惑わくだわ」

　ぼきぼきと指の関節を鳴らし、フレミッシュジャイアントは尖とがった前歯を剝むく。

　草食獣じゆうとは思えない狂きよう暴ぼうなそれは、どうやら笑え顔がおらしかった。

「ドリンクはオゴッちゃうから、帰んなさい。口でダメなら、腕うでずくになるわよ？」

「そうか」

　淡たん々たんと言い、しゅるるるるる……とスプレーを吹ふくような甘い音。

　零レイ士ジの髪かみが、身体からだが、輪りん郭かくからぼやけて崩くずれ、霧きりとなって微かすかに散る。

　それが死をもたらす幻げん想そうの技わざだと、巨きよ漢かんのウサギはおろか店の誰だれも知らなくて──。

「待てって、零レイ士ジ。お前じゃ殺しちまうだろ、この人」

「……手加減はするが？」

「どのみち危ないってんだよ。──ウサギの相手なら、狼おおかみさんに任せときな」

　倣ならうようにドリンクを一気。飲のみ乾ほしたグラスをカウンターに戻もどして。

　黄色のメッシュが入った人狼ワーウルフ、頼ライ山サン月ゲツは巨きよ漢かんの前に立ちはだかった。

「遊ぼうぜ、おっさん。俺をぶっ飛ばせたら、相棒は責任もって連れて帰るよ」

「あら？　骨っぽいこと言うじゃない。好みだわ、そういうタイプ」

「俺もあんたみたいなのは嫌きらいじゃねえよ。殴なぐり合あいでナシがつくなら楽だし……」

　無言、ウサギが動いた。

　常人の２倍、３倍も膨ふくらんだ極ごく太ぶとの腿もも。それに合わせて仕立てたらしい特注のボトムが跳はね、人狼ワーウルフの横腹めがけ、情け容よう赦しやない回まわし蹴げりを見み舞まった。

「……なっ、と!!」

「あらッ!?」

　めちっ、と鈍にぶい音。トラック用のタイヤを蹴けったような密度の高い感かん触しよく。

　巨きよ漢かんのウサギに動どう揺ようが走る。人狼ワーウルフは中段回まわし蹴げりを腕うでで捌さばき、かつ摑つかんでいた。

「素しろ人うとじゃないわね。何かやってるでしょう、あんた!?」

「幻想種フアンタビったっていろいろさ。相棒と違ちがって俺の能力は地味～なもんでよ」

　ぎりぎりぎりぎりぎりぎり、みちッ。

「っ、～～～～～～～!!」

　摑つかまれた足首が激げき烈れつに痛む。辛かろうじて悲鳴を嚙かみ殺ころし、巨きよ漢かんウサギは片足で跳はねた。

　だが、逃のがれられない。人狼ワーウルフの異様な握あく力りよくで摑つかまれた骨が、筋肉が軋きしみ続ける。

「鼻がめっちゃ利きく。知ってるかい、ウサギさん。生き物ってのは動くたんびに臭においが微び妙みように変わるのさ。特に誰だれかをぶん殴なぐろうとする時なんて、ぷんぷん臭におう」

「あら、やだ……!!　お風ふ呂ろは必ず、入っていてよ!?」

「フェロモンってやつさ。ほんのちょっと、普ふ通つう感じられねえ臭においを俺は嗅かぎ取とる」

　人狼ワーウルフに奇き襲しゆうはありえない。

　まともな生き物ならば、攻こう撃げきしようと考えた瞬しゆん間かんに嗅かぎとり身体からだが動く。さらにくんと鼻を鳴らしてひと嗅かぎすれば、巨きよ漢かんウサギの瘦やせ我が慢まんすら看破してしまう。

「あんたの痛みはちょい酸すっぱいな。ライムっぽい香りだよ」

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおおおおあっ!!」

　凄すさまじい気合い。激痛を堪こらえ、摑つかまれた腕うでを力任せに引っ張る。

　見事な体幹。片足立ちの不安定な状態でそれをやるのは、単なる人獣ニンジユウ の強化身体能力ならず、何らかの格かく闘とう技ぎをそれなり以上に学んだ成果だろう、しかし。

「っと！」

　呆あつ気けなく手を離はなす。足が自由になり、じんじんと痺しびれる右をかばいながらウサギが立ち。

「……っっっ！」

　骨にひびくらいは入っているのだろう。軸じく足あしから体重が移った瞬しゆん間かん、足首に激痛が走った。

　フレミッシュジャイアント。身長２ｍ超ごえの巨きよ漢かんを支える足は頑がん丈じようだが、重要であるが故ゆえに弱点ともなる。ほんの一いつ瞬しゆん、反射的にギュッと瞼まぶたを閉じるが、覚かく悟ごを持ってそれを開いて。

「まだまだぁっ!!　かかってこいや、おんど……ヒッ!?」

「悪いな。──遅おそすぎんよ、おっさん」

　巨きよ漢かんで空間が埋うまった店内。狭せまい空間、並んだ椅い子すひとつ倒たおすことなく。

　反射的に眼めを閉じた、一秒にも満たない一いつ瞬しゆんで。黄色いメッシュが眼前に迫せまり、野太い爪つめが喉のど笛ぶえを握にぎる。ぬるりと滑すべり込んだ月ゲツの手、鉤かぎ爪つめの伸のびた指先が肉と毛皮に食い込んだ。

　めきめきめきめきめきめきめきめきめきめきめきめきみしり。

「～～～～～─────……か……が……おげ……!!」

　もがく、あがく、暴れる。

　ダンスのパートナー、女性をエスコートする紳しん士しのように懐ふところへ滑すべり込んだ人狼ワーウルフ、体重にして倍はありそうな巨きよ漢かんウサギに対し、一いつ切さい力負けすることなく圧あつ倒とうしていた。

　器官が圧あつ迫ぱくされ、舌が飛び出る。

（違ちがう!!　違ちがいすぎ!!　無理!!　無理よ、こんなの!!　なんて圧あつ倒とう的な……暴力!!）

　巨きよ漢かんウサギ。舌骨が折れそうな圧あつ迫ぱく感、脳がブラックアウトする寸前に閃ひらめくような賞賛。

　すべてが違ちがう。違ちがいすぎる。素しろ人うとではない、武術家として彼は相当なものだ。体力だって、同年代の素しろ人うとはおろかプロ級の筋肉を維い持じしている。さらに怪物モンスターサプリの絶対強化だ。

　草食獣じゆうは肉食獣じゆうより弱い──？

　そんなことはない。

　野生の場で、多くの肉食獣じゆうは群れをなし、弱ったりはぐれた草食獣じゆうを狙ねらって狩かるではないか。多くの場合草を食はむ獣けものは肉を喰くらうそれより餌えさに困らず、より大きく重く強いのだから。

　怪物モンスターサプリをキメた人間にもその原則は当てはまる。
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　狂きよう暴ぼうなのは肉食獣じゆう、だが真に喧けん嘩かが強いのは草食獣じゆう、それも大型だ。彼がキメている大おお兎うさぎ、フレミッシュジャイアントは戦せん闘とう向きの動物ではないが、武術と場慣れで補うはずだった。

　だが、違ちがう。違ちがうのだ。そんな小こ賢ざかしい計算など──

「──いいだろ、おっさん。もう」

「ごう、ざん……ごうざん、よぉ!!　だず……げ……!!」

　すべて力で、捻ねじ伏ふせる。

　凄すさまじいという他ない膂りよ力りよく。圧あつ倒とう的極きわまる瞬しゆん発ぱつ力。敵を読み嗅かぐ鋭えい敏びんな鼻。

　強い、速い、鋭するどい。３種を兼かね備そなえた戦せん闘とう生物──幻想種フアンタビに、敵かなうはずがない。

「げぇほ！　げほ、えほっ……!!　し、死ぬかと思ったわぁ……!!」

「そのつもりでやんねーと。ぬるいことしたら余計怪け我がさせちまうだろ？」

　骨を軋きしませていた手が外れ、空気を貪むさぼるように吸うウサギを、人狼ワーウルフは助け起こした。

「悪い事してねえんなら、ビビらなくてもいいぜ。何もしねえよ、な？」

「しないな。さっきも言ったが、俺達は警官じゃない」

　椅い子すから立ちすらせず、カウンターに座ったまま鉄火場を眺ながめていた少年。

　零レイ士ジは、カウンターの奥に隠かくれた女性たち、そして腰こしを抜ぬかした巨きよ漢かんへ。

「知っていることを、隠かくさず話せ。──いるんだろ、柿カキ葉バ蛍ケイ」

「……こういうお店で本名を呼ぶの、空気読めてないと思うわ」

　演技ではない素すの言葉は、学校で聞いたものとまさに等しく。

　隠かくれていた物もの陰かげからぴょこんと覗のぞく純白の耳。

　ヒトであった頃ころにしなやかな強きよう靭じんさ、草食獣じゆうのスタイルをプラス。

　化け粧しようで印象を変えた目元を拭ぬぐい、特とく徴ちよう的な光を蘇よみがえらせて──




「ごめんなさい、オーナー。私の、客よ」

「ベファレン……いえ。蛍ケイちゃん……!!」




　純白のＪＫバニー。白しろ兎うさぎ娘むすめことベファレンは、その正体を明かした。











────　03　告白　────






「お話の間、貸し切りにしたげる。なる早で済ませてちょうだいね？」

「ありがとう、オーナー」

「いいのよ、蛍ケイちゃん。それじゃみんな。２時間くらい外で遊んでてちょうだい！」

「はーい。どーしよ、スロでも打ってく？」

「ごはん行こうよごはん。ちょっといいサラダバーのお店見つけたんだけど──」

　指示を受け、ＪＫバニーたちが店を出る。

　が、巨きよ漢かんウサギのオーナーは残り、どすんと大きな尻しりを椅い子すに乗せた。

「オーナー。……いいんですか？」

「男の子たちの中に蛍ケイちゃんだけ残しちゃ危険でしょ。ボディーガードよ」

「助かります」

「気にしないで。ああ、口を挟はさんだりはしないわよ？　少し離はなれて、聞いてるわ」

　大人らしい気き遣づかいを見せて、オーナーはカウンターに並んで座った零レイ士ジと月ゲツからやや離はなれた入り口側に座ると、高級そうなウィスキーの封ふうを開け、グラスに注いだ。

　濃こい酒精の香りが場に漂ただよう。カウンター内に立つ白しろ兎うさぎ娘むすめ──

　柿カキ葉バ蛍ケイは、その様子を見て空のグラスを、掌てのひらで支えるように持ちながら言った。

「何か飲む？　──おかわりとか」

「あれはマジ美う味まかった、ごちそうさん。けどま、話を先に済ませちまおうぜ？」

「そうだな。できればあんたもこの店も傷つけたくない。素す直なおに話してくれると助かる」

「……気を使ってくれるなら、そもそも凸とつして来ないで欲しかった」

　やや呆あきれ気味のジト目に、零レイ士ジはさらりと答える。

「ここは、かなりまともな店だと判断した。そういうところを潰つぶすと上が嫌いやがる」

「そゆこと。内装の趣しゆ味みもいい、ドリンクも美う味まい。んで──」

　ぴすぴす、鼻が鳴る。

　人狼ワーウルフたる月ゲツの超ちよう嗅きゆう覚かくは、店内の不ふ審しんな痕こん跡せきを残らず洗い出していて。

「ヤバいお薬とか、エロい臭においとか、そういうもんが一いつ切さいねえ。酒と食い物と女の子だけだ。つまり、エロいサービスも何もない、酒飲むだけの優良店。そういうこったろ？」

「お給料も高い。しかもオーナーは素す敵てき。──正直、めっちゃ助かる」

「褒ほめても何も出ないわよ？　……時給、ちょこっとだけ上げちゃおうかしら♪」

「やた」

　オーナーの茶々に、小さくぴすっとＶサイン。そんな愛らしい蛍ケイの笑え顔がおなど意に介かいさず。

「この街じゃ法律も何ない。キャバクラだろうがガールズバーだろうが無視して営業できる。そんな中、律りち儀ぎに看板掲かかげて、守る必要のない法律を守って商売している」

「かなり珍めずらしい店だよな。何か理由でもあんの？」

　冷えた言葉の零レイ士ジ、繫つなぐように言う月ゲツ。トスされた話題に、蛍ケイは答える。

「オーナーは、仮面舞踏街マスカレードになる前からここでバーをやってた人だから」

「古参ってわけか」

「ビルごとアタシの持ち物よ。ローンも終わって、家賃なし。好き勝手やれるわ」

　カロン、と氷が鳴った。

　オーナーが掲かかげたグラスの中、琥こ珀はく色のアルコールに丸い氷が解けていく。

「昔は商店街の会長なんかもやってたけど、こんな風になっちゃったでしょう？　昔の仲間はみんないなくなっちゃって、アタシだけ残ってお店を続けてるのよ」

「商売替がえすりゃ何倍も儲もうかるんじゃねえの？」

「お金より愛よ、おわかり？　エロスじゃないわ、アガペーなの」

「わかんねーよ」

　性愛エロスよりも無ア償ガのペ愛ー。古典ギリシア語の概がい念ねんなど、若者たちに通じるはずもなく。

「柿カキ葉バさん、あんた保護受けてんだろ？　生活援えん助じよＢ認にん定てい。生活費は支給されてるはずだ」

「……ええ」

「なのに、水商売みてえなバイトをやってるのはまずいだろ。そんなに金が必要なのか？」

　率そつ直ちよくな月ゲツの質問に、蛍ケイはわずかに目を伏ふせてから、吐はき出だすように答えた。

「私、子供の頃ころの記き憶おくが無いの。──児童養護施し設せつで育った」

「………」

　特殊永続人獣トクニンたちは静かに聞いた。

　促うながすような沈ちん黙もくに、蛍ケイは語り続ける。

「個人経営の施し設せつで、身寄りのない子供たちが大勢、家族みたいに暮らしてる。

　私は年長の方で、弟や妹たちの面めん倒どうをよく見てた」

「……幸せ、だったと思う。ちょっとうるさく感じることもあったけど。

　小さい子の世話は嫌きらいじゃないし、施し設せつの寮りよう母ぼさんは厳しくて、けど優やさしくて」

「本物の家族だった。私は……そう、思ってた」

　最後に滲にじむ感情、どこか重さと苦しさを隠かくすようなそれを、零レイ士ジは問う。

「違ちがったのか？」

「国が、そう認めなかった。私は成績が良かった。生活態度が良かった。あと美人だった」

「堂々と言うな……。自己肯こう定てい感が強めの女子しかいないのか、アカネ原高」

「さあ、知らない。そんな時、路上で転んだお爺じいさんを助けた。そうしたら、バズった」

　それはただの偶ぐう然ぜんだった、と蛍ケイは語った。

　たまたま転んだお年寄り。足を挫くじいて動けなくなる。短たん距きよ離りだからと自動運転を解除した車。気付かず脇わき見み運転で突つっ込む。とっさに飛び込み、お年寄りを抱かかえて脱だつ出しゆつ。

　言葉にすると、それだけだ。たまたま目もく撃げきした人が動画を撮さつ影えい、ＳＮＳにＵＰ。勇ゆう敢かんな行動、バズって本人が特定され、蛍ケイの信用スコアは爆ばく上がりし──

「私は、生活援えん助じよＢに認にん定ていされた。申しん請せいもしてないのに、施し設せつを出ろって言われたわ。学費がタダとか、生活費がもらえるとか言われても、望んだわけでもなかったのに」

「拒きよ否ひとか、できねーの？　施し設せつの生活、悪くなかったんだろ」

「できない。前例がないから無理だって」

　法とそれを執しつ行こうする機シス構テムは、動き出すのは極きわめて遅おそい。

　されどひとたび動けば障害をすべて圧おし潰つぶし、目的を達成するまで突つき進すすむ。

　バズり、その人格と有用性を示した柿カキ葉バ蛍ケイは、保護すべき存在と認にん定ていされ──拒きよ否ひ権はなく。

「施し設せつの財政も良くないから、私の分の学費や生活費が浮うくなら、その分家族も助かる。

　断る理由はないだろ、って言われた。……言い返せなかった」

「みんな、引き留めてくれた。施し設せつの寮りよう母ぼさんは、泣きながら見送ってくれた」

「私はお金をもらって、褒ほめられて、家族を捨てさせられた。

　──ムカついてもしょうがない、って思うんだけど」

　続けざまの言葉。胸むねの奥に溜たまったものを吐はき出だすように蛍ケイが告げると、月ゲツが首を傾かしげ。

「まあ、しょうがねえ、か……？」

「その話のままなら、金銭的な負担を考えるだけならかなり楽になったと思うが」

　零レイ士ジはざっと計算を進め、掌てのひらに数字を描かきながら言う。

「柿カキ葉バは生活援えん助じよを受け、施し設せつ側は予算が浮ういた。深夜バイトで稼かせぐ必要はないだろう」

「……もう少し、続きがあるから」

　重い話だった。蛍ケイは言い辛づらいことを口にするためだろう、グラスに注いだ水をひとくち。

　唇くちびるを湿しめらせ、酒でも飲んだかのようにくはっ、と息を吐はいてから──。

「私が施し設せつを出たあと、寂さびしがった施し設せつの子……弟のひとりが、学校でトラブルを起こした」

「え、何だそりゃ。イジメ？」

「その逆。イジメられてる子を助けようとして、手を出した」

　暴力に対する暴力。正当性があるようにも感じてしまう出来事。

　だが世間の審しん判ぱんは、そんな感情とは真逆に動いた。

「同年代の男の子と喧けん嘩かして、軽い怪け我がをさせた。──私とは逆のことが起きた」

「弟は炎えん上じようした。人をケガさせた最低のクソガキ。礼れい儀ぎ知らずのカス。

　抗こう議ぎが大量に届いて、施し設せつの責任が問われて、公的援えん助じよのランクが下がった」

「……最悪だな」

　胸が悪くなるような展開に、零レイ士ジは顔をしかめる。

「被ひ害がい額は？」

「ざっと私の学費の５倍。相手の怪け我がは２週間もせず治ったけど、弁護士を雇やとって民事で詰つめてきて、示談。……責任を感じて、弟は学校に行けなくなって」

　示談金に加え裁判費用の負担。民事での和解金。一度上がった公的援えん助じよが逆転。

　生活レベルの低下。支し払はらえるはずだった支し払はらいが滞とどこおり、さらに信用スコアが下がる悪あく循じゆん環かん。

「ひきこもりとか、不登校とか、昔は珍めずらしくなくて、罰ばつ則そくもなかったらしいけど。今の法だと認められなくて、施し設せつの評価がさらに下がった」

「……何つーか……きっついな、そりゃ」

　坂道を転がり落ちる石ころのように。

　ありとあらゆる物事が負ふ債さいとなるような展開に、月ゲツは苦しげだった。

「弟さん、今どうしてんの？」

「無理に学校に通おうとして、ストレスで胃い潰かい瘍よう。今は入院中──

　お見み舞まいに行っても『ごめんなさい』以外喋しやべらない」

「今の税法でランクが下がると、国からの補助や税優ゆう遇ぐうがひとケタ変わるの。昔、名ばかりでまともに子供やお年寄りを保護しなかった福ふく祉し施し設せつが多かった時代の……名残なごりよね」

　昔を知る年長者だからだろう。

　傷だらけのふっくらとした毛皮を搔かいて、オーナーが言う。

「アタシはね、そんな蛍ケイちゃんの事情を聴きいて、力になろうと思って雇やとったの。優ゆう秀しゆうな子だし、お店のためにもなるから。そういうことよ、おわかり？」

　一方的な施ほどこしや優ゆう越えつ感ではなく、ビジネスぶって。

　照てれ隠かくしのように酒を呷あおる巨きよ漢かんのウサギを、零レイ士ジはじっと見つめる。

「無茶な話だ。給料の支し払はらいは、この街じゃ電子決済は無理だし、足がつくから──現金か？　少額ならまだしも、施し設せつの助けになるほどの高額を外で決済すれば追つい跡せきされる」

　そうなれば当然、監かん査さにひっかかる。

　出所不明の現金の流入──犯罪等の関かん与よの可能性。さらなる評価の低下。

「そこは考えたわよ。蛍ケイちゃんのお給料、アタシが施し設せつに寄付してんの」

「個人的な寄付なら、お金は施し設せつの口座に入るから。──決済されても問題ないわ」

「あ。使し途と不明のクレジット出金っての、もしかしてそれか？」

　柿カキ葉バ蛍ケイが監かん査さに睨にらまれたという使し途と不明金。口座から抜ぬかれた多額の金は。

「そう。私のお金を一度現金化して、オーナーを介かいして寄付したの。施し設せつの子が進学したり、急な病気になったりして、支し払はらいが重なった時の穴あな埋うめに」

「……マネーロンダリング、って言うのかねえ？　こういうのも」

「俺が知るか。例外的な処理をしているらしいが……俺達が咎とがめる筋はないな」

　月ゲツに話を振ふられ、零レイ士ジは苦い顔のまま天を仰あおいだ。

「この件、他に知ってる人間は？」

「……あの子にも、した。私をつけてきて、この店のことを知られたから」

　蛍ケイが示し唆さする、その人物に──特殊永続人獣トクニンたちは、心当たりがあった。

「池イケ田ダ舞マイ。……《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》か」

「そう。亡なくなる前、１か月くらい。……私の前に、あの子は突とつ然ぜん現れた」

　その時の出来事を思い出す。客からは見えないカウンター内、天板の裏を指で探さぐる。

　現れる録音装置──古めかしいそれは、今や骨こつ董とう品ひんと化したアナログテープ。

「うっわ、古っ!?　博物館でしか見たことないぜ、そんなの！」

「この街だとスマホは使えないから。お店でお客さんとの会話を録音するのに使うやつ」

「客の話を録音？　脅おどしのネタにでも使うのか」

「やあね、そんなんじゃないわよ。あなた、接客ってものをナメてない？」

　零レイ士ジの想像を、オーナーが否定する。噓うそのニュアンスがない、実感のこもった言葉で。

「この街じゃ常連さんの顔が毎日違ちがうなんてザラよ、ザラ。今日アライグマなら明日ライオン、なんてことだってあるんだから。けどお客さんにとっては違ちがう──店の女の子が、昨日の話の内容も覚えてなかったら、がっかりしちゃうでしょ？　もう来てくれなくなるわよ」

「だから客との会話を録音して、記き憶おくするわけか」

「そういうこと。危ない話とか、プライベートの話題なんかはすぐ消すように指導してるわ。秘密は厳守、口が軽い酒場なんて最悪でしょ？　あくまで接客のためよ」

「……くっそ真面目な商売してんなあ。あえてテープ使ってんのは、なんで？」

「デジタルデータだと持ち出しが簡単すぎるからよ。店の女の子たちはいい子ばかりだけど、持ち出しやすい環かん境きようだと魔まが差すかもしれないもの。アナログテープなんて再生できるハードもまず手に入らないし、このお店でしか聞けない。簡単な保険ってとこね」

「は～。凄すごっ、考えてんなあ」

　思わず感心する月ゲツ。接客のための心配りが、思わぬ情報を保存していた。

　蛍ケイはレコーダーを操作、巻まき戻もどす。キュルキュルと鳴る磁気テープ、そして──

《……ムカつくの。命メイさんの足を奪うばった、くずどもが……！》

　音質の悪い声がした。《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》の声ではない、池イケ田ダ舞マイという女の子の肉声。

　そこには深い苛いら立だちと、隠かくしきれない憎ぞう悪おが混じっていて。

《ハメを外すためにこんな汚きたない街を作って、好き勝手してる大人が》

《──ブッ殺してやりたい》

《けど、あたしは弱いです。クズはみんなサプリをキメてるから。……武器が、欲ほしい》

《あたしでもクズを殺せるようになる力が……あるんでしょ、この街には？》

《……何のことか、わからない。何が欲ほしいの？》

　違ちがう声が挟はさまる。

　カウンターの中に立つ蛍ケイが辛つらそうにきゅっと手を握にぎりしめる。彼女の声だ。

《迷めい惑わくはかけないよ。この店、特別なサプリを使ってるよね？》

《店の評判をディープウェブで調べてみたら簡単だった。

　いつ行っても必ずウサギの女の子がいる店、ＪＫバニー専門ガールズバー》

《他のお店にはない、ヒトっぽい人獣ニンジユウ 。普ふ通つうのサプリじゃ、絶対無理》

《あるんでしょ、特別なサプリ。変身先を選んだり、動物っぽくなくするような──。

　なら逆に、動物っぽさを濃こくしたり、強い動物を選んで変身できるのも、あるよね？》

《……無い。そんなの、無いよ》

《噓うそつき。ちょうだい。売ってるなら買う。お金はいくらでも払はらう》

《虎とらとかライオンとか熊とか、メチャ強い獣けものになれるやつを。

　あたしから命メイさんを、先せん輩ぱいを奪うばっていったくそどもを捻ひねり潰つぶせるような力を》

《売ってくれないと──あたし、このことを全部》

《学校に、あなたを知ってる人たちに、みんな……バラしちゃいますよ？》

　脅きよう迫はくは最後に、嫌いやらしい響ひびきを帯びて。

　カチャリと音をたててテープを停とめ、蛍ケイはそれを再生機ごとカウンターに置いた。

「選せん択たくの余地はなかった。けど……絶対、嫌いやだった」

　対面のふたりではなく、テープレコーダーに視線を落とす。呪のろいの言葉が詰つまったそれに、恨うらみよりも悲しみと罪悪感、自分を責める苦しみをこめて。

「ちょっと変わったサプリは、ある。けど──」

「私が売ったそれで人を殺すなんて、嫌いやで嫌いやでたまらなかった。だから、断った」

「……そうか」

　噓うそや演技にしては、真に迫せまり過ぎていた。零レイ士ジはちらりと相棒を見る。

　人の感情を読み、噓うそを嗅かぎ取とる人狼ワーウルフは、痛ましい表情で頷うなずく。噓うそはない、そう示すように。

「断ったあと、報復はあったのか？　秘密をバラされるような出来事が」

「あった。……悪い噂うわさを流されたわ。もともと仮面舞踏街マスカレードへの出入りを学校の人に見られて、裏サイトに小さな書き込みが何度かあったらしくて」

　当初は『優等生もやることやってるんだ』的な、些さ細さいな暴ばく露ろ。

　だがそれに燃料をくべ、盛せい大だいに燃やしたのは──他でもなく。

「《プチってる》とか、そんな風に言われ出したのは、最近。私がサプリを売るのを断ったら、裏サイトやＳＮＳのダイレクトメッセージで、あちこちに晒さらしたみたい」

「だが、ギリギリ噂うわさ止まりだ。致ち命めい的な証しよう拠こまでは上がってない」

「うん。……たとえばらされても、売らない、売れないって言ったから」

　蛍ケイははっきりと、己おのが胸に手を当てて。

「彼女の先せん輩ぱい、賣メ豆ズ紀キ命メイさんの事故の話は聞いたわ。犯人はもう捕つかまってるし、賠ばい償しようもしてる。……それ以上の報復を求めるのはやりすぎだし、関係ない人を襲おそうなんて、ただの殺人」

　自己の良心に基もとづく説得。

　だがそれも、悪意に凝こり固かたまった池イケ田ダ舞マイ、《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》になる以前の彼女には通じず──。

「何度も言ったら、彼女もウザくなったみたい。私を脅おどすのを止めて、バイトを始めたの」

「バイト？　……まさか、この店でか？」

「雇やとわなかったら、学校で蛍ケイちゃんをいじめるって、そうアタシを脅おどしたのよ、あの子」

　聞いていたオーナーが、苦そうに酒を干し、杯さかずきを重ねた。

「アタシ個人のことならいくら脅おどされたってイモ引きゃしないわよ。けど、蛍ケイちゃんが学校でこれ以上立場を悪くしたら、最悪保護を取り消されかねない。施し設せつに戻もどるだけならよくっても、今の状態じゃ共とも倒だおれになりかねないわ。……要求を吞のむしかなかった」

「それじゃ、池イケ田ダ舞マイはこの店で働いていたのか？」

「ええ。働きぶりは悪かったわ。接客もドリンク作りも苦手だったのね、あの子」

　でも、とオーナーは頰ほおに手を当てながら、かつての情景を思い出す。

「歪ゆがんでいても、熱意は凄すごかったのよ。必死で笑え顔がおを作って、悪い男たちに媚こびまくってた。最近はこの街でもギャングとか元ヤクザ、半グレみたいな連中が徒党を組んでるのよ」

　そうした悪い筋の客を一手に引き受けて。

　池イケ田ダ舞マイは、この無法の街で少しずつ少しずつ、手を伸のばしていった。

「……努力の方向音おん痴ちっつーか、何つーか。もうちょっといい方向に頑がん張ばれねえかなあ？」

「無理だったんだろう。憧あこがれの先せん輩ぱいを壊こわしたもの、それへの復ふく讐しゆうだけが残ったものだった」

　救いようのない話にぼやく月ゲツ。零レイ士ジがそれを受けると、蛍ケイが自ら頭を下げた。

　カウンターに額が当たるほど深く、ほぼ直角に腰こしを曲げて──。

「彼女が亡なくなったと聞いた時は……。

　きっと、そのうちの誰だれかから、危ないものを手に入れてしまったんだって、わかった」

「止めるべきだった。止められなかった。……ごめんなさい……！」

　苦しみと自責が滲にじむ声。これまで誰だれにも話せなかった思いを打ち明けるように。

「謝る必要はない。これまでの話を聞く限り、あんたはどちらかといえば被ひ害がい者しやだ」

　そこまで言って、ふと零レイ士ジは気づいた。

「『調べてもいい』と言ったのは。もしかして、ばれてもいいと思ってたのか？」

　あの学食で、事件について調査していると明かした時。

　その場を立ち去った蛍ケイが呆あつ気けなく許可を出し、特に慌あわてる素そ振ぶりもなくこの店に来た理由。

　尾び行こうの可能性を考えないほど愚おろかではないはずだ。ならば、それは。

「……責任は取るべきだと思うから。彼女の死に、私にはそれがあると思う」

　受け入れていたからに、他ならなかった。

「私は彼女を止められなかった。言葉を尽つくしても、聞いてもらえなかった。公おおやけにして、周囲に助けを求めることができなかった」

　それをしたなら、自分自身が危なかったからだ。

　施し設せつのため、家族同然の子供たちの、寮りよう母ぼのため──言い訳はできるが、結局は保身。

　言葉を飾かざる卑ひ怯きようさに耐たえられず、柿カキ葉バ蛍ケイはすべてを受け入れていた。

「それをしたら、私自身が危ないから。施し設せつに寄付もできなくなるから。

　そんな風に理由をつけて、自分をごまかして……大だい丈じよう夫ぶだって、思いたかった」

「そんな危ない薬なんて簡単に手に入るはずがないって。

　だからきっと、私さえ我が慢まんしていれば大だい丈じよう夫ぶだって、思いたかった……！」

　下を向いたまま、青ざめた蛍ケイの頰ほおに、零こぼれる涙なみだ。

　苦しみに曇くもる美び貌ぼう。人獣ニンジユウ と化したとて地顔の良さは際きわ立だっている。

　それはまるで女め神がみの苦く悩のうを彫ほり上あげた、名めい匠しようの彫ちよう刻こくじみていた。

「……でも、これで終わりね。報告するのでしょう？　警察とかに」

「どうなんだろうなあ。……なあ零レイ士ジ、これってオレらの仕事か？」

「無いな。さっきも言ったが、危険なマネをしたのは池イケ田ダ舞マイで、あんたは脅きよう迫はくを受けた側だ」

　ふたりが受けた仕事は、池イケ田ダ舞マイ家族爆ばく殺さつ事件の犯人捜そう査さ、幻想フアンタビサプリの出所調査。

　その黒幕がいるならば当然逮たい捕ほするべきだが、彼女達はそうではない、なら。

「バイト中の同級生を捕つかまえろ、なんて指示は受けていない。俺たちの仕事じゃないな」

「あら。それじゃ、見み逃のがしてくれるってことかしら？」

　オーナーが口を挟はさみ、零レイ士ジは面めん倒どうくさそうに手を振ふった。

「余計な仕事をするほど、高い給料は貰もらってない」

「……ありがとう」

　やっと顔を上げ、蛍ケイは笑った。

「いいじゃん！　たまにはいいとこあんな、相棒！」

「たまに、だけ余計だ。彼女を捕つかまえたところで、どうせ俺達の評価には繫つながらない」

　些さ細さいなことはこの際どうでもいい、とさえ零レイ士ジは思っていた。

　そんなことより、追つい及きゆうしなければならない《問題》が控ひかえている。

「取引しよう。あんたたちの秘密は守る、その代わり──

　池イケ田ダ舞マイの幻想フアンタビサプリの入手先、接せつ触しよくしていた人間の心当たり、それと」

　これだけは確かめておかねばならない。

　この店で働く女子たちがキメているであろう《特別》なもの。

「変身先を特定し、ヒト比率まで変へん更こうできる……《限定サプリ》について、教えてもらおうか。そんな代しろ物ものが存在するなんて、ＢＴ本社にすらまったく情報がない」

　当然、正規に販はん売ばいされているはずがない。

「池イケ田ダ舞マイの幻想フアンタビサプリ、そしてこの店で使われている限定サプリ。出所がＢＴ本社の試作品かサンプルだとしたら、同じルートから流れた可能性がある。……どうなんだ？」

　鋭するどい追つい及きゆう。和なごみかけた場の空気が凍こおりつき、オーナーが蛍ケイをかばうように手を挙げた。

「違ちがうわよ。ウチのサプリは、ヤバいところから買ったりしてないわ」

「それを判断するのはあんたじゃない。俺たちだ」

　被ひ害がい者しやに接する柔やわらかさを殺し、シビアな尋じん問もん者しやの面おも持もちとなって睨にらみつける。刃やいばの視線がオーナーを両断するように流れ、それからカウンターの蛍ケイに向かった。

「うちの店の、サプリなら……」

「蛍ケイちゃん。……いいの!?」

　制止と抑よく制せいのニュアンス。オーナーがかけた言葉に対し、蛍ケイは覚かく悟ごして。

「私が、作ってる。それ、まずいの？」

「……は!?」

　意外極きわまる告白に月ゲツが叫さけび、零レイ士ジがクールな眼めを剝むいた。

　どこか戸と惑まどったような蛍ケイにふたりが注目し、オーナーが嘆たん息そくして。

　思いがけない食いつきに、蛍ケイがやや怯ひるんで半歩ほど退いた、その刹せつ那な。

　あらゆる意識が彼女に集中し、すべての警けい戒かいが外れた致ち命めいの隙すきに。

「バレちゃった。しょうがないわ──……え？」

　蛍ケイを心配げに見つめる大ウサギ。

　ついさっき人狼ワーウルフにヘシ折られかけたその首に、ぺたりと何かが触ふれて。




　──グチャッ!!




「げぺっ」




　骨が砕くだけ、肉が千切れる音がした。




「は……？」

　跳はねた雨あま粒つぶが当たるように、鮮せん血けつが零レイ士ジの、月ゲツの、蛍ケイの頰ほおに点々と散る。

　頰ほおを拭ぬぐう。指先をべとりと濡ぬらす餅もちのような血ち飛沫しぶき。理解できないままバネ仕じ掛かけのように、反射的に零レイ士ジと月ゲツは真横を、オーナーが座っていたカウンター席の隅すみを視みた。

　それは、まるでシュールレアリズム。

　ねじるように首をもぎ取られた胴どう体たい──太ったマッチョな巨きよ漢かんウサギが、虫の死し骸がいのようにグラスを片手に固まったまま、ゆっくりと真横に倒たおれていく。

　がしゃん、と派手に散らかるストール。たちまち床ゆかに広がる血ち溜だまり。

　もぎ取られたばかりの生首、片耳片目のヤクザ兎うさぎの生首が、天てん井じようから──そう。

「ぞ……おおおおおぉぉぉ────……きん」

　わけのわからない声をあげる、肋ろつ骨こつが浮うくほどげっそり瘦やせた人ひと影かげ。

　重力を無視したように、天てん井じようから逆さに突つっ立たつ男。やたらと長い手て脚あし、落ちくぼんだ眼がん窩かは真っ黒で、眼球があるべきところには墨すみを塗ぬったような闇やみがある。

　髪かみは毛先が揃そろったキノコ頭マツシユルームヘアで、老人なのか、若いのかも判然としない。

　亡ぼう霊れいじみた男は、全ぜん裸らに白の下着。──何なんの変へん哲てつもないブリーフ一枚を穿はいたまま、ただ今もぎ取ったばかりのヤクザ兎うさぎ、飛び出た眼めと突つき出でた舌から血を流すそれを。

「えへ」

　バスケットボールのように両手で摑つかんで、歯を剝むいて笑った。

　刹せつ那な──黒い霧きりが噴ふき上あがる。瞬しゆん時じに揮発した零レイ士ジの黒くろ髪かみ、自在に物質化する霧きりの肉体が、啞あ然ぜんとして動けずにいる月ゲツと蛍ケイをかばうように包み、無数の棘とげとなってソレを狙ねらう。

　真横にした剣けん山さん、針山のような黒い霧きりの槍やり衾ぶすま。

　ソレがブリーフ男の薄うすい胸むな板いたに突つき刺ささるかに見えた瞬しゆん間かん、そいつは抱かかえていた首を床ゆかへと放り出すと、まるで摩ま擦さつ熱で火を熾おこそうとする原始人のように、長い掌てを擦こすり合あわせる。

　……シュッ！　と、勢いよく手と手が擦こすれ。

　零レイ士ジの頭が見えない何かに挟はさまれて、首の骨を砕くだきながら１８０度回転し。

　骨が砕くだけるグギリ、音。生々しい響ひびきと共に、シャンペンの栓せんのように吹ふっ飛とんだ。

「～～～～～～～～～～～～～ッ!?」

　声にならない悲鳴、絶ぜつ叫きよう、恐きよう慌こう。

　とっさに月ゲツがカウンターへ飛び込む。硬こう直ちよくする蛍ケイをかばうように物もの陰かげへ押し込みながら。

「お、オーナー……オーナー！　今！　首が！　あいつも！　なにが、な……!?」

「わっかんねーよ!!　たぶん俺らが追ってるヤツだ。幻想フアンタビサプリ──知らねえぞ！　あんな！　神話も伝承もねえ。聞いたことねえぞ、あんなの!!」

　わたくたと混乱しながら声をあげる人狼ワーウルフとＪＫバニー。

　カウンターの底に二人転がりながら見上げると、たった今首をもぎ取られたばかりの零レイ士ジが、その断面から鮮せん血けつならぬ黒と白の混じった霧きりを激しく噴ふん出しゆつし、風船のように踊おどっている。

　づぶっ

　一度停とまった黒こく霧むの槍やり衾ぶすまが再び伸のびて、ブリーフ男の全身を突つき刺さす。薄うすい肉に無数の穴を穿うがたれながら、それは空っぽの眼がん窩かを細めて赤ちゃんのように無む垢くな笑え顔がおを見せて。

　逆さに立っていた天てん井じようから、瓦が礫れきと破は片へんが飛び散る床ゆかへ、降り立った。




「ぞぞぞぞぞぞ……お～～～……きん!!」

「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ。──黒クロ千セン本ボン！」




　無数の黒針が機き銃じゆう掃そう射しやのようにピストン運動。文字通り幾いく千せんの刺し突とつ音おん。

　豪ごう雨うのごとくブリーフの怪かい人じんを撃うちながら、千切れた頭部が霧きりとなって解けるや、首の断面へと戻もどっていき、姿無き極きよく微びの飛ひ沫まつ、霧の怪物ブロツケンはふたたびヒトの形を取とり戻もどして。

「何だ、こいつは……!?」

「？」

　割れた酒さか瓶びん、砕くだけたストール、立ち込める土つち埃ぼこりと微み塵じんのモルタル。

　破は壊かいの痕こん跡せきに煙けむる酒場で。怪カイ異イと幻げん想そうの対決が──始まった。
















「怪カイ異イ、って知ってるかい？」

　夏ナツ木キ原バラの片かた隅すみ。完成から元号が二回りほど変わった建築は、建物事体が骨こつ董とう品ひんの趣おもむき。

　わけのわからない標本、ホルマリン漬づけの生物の標本、アルコール漬づけの奇き怪かいな何かが並ぶ、博物館の裏方じみたオフィスに、エアポケットのような事務机がある。

　虹にじの輝かがやきを放つデスクトップＰＣ、場の空気と調和しないサイバーな趣おもむきのゲーミングチェア。華きや奢しやな脚あしを晒さらすように、年とし恰かつ好こうに似合わない事務服の幼女がモニターを睨にらんでおり──

「無視しないでおくれよ、ネル君！　ほら、君のためにコピ・ルアクを淹いれているよ!?」

「女性のご機き嫌げん取りに選ぶのが猫ねこの糞くそとか、死んだ方がいい」

「高た価かいんだけどなあ。ついでに美う味まい。何せ今時輸入もひと苦労だからね」

　古めかしいコーヒーミル。いかにも好こう事ず家からしいさまざまな道具を並べてコーヒーを淹いれ、ジャコウネコの糞ふんから採ったという高級なそれを供する、スーツにエプロンの中年男。

「知っての通り。感かん染せん爆ばく発はつに始まる世界の混乱は、フルオープン状態だった電脳世界、かつての完全無む検けん閲えつ、全世界が文字通り繫つながっていたネット環かん境きようの閉へい塞そくを生んだ」

「知ってる。──グローバルの終しゆう焉えん、でしょ」

　緻ち密みつな経済関係、相そう互ご依い存ぞんに基もとづく安全保障は権けん威い主義国家の暴走による戦乱に破は壊かいされた。

　収まる気配すらない感かん染せん爆ばく発はつによる犠ぎ牲せいは国家の権けん威いに深い傷を与あたえ、株価・通貨の下落と経済混乱を嫌きらった権けん威い主義国家はネット環かん境きようの閉へい塞そく、事実上の鎖さ国こくを決定。

　それに端たんを発する混乱、戦乱、騒そう乱らんは未まだ全世界に影かげを落とし続け、この極東の島国のみがエアポケットのような平和を享きよう受じゆし続けている。

「進化し過ぎた通信は衆しゆう愚ぐの暴走を招く──そう断ずる施し政せい者しやは多かった。それが故ゆえに言論の統制、ＳＮＳの規制、歴史認にん識しきの統一というイカれた現在に至るわけだけど」

　公おおやけの場、公おおやけの検けん索さくエンジンから除外されたインターネット環かん境きよう。

　検けん閲えつを受けない悪徳の巷ちまた、電脳のスラム。巨きよ大だい企き業ぎようが提供するプラットフォーム上には存在しない、裏の専用ブラウザをダウンロードしなければ閲えつ覧らんすらできないネットの闇やみ。

「《怪カイ異イ》──ディープウェブで語られる、噂うわさ話ばなし」

「その通り！　風説、あるいは都市伝説とも呼ばれていたね」

　突つき詰つめれば神話伝承の類とは人々の噂うわさ話ばなしに始まり。

　人口に膾かい炙しやする中で唯ゆい一いつ無む二にの個性、キャラクターを獲かく得とくしたものだけが──

　固有の名前を得、《怪カイ異イ》となって後世に残る。

「あるところに、芸術家がいた。

　非常に特とく殊しゆなセンスの持ち主でね、石くれやコンクリートを材料に、ヒトをモチーフとした不気味な彫ちよう刻こくをたくさん作り、それはいつしかネットミームとして拡散した」

　語りながら楢ナラ崎サキが提示したのは、わざわざ紙媒ばい体たいにプリントされた数枚の画像。

　いずれも異形。ただの石材でありながら、歪いびつなかたちのヒトを表現した芸術作品。そう説明されてなお、まるで映画に登場するクリーチャーのようなリアリティを放つ。

「今のような情報統制が無い、グローバル全ぜん盛せいの話さ。これらの画像をコンテンツとして消費するうち、人々は好き勝手に作品を評し、そしていつしか──」

　妄もう想そうは膨ふくらみ、暴走をはじめ、

　書き込みが、重なって固まって煮に凝こごって、ついにはある伝承を生んだ。

「『何これキモい』『襲おそってくるんじゃね？』『殺意しかない顔してる』……」

　ネルが読み上げたプリントアウトした紙。印字された掲けい示じ板ばんの書き込み記録。

「妄想ネガイが重なるうち──《怪カイ異イ》は生まれるのさ」

　降り積もる、降り積もる。

　悪意、妄もう想そう、邪じや推すい、面おも白しろ半はん分ぶん、暇ひま潰つぶし、無責任、言い捨てられる言葉の羅ら列れつ。

　積もり積もって悪意を孕はらみ、生まれ出づる落とし仔ごの名。

「噂うわさ話ばなしから、超ちよう常じよう現象みたいなことが起きるってこと？」

「ま、そゆことさ。ボクらの界かい隈わい、魔マ術グ師ス的に言うと──」

　悪意の焦点ピントが収束し。

　超ちよう自し然ぜん的な現象を人じん為い的に引き起こす行こう為いを示す言葉。

「神ミス秘テイ化カルと、呼ぶんだね」

　コーヒーの香りが漂ただよう。

　過去、食通が愛し最上と評したそれで、忌いまわしい話題を補うかのように。

「これはまた聞きのまた聞きだ。ま、諸説あるんだけど。

　絶ぜつ滅めつした旧人類。クロマニョン人と現人類を比ひ較かくした場合、どちらが優ゆう秀しゆうだと思う？」

　不意の問いかけに、ネルはふとモニターから顔を上げる。

「そりゃ、普ふ通つうに考えたら今生きてる私たちの方が優ゆう秀しゆうでしょ」

「それがね、最近の説では違ちがうのさ。クロマニョン人の脳のう髄ずいは現人類より大容量で……かつ、身体能力も高かった可能性がある。現人類は、旧人類より劣おとっていた《かもしれない》」

　が、絶ぜつ滅めつしたのは旧人類。

　性能で劣おとるはずの現人類は生き残り、この星の支配者となった。

「両者を分かつ鍵かぎこそが、奇き跡せき──神ミス秘テイ化カルの有う無むと言われているよ」

「上司がイカレた宗教観を披ひ露ろうしてきた時の通報先って、パワハラ相談室でいい？」

「宗教じゃないよ、信じてくれとも言わないしね。コーヒーにミルクは？」

「砂糖も。アリアリアリのアリアリアリで」

　コーヒーミルクを３つ、ティースプーンで砂糖を３杯ばい。

　どろりとした粘ねばりすら錯さつ覚かくするような甘く濃こいミルクコーヒーを、骨灰磁器のティーカップで作りながら、楢ナラ崎サキはさらに調子よく、妄もう言げんじみた話を続けた。

「旧人類は強かった。個体として強すぎたが故ゆえに──大きな群れを作る必要がなかった」

　推定、最大30人、４家族ほどが限界で。

　自然の環かん境きようで生活する限り、それ以上の集団を作るには非効率だった。

「動物を狩かり、獲え物ものを捕とる原始狩しゆ猟りよう採集生活の場合、得られる食しよく糧りようリソースは限られるからね。それ以上の群れを作ったところで、縄張りから得られる食物が足りずに飢うえるしかない」

「……文明ストラテジーゲームみたい」

「限られた資源の配分によって結果が変わるという点で、その通り。結果、旧人類は家族単位の群れから脱だつ却きやくできず、それ以上の集団、たとえば国家を形成できなかった」

　しかし、現人類は弱かった。

「故ゆえに家族や血族を超こえて群れを作らねばならなかった。

　弱いが故ゆえに脅きよう威いは常にあり、立ち位置を競合する旧人類や自然生物との競争に勝利し、生き残る必要があった。故ゆえに集団として結束する、そのための手段を発達させた」

「集団を形成する手段……ルール？　法律とか」

「それもそのひとつだね。だがもっと原始的、かつ本能的なものがあるじゃないか」

　秘書ネルに差し出したものと同じ、コピ・ルアク。

　ただし真っ黒。ミルクも砂糖もないブラックの湯気を顎あごに当て、香りを楽しみながら。

「──宗カ教ミだよ。存在を信じ、祖先を崇すう拝はいし、自然に祈いのった。同一の神格に祈いのることで人々は生活習慣や倫りん理り観、性風ふう俗ぞくを共有し、家族単位を超こえた群れをなす」

　それはヒトが群れをなすための常識ルールを作る。

「想おもい、願う力はそれほどまでに強大なのさ。──この星を征せいするほどに」

　ヒトは光だ。宗教はレンズだ。

　レンズは光を集束させ、一点に集めて炎ほのおを点ともす。

「宗カ教ミが衰おとろえた現在、同じ役割は国家、法、テクノロジー、金銭、そして──。

　この国においては『空気』というあやふやなモノに引ひき継つがれたのさ。国家が規制し、超ちよう管理社会という枷かせをかけてなお、人々の意識は収束し、熱を帯びる」

　楢ナラ崎サキはカップから漂ただよう湯気に掌てのひらを当て。

　蒸気は冷め、掌てのひらで結けつ露ろし、雫しずくとなって滴したたり落おちるさまを、皮肉に笑う。

「現実のそれは、もっと汚きたなく醜みにくいヘドロのようなものさ。この国に生きる１億数千万のヒト、彼らの不満や怒いかり、不安や祈いのり、願いはあちこちで収束し、滴したたり落おちる。

　どんなに規制しても──神ミス秘テイ化カルは、無限に発生するわけさ」

「そのヨタ話が本当だとして。私達に関係ある？」

　つまらなそうな秘書の言葉を受けて、楢ナラ崎サキはにやけた顔のまま続けた。

「あるとも！　ボクらの親会社、ＢＴ本社は生まれつつある現代の神秘《怪カイ異イ》を捕ほ獲かくし、収容し、解体して、その能力を利用している」

　過去の神秘から生まれた幻想フアンタビサプリ。

　現在の神秘から創り出される怪物モンスターサプリ。

　そして今まさに生まれんとする、未来の『怪カイ異イ』を解体し、絞しぼった髄ずい液えき──。

「──《怪カイ異イサプリ》が、本社から流出したサプリに混じってるらしいんだよね」

「……」

　ネルは静かにカップに唇くちびるをつけ、熱い液体をほんの少々味わう。

　そして、しばしの沈ちん黙もくのあと。

「あの子たちに、その話……した？」

「ついさっき連れん絡らくが来たばかりなんだってば」

　少し離はなれた楢ナラ崎サキのデスク、ダイヤル式の固定電話。つい先ほど鳴り、通話の後で悠ゆう長ちようにコーヒーを豆から挽ひいて淹いれだした趣しゆ味み人じんは、悪びれる様子もなく肩かたをすくめた。

「スマホの使えないこの街で、どうやって連れん絡らくするんだい。無理だよ、無理」

「それはそうだけど。……そんなのと出会ったら、ピンチなんじゃ？」

「まあね。生み落とされた怪カイ異イは、発見次し第だい《階級》が設定されるんだ」

　安全、迅じん速そくに確保せよ──《緑Safe》。

　危険、即そく座ざに確保せよ──《黄Warning》。

　滅めつ亡ぼう。手段を問わず、いかなる犠ぎ牲せいを払はらおうと確保せよ──《赤Dead》。

「赤Redじゃなく、赤Deadなの？」
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「くだらない言葉遊びさ。カッコいいからね、その方が」

「そんな適当な基準で滅めつ亡ぼうされても困るんだけど」

「見解が一いつ致ちしたね。人類最後のコーヒーブレイクにならないことを祈いのって」

　言うと、楢ナラ崎サキはネルが持つカップに、自らのカップを軽く当てた。

　名工の磁器がチンと澄すんだ音を立て、音色と芳ほう香こうに酔ようように。

「乾かん杯ぱいだ。さてさて、どうなることやら」

「……」

　カップを掲かかげて笑う男の隣となり。

　ネルは当たったカップの縁ふちを、黙だまってティッシュで拭ふいた。











────　01　法則ルール　────






　そしてその頃ころ。

　仮面舞踏街マスカレード某ぼう所しよ、ＪＫガールズバー『Pink Press』店内──




「ぞ」

「ぞぞぞぞぞ」

「ぞおおおおお───……きんっ」

　猿さるのように唇くちびるをめくり、おかっぱ頭、全ぜん裸らブリーフの怪カイ異イが嗤わらう。

　青白い肌はだ、青黒い歯は茎ぐき、真っ白な歯。

　不気味な素す肌はだに突つき刺ささる千の黒針は、霧の怪物ブロツケンたる霞カス見ミ零レイ士ジが放った技わざ。ＳＦで描えがかれる短針銃じゆうの如ごとく、超ちよう高速で射出される黒い針の嵐あらしは、怪カイ異イの筋骨をズタズタに引ひき裂さいた。

　飛び散る血しぶき、粘ねばる血餅もち。青黒い血がピンクの店内に異様な絵画を描えがき、爆はぜた肉から骨や臓器の姿が覗のぞいても、なおそいつは何の痛みも感じている様子がなかった。

「マジか。ダメージ無ぇの!?」

「いや。……一応効くことは、効いてる」

　爆はぜた肉、砕くだけた骨、削けずり取とられた鮮せん血けつがうぞうぞと。

　寄り集まるように元のカタチ、瘦やせたヒト型の怪カイ異イのもとへ無数の虫けらのように戻もどって、見る間に元の形へ復元されていくさまを、零レイ士ジが、月ゲツが、蛍ケイが今まさに目もく撃げきした。

「ただ、戻るだけだ」

　零レイ士ジの観察眼。

　無敵ならばいかなる攻こう撃げきも弾はじき、無傷。

　されど、アレは無敵ではない。超ちよう高速の黒針は肉を、骨を抉えぐり、傷を与あたえている。が、即そく座ざに削けずれたそれらは元の形に戻もどり、マイナスの負ふ債さいが一いつ瞬しゆんにしてゼロに還かえってしまうのだ。

「きっ」

「──……ッ!!」

　しゅっ、と怪カイ異イが掌てのひらを再び拝み合わせ、擦する。

　刹せつ那な、零レイ士ジの頸くびが捩ねじれた。真横にかかる強きよう烈れつなＧ、不可視の重圧が彼の首を真横に曲げて、90度から１８０度、ゴキリと骨が砕くだける音がして、３６０度回転した。

　芯しんが折れた人形のように、千切れぬ肉と血管のみで胴どう体たいと繫つながった首がぶらりと揺ゆれた。

「～～～────っっっっ!!」

　声にならない乙おと女めの悲鳴。

　月ゲツに突つき飛とばされ、カウンター向こうの陰かげに隠かくれた柿カキ葉バ蛍ケイの絶ぜつ叫きよう。

　だが捩ねじり切られた零レイ士ジの首は即そく座ざに黒い霧きりへと分解し、瞬しゆん時じに再構築される。噴ふん出しゆつする黒霧きり、千せん変ぺん万ばん化かの粒りゆう子しが怪カイ異イに襲おそいかかり、分厚い刃やいばとなって喉のど仏ぼとけを打った。

「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ。斬ザン黒コク首シユ」

「ぞ!?」

　黒の断頭台が襲おそいかかり、怪カイ異イの首を刎はねた。

　ポン、とワインのコルクを抜ぬくような快音。吹ふっ飛とぶ頭、切り株のように残された頸けい椎つい。

　血がしぶく。噴ふん水すいのように。びゅうびゅうと降り注ぐその中で、落下した首を道どう化けのように、瘦やせぎすの下着姿の怪カイ異イは手て探さぐりで拾うと、断面に頭部を載のせた。

「ぞ」

　明らかに感情がある、煽あおり顔。

　どんなもんだい、とでも言うかのような得意げな表情で、刎はねられたはずの首が笑った。

　断面すらもはや残っていない。首と体は一いつ瞬しゆんにして癒ゆ着ちやく、完全に再生を終えている。

「……く、くび!!　飛んでったんだけど、どうして無事!?」

「あ？　どっちが!?」

「どっちも!!　黒白の人も、変態ブリーフも!!　頭とれたのにどうして平気なワケ!?」

　いつものクールさを完全に吹ふき飛とばし、混乱した様子でＪＫ白バニー、柿カキ葉バ蛍ケイが叫さけび。

「零レイ士ジはああいうヤツなんだよ。ぶっちゃけ首もげたくらいじゃ死なねえ、へーきへーき！」

「それはそれでおかしいけど!!　じゃあ、変態ブリーフの方は!?」

「あっちはわかんね、何でだろな。つーかまあ、予想はできっけど……！」

　蛍ケイを引っ張ってかばいながら、古き人狼ワーウルフの裔えい・頼ライ山サン月ゲツはポケットを探さぐり。

「携けい帯たい!?　使えるの!?」

「裏通りならともかく、ここらならまだ電波が来てっはずだけど……ダメか!!」

　仮面舞踏街マスカレードの電波状じよう況きようは最悪に近い。

　電波の中ちゆう継けい施し設せつは存在するが、ノーメンテで放置。辛かろうじて駅周辺と表通りのみ維い持じされているが、ある程度ディープなエリアに足を踏ふみ入いれれば、まず圏けん外がいとなって通じなくなる。

　この店は比ひ較かく的表に近い立地だが、それでも月ゲツの携けい帯たいは沈ちん黙もくし、彼はやむなく周囲を探さぐる。

「この手の店ならあんだろ……っと、予想通り！」

　客の目には入らない位置。バーカウンター内の下に隠かくされた家庭用電話機。

　コードレス受話器を取ると、戦いの余波で飛んでくる瓦が礫れきやガラス片へんから隠かくれながら、暗記した番号をプッシュする。ほんの３コール、すぐに回線が繫つながって──。

『──やっぱ修しゆ羅ら場ば？』

「ネルさん!?　わかってんなら教えてよ!!」

　呆あつ気けなくさえ感じる秘書の声に、嚙かみつくように叫さけぶ月ゲツ。

『私も今社長から聞いたとこ。状じよう況きよう、どんな感じ？』

「細長いブリーフのおっさんがネジネジして首もいでくんだけど何アレ!?」

『何それ、怖こわっ。えー……？　キモい。キモくない？』

「めっちゃキモいけどドン引いてないで作戦考えてくれってば！　零レイ士ジが何度ぶっ殺しても、死なねえんだよあの野や郎ろう！　社長、社長は!?　ネルさん、社長に代わって、社長！」

『はいはーい。えっと、ブリーフ？　ネジネジして、首をもぐ。具体的にはどんな感じ？』

　電話の相手が交代したらしく、どこかとぼけた中年男の声。

　月ゲツは受話器の片側、マイクに向かって。

「こう、グリッと回す感じ？　ネジ切るっつーか……！」

「……雑ぞう巾きんを、絞しぼるみたい！」

　曖あい昧まいな部分を補うように、蛍ケイが月ゲツに続いて叫さけぶ。

　雑ぞう巾きんの絞しぼり方──手前を順手で、上を逆手で内側に捻ひねるように。

　あの怪カイ異イ、ブリーフ一丁の変質者じみた怪かい物ぶつは、執しつ拗ようにそのジェスチャーを繰くり返かえしている。

　そのたびに、何かが捩ねじれる。黒と白の霧きりが立ち込める戦場と化した店内で、空が螺ら旋せんを描えがき零レイ士ジの身体からだを摑つかみ、千切れるまで絞しぼり切るのだ。

「自分でも言ってる！　ぞーきん、ぞうきん……そんな風に！」

『ああ、なるほど。雑ぞう巾きん、雑ぞう巾きんね。──了りよう解かい、特定できた』

　見えない何かにピンボール・マシンが捻ひねり潰つぶされ、フリップや釘くぎやボールが散らかる。

　キキキと猿さるのように笑うブリーフ男、霧む化かしながら絞しぼられる空間を避よけ続ける零レイ士ジをよそに、落おち着つき払はらった声で、電話口の楢ナラ崎サキは何かの資料を読み上げた。

『収蔵番号Y030125……『雑ぞう巾きん絞しぼり』。ここ最近成立した《怪カイ異イ》だよ』

「は？　何、それ!?」

『ヒトの意識が集合することで生まれた超ちよう自し然ぜん的存在──。かつてこの島国では神として畏おそれ、また呪ス詛ソとして使し役えきしたものさ』

　時に神、時に呪のろいとなり。

　今や滅ほろび、その残ざん滓し残ざん穢わいを博物館の遺物として収蔵するのみと成り果てた。

『そういうものさ。幻想種フアンタビと似たようなもの、ただしここ最近現れたモノと思いたまえ』

「わっかんねーよ!!　もうちょい……その、具体的に!!」

『君たちとの違ちがいは成立した年代だけさ。古いにしえの神秘は歴史であり、語かたり継つがれた歳さい月げつは重く、神話伝承の神しん魔ま怪かい物ぶつは故ゆえに強い神秘を纏まとう。しかし……』

　神代と近現代、その圧あつ倒とう的な差。

　それは──幻げん想そうを生む人の爆ばく発はつ的な増加にある。

『近現代の怪カイ異イ、即すなわち都市伝説、陰いん謀ぼう論は莫ばく大だいな人数が知り、願い、祈いのり、畏おそれる。……故ゆえに神秘は薄うすくとも、集合される思念の総量は凄すさまじいものになるんだね』

「……だから？」

『歴史も伝統も何も無くてもフツーにメッチャクチャ強いんだよ。幻想種フアンタビが古代から続く貴族なら、怪カイ異イは成り上がりの新しん興こう財ざい閥ばつだ。神秘の薄うすさを補って余りある出力がある』

　悪意の掃はき溜だめじみた論ろん拠きよから生まれた最新の魔ま剤ざい。

『《怪カイ異イサプリ》をキメた者は人間を超こえる。マトモな生物と思わないほうがいい。

　不条理極きわまる都市伝説、陰いん謀ぼう論の怪かい物ぶつ。そんな類の存在だと思ってくれたまえ』

「はぁ!?　どうしろってんだよ、そんな!?」

「ちょっ!!　大声出さないで……こっち見た!!」

　受話器に叫さけぶ月ゲツ。その肩かたに生えた分厚い毛皮を摑つかみ、蛍ケイが警告。

　ぎろりと真っ黒な眼がん窩か、瘦やせ細ほそった不気味な顔がカウンター内に隠かくれるふたりのほうを向いた。柏かしわ手でを打つように広げた両手を打ち合わせ、空間を上下に絞しぼる──！

「やべっ!!」

「きゃああああっ!!」

　月ゲツはとっさに蛍ケイの腰こしを抱だき、荷物のように摑つかんでその場を跳とんだ。

　刹せつ那な、その場を襲おそう不可視の渦うず巻まき。空間が絞しぼられ、取り残された固定電話や酒さか瓶びん、ガラスが一いつ瞬しゆんにして捩ねじれ、粉々に砕くだけて飛び散った。

「オッサン……当てにならねぇ！　『なんか凄すごいヤツ』以外の情報増えてないじゃん！」

「そ、それよりあなた！　大だい丈じよう夫ぶなの、血、血がっ……！」

「あー？」

　スタリと店の隅すみに着地した月ゲツ、不可視の渦うず巻まきに巻き込まれたか、背中の毛皮がごっそり──肉ごと皮を剝はぎ取とられ、剝むき出だしになった血みどろの肉が鮮せん血けつに染まる。

　しかし彼は、まるでどうでもいいかのように平然と。

「平気さ、これっくらい。──今夜は」

　ぞわぞわ、ぞわぞわ。

「いいお月さんが、出てっからさぁ！」

　蛆うじのように肉が蠢うごめき、皮ひ膚ふがブツブツと盛り上がっていく。

　千切り取られて凹へこんだ肉が瞬またたく間まにピンク色に。

　盛り上がって瘤こぶとなり、産うぶ毛げが生えて体毛が揃そろう。長時間かけ撮さつ影えいした写真を一いつ瞬しゆんにまとめ、数時間を数秒に圧縮するタイムラプス映像じみた、超ちよう速そく再生。

「手当てはいい。すぐ治る」

《雑ぞう巾きん絞しぼり》、そう呼ばれた怪かい物ぶつと対たい峙じしながら、当然のごとく零レイ士ジが告げた。

「俺の相棒。月ゲツは人獣感染症ウエアシツク──魔ま術じゆつ的症しよう例れいの保菌者ホルダーだ」

「え？　……病気なの!?」

「心配すんない。感う染つしゃしねえよ」

「そんな心配してないわ。安静にしたりしなくて大だい丈じよう夫ぶなの？」

「……は!?」

　思わぬ方向の心配に、人狼ワーウルフはギョロリと眼めを剝むいた。

　冗じよう談だんの類ではない。彼女から漂ただよう体たい臭しゆうは真しん剣けんそのもののミルク香。母性的なホルモン、心配と憂ゆう慮りよの香りだ。即すなわち柿カキ葉バ蛍ケイは状じよう況きように関係なく、病気とされた月ゲツの健康を案じている。

「柿カキ葉バさん。あんた……マジ変わってんな」

「はあ？　きゃっ!!」

　パンパンパンパンパンパンパンパン、連続する柏かしわ手で。絞しぼられる空の雑ぞう巾きん。

　グニャズニュグリズジャグチャガリゴリ、捻ねじれる空間、圧縮される物質、破は壊かいの渦うず。

（噓うそでしょ？　見えてない、はずなのに!!）

　人間ひとりという重荷を担かつぎながら、見えない捻ねじれを避よけ続ける。引っ張られた毛が千切れ、皮ごと肉を剝むかれたところで怯ひるまない。皮一枚の領域で致ち命めい的な《摑つかみ》を躱かわす！

「み　みえ　て……る……？」

「お。マトモな反応出てきたってか、雑ぞう巾きん以外喋しやべれんのかよ？」

　カクンと首を傾かしげる雑ぞう巾きん絞しぼり。

　月ゲツは鼻をヒクつかせ、長く伸のびたその脇わき、３本の髭ひげを震ふるわせた。

（そっか、髭ひげだ）

　柿カキ葉バ蛍ケイは察するが、声には出さず。敵に情報を与あたえない。

　獣けものの髭ひげには多くの場合、周囲の障害物を感知したり、平へい衡こう感覚を保つ働きがある。

　人獣ニンジユウ ──頼ライ山サン月ゲツの髭ひげは鋭えい敏びん極きわまる空間触しよつ覚かく。微び細さいな先せん端たんが空気に『触ふれ』て音や振しん動どうを察知、空間が捻ねじれる刹せつ那なに発生する極きよく微びの兆候を感知して、いち早く回かい避ひしているのだ。

　柏かしわ手でが止やむ。

「ぞ」

　雑ぞう巾きんを絞しぼるポーズのまま、荒あれ果はてた店内で。

　雑ぞう巾きん絞しぼりは無む垢くな子供のように首を傾かしげ、疑問を口にする。

「お　おまえ　にげる　あたらない　おで　それ　そいつ」

「しぼる」

「その　おんな。しぼる……！」

「悪いな。──渡わたせない」

　妄もう言げんめいた言葉の羅ら列れつに、月ゲツと蛍ケイ、二人との間に割り込むように。

　霧きりに輪りん郭かくを解かし、曖あい昧まいな姿をした人ひと影かげ──霞カス見ミ零レイ士ジが、立ちはだかった。

「この女を絞しぼってどうする。何か意味でもあるのか？」

「ある。そいつ。さぷり、つくる。つくれる。そう、いった」

「……聞いてたのか」

「てた。なら。とくべつ。そいつ。そのおんな。しぼる。搾しぼって──飲めば」

　突とつ然ぜんクッキリと言葉が。

「おで。人間、戻もどれる。……かも。えへ、えへへ、えへへへへへ……!!」

　紫むらさき色いろの歯は茎ぐきを剝むいてニマニマ笑うその面つらは、悍おぞましいほど人間らしく。

　居合わせた３人が揃そろって、異なる反応を見せた。

「誰だれがさせっか。女の子だぞ、バーカ!!」

　明快に拒きよ否ひ。蛍ケイを横よこ抱だきにしたまま、喉のどを震ふるわせてグルグル唸うなる人狼ワーウルフ。

「……お店にずっといたの、あのひと？　物もの凄すごく気持ち悪いわね……！」

　心底の嫌けん悪お。思いがけないところで不快害虫を見つけた顔の、ＪＫバニー。

「ふぅ──……くたばれ」

　もはや殺意しかない。心底呆あきれてひと息つく、霧の怪物ブロツケン。

「どこでそんな妄もう想そう仕し込こんできたのか知らないが。──迷めい惑わくなんだよ。人まで殺しやがって」

　しゅうううう……と、零レイ士ジの輪りん郭かくが、解けてゆく。

　形あるものを創造する黒の霧きり。形なきもの、液体気体のまま性質を変化させる白い霧きり。

　どちらにでも変わる中間色。灰色の霧きり、手足となる千せん変ぺん万ばん化かのミックスを充じゆう満まんさせながら、不死身とも言える都市伝説の怪かい物ぶつ、雑ぞう巾きん絞しぼりを仕留める方法を、考察する。

（手ごたえがない。《黒コク法ホウ》をあれだけ打ち込んだのに）

　当たれば肉は抉えぐれ、骨が砕くだける。

　だがダメージは即そく座ざに０となり、ブリーフに鮮せん血けつの染しみひとつ残らない。

（違ちがう法則ルールだ。単純な肉体の破は壊かいは意味がない）

（違ちがう条件が必要だ。この化け物を殺すには、そのための法則ルールが必要だ）

（それさえ解わかれば。……殺やれる）

　確信。だが──

「正直どうよ。勝てるか？」

「手ごたえがない。お互たがい攻こう撃げきが通らない。当たれば殺せるが──届かない」

　不意に届いた月ゲツの質問に短く答えた矢先、再び柏かしわ手でを打つ音がする。

　虚こ空くうを握にぎり、絞しぼるジェスチャー。とっさに飛びのく人狼ワーウルフ、残った零レイ士ジは即そく座ざに全身を分解。霧きりと散らばる粒りゆう子しを見えない手が摑つかみ、捻ひねり、絞しぼるさまがありありと浮うかんだ。

　ぶしゅっ、圧力鍋なべから噴ふき出だす蒸気のような音。

　粒りゆう子しを圧縮する不可視力場の隙すき間まから漏もれ出た霧きりが、再び少年の像を結ぶ。

「……かっ!?」

　不意に少年は苦しげに腹を押さえ、吐と血けつする。

「え!?　あの……痛そうだけど!?」

「どうやら」

　蛍ケイに答え、零レイ士ジは袖そでで口元を拭ぬぐう。少なくはない量の血がべっとりと制服を汚よごした。

「あっちは、俺の法則ルールを摑つかんだらしい」

　霧の怪物ブロツケンたる幻想種フアンタビ。正体不明の怪かい物ぶつたる霞カス見ミ零レイ士ジは、普ふ通つうの手段では殺せない。

　斬きろうが刺さそうが撃うとうが無む駄だだ。一いつ瞬しゆんで解けて粒りゆう子しに還かえる肉体を傷つける術すべなど存在せず、その分子構造を自在に変へん更こうできる以上、熱や薬物にも対応できる。

　が──。

「お互たがい、神秘を纏まとう者だ。コツを摑つかんできやがったか……！」

　伝承は消え、正体を歴史の闇やみに閉とざされた古き無む銘めいと。

「ぞ」

　片や新参。都市伝説、陰いん謀ぼう論の怪かい物ぶつ。

　当たり前の法則を超こえたその手は、霧きりと化した零レイ士ジをも摑つかみ、捩ねじ切る力を発揮した。

「お、おまえ、まえ、まえ。きり？」

「けど──……ぷしゅー、なれないとこ、のこってる？　えへ　えへ」

「ひと。きり。ひと。きり。まざってるひと。ぶぶん、つぶせば……」

「おまえ、殺せる」

　たどたどしく、何度も何度も喋しやべり続ける下着姿の怪かい物ぶつに。

「甘く見るなよ、新入りルーキー」

　言い放つ、静かな自信と確信。殺せない、ならば。

「戦ヤりようは、ある」

「ぅ……きん!?」

　指印を結ぶ。正直これが何を意味するのか、霞カス見ミ零レイ士ジは理解していない。

　ただただ古いにしえの血脈──幻想種フアンタビの末まつ裔えいとして親から子へと受うけ継つがれてきた口伝、何の意味もないとされ、侮あなどられ、馬鹿にされてきた時じ代だい遅おくれの遺物、されど。

　自分自身すら曖あい昧まい。末まつ端たんから霧む化かし、粒りゆう子しとなって散さん逸いつする自分自身を制せい御ぎよする方法として、印インと呪ス詛ソは一種の定型となり、唱えて結んだ印形インギヨウに成ることができる。

「うそっ……！」

　啞あ然ぜん、見上げるＪＫバニー。

　室内に充じゆう満まんした霧きりが瞬しゆん時じに黒化。零レイ士ジがパンと掌てのひらを打ち合わせ、飯を結ぶように虚きよを握にぎる。

「ぞ───………!!」

　悲鳴じみた叫さけびが途と絶だえた。

　瞬しゆん時じに出現した立方体、あらゆる光を吞のみ込む深しん淵えんの黒が面となる。

　それは怪カイ異イを封ふうじる結界、ギリリと掌てを握にぎり、圧おし続けることで内部に超ちよう圧力をかけ、海底数万ｍに匹ひつ敵てきする極限環かん境きよう、光ひとつない超ちよう圧力で圧あつ壊かいさせる絶技。

　黒コク白ビヤク霧ム法ホウ──封ホウ絶ゼツ黒コツ棺カン。

「……よくわからないけど、凄すごいわ。あれ、倒たおせたの!?」

「いや。見えないだろうが……元気に、暴れてやがる……！」

　まさに中に押し込めた何かが暴れるがごとく、結んだ零レイ士ジの掌しよう中ちゆうが震ふるえる。

　強く強く圧おす指から滴したたる鮮せん血けつ。それはあたかも、今にも決けつ壊かいせんとする堰せきを押おさえるがごとく。

「月ゲツ!!　そいつを頼たのむ!!　──それと!!」

　曖あい昧まいな指示、されど。

「あいよ!!」

「え？」

　相棒たる人狼ワーウルフには伝わって、呆ぼう然ぜんたる蛍ケイ、くびれた腰こしに手が回る。

　再び強く引き寄せ、足を払はらうように刈かると、くるり回転。いわゆるお姫ひめさま抱だっこ──その形にＪＫバニーを抱かかえ上あげると、月ゲツは黒の立方体の脇わきをすり抜ぬけ、街へと跳とんだ。




　　　＊




「なぜ逃にげるの。見捨てるつもり!?」

「そーじゃねえって!!　あいつはやべえ、仕切り直す！」

　跳とび出だした歓かん楽らく街がい。怪あやしげな飲み屋が並ぶ夜の街、高層ビルの壁かべ、垂直の壁へき面めんに爪つめと肉球をひっかけ、ベランダや雨あま樋どいを足場に何度も跳とんで、ほぼ瞬しゆん時じに屋上へ。

　十数ｍもの距きよ離りを縦に移動。並のエレベーターなど比べ物にならない縦Ｇに一いつ瞬しゆん頭を眩くらませながらも、蛍ケイはぴこぴこと白い兎うさぎ耳みみを揺ゆらし、自分を支える腕うでをタップした。

「自分で走れるわ。……離はなしてもらって、いい？」

「おう。跳とべるか、蛍ケイちゃん！」

「……正直、したことはないけど」

　音もなくビルの屋上に着地。履はいていたヒール、接客用の靴くつを脱ぬぎ捨すてる。

　ヒトの形を保った足、毛皮と肉球により、素す足あしでもソックスを穿はいたよう。

　カカカッ、走る人狼ワーウルフの爪つめがコンクリを削けずる。隣となりに立ったＪＫバニー、柿カキ葉バ蛍ケイは跳はねるように続くと、屋上の手すりを跳とび越こえて、夜の街へと高らかに跳ちよう躍やくした。

「───っ……あははははははは!!」

　思わず、笑えみがこぼれる。

　爽そう快かい感。兎うさぎ耳みみが風になびく。猛もう烈れつなビル風に持ち上げられるよう。

　眼下に光る夜景、悪徳の街とて美しい。派手なネオンサイン、裏路地で焚たかれる一いつ斗と缶かんの火、ギシギシ軋きしむ売春中のバン、誰だれかが鳴らしたままらしい防犯ブザーの虚むなしい響ひびき。

　跳とんだふたり、人狼ワーウルフとＪＫバニーは隣となりのビルへと着地。そのまま足を止めることなく走り、次々とビルからビルへ、飛び石のように渡わたっていく。

　これまで使ったことのないもの。獣じゆう化かした身体能力をフルに覚かく醒せいするチャンス。恩人の死を悼いたむ心や怪かい物ぶつ出現の衝しよう撃げきをも、沸ふつ騰とうするアドレナリンが塗ぬり潰つぶしてくれる。

「思ったより楽しいわ！　……こんなことできたのね、私！」

「ハイになってっとこ悪いけど、電話だ！　電話探してくれ、電話！」

「スマホなら駅に預けてる!!」

「わぁってるよ、固定電話だ！　あのバケモノを駅まで連れてくわけにはいかねえ、巻まき添ぞえ食って何人死なすかわかんねえぞ。たぶんどっかにあるはずだ、電話！」

　跳とびながら目を凝こらし、電話を探す月ゲツ。

「アレは閉じ込めてるんでしょう？　もう大だい丈じよう夫ぶ、じゃないの？」

「わかんねえ。けど、安心できる相手じゃねえ」

　会話を反はん芻すうするように、月ゲツは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「普ふ通つうの人獣ニンジユウ でもねえ、幻想種フアンタビでもねえ。怪カイ異イ……ホラー映画の怪かい物ぶつみてえなよくわかんねー、そんなヤツとまともにやれっかよ。社長に電話かけて話の続き、聞かねーと!!」

　小指と親指を立てて、電話のジェスチャー。焦あせるあまり敵への警けい戒かいが途と切ぎれ、声を荒あららげる月ゲツに、

「大声出さないで！　……聴きこえてるって……ッ!!」

　ぴくり、白い兎うさぎ耳みみが反応した。怪物モンスターサプリの作用により変化した聴ちよう覚かく──肉球で踏ふみしめるコンクリートの微び振しん動どう。反射的な適応。脳が情報を処理、聴ちよう覚かく情報が視覚へ投とう影えい。

　ごん、ごん、ごん、ごん……!!

「……跳とんで!!」

「おわぁっ!?」

　人狼ワーウルフの腕うでを摑つかみ、蛍ケイは真上へ跳とんだ。汚よごれた空気、漂ただよう靄もやに輝かがやく月光。

　そしてごんごんと音をたて、ついさっきまでふたりが立っていた位置が、コンクリの床ゆかが。

「ぞ～……　きん　えへ」

　音高く捻ねじれ、ブリーフ一枚の怪カイ異イが月下に跳とんだ。

（だめ。逃にげ──らんない!!）

　咄とつ嗟さに反応する蛍ケイ。空中、怪カイ異イのくぼんだ眼がん窩かに帯びる熱。

　視みられている。再び雑ぞう巾きんを絞しぼるジェスチャー。ロックオン、捉とらえられた確信。本能の警告。ぞわっと背筋の体毛が逆立った。死ぬ、殺される、そう認にん知ちした瞬しゆん間かん。

「助かったぜ、蛍ケイちゃん！」

「きゃあっ!?」

「きんっ!?」

　足場が無い、動けないはずの空中で。

　同時に跳とんだ月ゲツが、蛍ケイの肩かたを柔やわらかく蹴けった。爪つめを立てず、柔やわらかな肉球に強きよう烈れつな打だ撃げき。

　猛もう烈れつな横Ｇ。間近に迫せまった怪カイ異イの横よこ面つらを、蛍ケイの肩かたを足場にした人狼ワーウルフが蹴けり砕くだく。

「ぞ　……ぉぉぉ……───きん……！」

　頭部が茄な子すのように凹へこみ、そのまま怪カイ異イは落下した。大穴が開いた屋上、瓦が礫れきにバウンド。

　叩たたきつけられながらも砂すな埃ぼこりの中で起き上がり、まるでコミックに出てくるように曲がった頭を両手で摑つかむと、力ずくで曲げてまっすぐの形に戻もどそうとする。

　見方によっては喜劇じみた、コミカルな動作。だが──

「──何逃にがしてんだよ、零レイ士ジ！」

「すまん。突とつ然ぜん消えた」

「きッ!?」

　今しがた怪カイ異イが捩ねじ切った屋上の穴から、黒い煙けむりが噴ふき上あがる。

　あたかも火山の噴ふん煙えんのごとく隆りゆう起きしたソレは瞬しゆん間かん的に像を結び、黒白頭の少年へと変わる。

　かちん、鋼はがねの音。闇やみの粒つぶを曳ひきながら虚きよを抜ばつ刀とう。焼かれて鉱物のようになった木炭の輝かがやき。

　黒の刃やいばを振ふり抜ぬくと──ぞりっ、嫌いやな音。

「きいいいいいぃぃぃ……んっ!?」

「これも駄だ目めか。無む駄だもいいところだ」

　影かげが凝こごったような黒い刀。零レイ士ジの霧きりから形成された斬ザン黒コク刀トウは、するりするりと分子の間かん隙げきに滑すべり込み、いかなるものをも斬きり捌さばく、が。

　まるで達磨だるま落とし。一いつ瞬しゆんで頭をスライスされながら、怪カイ異イは転がった頭部の破は片へんを拾い集め、慌あわてて順番に戻もどそうとする。すでに断面は癒ゆ着ちやくし、戻もどりつつあるようだった。

「また出てきた!!　どうして？　捕つかまえてたのに！」

「突とつ然ぜん消えた、としか言えん。突とつ然ぜん中身が消えて、お前らを追ってきたらこれだ」

　頭を組み立て直している怪カイ異イに切っ先を向け、ぺっと口中の血を吐はき捨すてる。

　凝こごった血液は宙で溶とけ、漂ただよう粒りゆう子しに一体化。再び霧きりの中にブリーフ男を包み込む零レイ士ジの傍そばで、すたりと着地した月ゲツが面めん倒どうくさそうに言った。

「お約束、じゃねえかなあ。ホラー映画の化け物って、そういうもんよ？」

「何でそんなのが娯ご楽らくになるんだ。もっと小さくて可か愛わいいものを愛めでろ、人類」

「そんなこと言ってる場合じゃなくない!?　じゃ、アレ、閉じ込めても無む駄だなの!?」

「わからん。だが、ここは広い。誰だれもいない」

　ＪＫバニークラブ。狭せまい屋内では使えなかった。

　霧の怪物ブロツケンたる霞カス見ミ零レイ士ジの、もうひとつの技わざ──。

「《白ビヤク》を解禁する。固定電話を探せ、営業中の店ならあるはずだ」

「わかった。任せた！」

「え？　……ちょっ!?」

　蛍ケイの手を摑つかみ、半ば強ごう引いんに人狼ワーウルフは屋上から飛び降りた。

　すぐ近く、輝かがやくネオン。営業中の居酒屋、得体の知れない安酒とどこ産かも不明の焼き鳥を並べて宴えん会かい中のグループ、その眼前に着地。そのまま店へ入ろうとして。

「ぞ」

「!?」

　視線が切れた刹せつ那な、消えていた。

　ついさっきまでスライスされた頭を組み立てていた怪カイ異イがいない。何の痕こん跡せきもない。

　振ふり返かえり、眼下を見下ろす零レイ士ジ。居酒屋の入り口付近──

　酔よっぱらった人獣ニンジユウ どもが、店の中へ入ろうとするＪＫバニー、蛍ケイに絡からんでいるのが視みえた。

　遠い、会話はわからない。だが丸い尻しつ尾ぽが出たセクシーな尻しりを一匹ぴきの人獣ニンジユウ がつるりと撫なで、振ふり返かえった蛍ケイの迷うことなき左フックが炸さく裂れつ、ぶっ飛ばされてテーブルが倒たおれる。

　酒がこぼれ、ツマミが散乱、グラスが割れる。

「～～～～……！」

「………」

　あちゃあ、という顔の月ゲツ。クールに殴なぐった手を払はらう蛍ケイ。

　彼らの前、酔よっぱらった人獣ニンジユウ たちの最中に、違い和わ感しかないマッシュルームカット。

　間ま違ちがい探しの正解のように、いつの間にか佇たたずんでいる怪カイ異イが──視みえた。

「いたな。やはり……離はなれると、狙ねらった対象の近くへ具現化するのか」

　零レイ士ジは知らない、ホラー映画を観みたことも、都市伝説を聞いたこともない。

　どこへ逃にげても、追ってくる。絶対安全なはずの場所に、幻まぼろしのように出現する。

　都市伝説における不条理極きわまりない超ちよう常じよう現象、逸いつ脱だつしきった法則ルール。

「ぞ」

　雑ざつ踏とうの中、酔よっ払ぱらいだらけの繁はん華か街がい、道のど真ん中に立って。

　雑ぞう巾きん絞しぼりは大きく両手を広げ、月ゲツを、蛍ケイを、周囲にいる十数人の人獣ニンジユウ もろともまとめて捩ねじり、絞しぼり、グシャグシャに潰つぶして殺すために、柏かしわ手でを打とうとした。

「──させるか!!」

　迷わず宙へ跳とぶ。

　落下感を味わう前に全身を霧む化か。

　ボフッと音をたてて肉体が揮発、階段からドライアイスを流したように、雪崩なだれ落ちる。

「な、何だこりゃ!?　何も視みえねえぞ！」

「やだ、火事？　……きゃっ!!」

　重たい真綿という矛む盾じゆんが存在するなら、今の零レイ士ジがそれだろう。

　雑ざつ踏とうに広がった白はく煙えんは柔やわらかく、ふわふわとしたクッションのような感かん触しよくと、抗あらがい切れない圧力で人獣ニンジユウ たちを一気に押しのけ、将しよう棋ぎ倒だおしに倒たおれる人々を救い、街路の端はしへ寄せていく。

　騒さわぎが起こる。悲鳴、パニック。道に広がる入道雲。それを目もく撃げきした人狼ワーウルフと蛍ケイ、酔よっ払ぱらいに絡からまれていたふたりが、今にも空間を絞しぼり切らんとする怪カイ異イと、迫せまる零レイ士ジに気づく。

「──ぞっ」

　叩たたきつけられるような柏かしわ手で。

　雑ぞう巾きんを絞しぼるジェスチャー、空間が捩ねじれる刹せつ那な。

「「だああああああああああああああああっ!!」」

　ほぼ同時。蛍ケイと月ゲツが跳とびかかり、捩ねじれる空間から酔よっ払ぱらいたちを押し倒し、救う。

「ぐぎゃっ!?」

　転がる酔よっ払ぱらい、その鼻はな面づらギリギリ、１cmにも満たない至近距きよ離りを──視みえない手が絞しぼる。

　路上にはみ出していたテーブル席。おつまみやビールが念力に挟はさまれ、店の壁かべごとゴリッと凝ぎよう縮しゆくされ、瞬しゆん時じに捩ねじれて粉々になり、空間が爆はぜる爆ばく発はつ音が轟とどろいた。

「ひ、ひいい、ひいいいいいっ……!?」

「逃にげろ!!　オラ、とっとと!!　ナイスだ蛍ケイちゃん、反応いいぜ！」

「ありがと！　けど、それどころじゃなくない!?」

　あたふたとする人獣ニンジユウ の尻しりを叩たたいて逃にがしながら、二人は雑ぞう巾きん絞しぼりを睨にらむ。

　もう一度、とばかりに両手を広げる怪カイ異イ。背後に迫せまる巨きよ大だいな雲、雪崩なだれのように襲おそいかかる白。それが怪カイ異イを中心に猛もう烈れつな勢いで渦うずを巻き、苛か烈れつな遠心力がまだ残っていた人々を追おい払はらった。

「な、な、何だあ!?」

「爆ばく発はつ!?　テロ!?　……もう、サイテー！」

「げらげらげらげら!!」

　パニック。歓かん楽らく街がいにたむろする人獣ニンジユウ たちが逃にげ惑まどい、路上に座り込んだホームレスが手を叩たたいて、混乱する人々を囃はやし立たてていく。中には雲を押し退のけようとする者もいたが、できない。

　誰だれもが有名なアニメ映画で見た低気圧──竜りゆうの巣の如ごとき雲の大おお渦うずに、刺し激げき臭しゆうが混じる。

（黒コク白ビヤク霧ム法ホウ。霧きりを硬こう化かさせて扱あつかう《黒コク》と、気体液体のまま組成を組くみ替かえる《白ビヤク》）

　霞カス見ミ零レイ士ジは先祖を知らない。親から何も聞いていない。ただそういうものなのだと知って、自分がヒトではないと解わかった小学生の時、震ふるえる親から口伝とやらを教わった。

　くだらないバカげた与よ太た話ばなし。中二病びよう患かん者じやの妄もう想そうじみた結印と呪ス詛ソの文言。それはあの親が、自分という子に向けた最後の希望、ヒトと違ちがうかを見分ける試験だったのだろう。

　できないはずだ、と。できるはずがないと。

　祈いのりながら、願いながら教わった口伝は、教わってみればしっくりと染しみ込んだ。

（ごめんな、一イツ花カ）

　妹にだけは謝りたかった。

　黒い霧きりと白い霧きり。子供部屋に充じゆう満まんした、兄だったはずの霧モノの中。

『謝らなくて、いいよ』

『モヤモヤでも、触ふれなくても、変な臭においがしても。──私、零レイ士ジが好きだから！』

　信じられず、訊きいた。……なんで？

『ばーか。たったひとりの兄きよう妹だいだもん。当然でしょ！』

　笑ってくれた妹アイツは死んだ。

　一家心中というヤツだった。口伝を使えるようになった零レイ士ジは、言い訳しようもなく怪かい物ぶつで、霞カス見ミの家が代々この国の政府に嫌きらわれてきた原因そのものだったから。

　ぱちぱちと爆はぜる火の粉。肉が焼ける嫌いやな臭におい。蠟ろう燭そくのような鼻にへばりつく脂し肪ぼうの煙けむり。

　かつて一家が暮らしていた家だ。フラッシュバック、雲もただ中に具現化した零レイ士ジの脳に、その記き憶おくが蘇よみがえる。近所から嫌きらわれていても、父親や母親が育児放ほう棄きのろくでなしだろうとも、ギリギリ公共のセーフティネットにひっかかって生きていた、最底辺の家族。

　役所に紹しよう介かいしてもらった借家。過か疎そ化が進んで、戸こ籍せきが汚よごれた特殊永続人獣トクニンすら受け入れた。ド田舎いなか中のド田舎いなか、寒い土地で過ごす小学６年生の冬に、春を迎むかえることなく。

　──あの炎ほのおのように。

「ぞ……ッ!?」

　雑ぞう巾きん絞しぼりが振ふり返かえる。雲に包まれ、視界を確保しようとばたばたともがきながら。

　いたずらに手を振ふって白い気体をかき混ぜた時、独特の臭においが漂ただよう──可燃性ガス。

「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ──」

　雲の中、真っ白に塗ぬり潰つぶされた世界で、零レイ士ジの囁ささやきが怪カイ異イの耳に届く。

「──業ゴウ白ビヤク炎エン」

　かつて暮らした家を、家族を焼いた炎ほのおの再現のようで。

　うねる雲の渦うずに火花が散り、可燃性ガスに引火。酸素といい具合にミックスされた気体は、文字通り爆ばく発はつ的に燃ねん焼しようしつつ、渦うず巻まくそこから火の粉ひとつ外部に漏もらさない。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　人間らしい悲鳴を上げて、雑ぞう巾きん絞しぼりがのたうち回る。

　渦うず巻まく炎ほのお、火災旋せん風ぷう。超ちよう高温と暴風の渦うず、その中心に囚とらわれて絞しぼられる、捩よじられる。

　まさに逆転。煙けむりと炎ほのおは天高く伸のび、周囲に林立する古いビルすらも追おい越こして夜空を照らし、めちゃくちゃな爆ばく音おんを立てながらごうごうと旋せん風ぷうを巻き起こしていった。

「怪異オマエはこれでも死なないだろうが、ウザいだろ。──踊おどろうぜ？」

「アアアアアア!!　アアアアアアッ!?」

　のたうつ怪カイ異イ。ブリーフが焦こげる。皮ひ膚ふが焼ける。カットが乱れる。

　焦こげた端はしから治る。だが再生よりも燃ねん焼しようが早い。ジリジリと焼ける皮ひ膚ふと肉。苦しみのまま、何度も柏かしわ手でを打ち、空間を捩よじって雑ぞう巾きんを絞しぼる。視みえない念力の手に握にぎり潰つぶされる炎ほのお。

　ほんの一いつ瞬しゆんぽっかりと開く間かん隙げき。だが燃え上がる炎ほのおで即そく座ざに塞ふさがれ、脱だつ出しゆつは不能。

　炎ほのおの渦うずの中を影かげ法ぼう師しのように零レイ士ジは奔はしる。黒こく煙えんと白はく煙えん、炎ほのおを形成する気体の燃ねん焼しよう。炎ほのおそのものが零レイ士ジであり、そこから生じる煙けむりが、気流が、熱が、すべてが彼の一部だった。

（クソ。意識が……!!）

　茫ぼう漠ばくと溶とけていく。霧きりを硬こう化かさせ実体を創る《黒コク法ホウ》と異なり、《白ビヤク法ホウ》は制せい御ぎよが難しい。

　単純に、自分自身が認にん知ちできなくなる。風に、空気に溶とけて輪りん郭かくから紛まぎれてしまう気体生命、どういうしくみで動いているのか理解すらできない幻想種フアンタビ。

　広こう範はん囲いに広がれば広がるほど彼の意識は薄うすらぎ、末まつ端たんまで制せい御ぎよが行き届かない。

　今回のように、歓かん楽らく街がいのド真ん中で大火を巻き起こすなんてもっての外だ。

　酔よっ払ぱらいだろうが売春婦だろうが人間の屑くずだろうが、怪かい物ぶつよりは立場が上だ。髪かみ一本焦こがすだけでも責任を問われ、稼かせぎが減り、人間と認められる日はさらに遠のくだろう。

　──それでも。

（おまえの、かわりに）

　妹の面おも影かげが蘇よみがえる。

　零レイ士ジを刺さそうとした両親の包丁を我が身みで受けて、実の親に殺されながらも微ほほ笑えんだ。

　恨うらんでいないよと告げるように。愛していると伝えるように──。

　その虚うつろな笑え顔がおにガソリンを撒まき、タバコに火を点ともした両親の影かげがめらめらと。

　灼しやく熱ねつに溶とけて。炎ほのおそのものと混じり合った零レイ士ジに抱だかれてカリカリに焦こげた骸むくろが。

　──灰になるまで抱だきしめて。

　零レイ士ジが再現した地じ獄ごく、燃もえ盛さかる業ごう火かのただ中で影かげ絵えのように、ふたりの怪かい物ぶつは踊おどる。

（俺は『普ふ通つう』を手に入れるまで。──死ねない!!）

　まるで死人を弔とむらう火か葬そうが如ごとく。

　怪カイ異イと共に、零レイ士ジは炎ほのおと踊おどり続けた。




　　　＊




「炎ほのお……！」

　泣なき叫さけぶように、燃えていた。

　群衆を押しのけた空白に聳そびえる火柱。髪かみがチリチリと焦こげるほどの熱気が渦うず巻まく横風と共に、歓かん楽らく街がいの看板やネオンを吹ふき飛とばし、人獣ニンジユウ たちが炎ほのおに追われ、逃にげ出だして。

　夜空を突つき刺さす刃やいばのように。長く鋭するどく──伸のびていく。

「悲鳴みたいだわ」

「察しがいいな、柿カキ葉バさん。零レイ士ジのヤツ、かなり無茶してる」

　渦うず巻まく炎ほのおを並んで見上げる人狼ワーウルフとＪＫバニー。

　絡からんでいた酔よっ払ぱらい、店員まであっと言う間に逃にげ散った居酒屋に潜もぐり込み、カウンターやレジ周りで固定電話を探しながら、荒あらぶる炎ほのおを何度も何度も振ふり返かえってしまう。

「あいつは幻想種フアンタビだ。俺より濃こい、先祖返りの生まれつき。天然モノ──怪物モンスターサプリじゃねえ、人間サプリをキメて、幻想種フアンタビからヒトに変わってんのさ」

「……それじゃ、あの姿が。モヤモヤしたあれが、あの人の……!?」

「ああ、そうだ！　力を使えば使うほど、あいつは人間らしさを削けずっちまう。あんだけ無茶な真ま似ねをやらかしたら、何分かで燃もえ尽つきちまうかもしれねえ！」

「そうなったら……どうなるの!?」

「霧きりだぜ？　もうサプリをキメるどころじゃねえ。ヒトのかたちに戻もどれなくなる。頭の中身も、記き憶おくや意志だってどうなるか怪あやしい。つまり、人間としちゃ……」

「死ぬ。……ってことね」

　生命活動の停止は死と直結しない。

　たとえ肉体が生きていたとしても、その人格を形成する体験や記き憶おくを失ってしまえば──

　それはその人格にとっての『死』と言えるだろう。

「まじやべえんだ、幻想種フアンタビは。人間らしさが燃もえ尽つきちまった零レイ士ジが、何しでかすか……！」

「止めなきゃ。……させちゃ駄だ目め。そんなこと!!」

　付き合いはほんのわずかだ。だが、それでも柿カキ葉バ蛍ケイは、霞カス見ミ零レイ士ジを知った。

　一見冷たい男のようだ。素っ気なくぶっきらぼうだし、誉ほめ言葉のピントがボケている。

　が、誰だれかを思いやる心と、命メイを守ろうとする優やさしさが、隠かくせているようで隠かくれていない。

（アイドルとか、どうだろう）

　あんな、とぼけた言葉。

（価値を証明するのに写真一枚で済むのが、羨うらやましい）

　煽あおりかと思った。けれどそれは、恐おそらくただの本音で。

　人間ならざる怪かい物ぶつが、社会に参加する価値を証明する代だい償しよう。ただ人として生きてゆくために、彼が払はらうべき負ふ債さいの重さは、きっと蛍ケイが想像できる家計や施し設せつの資し金きん繰ぐりの何倍も重い。

「あった!!」

　レジカウンターの中。扉とびらを開いたところに隠かくされていたコードレスの固定電話。

　恐おそる恐おそる受話器を取る。つー、と通話音。回線が生きている証あかし。

「よっしゃ!!　貸してくれ、ソッコーかけるから！」

「……うん！」

　受話器を投なげ渡わたすと、蛍ケイは再び夜空を貫つらぬく炎ほのおを見上げた。

　黒と白と赤と橙だいだいのミックス。煙けむりと炎ほのおが巻き起こす火災旋せん風ぷうはますます巨きよ大だい化し、今やビルの一軒けんほどなら軽く吞のみ込むほどだ。悲鳴のように風が喘あえぐ、けれど炎ほのおは誰だれも傷つけない。

　散らかる紙かみ屑くず、そこかしこに点在する可燃物、調理用のガスボンベや車。

　まるで爪つま先さきで立つ巨きよ人じんのように、炎ほのおは危あやういバランスを保ちながら耐たえていた。




「もしもし、社長！　──社長!?」




　切せつ羽ぱ詰つまった人狼ワーウルフの声すら届かぬほどに。

　柿カキ葉バ蛍ケイは、炎ほのおに魅み入いる。




　　　＊




「はいはい、聞こえてますよっと。ついでに見えてる。いやあ、派手にやってるねえ？」

　仮面舞踏街マスカレード某ぼう所しよ、幻想清掃Fantastic Sweeperオフィスビル。

　社長室の窓から夜景を見下ろせば、遠く街並みが赤々と光る。

　空を貫つらぬく炎ほのおの竜たつ巻まきに照らされながら、社長──楢ナラ崎サキは古風な電話越ごしに話しかけた。

「あんまり被ひ害がいを出さないでくれるかな、さすがに火事はまずいって。この街じゃ保険も下りないし、後片付けするのウチなんだからさ」

『ンなこと言ってる場合じゃねっスよ、不死身ですよ、あの雑ぞう巾きん野や郎ろう!?』

　受話器から響ひびく、咬かみつくような声。人狼ワーウルフ・頼ライ山サン月ゲツの言葉には強い焦あせりが感じられた。

「そうでもないよ？　物理的な耐たい久きゆう力なら、生きつ粋すいの人狼ワーウルフであるキミとは比べ物にならないね。ぶっちゃけ、金属バットの一本もあればそのへんのオヤジでも倒たおせるはずだ」

『は？　でも刺さして斬きって潰つぶして燃やして、さんざやってますけど!?』

「そりゃそうだよ。次元が違ちがうんだ」

　喩たとえ話をしよう、と社長は言った。

「水面に映った月を斬きれば、空に輝かがやく月も同じく斬きれると思うかい？」

『いや無理だろ。当たってねえし』

「そういうことさ。君たちがしているのはそれと同じことだよ。怪カイ異イは一いつ般ぱん的な生物ではなく、今を生きる風説、伝承、都市伝説、陰いん謀ぼう論──妄もう想そうから生まれた最新の幻げん想そうだ」

　故ゆえに、現世に存在するかのように見える肉体を物質的に破は壊かいしても意味はなく。

「怪カイ異イの本質は、ヒトの集合無意識が形成する現実改変にある。その法則のもとで攻こう撃げきしない限り、一いつ切さい合がつ切さい無む駄だなのさ。つまりだね……」

　興が乗って来たらしく、どこか楽しげに。

　受話器と電話をつなぐコードを指でクルクルしながら。

「それが古いにしえの幻想種フアンタビ、近代の怪カイ異イを現実たらしめる本質だよ。現在売られている怪物モンスターサプリは、幻げん想そうから神秘を剝はぎ取とって工業に貶おとしめた搾しぼりカス、安全極きわまるダシガラだ。わかるかい？」

『……今その話いいんで対策教えてくんないっスか!?　マジヤバなんすよガチで!!』

「やれやれ、せっかちだね君は。電話、代わるよ？」

『あ、ちょっ、しゃちょ──……!?』

　月ゲツの言葉を待たず、楢ナラ崎サキは控ひかえていた秘書、ネルに受話器を渡わたした。

　銀ぎん髪ぱつ幼女の事務服。仮面舞踏街マスカレードに似つかわしくない新型のタブレットＰＣを滑なめらかに操作し、従来の方法では決して閲えつ覧らんできない電脳世界、インターネットの暗部を覗のぞいて。

「電話、代わった。該がい当とうログ発見。ディープウェブ内の雑談スレ。ぜんぜん伸のびてないけど」

『え？　ネルさん？　それ、どういう……？』

「《雑ぞう巾きん絞しぼり》の大本っぽいやつ。正直しょぼい。──こんなので、変わるなら」




　現実って、脆もろすぎる。

　そんな呟つぶやきと共に、ネルはタブレットに表示したログを電話口へ読み上げた。




　　　＊




　──ディープウェブアーカイブ　旧掲けい示じ板ばんログ　検けん索さく結果
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　半年くらい前にあった実話なんだけど。

　同じマンション内から陽性者が出て隔かく離り中、寝ねてたら電話がかかってきた。

　ゼミの友達。バカなやつでさ、わざわざ俺が隔かく離りされてんの知ってて煽あおってきやがんの。

　うぜーな、って思ってさっさとあしらって電話切ろうと思ってたらなんか様子が変。

　どうも電話の声がでかいとかマスク外すなとか黙もく食しよくしろとか注意されて逆ギレしたらしい。

「変な奴やつに絡からまれてさ。唾つばが飛んだからテーブル拭ふけとか言いやがんの」

「瘦やせてて、眼めだけギョロッとしてて、そいつが病気じゃねーの？　ってキモいおっさん」

「あ？　いいっていいって、何か喚わめいてるけどスルーすっから──」

　その時、バキッ！　てすげえ音。

　ガラス？かなんかが割れる音みたいだった。電話の向こうパニックでさ。

　女の悲鳴とか店員の叫さけび声ごえとかに混じって、キモい声が聞こえてくんの。

「ぞおおおおおおおおおおおおきいいいいいいいいいいいいいいん」

　みたいな感じ？　音悪くて聞こえにくかったけど。

　通話中でスピーカーにしてたからメチャびびったわ。

　後日聞いた話なんだけどさ、なんか友達、電話中に注意してきた奴やつスルーしてたら

　ビール瓶びんで頭カチ割られたらしかった。




849：隔かく離り中の名無しクン[sage]投とう稿こう時：20XX/XX/XXyhmaeawe……　ID:hukoop056

　……スレ違ちがいじゃね？

　それただのヤバい人だろ、怖こわい話じゃねーじゃん。
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　友達は幸い頭５針くらい縫ぬっただけで生きてたんだけど。

　隔かく離り明けてお見み舞まい行ったら、なんか人が変わっちゃって。

　感かん染せん対策しまくりの世の中で、居酒屋で酒飲みながら喋しやべるようなヤツだぜ？

　態度悪いってか、ぶっちゃけバカ。後先考えなくて図ずう々ずうしくて、まあバカ。

　そんなバカがげっそり瘦やせちゃってさ。

　マスク取るなとか、２ｍ以内に近づくなとか、触さわったとこは消毒しろとか。

　そんなんじゃなかったろお前、って言ったら『怖こわい』って言うんだわ。

　瓶びんで頭カチ割って来た犯人、そいつはもう捕つかまってんだけど。

　そいつのイカれた顔やら声やらがトラウマになってて、夢にまで見るんだって。

　次は絶対襲おそわれたくない、だから気をつけるんだ、お前も気をつけろ！　って。

　差し入れにウェットティッシュとマスクと消毒液持ってったら大喜びしてた。




851：隔かく離り中の名無しクン[sage]投とう稿こう時：20XX/XX/XXyhmaeawe……　ID:jikiol258

　ティッシュもらって喜んでるのちょっとかわいい。




852：隔かく離り中の名無しクン[sage]投とう稿こう時：20XX/XX/XXyhmaeawe……　ID:hukoop056

　だからそれトラウマになってるだけじゃん。

　別に怖こわくねーし？




853：隔かく離り中の名無しクン[sage]投とう稿こう時：20XX/XX/XXyhmaeawe……　ID:8ogh67op

>>852

　こっからが本番。

　そいつ、退院してからすっかり人が変わっちゃってさ。

　隔かく離り警察？　自じ粛しゆく警察？　マスク警察？　わかんねーけどそんな感じになって

　ちょっとでもマスクずらしたり、人前でもの食べたり、手洗わなかったりしたら

　ものすごい勢いで喚わめき散らすようになっちゃったんだ。

　どうしてそんなんなっちゃったんだよ、って聞いてみたら、

　感かん染せんが怖こわいんじゃないんだ、って。頭に食い込んだビール瓶びんの痛みっていうの？

　ガラスのかけらが残ってるんじゃないかって疑って病院行ってみたけど。

　そんなわけもなくて、普ふ通つうに傷は全部治ってんだけど……。

　ズキズキ痛んで、感かん染せん対策をさぼったり、人に迷めい惑わくかけたりしたら

　またあいつに、頭カチ割られるんじゃないかって思うと怖こわいんだってさ。




　ルール違い反はんが、怖こわくて怖こわくてしょうがないんだって。

　だからそいつは善意でやってるのよ、自分と同じ目に誰だれも遭あわないように

　めちゃくちゃ善意で注意しまくってたわけ。ウザいけど。




　しかも決まってその時、こう、手をぎゅって。

　持ち歩いてるハンカチとか、ティッシュとかを、絞しぼるわけよ。

　雑ぞう巾きんねじるみたいに、ぎゅって。まるで誰だれかの首でも絞しめるみたいに、ぎゅって。

　その眼めがマジ逝いっちゃってて怖こわいのなんの。ゼミでも孤こ立りつしちゃってさ。

　細々とやってたゼミ会やらオンライン飲み会にも出なくなって、音信不通。




　……アパートも引ひき払はらっちゃっててさあ。

　どうしてんだろうな、今ってところでやるせない気分になったから

　ここで吐はき出だしてみたんだ、すまん。オチとか特にない。




854：隔かく離り中の名無しクン[sage]投とう稿こう時：20XX/XX/XXyhmaeawe……　ID:hukoop056

　くっそモニョるんですけど……。

　ちゃんとオチ考えてから書けや無能。




855：隔かく離り中の名無しクン[sage]投とう稿こう時：20XX/XX/XXyhmaeawe……　ID:1kjlij82U

>>853

　乙おつ、しゃーない。

　てかその人どうなったんだろうね？

　今時ホームレスとか無理だろ、捕つかまるし。




856：隔かく離り中の名無しクン[sage]投とう稿こう時：20XX/XX/XXyhmaeawe……　ID:8ogh67op

　さあ？　案外最初に頭カチ割って来た人みたく

　マナー違い反はんした人を襲おそったりしちゃってるのかも。

　ずっと昔のログで見たけど、口裂さけ女みたいなノリで。




857：隔かく離り中の名無しクン[sage]投とう稿こう時：20XX/XX/XXyhmaeawe……　ID:1kjlij82U

　ビール瓶びんで頭カチ割られんの？　マスク外したら？

　クソだなそれ。もうちょい面おも白しろい殺やり方してほしいわ。




858：隔かく離り中の名無しクン[sage]投とう稿こう時：20XX/XX/XXyhmaeawe……　ID:0lhl;p8565

　わかるわかる。

　念力で絞しめ殺ころすとかどうよ、ほら。ベ×ダー的な。




859：隔かく離り中の名無しクン[sage]投とう稿こう時：20XX/XX/XXyhmaeawe……　ID:hukoop056

　フォー×グリップな。雑ぞう巾きんにこだわってんだし

　そこでキャラ立てたら面おも白しろいんじゃね。




860：隔かく離り中の名無しクン[sage]投とう稿こう時：20XX/XX/XXyhmaeawe……　ID:8ogh67op

　一応実話なんだけどなあ、これ。雑ぞう巾きん？

　んじゃオチとして、あいつはどっかで妖よう怪かい雑ぞう巾きん絞しぼりになったってことで。




861：隔かく離り中の名無しクン[sage]投とう稿こう時：20XX/XX/XXyhmaeawe……　ID:1kjlij82U

　ヨタ話としちゃ面おも白しろかったよ、乙おつ。




　　　＊




　このくだらない書き込み。

　風説の茹で卵バロツト。成立前の都市伝説、孵ふ化かする前に茹ゆでられた雛ひな。

　それが皮肉にも公共のＳＮＳに転てん載さいされ、集合知によりブラッシュアップ。

『知ってる？　《雑ぞう巾きん絞しぼり》の噂うわさ』

『え、何ソレ。掃そう除じのおじさん？』

『違ちがう違ちがう。マスクしないで唾つば飛ばす、汚きたないヤツを見えない手で絞しめ殺ころす、妖よう怪かい』

『あー、いいな。クチャラーまじウザいし、合法的に消えてほしい』

　何百何千何万というネットの滓かす、会話の断だん片ぺんが。

『ねえ、知ってる？』

『友達の友達から聞いた話なんだけど──』

　監かん視し社会のガス抜ぬきとして。

　記録されない場所で、人から人へ、口から口へ。

『マナー違い反はんするやつ、いるじゃん。鼻マスクのおっさんとか』

『くちゃくちゃ音たてて食べるキモいやつとか』

『今時、歩きタバコするオヤジとか』

『歩道をチャリで走るガキとか』

『電車でやたら近いところに立つ男とか、素す手ででつり革かわ触さわる人とか、信じらんない』

『そういうキモいやつのところに来るんだって──《雑ぞう巾きん絞しぼり》が」

『雑ぞう巾きんを絞しぼるみたいに、ぐちゃっと人を絞しぼって殺すんだよね？』

『へー。見た目、どんな感じなのかな』

『ブリーフひとつの全ぜん裸ら男？　うわ、キモ。キモいやつがキモいやつを殺すんだ、ウケる』

『いいじゃん、汚きたない者同士、殺してくれれば』

『悪いやつ、人に迷めい惑わくをかけるやつは』

『死んでくれたほうが、いいもんね。あーあ、誰だれか殺してくれないかな──』

　殺さつ伐ばつとした妄想ネガイに凝こり、つまらない部分は省かれて。

　愉ゆ快かいなエキスだけが濃のう縮しゆくされた汚きたない言葉の、ひと雫しずく。




「それが、アレ。都市伝説の怪カイ異イ……《雑ぞう巾きん絞しぼり》」

　幻想清掃Fantastic Sweeperオフィス。タブレット端たん末まつを片手に調査内容を語る幼女秘書、ネル。

　電話口の相手──人狼ワーウルフ少年、頼ライ山サン月ゲツはだああああっ、と悲鳴じみた声をあげた。

『そりゃわかりましたけど、もちょっと具体的に！』

「けっこう具体的だと思うけど」

『いや、おかしいでしょ……。そのクッソくだらない噂うわさ話ばなしから化け物が生まれたとして！』

　がさごそがちゃがちゃ、電話口に雑音。

『え？　何？』

『このコ！　柿カキ葉バさん、別にマナー違い反はんとかしてなかったし!?　何で狙ねらわれるんスか！』

「マスクしてないでしょ。サプリをキメてる人獣ニンジユウ で、してる人……いる？」

『あ……れ、零レイ士ジは!?　あいつたしか外してなかったような……煙けむりで見えねえけど』

「煙けむりが歩きタバコ判定された可能性。それにあれは怪カイ異イそのものじゃなく、サプリ化した怪カイ異イを取り込んだ人間だから、伝承通り動くわけじゃない。都合よくルールを曲解するからね」

『……ずっりいいいいい!!』

　当たり前と言えば、当たり前。

　あらゆる制約、束そく縛ばくからの解放を売りとする仮面舞踏街マスカレードで、その証あかしとも言えるマスクをした人獣ニンジユウ など、いるはずがない。その時点で狙ねらうべき存在、標的の条件をクリアしている。

『じゃ、じゃあ……。妄もう想そうからバケモンが生まれたとして。

　そいつのサプリなんてどうやって作ってんだよ。材料とかどっから取ってくんの？』

「それは私が答えよう。都市伝説の《怪カイ異イ》は一定条件が揃そろうことで具現する」

　ネルから受話器をほいと受け取り、楢ナラ崎サキが面おも白しろそうに語り出す。

「オープンウェブ、管理されてるネット上での発言には責任がある」

「お隣となりの大陸で開発された、学習型ＡＩを利用した情報管理システム。社会に対する敵意や害意を、直接言わなくても匂におわせた段階で、ＷＥＢ上の情報を検けん索さくしているＡＩが発見して、書き込んだ人物に警告を発したり、その信用クレジツトへ罰ばつを下すわけだ」

　それは今現在、この超ちよう管理社会を構築、維い持じする秩ちつ序じよの根幹。

「が、下等なお化け話、益やく体たいもないオカルト談話。

　これはＡＩによる検けん閲えつ、罰ばつ則そくの対象にはならないわけだ」

　公おおやけに存在しないものだから。

　存在しないものが人を傷つける可能性などなく、即すなわち──不能犯として罰ばつせられない。

「特定個人の名めい誉よを棄き損そんしたりもしていない、危険思想として罰ばつ則そくの対象にもならない。故ゆえに人々は、心の澱おりをそこに捨てていくわけだ」

　積もる積もる黒い澱おり。

　人類が悪意を吐はき捨すてる捌はけ口ぐちとして、風説、都市伝説、陰いん謀ぼう論は成立し。

「皮肉なものさ。──言論の統制、社会管理、情報管理システムの根幹は怪カイ異イの抑よく制せいだ。人口に膾かい炙しやした妄もう念ねんから、人類滅めつ亡ぼう、社会崩ほう壊かいを招きかねない怪カイ異イ発生を防ぐために作られた情報管理システムが、結果として蟲こ毒どくの壺つぼのように、妄もう想そうを煮に詰つめ──磨みがいてしまう」

　ちらり、ネルが両手に掲かかげるタブレットに視線を落とす。

　そこに表示された検けん索さく結果、さまざまな情報をまとめれば。

「《雑ぞう巾きん絞しぼり》の怪カイ異イ譚たんは半年ほど前、検けん索さくエンジンから除外されたディープウェブ上の匿とく名めい掲けい示じ板ばんに投とう稿こうされた体験談をもとに、修正を加えられながら伝でん播ぱした。

　その後、名前の変へん更こう、外見の修正、行動の変化。さまざまなパターンを考こう慮りよし、他言語への翻ほん訳やくなども加わって、全世界でおよそ……６００万件以上になるよ」

『ろ……ろっぴゃくまん!?』

　言葉を失う月ゲツ。

「早すぎる。多すぎる。豊富すぎる。これは──人じん為い的な拡散、操作だね」

　かつて存在したという自由なＳＮＳ上ではよく行われていたことだ。

　企き業ぎようが、団体が、組織が、政府が、自分たちの利益や思想のために行う認にん知ち戦。

「普ふ通つうここまで広がる前にＡＩが検けん閲えつ対象として弾はじく。信用を傷つけてまでオカルト話なんかしやしないよ、くだらないヒマつぶしなんだから」

『けど、野放しのままなんだろ？　ってことは……！』

「政府か、それに類する筋。公的ＳＮＳの運営方針に介かい入にゆうできるクラスの富ふ豪ごう、経営権持ち。つまるところ雲の上の誰だれかが行ったこと。つまり──《怪カイ異イ》の、養よう殖しよくだ」

　人工的に拡散され、見み逃のがされ、育てられた都市伝説。

『ＳＮＳの検けん閲えつとやらでその噂うわさ消しまくったら!?　消えんの、あいつ!?』

「かもねえ。けど僕らにそんな権限、あると思う？」

『無いのかよ！　じゃあ……ハッキング、とか！』

「どんな法的根こん拠きよでそれをやるんだい。私たちはただの民間企き業ぎようであって権力者じゃないよ。やろうもんなら犯罪、テロリスト扱あつかい。会社ごと潰つぶされて終わるだけさ」

『～～～～っ!!　つ、つっかえね～～っ！』

　その時、受話器にノイズが走る。ゴソゴソと揺ゆれる音、聞き取れない男女の声、そして。

『電話、代わりました。……つまり、どうしたらいいんですか!?』

「いい質問だ。君は誰だれちゃんかな？　そこはかとなくＪＫの香りがするからお答えしよう」

　気持ち悪い台詞せりふを言い放ち、受話器のコードをくるくると指に巻きながら、楢ナラ崎サキは答えた。

「古今東西、噂うわさは凝こごって怪カイ異イとなる。存在しないはずのものが、ヒトの悪意の濃のう縮しゆくによって形をなし、雫しずくとなって垂れ落ちる。古いにしえの時代は狐こ狸り妖よう怪かい、あるいは怨おん霊りようなどと呼ばれていた」

　そんな代しろ物ものを捕とらえ、さらに絞しぼり、溶とかして混ぜて攪かく拌はんする──『賢けん者じやの石』とも呼ばれる錬れん金きん術じゆつの秘ひ奥おう。今や完全に解明され、神秘を失った、誰だれにでもできる愚ぐ者しやの魔ま法ほうこそ。

「解ラ明イ魔ブ法ラ──そう呼ばれるモノを、君たちは日常的に口にしているよ」

『……《怪物モンスターサプリ》……!?』

　近場の自じ販はん機きで売られている、ただのジュースのようなものが。

　古いにしえの時代、錬れん金きん術じゆつ師しや魔ま女じよが心血を注いで作った霊れい薬やくの成れの果てだと楢ナラ崎サキは暴あばく。

「異なる次元の存在、こちら側に影えい響きようを及およぼせない未熟な怪カイ異イ。孵ふ化か直前の茹で卵バロツト──それを丸ごとサプリ化する。ＢＴ本社はそれに成功した、というわけだね」

　妄もう想そうで作られた人形に、悪意を凝ぎよう縮しゆくした噂うわさの擬ぎ人じん化。

　それを吞のみ込み、噂うわさと一体化した《怪カイ異イ人間》と化した接種者はもはやヒトならず。

　半ば概がい念ねん的存在となっており、この世界に現れる姿は虚きよ像ぞう、水みな面もに映る月のごとく。

　いかなる手段を以もつてしても傷つけることの叶かなわない、怪かい物ぶつとなる。

「アレの本質は情報だ。噂うわさだ。風説だ。それを破は壊かいできない以上、もうどうしようもないよ。ただ零レイ士ジくんと同様に、力を使えば使うほど、現世の触しよく媒ばいたる人体に負担がかかるはずだ」

『つまり、あの……雑ぞう巾きんねじねじ攻こう撃げきを、使いすぎたら死んじゃう？』

「そうなるね。ま、零レイ士ジ君には多少酷こくだが……」

　かの怪かい物ぶつの限界がどこなのか、それは楢ナラ崎サキにも理解できない。

　今すぐにでも終わるのか、それとも数日は暴れ続けるのか、その計算すらも。

「それをやれるからこそ、霞カス見ミ零レイ士ジは怪かい物ぶつでありながらヒトの一員たる資格を得た。つまりはこれが彼のお仕事──義務だよ。任せて当然じゃないかな？」

『……!!』

　電話口の沈ちん黙もくに怒ど気きを感じる。わずかな沈ちん黙もくのあと、ふたたび相手が変わった。

『無茶だよ、社長。あと何時間かかるかわかんねーけど、そんなんやってたら……。

　零レイ士ジのやつ、霧きりになったまま戻もどれなくなっちまう!!』

「それは困った、人手が減るねえ。求人を出したら新しい化け物が来ると思うかい？」

『～～～────ッ!!』

　ガチギレの気配に半笑いで返した時。

　くいくいと袖そでを引っ張られ、楢ナラ崎サキは秘書ネルを見下ろした。

「どうかしたかい、ネル君？」

「意地悪してると社員にマジ嫌きらわれる。教えてあげたら？　社く長ず」

「……今ちょっとエグい呼び方しなかった？　ひどいなあ。やれやれだよ」

　持ち上げた受話器を肩かたに挟はさむ。ぐるぐるぐるぐる、獣けものが喉のどを鳴らす音。怒いかりのあまり、言葉もなく唸うなるばかりとなった人狼ワーウルフへ、楢ナラ崎サキは窓の外、街並みの向こうに輝かがやく炎ほのおを見て告げる。

「怪カイ異イの本質は情報だ。噂うわさ話ばなし、都市伝説、物語……」

　ならば。

「その内容に基もとづいた攻こう撃げきであれば通るはず。──と、私は思うんだけどね？」











────　02　伝説の殺し方　────






　──そして炎ほのおの渦うずの中。

「ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ……！」

　怪カイ異イ、雑ぞう巾きん絞しぼりの雄お叫たけびと共に空間が絞しぼられ、ギュムリと潰つぶれた。

　酸素、窒ちつ素そ、水素、漂ただようガスが超ちよう圧縮されて捩ねじれるが、そこに雑ぞう巾きん絞しぼりを取り巻く幻想種フアンタビ、霧の怪物ブロツケンたる零レイ士ジはいない。炎ほのおと煙けむりに紛まぎれ、彼自身にも己おのれの輪りん郭かくはぼやけつつあった。

　理解できる。怪カイ異イの肺が膨ふくらみ、萎しぼむ。呼吸している。酸素を吸って二酸化炭素を吐はく生命活動とは別種の儀ぎ式しき的な何かで、止められたところでヤツの活動に支障はない。

　けれど、せずにはいられない。怪カイ異イを動かす意識が己おのれをヒトに類する怪カイ異イだと認にん知ちしている以上、当たり前の常識として、息をしなければ苦しいからだ。

　故ゆえにソレの呼吸は必然ではなく、儀ぎ式しきに過ぎず。

「──げべッ!?」

　雄お叫たけびのあと、すんと怪カイ異イが息を吸い込んだ瞬しゆん間かん。

　数百度の熱気と化した霧の怪物ブロツケン、零レイ士ジの指先がその流れに乗って怪カイ異イの鼻から気管を通じ、滑すべり込むように肺を焼いた。じゅわりと肉が焦こげ、粘ねん膜まくが焼ける激痛に怪カイ異イが悶もだえる。

　が、それまでだった。

（……死なない！）

「ぞおおおおおっ!!」

　みちみちと細さい胞ぼうが再生、ただちに怪カイ異イは蘇よみがえる。

　激痛に、不快以上の意味がない。常人なら即そく死しする呼吸器系への熱傷も、雑ぞう巾きん絞しぼりにとってせいぜい熱いコーヒーで咽むせた程度のことでしかなく、怒おこらせるだけだ。

（あれはもう、怪カイ異イそのものだ……！）

　まともな生き物ではない。傷つくことに意味がない。

　化け物の姿が映った鏡を割るようなものだ。鏡は壊こわれても、映っていた化け物は傷つかない。

　霧の怪物ブロツケン、霞カス見ミ零レイ士ジ。名も知れぬ怪カイ異イ、雑ぞう巾きん絞しぼり。これは生き物の戦いではない。形のない悪意と悪意のせめぎ合い、古いにしえの怪かい物ぶつと最新の怪カイ異イが、その強度を比べる試みなのだ。

（──やばい　おれが　とける）

《白ビヤク》の弱点。揮発し、拡散するたびに自じ我がが薄うすくなる。

　その感覚を言葉で説明するのは難しい。

　強しいて言うなら、スマホのカメラ──その焦しよう点てんが外れ、あらゆるものがブレて写るように。自分というものが薄うすくなり、警報となる痛みや危機感もなく、ただ消えてしまう。

『調べてみたけどよくわかんない。だからまあ、吸血鬼バンパイアってことにしとこうか？』

　家が焼け、妹が死に、両親もいなくなった後。

　後見人になるなどと言い出した社長、楢ナラ崎サキの言葉は、何の慰なぐさめにもならなかった。

『けど、何が原因かは想像がつくよ。《黒コク法ホウ》による実体化は己おのれを固める行こう為いだ。

　君に確固たる自じ我ががあればあるほどうまくいくだろう』

『《白ビヤク法ホウ》による変化はその真逆。自分自身を変える行こう為いなんだ。ヒトの形を崩くずして霧きりに戻もどる、それだけでも肉体という明らかな境界線を喪うしなって、キミという存在はぼやけてしまう』

『そこから、さらに違ちがう存在に変わるんだ。キミをキミだと定義するもの、ヒトのカタチすら自分自身で否定する。そうなったらまあ、何も残らなくて当然だろう？』

『自じ我がが完成しない状態での《白ビヤク法ホウ》濫らん用ようは人格の崩ほう壊かいを招く。できるだけ控ひかえたまえ』

　無責任な医者みたいな言い方で、否定された。

（……けど……わかる……　わかっち　まう）

《白ビヤク法ホウ》の全力使用で創つくり出した火か焰えん地じ獄ごく。炎ほのおに紛まぎれた自分自身、熱と煙けむりと空気に化けて、ヒトのカタチを失なくしたままの状態が続けば続くほど、自分が薄うすまっていく感覚がある。

　その結果何になるのだろうか。わからない。きっと古いにしえの怪かい物ぶつに──誰だれも正体すら知らない、伝説にも残っていない、よくわからないものに還かえるのだろう。

（俺は、たぶん『終わった』呪のろいなんだろう）

　微かすかな意識でそう想おもう。

　自分は何なのか、わからない。噂うわさ話ばなし、寓ぐう話わですらない。話が失われ消えて壊こわれて、残ったのは曖あい昧まい模も糊ことした、何を摑つかむことも、触ふれることもできない霧の怪物ブロツケン。

　昔の人間が、どんな下らないことを考えてそんな伝承を生んだのか。

　そしてどんな成り行きで、それをヒトの一族が血統として伝え、その制せい御ぎよ法まで残したあげく、この現代に蘇よみがえるハメになったのか。零レイ士ジは知らないし、知ったことじゃない。

　たまたま大昔から残っていた、便所の落書きのような化け物。

　霞カス見ミ零レイ士ジは、己おのれをそんなものだろうと考えていて。

（そんな　おれに）

（ひとを　だれかを　たすける　……なんて）

　お情けで社会にいさせてもらっている厄やつ介かい者ものに。

　許される、はずが

（な──……？）

　ない、と思いかけた時、胸を痛みが貫つらぬいた。

（あいつは　いっかは──……そんなこと　いわない）

　ごくあたりまえの女の子だった。何事もなく成長していればきっと中学あたりで恋こいをして、さぞ複雑な気分にさせてくれただろうと思う、可か愛わいくて優やさしい、普ふ通つうの女の子だった。

　親だってそうだ。妙みような血統に生まれ、社会的に負わされたハンディキャップに折れ、人生の負ふ債さいすべてを生まれの不幸に押し付けて逃にげただけの、ごくありふれた人間だった。

　自分を棄すてたのも。家に火を点つけたのも、妹を殺したのも──

　ただひたすら弱くて、脆もろかっただけで。

（ふつうに　なりたい）

　喪うしなった妹の人生を取とり戻もどすために。

　妹が受け取るはずだった分まで、ありふれた幸福を手に入れるまで。

　死ぬわけにはいかない。壊こわれるわけにはいかない。

『……だいじょうぶ、だよ……？』

　血に濡ぬれながら、兄を抱だきしめて囁ささやいた言葉。

『わたしはきっと、だいじょうぶ、だから』

　そんなはずはないだろう、と叫さけんだ。




『生きて。──大好き』




　耳にこびりついた絶ぜつ叫きよう。

　業ごうを燃やすたびに、いなくなった命を思い出すたびに喉のどをつんざく、ア行。

　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──……!!

　絞しぼり切り、喉のどが嗄かれるまで叫さけんだ想おもいのために。

（やるしか　ない──……!!）

　迷うことなどないのだ、と零レイ士ジは悟さとる。

　同じ想おもいを、苦しむ誰だれかを視みたくない。視みれば痛む。古傷が痛む。心が疼うずく。

　消えた妹を、壊こわれた家族を、傷を思い出して辛つらいから。

　身勝手に、わがままに、己おのれの都合で。

　社会への貢こう献けん。この世界で、ヒトとしてあり続けるために。

　失われた妹イノチの分まで、幸せであるために──。

「──ヒトであることを、諦あきらめない!!」

「ぞっ!?」

　炎ほのおが幻まぼろしのように消え去った。

　焦こげた瓦が礫れき、真っ赤に灼やけた鉄筋、異い臭しゆうを放つプラスチックの残ざん骸がい。焼け野原と化した街路、溶とけて煮にえだしたアスファルトできょろきょろと周囲を見み渡わたす怪カイ異イめがけて。

「黒コク白ビヤク霧ム法ホウ──蛮バン黒コク牙ガ!!」

　どくん、心臓が鳴る。白い霧きりが黒に変わり、像を結んで再び零レイ士ジの姿が現れる。

　怪カイ異イが振ふり向むく。雑ぞう巾きんを絞しぼろうとするモーション。だがそれより早く、零レイ士ジの肩かたから伸のびた影かげ絵えのような黒い狗く頭とうが、鋭するどい牙きばを持つ狼おおかみの顎あごが雑ぞう巾きん絞しぼりに食らいつく。

「ぞぞぞぞぞッ……き、ンッ!!」

「ぐ……かっっ!?」

　深々と生白い肌はだに牙きばが食い込む。腕うでごと吞のみ込み、肩かたにまで達する狼おおかみの牙きば。

　齧かじり取ることなくモーションを妨ぼう害がいするかぶりつき。片かた腕うでを封ふうじられた怪カイ異イは、残った腕うでのみで空中を捩よじる。両手を使ったそれに比べれば弱い、だが零レイ士ジの首に激痛が走った。

「が……ぬ……げっ……!!」

「ぞ……ぞぞぞぞぞぉぉぉ……っ!!」

　力比べだ。

　見えない怪カイ異イの手、念動の掌てが零レイ士ジの頭を鷲わし摑づかみにすると、真後ろへ曲げてゆく。

　今にも首の骨が折れ、ぶらんと千切れそうに痛む。脊せき椎ついが限界に達し、ミシミシと軋きしむ。

　零レイ士ジにとって霧きりが像を結んだこの身体からだは、言わば風船のようなものだ。

　形のない自分自身、霧きりを圧縮してヒトのカタチに押し込んでいる。一度破れれば、中身たる零レイ士ジの霧きりは激しく噴ふき出だし──いつもならともかく、消しよう耗もうし、傷を負った今では。

　ポンと首が千切れ、抜ぬけた時。何もかも散って……消えるかもしれない。

（戻もどれなく、なるかもしれない）

　だが、それでも。

「俺は……人ヒ間トだ!!」

　どんなに傷つけても、苦痛を与あたえようとも、怪カイ異イの物語ナラテイヴは傷つかず。

　無む駄だだと知りながら、狗いぬの牙きばは緩ゆるまず、足あ搔がき続けた。

　──パァン!!

「があっ……ぎっ……ご……っ！」

　再び柏かしわ手で。狙ねらいは首ではない、零レイ士ジの胴どう体たい。

　内臓が捩ねじれる。絞しぼられる。雑ぞう巾きんのように。肋ろつ骨こつが折れる。腰こしから下が真後ろに向きかける。

　攻こう撃げきではない、拷ごう問もんだ。怪カイ異イと幻げん想そうの戦いにおいて、肉体を傷つけることに意味はない、と、無む駄だに終わった数々の攻こう撃げきが証明している。必要なのは相手の意志を挫くじき、物語を壊こわすこと。

　不死身。不条理。決して倒たおせない怪かい物ぶつ。

　そう認にん識しきされている限りお互たがい、倒たおせない。ならば、それを挫くじく。傷つけ、痛みを与あたえて、死よりも痛みを恐おそれるまで嬲なぶり続ける。物語と物語、幻げん想そうと怪カイ異イの戦いの本質。

「があああああああああああああああ!!」

「ぞぞぞ……おおッ!?」

　ぽっかり空いた雑ぞう巾きん絞しぼりの鼻の孔あなに、ひとすじの黒い霧きりが吸い込まれた。

　人体と同じ構造をしたそこに潜もぐった霧きりは直ちに実体化。鋭するどい棘とげを繊せん細さいな粘ねん膜まくに突つき刺さして、グチャグチャに搔かきまわす。マッシュルームカットの頭が左右に激しく揺ゆれた。

　激痛、激痛、激痛、激痛、激痛。

　臓物ごと身体からだを捩ねじ切られそうな零レイ士ジ。身体からだの半ばを巨きよ大だいな狼おおかみの顎あごに嚙かまれ、鼻び腔くうから頭骨、脳にまで届いた棘とげをグリグリと搔かきまわされている、ブリーフ姿の怪カイ異イ。

　絡からみ合あうような激痛。捩よじる。刺さす。折れる。嚙かむ。

　交こう互ごに交こう互ごに、まるでお互たがいそんな約束をしたかのように、降りることなく。

「死ねええええええええええええええええええええええええええええっ!!」

「ぞ……ぉ……ひっ……!?」

　ほぼ完全に怪カイ異イと化した雑ぞう巾きん絞しぼりには、ありえない。

　人間の感情を剝むき出だしにした殺意の絶ぜつ叫きように、恐きよう怖ふ映画じみた怪カイ異イが揺ゆらぐ。

　ほんのわずかな怯ひるみ。萎い縮しゆく。恐きよう怖ふ。薄うすっぺらい設定で守られただけの意志が、圧あつ倒とうされた。

「………！」

　雑ぞう巾きん絞しぼりの圧力が緩ゆるむ。

　零レイ士ジの胴どう体たいが捩ねじ切れる寸前、そいつはこの場を逃のがれることを優先した。

　腕うでに食い込む牙きば、黒コク白ビヤク霧ム法ホウ・蛮バン黒コク牙ガを抜ぬかず、食いちぎられるに任せて。

「……逃にがす、か!!」

「ききききききっ！」

　嘲あざ笑わらうようなクスクス笑い。

　腕うでから鎖さ骨こつまで、胸の半ばをゴリッと食いちぎられながら、肉体はもう再生しつつある。

　背を向け、そのままこの場を逃のがれようとする怪カイ異イ、だが。

　振ふり返かえった直後──その鼻はな面づら、たった今脳のう味み噌そを搔かき回まわされ、鼻血をだくだくと流す顔に。

「悪いな、相棒」

　不敵な笑えみ。毛皮に包まれた長い鼻はな面づらでも、ハッキリとわかる。

　ごつい手に握にぎられたビール瓶びん。黒いガラスの棍こん棒ぼうが、真正面から怪カイ異イに叩たたきつけられた。

「──こいつで、終わりだ!!」

「ぞげ……ッ!?」

　ガラスの破は砕さい音。

　人狼ワーウルフ、頼ライ山サン月ゲツが叩たたき込んだビール瓶びんは砕くだけ、無数の破は片へんが怪カイ異イの頭に突つき刺ささる。

　咄とつ嗟さに瞼まぶたを閉じる暇ひまもなく、眼球に刺ささったガラス片へんから血と透とう明めいな汁しるが零こぼれた。今度こそ鼻が完全に潰つぶれ、真後ろに倒たおれた怪カイ異イはだらんと舌を垂らしてその場に倒たおれる。

「げ……げ、げえええ……!!」

　ひくひくと、瀕ひん死しの虫のように手足が動く。

　意思ある動きではなく、反射的な反応だった。これまでのように壊こわれた肉がすぐには治らず、ビール瓶びんで殴なぐられたダメージをそのまま受けたかのように、怪カイ異イは倒たおれた。

「マジクソ痛がってんな。そういう臭においがすんぜ、化け物」

「ぞ、ぞ、ぞぞ……!?　な……なん　なん　で!?」

「わかんねえよな、わかんねえだろうな。けど、あの子……蛍ケイちゃんが教えてくれたのさ」

　割れたビール瓶びんを放り出す。新しい瓶びんを片手に、もう片方の掌てのひらにパンと叩たたきつけるように。

　威い嚇かくしながら、人狼ワーウルフはボロボロの相棒と、倒たおれた怪カイ異イを交こう互ごに眺ながめて。




──あれが、お話に出てくるようなお化けなら。

　　　お話通りに、倒たおせない？




　楢ナラ崎サキが提示したヒントを聞き、即そくその結論を導き出した、蛍ケイの閃ひらめき。

「てめえって物語の原型。最初に書き込まれた掲けい示じ板ばんログ──そいつが重要だったんだ。後で付け足されたブリーフ一丁だの、変な髪かみ形がただの、念力捩ねじり攻こう撃げきだのに意味はねえ」

　そんなものは枝し葉よう末まつ節せつ。単なるディティールの補完に過ぎない。

　怪カイ異イ成立の原型。最初に書き込まれた内容は、マナー違い反はんを犯おかした者が苛か烈れつな罰ばつを受けて、それにより狂きよう気きに陥おちいり友人をも襲おそうという、くだらない暴行事件の顚てん末まつで。

　罰ばつの証あかし、ビール瓶びんによる殴おう打だという《きっかけ》から──雑ぞう巾きん絞しぼりは、逃にげられない。

「ヒッ……!?」

「なあ、零レイ士ジ。びびってるぜ、こいつ」

「ああ。月ゲツ、俺にも一本くれないか？」

　明らかな狼ろう狽ばい、恐きよう怖ふを覗のぞかせてしぶとく這はう雑ぞう巾きん絞しぼり。

　白いブリーフを踏ふみつけながら、月ゲツは居酒屋から持ち出したビール瓶びんを一本、零レイ士ジに放る。あちこちから血を流し、ぼろぼろに傷つきながら、少年たちは笑い合い。

「え……えへ？」

　素す肌はだの首を摑つかみ、立たせる。

　鼻血にまみれた無様な顔。えへ、と愛あい想そ笑わらいじみた困こん惑わくが怪カイ異イに浮うかぶ。

　いやそれはもはや、怪カイ異イではない。暴力に屈くつ服ぷくし、痛みを味わって──。

　人間に戻もどった、堕おちた怪カイ異イで。




「「──っしゃあ!!」」




　ふたり同時に、前後から挟はさむように。

　ヒトの姿に戻もどった零レイ士ジ、そして人狼ワーウルフたる月ゲツのフルスイングが激げき突とつ。

　２本のビール瓶びんが割れ、怪カイ異イだったモノの頭にぶつかり、砕くだけて散った。




　　　＊




「生まれたばかりの怪カイ異イというものは、不死身で無敵のように思える。けど──」

「明白な欠点もある。物語に左右されすぎるのさ」

　その独白は、炎ほのおの渦うずが晴れながらも、煙けむりくすぶる街路を見下ろすように。

　近場の廃はい墟きよ。未まだ靴くつ底ぞこから熱が伝わるほど間近の屋上に軽々と降り立った男は、スマートな手つきでジャケットの奥に手を入れると、指揮棒のような細い杖つえをつまむように握にぎった。

「ネル君が調べた掲けい示じ板ばんのログ。あれは『雑ぞう巾きん絞しぼり』という都市伝説の根幹だ。ただの酔すい漢かんの暴行事件が、あの書き込みにより怪カイ異イとなり──これが存在しなければ、物語も消える」

　後から付け足された枝葉など無意味。

　怪カイ異イ《雑ぞう巾きん絞しぼり》が真に従うべき法則とは、あの雑な書き込みだけで。

　故ゆえに、書き込み内でヒトを怪カイ異イに変えた原因。酔すい漢かんによって叩たたきつけられたビール瓶びんこそ、怪カイ異イを殺す法則。多くの怪かい物ぶつに設定された、強さや恐きよう怖ふと等価交こう換かんの《弱点》なのだ。

「零レイ士ジ君のように古い幻げん想そう、伝承すら忘れ去られたような存在や、それこそ吸血鬼バンパイアのような、さまざまなメディアで補完され、書かき換かえられてきた幻げん想そうとは訳が違ちがうのさ。生まれたばかり、成立したての怪カイ異イは、その弱点を否定できるほどの説得力を持たない」

　太陽の光をさんさんと浴びて日光浴を楽しむ吸血鬼バンパイア、のような。

　伝承から逸いつ脱だつしたキャラクターが描えがかれるような歴史、積み重ねを持たない。

　ほんのわずかな人数しか知らない。局所的な盛り上がりによってのみ成立する浅い怪カイ異イは。

　作り上げられた物語の弱点に、抗あらがえないが故ゆえに。

「ルール違い反はんを犯おかした者が制裁を受け、その恐きよう怖ふから歪ゆがんだ正義を暴走させる──。

　雑ぞう巾きん絞しぼりは現代の寓ぐう話わだ。再び罰ばつを与あたえられることを怖おそれ、過か剰じように他者を攻こう撃げきする」

　杖つえを弄もてあそぶ男。幻想清掃Fantastic Sweeper社長、楢ナラ崎サキは屋上の縁えん石せきにブランドの靴くつ底ぞこをのせ、街を見下ろす。

　そこではヒクヒクと蠢うごめく怪カイ異イ人間──雑ぞう巾きん絞しぼりであったものを、人狼ワーウルフと霧の怪物ブロツケンが、呼吸を確かめるように爪つま先さきで蹴け飛とばしていた。

「誰だれもがなる可能性を秘めた怪かい物ぶつ……『正義マン』に、かつて与あたえられた罰ばつを思い出させる。サプリをキメた本人は知らずとも、怪カイ異イの根源に刻まれた傷が蘇よみがえれば。

　──どうしようもなく、痛イタいよね？」

　脇わき腹ばらを蹴けられてビクッと揺ゆれる、元怪カイ異イ。その様子に驚おどろいた零レイ士ジと月ゲツが退さがる。

　そこへ駆かけ寄よってくる白い短毛のＪＫバニー。少年と少女たちの会話へ、楢ナラ崎サキは耳を傾かたむける。

　本来聞こえるはずのない距きよ離り。だが、微かすかに字を描えがくように振ふった杖つえの先、そこから放った淡あわい光が空中に溶とけると、確かに彼らの会話が伝わってくる。




「……これ、死んじゃったの？」

「蹴けってみたけどまだ生きてる。しぶてえわ」

　ピクピクと悶もん絶ぜつするブリーフ男。

　完全に気絶した怪カイ異イだったモノを囲み、人狼ワーウルフとＪＫバニーが言った時。

「本社に回収を頼たのもう。現場の清せい掃そうも、必ひつよ……ッ！」

　会話が、崩くずれるように途と切ぎれた。

　たった今加わったばかりの零レイ士ジが我が身みを抱だきしめて膝ひざを突つき、歯を食いしばる。

　全身が粟あわ立だち、煙けむりを噴ふきながら宙に溶とけるように揮発。火傷やけどのような染しみが皮ひ膚ふのあちこちに現れ、髪かみが短くなっていくさまは、まるで見えない炎ほのおに焼かれているようだ。

「く……ッ!!」

「お、おい、零レイ士ジ!?　大だい丈じよう夫ぶかよ、サプリだ、早く！」

「ああ。……だが」

　苦痛に耐たえながらポケットを探さぐる。専用ケースを開けた中には薬やく剤ざいアンプルと無針注射器。

　震ふるえる手で細長い先せん端たんを折り、中身を注射器に移す。あとは皮ひ膚ふの薄うすい箇か所しよに押し当てれば、高速で発射された薬液が皮ひ膚ふに極小の穴を開け、無む駄だなく吸収させられる。

　空になった小こ瓶びんを染しみが広がる掌てのひらにのせて、零レイ士ジはしばし止まった。

「なあ、月ゲツ」

「ああ？　話は打ってからに──」

「こいつ、これからどうなると思う？」

　頭をカチ割られた雑ぞう巾きん絞しぼり。物語の弱点を突つかれた傷は治らず、今は動けずにいる。

　死んでいない。治れば手がつけられなくなる。治ち癒ゆまでの時間は？　半日かかるか、一日か、あるいは一週間稼かせげるのか、それとも呆あつ気けなく数分後には立ち上がるのかすら、わからない。

　無力化している間に拘こう束そくする？　無む駄だだ。物理的な拘こう束そくなど怪カイ異イには通じない。

　いっそ殺す？　ビール瓶びんで何度も何度も殴なぐりまくれば死ぬかもしれない──けれど。

「本社に渡わたすんじゃねえのかよ。ま、普ふ通つうの犯罪者扱あつかいは無理だろうけどな」

　分厚い頰ほお毛を爪つめの浮うかんだ指で搔かきながら、人狼ワーウルフは律りち儀ぎに答えた。

「まともな証言が取れるかどうかもわかんねえし、目が醒さめるたんびにビール瓶びんで殴なぐんのかね。わかんねえけど、考えるのは上に任せりゃ──」

「だよな。なら」

　月ゲツの推測に零レイ士ジは同意する。普ふ通つうに考えればそういう流れだ。

　怪カイ異イを拘こう束そくする手段がない。捕つかまえておくことそのものがリスク。殺害を否定するならば。

「──最適解は、こっちだ」

「はあ!?」

　蹴け飛とばすように転がした怪カイ異イの喉のど元もとに、零レイ士ジは注射器を刺さした。

「げ、げげげ、げっ……げぼぁっ!?」

　反へ吐どを吐はくような声を出し、喉のど元もとを搔かきむしりながらそれは悶もだえる。

　皮ひ膚ふに血色が戻もどり、異様な黒点に見えた眼めが普ふ通つうのソレに変わっていく。異様なまでの即そつ効こう、幻想種フアンタビを人間たらしめる特効薬、《人間サプリ》は怪カイ異イ化したヒトの解げ毒どく剤ざいとして作用する。

「げ……あ……？」

　割れた額、突つき刺ささったガラス片へんが痛々しいが、それはもはやただのチンピラ風の男で。

「霞カス見ミくん!?　……どうして!?　なんで、薬を……!?」

　揮発した腕うでをすり抜ぬけるように空の注射器が落ち、足元に転がる。

　見えない炎ほのおで炙あぶられるかのように、煙けむりを上げて零レイ士ジの全身にえぐい色をした染しみが広がり、上がる煙けむりは火か葬そう場ばのような、タンパク質が分解する嫌いやな臭においが漂ただよった。

「バッ……カ野や郎ろう!!　そんなヤツ助けてどうすんだ、感謝なんかされねえぞ!?」

「そんな事は望んでいない。俺の薬は、会社に戻もどれば予備がある」

　焼かれながらも、零レイ士ジの声は揺ゆるぎない。

　鋼鉄の理性、幻想種フアンタビをヒトに留とどめる意志。

　その強さを証明しながらも──自じ滅めつに向かう肉体は、止められなかった。

「今後の捜そう査さには、こいつの証言が必要だ。──請うけた仕事は、必ず果たす」

「おまっ……!!」

　月ゲツは言葉を失った。ありえない《怪カイ異イサプリ》を摂せつ取しゆした犯人。

　出所は間ま違ちがいなく《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》、池イケ田ダ舞マイに幻想フアンタビサプリを与あたえたのと同一だろう──なら。

「こいつから証言が取れなきゃ、詰つんじまう。だからって、ヤバすぎんだろ!?」

「かもな」

「１億の報ほう酬しゆうったって、死んじまったら何にもならねえだろうが！　何考えてんだ、バカ！」

「カネの問題じゃない。金額は信しん頼らいの証あかしだ。あいつは──命メイは、未来の代だい償しようをそのまま払はらった。事故で失ったものの半分を俺たちに託たくした。なら、見合うべき成果を出さねばならない」

　しゅうしゅう、しゅうしゅう。皮ひ膚ふが溶とけ、肉まで煙けむりとなりながら。

「俺たちがヒトであることを証明する。社会の一員たる資格、《普ふ通つう》を得るために。

　──悪いが、頼たのむ」

「!!　っ……社に戻もどんぞ、摑つかまれ！」

　月ゲツが零レイ士ジを助け起こそうとする。

　だが摑つかんだ手は、呆あつ気けなくボソリと崩くずれてしまった。

「え……手!?　大だい丈じよう夫ぶ、痛くないの!?」

「ああ」

　まるで線せん香こうの灰。形そのままに燃もえ尽つきて、触ふれればあっさりと。

「いたくは──……ない、な……？」

　揮発した皮ひ膚ふから覗のぞいた肉は白く乾かわいて、ぼろぼろとひび割れながら崩くずれつつあった。

「ダメだ、このままじゃ……予備を打つまで保もたねえぞ！」

「少し待って！　動かないで！　……お願い、ストップ！」

　泣きそうな顔。まだ崩くずれていない胴どう体たいを摑つかもうとした月ゲツを、蛍ケイは止めた。

　足元に転がった注射器。中身はすべて元雑ぞう巾きん絞しぼりの若者に打ったあとで。

　容器にほんのわずか、一滴てきにも満たない滓かすが残っているのを見て。

「……不ま味ずいわ」

「そりゃマズいだろ……って、おい!?　何やってんだよ、アンタ!?」

　空の注射器。針のついていないそれに唇くちびるをつけて、わずかに残った薬を──吸った。

「けど、覚えのある味。意外と普ふ通つう、市し販はんされているのと同じ……だと思う」

　舌先に残ったそれを味わうように舐ねぶると、蛍ケイの目つきが変わった。

　怯おびえ、動どう揺ようがピタリと止まる。突とつ然ぜん嵐あらしの中凪ないだ空のように、呆あつ気けなく、唐とう突とつに。

「やっぱり……基剤ベースは同一。特別な触しよく媒ばいを使ってるわけじゃないのね。人間サプリだから当然、ヒトの何かを使ってる。……血？　醬しよう油ゆっぽい香り……たぶん、毛もう髪はつ」

「い、意味わかんねーよ。何してんだ、勘かん弁べんしてくれよ。おかしくなっちまったのか!?」

「違ちがうわ。本社がどこか知らないけど、薬があるところまで運んでも間に合わないから」

　こくんと、喉のど越ごしを確かめるように口中のそれを飲み込んで。

「これなら、何とかなるかも。──手伝って！」

「は？　……意味わかんねーけど、零レイ士ジが助かるなら何でもやらぁ！」

「何でもはしなくていいわ。買って。適当にかき混ぜられるような大きなグラスとマドラー！　最悪割わり箸ばしとかでいいから。あとシェイカーと怪物モンスターサプリ、赤と緑！」

「お、おう！」

　店員も客も逃にげ散った近くの居酒屋で、必要なものは集まった。

　薄うす汚よごれたグラスを自じ販はん機きで買ったペットボトルの水で流す。同じ自じ販はん機きにあった怪物モンスターサプリ、プルトップを開き、シュワシュワと鳴る炭酸を──

「あ、ごめん！　計量カップ！　無かったら大さじか小さじ！」

「注文多いよ！　……ええっと、え～～っと!!」

「………」

「急いで！　この人、燃もえ尽つきそう！」

　大おお慌あわてで厨ちゆう房ぼうに戻もどる月ゲツ。座り込み、今にも崩くずれそうな零レイ士ジの隣となりで。

　赤と緑の炭酸水──安物のシロップそのもののケミカルな色を正確に測り、グラスに注ぐ。

　赤１カップ半、緑が１カップ。軽く混ぜたそれをひと舐なめして。

「……ちょっと違ちがう。粉ミルクか牛乳、コーヒーフレッシュでもいいからちょうだい！」

「そんなんでいいの!?　おい、このヒマあったら運んだ方がいいとかじゃ──」

「ない。絶対ない。後こう悔かいとか絶対させない。だから」

　心配のあまりか疑ぎ問もん符ふを浮うかべた人狼ワーウルフに、ＪＫバニーは凜りんと言い返す。

「お願い！　必ず、助けるから!!」

「～～～～………ッ！　あ～～も～～、わかったよ!!　踏ふん張ばれよ零レイ士ジ、もうちょいだ！」

　厨ちゆう房ぼうを三み度たび漁あさり、発見した牛乳をひと注ぎ。

　マドラーで軽く混スぜテるア。赤と緑と白が混ざってドブのような色に。

　そして最後の、隠かくし味──。

「ちょっと、ごめんなさい」

　ぷつんと引ひき抜ぬいた髪かみ、１本。どうやら自前だったらしい、マッシュルームカット。

　人間に戻もどったばかりの元怪カイ異イから得たそれを、グラスに放ると──

「ほら。こうやって混ぜると、色が変わるの」

「おわ、マジだ！　……マズそう！　おまけに……くっさ!!　マジでクッサッッ!!」

　酸すっぱく塩気があって乳ちち臭くさい。腐くさった馬乳酒とでも言うべき淀よどんだ色だ。

　ただのジュースとミルクを混ぜたものでは決してありえない反応に、嗅きゆう覚かくの鋭するどい月ゲツは思わず鼻をつまみ、嫌いやそうに悪あく臭しゆうを放つグラスを眺ながめる。

「……変態の髪かみかよ、原料？　すっげえヤだ……俺かあんたの毛じゃダメ？」

「あなたじゃダメなの。今の、私も」

　どうしてこうなるのか、柿カキ葉バ蛍ケイ本人も理解できない。

　ただひと舐なめするだけで理解できた。再現できた。創つくれた。それこそが──

　ウサギ娘むすめばかりのガールズバーを成立させられた秘密の正体。

「モデルになる動物の素材じゃないと、《怪物モンスターサプリ》は創つくれないから」

　淀よどんだ液体をステンレスのシェイカーに流し込む。ひとかけのロックアイスを入れ。

　さながら熟練のバーテンダー。シャカシャカと小気味よい音をたててシェイク、シェイク。

　中で氷が砕くだける音。空気を含ふくみ、攪かく拌はんされた２種類のサプリと触しよく媒ばいが解け、混じり。

「できた。飲んで！」

「……──～～ッ!?」

「何よ、嫌いやなの？　生きるか死ぬかなんだから、早く飲んで！」

　グラスに注ぐ暇ひますら惜おしみ、作業の間にも崩くずれゆく零レイ士ジの唇くちびるへシェイカーを運ぶ。

　ツンと漂ただよう異い臭しゆう。一言でいうならオッサン汁じる。中年男数十人が入浴した残り湯に、何らかの菌きんが繁はん殖しよくしたような発はつ酵こう臭しゆうをプラスしたそれは、死にかけとはいえ嫌いやだった。

「しょうがないわ。我が慢まんして」

「……ッ!?」

　舞ぶ台たい劇げきの終幕のように、寝ねかせた零レイ士ジを抱だき上あげる。

　消しよう滅めつの間ま際ぎわでありながら、反射的に固まる嫌いやな顔。ＪＫバニーがシェイカーの中身を含ふくみ、少年の顎あごをクイッと持ち上げると、唇くちびるを浅く重ねて──。

「～～～～────ッ!?」

「………!!」

　閉じた唇くちびるに舌が入る。謎なぞの汁しるを強ごう引いんに流し込まれ、猛もう烈れつに不快な味が零レイ士ジの喉のどに落ちた。

「う……うっわ～……」

　人狼ワーウルフは器用にドン引いた顔で、しばしキスしたまま固まるふたりを遠間に眺ながめている。

　およそ１分ほどの硬こう直ちよく、ピクピクと痙けい攣れんする少年と、頰ほおをがっちり固めてキスし、喉のどの奥へ薬を送り続ける少女は、ラブシーンと呼ぶにはいささか強ごう引いんに過ぎた、が。

「うっわ……マジかよ。治ってる、治ってんよ、零レイ士ジ!?」

　燃もえ尽つきかけていた手に血の色が戻もどり、散らばっていた粒りゆう子しが像を結ぶ。喪うしなわれた手が瞬しゆん時じに形を取とり戻もどすと、全身の罅ひび割われや焦こげたような染しみが塞ふさがって、元の姿を取とり戻もどす。

　それはまるで、おとぎ話。眠ねむれる王子にキスをするシンデレラの──

「かはっ。……何てことを……!!　柿カキ葉バ、お前な！　俺の、ファースト……！」

「大だい丈じよう夫ぶ。私もはじめてだけど、何てことなかったわ。人命救助でしょう」

「した側が言うことか!?　……いや、助かったのは確かだが……釈しやく然ぜんとしない……！」

「あなた、耳まで真っ赤よ。大だい丈じよう夫ぶ、熱でもあるの？」
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「……そういうんじゃない。頼たのむから放っておいてくれ……！」

　はあああ、と深々と息をつくと、零レイ士ジは再生した身体からだを確かめるように動く。

　掌てを結んでは開き、指の動きをチェック。問題ない、疲ひ労ろうこそ残っているが肉体的な怪け我がは寸分変わらず治っており、まるで奇き跡せきのようにすら感じた。

（そんなバカな。……本社が人間サプリ１本にいくら要求すると思ってる）

　普ふ通つうのサラリーマンの月給以上だ。幻想清掃Fantastic Sweeperで働き、社内割引を利用しているため、かなり減額されているが──毎日の負担は大きすぎ、給料のほぼ全額を費ついやしている。

「噓うそだろ。市し販はんの怪物モンスターサプリと、そのあたりの適当な材料で……創つくったのか？」

「すっげー……。つか、何で？　どうやったらできんだよ、あんなの」

　驚おどろきに目を剝むく特殊永続人獣トクニンたち。だが、本人はぴょこんと伸のびた兎うさぎ耳みみをひくつかせ──。

「私、ドリンクバーが好きなの」

「……関係あるのか、それは？」

「あるわ。施し設せつの弟や妹たちを連れて、たまのご馳ち走そう。おかわりできるからみんなはしゃいで何度も飲むんだけど、だんだん飽あきてきちゃうのよね」

「まあ、それは……あるな」

「ある」

　身に覚えがあるらしい月ゲツと零レイ士ジの相あい槌づちに、満足げに蛍ケイは頷うなずいて。

「そんな時、いろいろなジュースを混ぜたミックスをよく作ったわ。弟たちは変なのを混ぜておかしな味になっちゃうこともあったけど、楽しかった」

「……それで？」

「私のが一番美お味いしかった。──つまり、そういうこと」

　自じ慢まんげに慎つつましやかな胸を張る。数秒間、人獣ニンジユウ たちは固まって続きを待ったが。

「まさか。……終わりか？」

「終わりだけど。何か問題？」

　ドヤ顔が止まらず、これで終わりだと悟さとって啞あ然ぜん。

「問題アリアリだっての！　説明になってねえ！」

「なってるでしょ！　混ぜるの得意なのよ、私！」

「ジュース混ぜて謎なぞの薬物作れんのは得意ってレベルじゃね───よ!!」

「………」

　言い合う月ゲツと蛍ケイの隣となりで、救われた身の零レイ士ジが歯痛をこらえるような顔をした。

「上手なら、あのえげつない味は何とかならなかったのか？」

「それはごめん。いつもならコーラとか混ぜるんだけど」

「いいのかよ、んなもん混ぜて。変な効果出たりしねえの？」

　きょとん。考えもしなかったという顔で、柿カキ葉バ蛍ケイは瞬まばたきした。

「？　しないわよ。飲み物だもの」




「──いや。そんなわけないんだけどね？」

　それらのやりとりをビルの高みから認にん識しきしながら、社長・楢ナラ崎サキはつぶやいた。

「あれは《魔ウイ女ツチ工クラ芸フト》……古いにしえの時代、弾だん圧あつにより失われた秘ハ匿イ魔デ法イ。本社が再現を試みている超ちよう級神秘だよ。国家規模の予算を組んでも《怪物モンスターサプリ》以上の成果が出ない代しろ物ものさ」

『それはいいから、出てった窓は閉めてほしい。寒いし』

「待ちたまえネル君。この凄すごさが理解できないかなぁ……！　本社の技術者なら即そく標本、永久保存する逸いつ材ざい。絶対に失ってはならない超ちようレアなんだけど」

『それ、仕事に関係ある？』

　やれやれ、と楢ナラ崎サキは肩かたを落とした。

　彼の秘書、幼女にしか見えないスーツ姿の彼ネ女ルはこの場にいない。その代わり、肩かたに止まった一羽わの鳩はとがまったく同じ声で話し、冷たい眼まな差ざしまで再現している。

『だいたい……《魔ま法ほう使つかい》なら、社長と同じでしょ。のーれあ。珍めずらしくない』

「似てると言えば似てるかなぁ……。人類は霊れい長ちよう類だ、つまり猿さるだろ、と言うくらいだけど」

　使い魔ま。使し役えき者しやと感覚を繫つなぎ、生きた通話装置として幻想清掃Fantastic Sweeper本社オフィスと繫つながっている鳥の喉のどをくすぐるように撫なでながら、現代に生きる魔ま法ほう使つかいはかすかに笑った。

「ニュートンが著あらわした《自然哲学の数学的原理プリンキピア》により宇宙の法則は数学的に分解された──。人狼ワーウルフや霧の怪物ブロツケンが忘れ去られた幻げん想そうならば、私たちは《否定された幻げん想そう》なのさ」

『興味ない。隙すきあらば自分語り』

「そう言わないで聞いておくれよ。魔ま法ほうが否定され、科学という信しん仰こうが支配する世界において、私たち《神秘家オカルテイスト》は非常に肩かた身みが狭せまいのさ。数千年を経た太古の遺物を用いてさえ」

　足元に転がっていた箒ほうきの柄えを軽く踏ふみ、跳はね上あげる。

　一見庭仕事にでも使うような古ふる臭くさい棒切れだ。しかしそれは夜空で軽く宙返りをし、地面の上およそ10cmほどの高さに浮ふ遊ゆうすると、飛び乗った男の体重を見事に支えた。

　月ゲツとの電話を切った直後。社長、楢ナラ崎サキが本社の窓から文字通り『飛び出し』てこの現場へと急行できた理由。樹じゆ齢れい１０００年の巨きよ木ぼくを芯しんに竜りゆうの心臓の腱けんで霊れい樹じゆを束ねた神秘の道具。

「空を飛び、ささやかな奇き跡せきを起こすのがせいぜいだから。──ね？」

　魔ま法ほうの箒ほうき。おとぎ話やファンタジーで語られるそれに乗り、男は滑すべるように空中へ。

　高級ブランドの革かわ靴ぐつは軽く乗っているだけで、細い足場に揺ゆれることもない。

　まるで透とう明めいなガラスの床ゆかに立っているような安定感。炎ほのおと煙けむりのくすぶる街路、生々しい破は壊かいの痕あとが残る繁はん華か街がい、パニック状態で逃にげ惑まどう人獣ニンジユウ の群れや延えん焼しようした火災があちこちに。

「この街は特別なのさ。あたかも災厄ヴアルプルギスの夜──諸もろ人びと集つどいてみな魔ま女じよの秘薬を吞のみ、獣けものとなりて一夜の宴うたげを楽しむ。魔宴サバトの如ごとき無む秩ちつ序じよな魔ま術じゆつ儀ぎ式しきが、延々と続いているようなものだ」

　指先でつまむように握にぎった杖つえ。指揮棒に似たその先に、蛍ほたるのような淡あわい光が灯ともる。

「煮にえたぎる魔ま女じよの鍋なべの如ごときこの街ならば。否定された幻げん想そうすら、蘇よみがえる」

　軽く振ふる、ぶぉん──ＳＦ映画の光の剣けんを振ふったような独特の音。光の軌き跡せきが空中に文字を描えがき、否定された幻げん想そうの担にない手て、現代の《魔ま法ほう使つかい》はある呪じゆ文もんを口にした。

『治れリ・パラーレ』

　描えがかれた文字が花火のように弾はじけ、散った。

　砕くだけた瓦が礫れきが、焼やけ跡あとが、割れたグラスや放り出された椅い子す、壁かべから剝はがれたタイルまでも。

　カタカタと細かく揺ゆれると、まるで巨きよ大だいな生き物であるかのように浮うき上あがり、動き出す。透とう明めいな指先が精密なパズルを組むように、壊こわれた街が、崩くずれた道が、荒あれ果はてた店内が瞬またたく間まに修復されていくと、元からそうであったかのように数分前の姿を取とり戻もどした。

「と、まあ。──お掃そう除じくらい楽々ってわけだよ！　凄すごいだろう、ネル君!?」

『ぶっちゃけ便利。社長、黙だまってそれだけしてほしい』

　秘書ネルの呆あきれ声。

「黙だまらないとも、言わないと誰だれも褒ほめてくれないだろう？　ま、完全に燃えたものまで元には戻もどらないが、だいたい８割くらいは戻もどるわけだから、感謝してくれたまえよ」

　見下ろせば、ブリーフ姿の元怪カイ異イを拘こう束そくした月ゲツと、蛍ケイに肩かたを借りた零レイ士ジがいた。

　声は届かず。だが手を振ふり、飛とび跳はねる姿からどうやら感謝されているようで。

「そうそう、これくらいが丁度いい。普ふ段だんはのんびり、たまに働くからこそありがたみがある。この世の中に、魔ま法ほうでしか解決できないことなんてほんのちょっとしかないんだからさ」

『そう？　同じことをするには、めちゃめちゃお金と時間、かかると思うけど』

「逆だよ。お金と時間をかければ魔ま法ほうと同じ結果が得られる。しかもノーリスクでだ。危険を犯おかして悪あく魔まを懐かい柔じゆうしたり、けだものじみた儀ぎ式しきを延々と続けたり、生いけ贄にえを捧ささげたり──まあ、実に時じ代だい遅おくれで面めん倒どうくさいことを一いつ切さい省いて、クレカかスマホひとつで完成する」

　それら現代の魔ま法ほうに圧おされ、消えゆく灯とも火しびの如ごとき幻想種フアンタビ。

「絶ぜつ滅めつ寸前の希少動物が、僕ら《神秘家オカルテイスト》であり、途と絶だえたとされし《魔ま女じよ》なわけだ。

　さてさて、そんなものを伝えるＪＫバニーちゃん。これは保護しないといけないね。当然！　本社には内ない緒しよで！　……本社には内ない緒しよでさあ！」

『社長。わりとガチでキモい』

　興奮した様子の楢ナラ崎サキに、肩かたの鳩はとが秘書の冷たい言葉を再現しながら、ふと。

『ところで社長、あっちでも何か燃えてますけど？』

「え、噓うそ。あれ本当だ、何で？」

　コンパスの針のように箒ほうきが回り、楢ナラ崎サキは手でひさしを作って遠くを眺ながめる。

　遠く立ち上る黒こく煙えんと炎ほのお。響ひびく火災ベルの音。ほぼ真下、零レイ士ジが起こしたものとは違ちがう炎ほのおが、とあるビルを丸ごと吞のみ込むようにめらめらと揺ゆれて、夜空を焦こがしていく。




　壁かべに描えがかれた看板が熱で歪ゆがみ、落ちる。

　派手に砕くだけたネオンサイン──『Pink Press』の名が、虚むなしく消えた。
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　ＪＫバニークラブ『Pink Press』が入居しているのは、いわゆるペンシルビル──

　駅近くの１区画を複数分ぶん割かつした細かい土地に、４～５階建ての細かい建物を並べたものだ。これらが集まり、商業区画となって花と咲さき、蜜みつ蜂ばちならぬ金を持った客を呼び込む。

　だがその栄光も半世紀前の話。築50年を経て老ろう朽きゆう化、数度の補強こそ入っているものの、資産価値を減じた建物は安く地元の業者に売られ、小規模な風ふう俗ぞくや飲食のテナントが入る。

　この無法地帯においても、商売上のルールは存在する。

　街に古くから店を構えていた男の所有していた雑居ビル、今時珍めずらしく防火対策や緊きん急きゆう避ひ難なん、消火活動の備えを怠おこたっていなかったせいもあり、出火とほぼ同時にビル内のテナント──

　地階のガールズバー、２階、３階のランジェリーパブやホストクラブ、違い法ほうカジノに雀ジヤン荘そうの客がぞろぞろと逃にげ出だし、燃もえ盛さかる炎ほのおをどこかのんびりと見上げていた。

「はー、すっげえ火……」

「何かガールズバーでモメてたんだって？　そのせいかね、これ」

　他ひ人と事ごとだからだろう。

　客らしき人獣ニンジユウ たちが見世物を眺ながめるように熱気を浴び、炎ほのお渦うず巻まくビルを見上げ。

「オーナー!!　あの、オーナーが、まだ出てこないんだけど!!」

「バカ、危ないって！　あの燃えっぷりじゃ助からねえよ！」

「オーナー！　オーナー!!」

　ガールズバーに勤めていた兎うさぎ娘むすめたち。ＪＫバニーがオーナーを探すため店へ戻もどろうとするが、火勢の強さを見た野次馬たちに止められて、涙なみだながらに手を伸のばす。

　他ならぬオーナー、フレミッシュジャイアントの指示で店を出ていた彼女たちは、事の次し第だいを何も知らない。ただ火事に驚おどろき、慌あわてて戻もどって、その不在に気づいただけだ。

　探そうとしていた恩人が、怪カイ異イの襲しゆう来らいによって殺害されていたことなど露つゆ知らず。

　されど、もし気付いていれば──

「始末せずともよいのか？」

「無用に御ご座ざいましょう。何も知らぬ遊女など殺あやめる意味はありませぬ」

　燃もえ盛さかるビル、通りを挟はさんで向かいの路地に、潜ひそめた声がふたつ。

　異装。そう呼ぶしかない奇き抜ばつな服装、時代がかった所作。表通りを堂々と歩けばコスプレとして注目を浴びるか、笑いの種になるしかないような姿が、都市の闇やみに深く潜ひそんでいる。

　野の良ら猫ねこや鼠ねずみ、散らかるゴミ袋ぶくろにたかる害虫ですら、ふたつの影かげには近づかない。

　まるで見えない壁かべでもあるかの如ごとく、直径１ｍほどのクッキリとした円──《結界》とでも言うべきものに阻はばまれて、異様に目立つその姿は、野次馬や群衆の眼めから隠かくされていた。

「そちらではない。《雑ぞう巾きん絞しぼり》よ」

　あからさまな軽けい侮ぶを交え、吐はき捨すてるのは──あどけない幼子のように見える、何か。

　裾すそを絞しぼった括くくり袴ばかまに水干姿は古いにしえの時代、貴族に仕える童子そのまま。素す足あしで地面に触ふれているかに見えたが、そのふくよかな足はわずかに浮ういて穢けがれない。

　気品すら感じる麗うるわしい面おも差ざし。だが艶つやのあるふっくらとした唇くちびるから届く言葉はしわがれて、まるで齢よわい１００年を過ぎた老人のように醜みにくく、耳みみ障ざわりだった。

「雑ざ魚ことはいえ、怪カイ異イに適合した贄にえぞ。生きたまま確保されしは不ふ手て際ぎわであろうに」

「あれはただの流る人にんに過ぎませぬ。今世の言葉で申すならば《ちんぴら》の類──」

　相対する男は黒こく衣え。最上の仕立てと判わかる正しよう絹けんの和装に、まるで不ふ釣つり合あいな指切り手て袋ぶくろ。

　顔は舞ぶ台たいの黒子を思わせる覆ふく面めんですっぽりと覆おおい隠かくしていた。

「私と出会い、仙せん薬やくを授さずかったというだけの小物。問うたとてそれ以上判わかりますまい」

「貴様と会ったというだけで手がかりになろう。そのような奇き矯きような姿、他におらぬわ」

「ふふ。古いにしえより頑かたくなに変えぬ貴き殿でんと違ちがい、この装しよう束ぞくは《りすぺくと》で御ご座ざいますゆえ」

「今世で名高い物書きの装よそおいであったか？　俗ぞく世せいに迎げい合ごうしおって、情けない」

「なかなか宜よろしいものでございますよ。何せ札を繰くるに、指ゆび貫ぬきの手て袋ぶくろは良うござる。今世で名高き者の姿を借りるは、呪ス詛ソを避さけるも都合がよい」

　不快げに鼻を鳴らし、蛇へびのような眼めで童子は黒子を睨にらむ。

「呪ス詛ソ掃バラいのつもりかや」

「さよう。今コン世ゼ陰オン陽ミヨウ《こすぷれ》の法──とでも致いたしましょうや」

　鈴すずを転がすような声こわ音ね、戯たわむれの響ひびきに。

「──ふざけおって!!」

　怒ど髪はつ天を衝つく金切り声。叫さけびと共にバヂッと火花が散り、黒くろ髪かみがピンと跳はねた。

　雷かみなりが落ちたかのような衝しよう撃げきと共に、周囲に灯ともる街灯が唸うなり、明めい滅めつする。

「おやお怒いかりか。少々戯たわむれが過ぎましたかな？」

「過ぎも過ぎたわくそたわけ。事と次し第だいによってはこの場でその首喰くろうてくれるぞ」

「そう仰おつしやらず。《寮りよう》の方々が代々伝えし陰おん陽みようの道とて、遡さかのぼれば唐から国くに──大陸に源流あり、と伺うかがいまする。最さい先せん端たんの技術を伝え、活用せしことまで否定なさるか？」

「ああ言えばこう言いおる。まこと口達者な奴やつよ。……しかし」

　怒いかりを吞のみ込むように乱れた髪かみを手て櫛ぐしで整え、童子は言う。

「最さい先せん端たんの技術とやら、侮あなどれぬのは確かよな。古き幻げん想そうに適合した《人馬》の小こ娘むすめ、近代の怪カイ異イを吞のんだ雑ざ魚こ。古いにしえの巫ふ覡げきが生しよう涯がいを懸かけて成した神降ろしの儀ぎが、注射ひとつで叶かなうとは」

「さよう。されど所しよ詮せんは俄にわか──古今の伝授を受けた真なる術者には及およびませぬよ」

「世辞はよい」

　言いながらも、童子はわずかに機き嫌げんを直したかに見えた。

　黒子は街路を挟はさんだ向かい、火災の現場で爆はぜる火の粉や嘆なげく声を聴ききながら、

「先の悪あく疫えきより十数年──古いにしえの時代を知る我らの導きなくば、衆しゆ生じようの蒙もうは開かれますまい。

　この魔ま宴えんの街に蔓まん延えんせし仙せん薬やくの滓かす、ひとをけだものと成す怪かい奇き薬」

　黒こく衣えの袖そでからごとりと、手妻じみた手て際ぎわで取り出される飲料缶かん──。

「《怪物サプリ》　を以もつて、古いにしえの神秘魔ま術じゆつを復古し、近代現代の怪カイ異イ誕生をも差配する。

　かの本社に座する魔ま女じよめの企たくらみは、みごと実を結びつつありまする。宜よろしいか？」

「良よい。それが判わかっていながら手をこまねいておるか？　雑ざ魚こに餌えさを撒まいたとて付け火が精々」

　苦々しい、忌いま々いましい。

　そんな言葉を形にしたような顔で、童子は唸うなる。

「陰おん陽みよう復古は我らが悲願ぞ。夷い狄てきの魔ま術じゆつ師し如ごときに──神州、秋アキ津ツ洲シマを乗っ取られ、今やかの者らが本ほん邦ぽうの神秘魔ま道どう陰おん陽みようすべての主を気取りおる。看過などできるものかよ」

「はは。《寮りよう》の方々の屈くつ辱じよく、よく理解してござりますとも」

　平へい伏ふくするように頭を下げ、黒子はすっと指先を、街を斬きり掃はらうかのように振ふった。

「これまでは知らぬが故ゆえに獣けものの滓かすを舐なめられた。されど神秘幻げん想そうの仙せん薬やくあるを知った凡ぼん俗ぞくが、その力に魅みせられぬはずはなし」

「求めるか、足あ搔がくか。残り２本──どう使うのだ。七シツ宝ポウ行ギヨウ者ジヤ、果カ心シン居コ士ジよ」

　そう呼ばれた黒子の振ふり切きった手、もぞりと動いた袖そでから現れる、新たなサプリ。

　飲料とは異なるデザイン。無機質な医い療りよう用薬剤瓶バイアルが、２本。

「夷い狄てきどもの本ほん拠きよ──ＢＴ本社より得し、真なる怪かい奇き薬が残り２本。酔すい漢かん殺しの《轢ひき逃にげ人馬》、そして雑ぞう巾きん絞しぼりの所業、異能は街に伝わり、覇は権けんを狙ねらう悪党どもが引く手は数多あまた。さて」

　ちゃりちゃりと、ゴム栓せんのされた薬くすり瓶びんを掌しよう中ちゆうで弄もてあそぶ。

　それを投じた時、この街で起きるであろう波は紋もんを予測し、愉たのしむかのごとく。

「おおくしょん……《競せり》にて決めるといたしましょうや。仮面舞踏街ますかれえどの覇は権けん、求める者らは数多く。さ、いかほどの値がつくのやら？」

　楽しそうに、楽しそうに。

　奇き矯きような黒子はそう告げると、童子と共に路地の暗くら闇やみへ溶とけ込み、姿を消した。
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「──で、徹てつ夜やで消火活動やって、その足で学校来たわけ？」

「そうなる」

「マジ眠ねみぃ」

「………」

　翌日、早朝。都立アカネ原高校通学路の途と中ちゆうにある細やかな自動販はん売ばい機きコーナーのベンチ。

　ＳＮＳの個人メッセージで呼び出された賣メ豆ズ紀キ命メイは、疲つかれ切きった犬のように互たがいにもたれ、眠ねむりかけていた３人──霞カス見ミ零レイ士ジ、頼ライ山サン月ゲツ、そしてもうひとりにそう言った。

　経けい緯いは聞いたが荒こう唐とう無む稽けい過ぎて、まともに理解できた気がしない。

　重要参考人と睨にらんで尾び行こうした柿カキ葉バ蛍ケイが、実は《轢ひき逃にげ人馬ケンタウロス》こと池イケ田ダ舞マイに脅きよう迫はくされた被ひ害がい者で、かつ話し合いの場を襲しゆう撃げきされたあげく人が殺され、建物に火まで放ったなどと。

「バイオレンス過ぎるわ。……仮面舞踏街マスカレードだと、普ふ通つうなわけ？」

「さすがに今回みたいな例は、めったにない」

　無法地帯として放置されている仮面舞踏街マスカレードだが、喧けん嘩かや殴なぐり合あいなど暴力沙ざ汰たは日常ながら、ガチの殺人や銃じゆう撃げき、爆ばく弾だんや放火などの凄せい惨さんな犯罪が表に出る例はそう多くない。

　いくら獣じゆう化かで理性を切っても、中の人はほぼまともな法治国家の住人だ。長年受けた教育で染しみついたモラルはそう簡単に抜ぬけず、正真正しよう銘めい本物の貧ひん困こん地帯や紛ふん争そう地帯には及およばない。

「報道ベースの情報に乗ることはないだろうが、ほぼ確実に放火だ。朝までかかって消火活動、放課後は捜そう査さも続行するが──手がかりが残っているかは、怪あやしい」

「続けてくれるんだ。諦あきらめたりしないのね？」

「仕事だ。あんたから合法的に金を貰もらうまで続けるさ」

「危ないからもういい、やめてって言ったら？」

「現時点の捜そう査さ費を精算してから続行だ。その場合出るのは社の給料だけだが」

「何よ。結局続けるんじゃない」

「犬だからな。咬かみつく相手を選ぶ権利とか、無いんだよ」

　ぼろぼろに疲つかれ切きりながら苦く笑しようする零レイ士ジ、うなずく月ゲツ。

　報ほう酬しゆうがあろうが無かろうが、彼らがやることは同じだ。

　社会に参加するため、自分たちの価値を証明し続けるため──ただひたすら、奔はしるのみ。

「乱入してきたヤツはどうなったの？　ブリーフ一丁の変態とかいうの」

「社長から聞いたが、《怪カイ異イサプリ》は幻想フアンタビサプリより遥はるかに《重い》らしい」

　近代の怪カイ異イ。リアルタイムで流る布ふする風説を宿す怪カイ異イは、新参ながら濃こい神秘を纏まとう。

　それは古代の幻想種フアンタビにも劣おとらぬ力を与あたえるが──その代だい償しようは大きい。

「《人馬ケンタウロス》の幻想フアンタビサプリを解かい析せきした結果、１晩もあれば効果が抜ぬけてヒトに戻もどるらしい」

「舞マイのバカは一晩暴れて、朝には学校来てたから……そんな感じね、確かに」

「だが、《怪カイ異イサプリ》は違ちがう。一度打てば抜ぬけづらく、後こう遺い症しようも重い可能性が高いそうだ」

「医者の判断なの、それ？」

「社長だ」

「……あのオッサンの見立てだと思うと、かなりうさんくさいわね」

「俺もそう思うが、他に頼たよれる人材もいないからな。ひとまず人間サプリを打ってヒトの形には戻もどれたが、ほぼ再起不能だろう。証言が得られるかどうかは治ち療りようの結果次し第だいだ」

「身元とかは？」

「顔と認にん証しようデータを突つき合あわせて国民登録番号が割れるはずだ。そうなれば自宅や立ち回り先、友人関係など入手経路を辿たどれる可能性は高い。糸は細いが──」

　辛かろうじて、繫つながっている。

　静かにそう、締しめくくるように告げた零レイ士ジに、命メイは軽く息をつく。

「了りよう解かい、今後の捜そう査さに期待するわ。で、そっちの子は？　柿カキ葉バ蛍ケイよね、ズタボロだけど」

「恩人が亡なくなったのが応えたらしい。戦ってる最中は落ち着いていたんだがな」

「こういうのって、一段落して考える余よ裕ゆうが出たらクるんだよ。悲しいとか、辛つらいとか」

「……そうね。けど、もうたくさん泣いたわ」

　いつも整った髪かみに幾いく筋すじもの癖くせ毛げが跳はねている。制服もどこか薄うす汚よごれ、汗あせと涙なみだと消火剤ざいの臭におい。

　仮面舞踏街マスカレードから直行したＪＫバニーこと柿カキ葉バ蛍ケイ。人間に戻もどり制服に着き替がえてもなお、目元は痛々しく泣き腫はらし、疲ひ労ろうからか隈くまが浮うかんでいた。

「オーナーは、いい人だった」

　亡なき上司、ガールズバーのオーナーの面おも影かげを辿たどりながら、蛍ケイは言葉を絞しぼり出だす。

「私だけじゃないわ。学費に困った何人もの女の子を助けて、経営も良くないのにお給料高め。あの人、持ちビルのテナント全部で同じようなことしてたから、みんな泣いてた」

「ランパブのお姉ちゃんからカジノの客まで泣いてたもんな」

　火災現場、炎ほのおに突とつ入にゆうした月ゲツが抱かかえてきた焼しよう死し体たい──巨きよ漢かんの亡なき骸がらに、避ひ難なんしてきた従業員が、その無残な姿にもかかわらず駆かけ寄より、悲しみの涙なみだをこぼした姿。

　思い出してしんみりとする３人に、命メイは小首を傾かしげる。

「……つまりその人、いいヤクザだったってこと？」

「どうかしら。わからないわ、ヤクザとかよくわからないから」

「いや、社会的にはヤクザでしょ。風ふう俗ぞく営業してたんだし」

「違ちがうと思うわ。風ふう俗ぞくをしている人はみんな反社会組織の一員だ、というのは偏へん見けんよ」

「うっ……。それはそうね。ごめんなさい」

　意外と素す直なおに謝る命メイに、月ゲツがしょぼつく目で瞬まばたきした。

「どした、悪いもんでも食った？　やけに素す直なおじゃん」

「身内が死んだ翌日の相手にキツいこと言えるほど、あたしだって外げ道どうじゃないっつの」

「意外だ。空気読むんだな……」

「当然でしょうが、社会性ってもんがあんのよ。というかあの子苦手だわ、あたし……」

　我の強さ、というか気き性しようの荒あらさでは相当なものだと自覚しているが、命メイは蛍ケイが苦手だ。

（綺き麗れいすぎるのよね。どう触さわっても壊こわれそうで、おっかないわ）

　しゅんとベンチに座る憔しよう悴すいした面おも差ざし、それだけでカメラを回せば悲劇映画の一場面。

　そう撮とれるほど美しく、雪女のような色気すら感じてしまう。

　そんな思いを隠かくすように、命メイはため息をつきながら言う。

「だいたい、あたしがあんたらに捜そう査さ頼たのんだりしたから襲しゆう撃げき食らった可能性もあるわけでしょ。人死にが出てんのに、自分のことだけ言ってらんないわよ。……謝ることもできないわ」

「それは違ちがうと思う。……むしろ、呼び出してごめんなさい。実は私が頼たのんだの」

　胸むねの奥、鉛なまりのように広がる罪悪感を吐はき出だした命メイを見て、蛍ケイはベンチからすっと立った。

　そのまま疲つかれた身体からだに活を入れるように自らの頰ほおをぺちぺちと叩たたくと、深呼吸。息を整え、再び真しん剣けんな眼まな差ざしを取とり戻もどすと──柿カキ葉バ蛍ケイは、深々と命メイへ頭を下げた。

「ごめんなさい。……舞マイさんを、止められなかった」

「は？」

　呆あきれたような返事。

「何謝ってんのよ。聞いた話だとあんた悪くないでしょ？　うちのバカな後こう輩はいが、弱み握にぎってひと様脅おどしたあげく、変な薬でラリッただけじゃん。何の意味で謝ってんのよ」

　言葉に怒ど気きが籠こもる。ドスの利きいた声こわ音ねに、ビクッと蛍ケイの背中が震ふるえる。

　本気で怖こわがっているのがわかる。凜りんとして強く見える彼女だが、そんな強がりを剝はぐほど、車くるま椅い子すから響ひびく命メイの声は、語気を抑おさえた分鈍どん器きのような重さで響ひびいてきた。

「私悪くないけど、とりあえず謝っとけ。──そんな感じなら、謝んなくていいわ」

「違ちがう。正直、あなたのことがすごく怖こわいわ。けど、これは言うべきことだと思ったから」

　細かく震ふるえながらも、蛍ケイは頭を上げずに続ける。

「彼女がしたことは許されないと思う。私がされたことも迷めい惑わくだし、お店が燃えたりオーナーが亡なくなったのも、責任の一部があるんじゃないかって、恨うらむ気持ちもあるわ」

　けど、と蛍ケイは言葉を繫つなぐ。

「舞マイさんだけを悪者にはしたくない。私が勇気を出してあなたや学校の人に相談していれば。……自分のバイトがばれるのが怖こわくて黙だまらなければ、あんなことにならなかったかも」

「結果論でしょ。バカを止めるために自分が破は滅めつするとか、選べるわけないっての」

「そうかもしれない。けど、その可能性が少しでもあったなら」

　目を逸そらし、顔を背そむけて。

　知らんぷりをしたまま生きていくなんて、我が慢まんできないと思ったから。

「──謝らなきゃいけないと思ったの。私の弱さを恨うらんでいいし、私の罪を暴いてもいいわ。大金をかけてまで犯人を追いかけるあなたの気持ちに、けりがつくのなら」

「人柱になろうっての？　いい度胸じゃん」

「そんな崇すう高こうなものじゃないと思う。……ただ、そうしなきゃいけないと思っただけ」

「………！」

　チッ、と露ろ骨こつに舌打ちが響ひびく。

　そんな少女たちを遠間に眺ながめながら、胃が痛そうな顔をした月ゲツが相棒に囁ささやきかけた。

「いいのかよ、止めなくて……柿カキ葉バさん、ぶん殴なぐられるんじゃね？」

「心配ない」

　自動販はん売ばい機きで買っておいたコーンポタージュの蓋ふたを開けながら、零レイ士ジは答えた。

「そうかあ？　めっちゃ怒おこってる臭においがすんだけど。ツンとくるわ」

「体たい臭しゆうだけで判断するのは悪い癖くせだぞ、狼おおかみ男。人間はもう少し複雑だし、それに」

　ぐびりとポタージュをひとくち。値段のわりに量が少ない、彼にとっては贅ぜい沢たくな朝食代わり。

「命メイはよく怒おこるやつだが──誰だれに対して怒おこってるのか、って話だろ」

　……ばちん!!

　痛そうな音。平手で頰ほおを思い切り、真っ赤になるほど叩たたいた音だ。

「え？」

「っつー……！」

　唐とう突とつな音に顔を上げた蛍ケイが、思わぬ光景に目を丸くする。

　容よう赦しやも手加減もなく自分を殴なぐり飛とばした命メイは、頰ほおに平手をぶつけたままで。

「あの。もしかして、間ま違ちがえた？　私はここよ？」

「目の前にいるんだからンなわきゃないでしょ。勝手にやったのよ」

「え？　……どうして？」

「ケジメ。舞マイのクソバカが犯罪やる前に止めらんなかったとかいう話のね」

　おろおろする蛍ケイに、命メイはきっぱりと言った。

「先せん輩ぱいとしてあいつの味方をするなら、あたしはあんたを殴なぐるべきだったかもしれない。けど、それ違ちがうでしょ。ただの慣れ合いっていうか、気持ち悪いわ」

「……感覚的すぎてよくわからないけど」

「当然でしょ。心を簡単な言葉にできたら小説家になるわ。あたしの中にもちょっとはあった、あんたを恨うらむ気持ちは全部、今の一発でチャラ。プラマイゼロ。なーし！」

「え？　……それで、いいのかしら？」

「当事者がいいっつってんだから、いいのよ。……で、ここからが本番」

　車くるま椅い子すの上で、命メイはすっと静かに頭を下げた。

「後こう輩はいが迷めい惑わくかけて、ごめんなさい。亡なくなった人も、あんたも、あいつが巻き込んだみたいなもんだわ。詫わびができるものなら、できるだけさせてもらうから」

「そんな。迷めい惑わくかけたのは、私で……」

「はあ？　何言ってんのよ、あたしでしょ。加害者はこっち、あんたは被ひ害がい者しやよ」

「……そうかしら。でも私の方が悪い気がするけど、どうなの？」

「勝手に背負しよいこむんじゃないわよ。あんた別に悪くないわよ」

「それなら、あなたもあまり悪くない気がするわ……。どうなのかしら、そのあたり」

　いささか滑こつ稽けいな光景。頭を下げ合っていた二人が、心底真面目に。

　傍はたから見れば滑こつ稽けいなほど考え、話し合ってから。

「あんたたち、どっちが悪いと思う？」

「率そつ直ちよくな意見を聞かせて。この場合、どちらが謝るのが正しいのかしら」

「………」

　真しん剣けんに問うふたりにクスリと笑えみ、零レイ士ジはベンチを立った。

　ポケットを探さぐる。なけなしの小こ銭ぜに、わずかな財産を惜おしみなく自じ販はん機きに投入し──ごとん。

「これで手打ちってことで、どうだ？」

「だったらせめて奢おごらせなさいよ、あんた貧びん乏ぼうなんだから」

「ある意味、だからこそとても価値のあるものだと思うわ。貧ひん困こんの味がしそうよ」

「うるさい黙だまれ。──ほら、月ゲツ。おまえの分だ」

「お、あり」

　もう一本買ったコーンポタージュを相棒に放る。

　月ゲツ、零レイ士ジ、命メイ、蛍ケイ。４人の少年と少女は何な故ぜか並び、しばしスープを飲みながら。
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「こないだの約束、あたしの中だとまだ生きてるんだけど。──行く？」

「服見に行こうってヤツ？　お、行く行く！　零レイ士ジもどうよ」

「そんな金はない、と言いたいところだが、放置して無む駄だ遣づかいされたらたまらん。……行く」

「あんたも来ない？　スイーツの美う味まい店知ってるから、女子会しましょ」

「え？　……経験がないのだけど、どういうイベントなのかしら、女子会って」

「女子会は女子会よ。ケーキ食ってコーヒー飲んで、男ども待たせて駄だ弁べるの」

「……待て。俺たちが待つのはどこでだ、店の外か？」

「ギリ店内でいいわよ。荷物持ちしてくれたらケーキセットくらいおごるけど」

「喜んで」

「あ、ずりー！　俺も俺も！　１トンくらいなら余よ裕ゆうで持つって!!」




　いつしかベンチに座り、そんな風にいつまでも。

　悲しみと怒いかりと、さまざまなものを乗のり越こえた先にある、ささやかな青春。

　甘くて青い果実を貪むさぼるように──逸はぐれ者たちは、語り合った。




　　　＊




　これはそれより少し、未来の話。

　仮面舞踏街マスカレード、夏ナツ木キ原バラにて大規模抗こう争そう事件発生。

　怪物モンスターサプリ服用者、武装した人獣ニンジユウ 数十『頭』の集団が駅前大通りで激げき突とつ。

　パニックは駅構内にまで及および、一時列車の運行を停止。




　現地清せい掃そうのため、管理請うけ負おい《幻想清掃Fantastic Sweeper》に緊きん急きゆう出動命令。

　身元不明人獣ニンジユウ の死者、重じゆう軽けい症しよう者しや、行ゆく方え不明者多数。

　死者５名、重じゆう軽けい症しよう者しや１３２名。




　うち、都立アカネ原高校生徒




　死者──３名。
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　電でん撃げき文庫読者の皆みな様さま、こんにちは。作家の三み河かわごーすとと申します。以前に電でん撃げき文庫さんで出版してからおよそ５年の時間が経たってしまいました。その間、電でん撃げきの担当編集さんと一いつ切さいコンタクトを取っていなかったのかというとそんなこともなく、ただ何を一いつ緒しよにやろうか考えたり、作品を練り込んでいく過程でだいぶ時間が経たってしまったという流れです。

　時間がかかりすぎた間に他レーベルでの作品も多く出版されたため、今となっては私が電でん撃げき文庫の新人賞でデビューしたことを知らない方も増えてきているようです。なんてことだ。

　それはさておき『怪かい物ぶつ中毒』は、これまでの私の作品の中でも群を抜ぬいて「特とく殊しゆな世界観」を描えがいたものになっています。欲望の街でくり広げられる、誰だれも見たことがないような事件を解決していく少年少女の物語。楽しんでいただけたらうれしいです。
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Beast Tech Inc.

Business Overview:

Pharmaceutical, vaccine development,
real estate business,

and various businesses.

Manufacture and sale of
monster supplement
a liquid that turns man back into a beast.
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